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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　　異い邦ほうより来たる兄妹きようだい




「───お客さま？　身分証などはお持ちでしょうか？」

　受付カウンターに座る受付嬢じようが、訝いぶかしげに眉まゆをひそめてそう言った。

　たった今、その受付嬢に一枚の紙を手て渡わたしたばかりの少年───ヒビキは、彼女に負けず劣おとらずのしかめっ面つらを作ってみせる。

「いや、だから。渡したろ、ソレ」

「はい、確かに受け取りました。……でもコレ、偽にせ物ものですよね？」

「はァ!?　本物だよ！　ちゃんとここに都市代表の署名もあんだろうが」

「ですから。私はそれが偽物ではないのか？　と、疑っているのです」

　眼鏡めがねをクイッとあげて、いかにもキャリアウーマンっぽい風を吹ふかせる彼女は続ける。

「都市滞たい在ざい許可証。ええ、確かにここには都市代表の署名と共にそう記き載さいしてあります。しかし、こんなものは偽ぎ造ぞうも捏ねつ造ぞうもでっち上げも簡単にできてしまうのですよ。私は騙だまされません、私の一年の受付嬢の勘かんがそう告げています」

「そんなん疑い始めたらキリねぇだろッ。つーか、一年って意外と短いなおい！」

「なんにせよ明確な身分証がないなら通せません。特に、あなたのような身なりの方は」

　言われて、ヒビキは目を細めた。

　他ほかでは滅めつ多たに見ることのない黒くろ髪かみ。そんな彼の身を包むのは、汚よごれの目立つみすぼらしい衣服だった。そして腰こしには布で包まれた得体の知れない棒状の物をベルトで留めている。

　珍めずらしい……なんて言葉で片付けられないくらい明らかに不ふ審しんだ。

「ここの検問は外見だけで人を判断すんのかよ？」

「外見は人の善し悪あしを判断する大事な要素の一つですよ？　ですから、外見からして得体の知れないあなたをこの《神装都市》においそれと迎むかえ入れることはできない」

　第五神装都市アルバマルナ、西口ターミナル───。

　ヒビキは現在、このドーム状の建物の検問ゲート前にいた。

　ターミナル内は多くの訪問客や業務スタッフであふれている。世界でも希少な『神装都市』の名を得ているこの大都市は、昼夜問わず人がひっきりなしに出入りしていた。

「世界が《魔ダ力ス光ク》に穢けがされてから十余年。その《魔ダ力ス光ク》を浄じよう化かして動力エネルギーに変へん換かんできる神聖存在《女め神がみ》さまがいなければ、我々人類の存続はあり得ません。ここ第五神装都市アルバマルナは《女神》さまの加護を受ける数少ない都市の一つ」

「……へーへー。ご高説はありがたいが、結局は何が言いたい？」

「この都市は《女神》さまによって浄化された《魔ダ力ス光ク》を主動力として機能しています。それらを悪用しようと都市外からやってくる不届きな輩やからが後を絶たないのですよ」

「回りくどい言い方だな。要するに、俺が怪あやしいってこったろ？」

　受付嬢は手元に目を落とすと、そこにあったキーボードをカタカタと操作し始める。

「勝手ながらこちらであなたの査定をさせていただきます。これまでに他の《神装都市》に滞在した経歴はおありですか？　もしあるならば個人情報をデータバンクと照合しますので、お名前と現在の『信しん仰こう値ち』のほうを自己申しん告こくでお願いいたします」

　淡たん々たんと告げられる彼女の言葉に、ヒビキはうんざりとした顔をする。

　っと、そんなときだった。

「───なにをモタモタやっているのですか、兄さん？」

　ヒビキの真横から、鈴すずを転がしたような可愛かわいらしい声が響ひびいた。

　視線を移すと、そこに一人の少女が立っていた。

　足下にまで届く濡ぬれ羽ば色いろの髪かみ。小さなリュックサックを背し負よった体は非常に華きや奢しやで、幼い顔立ちをしているが、通行人が思わず振ふり返ってしまうほど人ひと離ばなれした美少女だった。

　しかし、当の本人はそれら全すべてを台無しにする仏頂面である。

「よお、アニス。買ってやったジュースは飲み終わったのか？」

「子供扱あつかいしないでください。ちゃんと飲み終えてゴミ箱にシュート済みです」

　妙みように畏かしこまった口調でそう言う少女───アニスは、細い眉をひそめる。

「兄さんこそ。いつまでわたしを待たせるのですか」

「べつに待たせたくて待たせてるわけじゃない。受付が通してくれないんだよ」

「それは兄さんの顔面が凶きよう悪あくで、モロに犯罪者面なことに問題があるんじゃないですか？　人を二、三人は殺やってそうなその顔面で『ボクは無害です！』と主張されても、説得力なんてまるでありません。わたしが受付の人の立場でも全力で拒きよ否ひします」

　……こいつ、人が気にしてることをズケズケと。

「うるせぇ。爽さわやかスマイルが素す敵てきな好青年だって犯罪を起こすことはあるんだよ」

「そうですね。ですが、兄さんの場合は顔面に限らずあらゆる方面で犯罪者予備軍じゃないですか。怠なまけ者で巨きよ乳にゆう好きでスケベで巨乳好き。マイナス面のオールラウンダーです」

「なんで巨乳好きを二回言った？　いや、確かに巨乳は大好きだが」

　ヒビキは鼻から浅い息を吐はき、

「つか……微び妙みように私し怨えん入ってないか？」

　アニスの胸むな元もと。年ねん齢れいを加味しても明らかに薄うす型がたなその部位を、凝ぎよう視しして言った。

「……殺害します」

「うおおい!?　ちょっと待て！　なんだそれは!?」

　アニスは自分専用のガジェット入れから、なにか黒光りする物を取り出す。

　バチバチと電流が先せん端たんで爆はぜるそれは……スタンガンだった。

「自作の改造スタンガンです。市し販はんのものより遥はるかに電圧を上げてるので大型動物だってイッチコロ♪　ついでに兄さんも死なない程度にイッチコロ♪」

「普ふ通つうに死ぬわ！　そんな危ないもんこっち向けんなッ」

「兄さんの脳内に電気を流して今こそ革新を起こします。巨乳好きから貧ひん乳にゆう大好きに。そうすれば兄さんもわたしの魅み力りよくに気づいて……フフフ」

「コワッ。うちの妹がコワイ！」

　こいつのほうがよっぽど犯罪者予備軍じゃないか？

　我が妹ながらに呆あきれるばかりだった。丁てい寧ねいな言葉づかいとは裏腹に妙に暴力的な毒どく舌ぜつ。見た目とのギャップも相まってか、受付嬢も目を見開いている。

「ああ、気にすんな。こいつ、俺の妹。生意気だが可愛いところもあって───」

「い、いえ。お、お客さま？　それよりもまず、後ろを確かく認にんされたほうがいいかと……」

「あ？　うしろ？」

　───パァンッ!!

　そのとき、西口ターミナルに耳を劈つんざくような銃じゆう声せいが轟とどろいた。

「全員、動くな！　大人しくその場に身を伏ふせろ。従えば命まで取りはしない！」

　続いて、荒あらっぽい男の怒ど声せい。

　右手に拳けん銃じゆうを構えたビジネスマン風の男が、血走った目で叫さけんでいた。

　ターミナルに集まっていた業務員や来訪客たちの間から悲鳴があがる。一転してその場は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。受付カウンターの彼女が涙なみだ目めになりながら身を伏せるのを見て、ヒビキは思わず半眼になる。……さっきの威い勢せいある態度とはえらい違ちがいだ。

「ったく。女神サマの加護を受ける神聖な都市が聞いて呆れるね。受付嬢のガードがやけに堅いだけで、警備のほうはザルじゃねーか。ほら見ろ、アニス。ああいう一見して無害そうなのが一番怖こわいんだ。お前もヘンな男に騙されないよう気をつけるんだぞ」

「そうですね。兄さんは一見して有害そうで、その実、なんのひねりもなく有害ですが」

　全員が慌あわてて床ゆかに伏せるなか、二人の兄妹だけは平常運転で会話を続けていた。

　男もそれに気づいたのか、慌てて銃口を彼らに向ける。

「お、おい！　そこのお前らも！　さっさと伏せて───」

「まあいい。ちと面めん倒どうだが、身分証の代わりだ」

　言って、ヒビキはベルトで留めていた布に包まれる物体に手をかけた。

　スルスルと解かれる布の下から機械的な光こう沢たくが露あらわになる。

　それは───鞘さやに納められた一振りの剣けんだった。

　ある種の神こう々ごうしさを感じさせる装そう飾しよく。思わず息を吞のんで見入ってしまいそうなほど、どこまでも神秘的で超ちよう越えつ的。しかし、同時にその洗練されたフォルムは機能美を有している。

　その剣を目にした瞬しゆん間かん、カウンター下に伏せていた受付嬢が目を丸くした。

「う、うそっ!?　神機聖剣エクスカリス!?　あなた、まさか───!!」

　言うが早いか。ヒビキは床のタイルを勢いよく蹴けって、一直線に駆かけだしていた。

　身を低くして突とつ進しんするその姿は、さながら一発の弾だん丸がん。目で追うことすら困難を極きわめる。

「……ひっ!?　く、くるなああああああああああああああっ」

　男が怯おびえた悲鳴をあげて拳銃を滅め茶ちや苦く茶ちやに発はつ砲ぽうした。

　飛び交かう弾幕。それを余よ裕ゆうで潜くぐり抜ぬけ、ヒビキは男の懐ふところへと一気に肉にく迫はく。

　鞘に納められたままの剣を握にぎる彼の横顔が、ニヤリと凶悪な笑えみを湛たたえる。

「───まさか、《聖剣使い》!?」

　受付嬢のその声が響くよりも尚なお早く。

　振り抜かれた聖剣の輝かがやきが、鋭するどく大気を凪ないだ。







　　　第一章　　無ゼ刃ロの聖剣士




　第五神装都市アルバマルナ。

　人口は約三千万強。世界の大半が《魔ダ力ス光ク》に侵おかされ居住不可な土地が増えた現在において、人々が密集して暮らすことのできる数少ない大都市の一つ。

　神聖存在《女神》の加護を受けるこの都市の外周は厚い隔かく壁へきに覆おおわれ、中ちゆう継けいポイントに存在する結界装置が外部からの有害な《魔ダ力ス光ク》の侵しん入にゆうを完全に遮しや断だんする。

　その大都市の一角で───今。

　風変わりな姿恰かつ好こうをした兄妹が、商店の立ち並ぶ繁はん華か街がいをゆるゆると進んでいた。

「───へぶしッ」

「兄さん？　風か邪ぜでも引いたんですか？」

「……んにゃ。そんなことはないが。誰だれかに噂うわさでもされてんのかな……？」

「女ですか？　相手は女なんですね。わかりました、兄さんを殺してわたしも死にます」

「言ってねえだろ!?　つか、相手が女だとなんで心しん中じゆうさせられる感じになってんだよ!?」

「女性にだらしない兄の性しよう根ねを正しい方向に導くのは妹として当然の責務です。ですが、兄さんの性根はきっと死ななければ治らない。だから兄さんが寂さびしくならないようにわたしがご一いつ緒しよする……完かん璧ぺきな道理じゃないですか」

「道理の前にまず妹の頭の中を正したいね、お兄ちゃんは」

　えへんと誇ほこらしげに胸を張るアニスに、ヒビキは辟へき易えきして肩かたを落とす。

　平日の昼間だというのに繁華街は大変賑にぎわっていた。

　最先端の家電などを扱った大型ビルから、小物や衣類などを扱ったブランド店、いい匂においを漂ただよわせる飲食店に至るまで……。眩暈めまいがするほどのたくさんの店に囲まれ、車両の出入りを禁じられた歩行者空間を様々な人種の人間が忙せわしなく行き交っている。

「さすがは神装都市。居住可能な土地が極端に減って資源が不足しているこのご時世に、まあ随ずい分ぶんと派手にやってるな」

「…………」

「おい、アニス。物欲しそうな顔しても何も買ってやらねえぞ？　そんな金なんかどこにもないからな。はぐれると面倒だから、ちゃんとついてこい」

　家電量販店の店先を見つめていたアニスに言うと、彼女は不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「お金がないのは兄さんが甲か斐い性しようなしだからじゃないですか」

「文句を言うな。不満を漏もらしたところで金は湧わいて出てこねーぞ」

「さっきの悪い人を捕つかまえたあと、あの場に留とどまっていればよかったじゃないですか。都市警備隊の人に自分の手て柄がらだと報告すれば、謝礼の一つくらいもらえたはずです」

　なおも食い下がるアニスに、ヒビキはやれやれと嘆たん息そくした。

　さっきの悪い人。おそらく西口ターミナルでテロもどきを起こした男のことだろう。

「アホ。あんなのは犯罪者のうちにも入らねえよ。『都市の住民権を剝はく奪だつされて、むしゃくしゃしてやった』とか。小物にもほどがある」

　ヒビキに殴なぐり倒たおされ、あえなくお縄なわとなったあの男は、半泣きになりながらそう訴うつたえていた。たぶん彼は、この都市で不正の一つでも働いたのだと思う。

「《女め神がみ》によって管理されるデータバンク。そこに記された数値……確か『信しん仰こう値ち』でしたか？　あの人はそれが一定値を切ったから、都市追放になったんですよね？」

　小首を傾かしげて尋たずねてくるアニスに、ヒビキは渋しぶい顔で頷うなずいてみせる。

「まあ、そうなるな。こんな世界情勢じゃ、ハッキリした数字で権利諸もろ々もろの有無を測るしかないってのはわからなくもねえけど。面倒くせぇ制度だよ、ホント」

　神装都市。女神の加護を受け、資源不足や外界の恐きよう怖ふから切り離はなされたこの土地は、一見すると煌きらびやかに見える。だが、それは都市の外に出たことがない物知らずの見解だ。

　有害な《魔ダ力ス光ク》に侵された外地。その中でも唯ゆい一いつの安全地帯と言えるこの神装都市に住まう人間には、それなりの資格が問われることになる。ただでさえ土地が限られているのに、なんの利にも働かない者を置いておく余裕はどこにもないからだ。

　それを査定する際に使われるのが、『信仰値』と呼ばれるものだった。

　信仰値は『その人間がいかに世界にとって有用であるか』を測る制度。数値が高い者には相応の利権が与あたえられるが、逆に低い者は都市に居住する権利さえ剝奪される。

　外地にも《魔ダ力ス光ク》の濃のう度どが薄く、辛かろうじて人が住める場所は存在する。だが、それまで安全な都市に住んでいた者にとっては、まさに死し刑けい宣告をされたのにも近いのだろう。

　だからと言って、自じ暴ぼう自じ棄きになってテロ行こう為いに走るのは迷めい惑わく極まりないことだが。

「今回はたまたま巻き込まれたから仕方なくぶっ飛ばしたけどな。二束三文の謝礼と、おまけ程度の安い賛辞をもらうために、事情聴ちよう取しゆで時間取られるのもバカらしいだろ」

「むぅ……。ですが、兄さんの手柄を女神やこの都市の人間に知らしめることくらいはできたのでは？　善い行いはそのまま信仰値の上じよう昇しようにつながるのでしょう？」

「そんな細かいポイント稼かせぎみたいな真ま似ねしたかねえよ」

　ヒビキはバツが悪そうにそう言って、

「ほら、もういいだろ。色々あって時間を食った。待ち合わせの時間に遅おくれちまう」

　ヒビキは何事もなかったように、大おお股またで再び歩き出す。

　アニスは少し未練がましそうにしながらも、名声や手柄などにはまったく興味を示さない兄の背中を見て一つ嘆息。すぐに後を追った。

　繁華街をしばらく歩いていると、徐じよ々じよに通行人の数が減ってくる。そしてあるラインを境に、ビルなどの建造物もなくなり、木々や草花にあふれる遊歩道へと変わった。

「大都市にしては田舎いなか臭くさくなってきましたね……。本当にこの道でいいんですか？」

「たぶんな。送られてきた地図によると、ここら一帯が『信徒区』。一般人が営みを持つ居住区や商業区とは一線を画する聖剣使いの管轄地だ。……まあ、土地の様相は責任者の趣しゆ味みが多分に関わっているみたいだけどな」

　ヒビキが呆れ気味に答えると、ちょうど木々が生おい茂しげる一本道を抜けた。

　……まず目についたのは、軽く十メートルを超こえる巨きよ大だいな門もん扉ぴ。

　その周囲にある塀へいは立派な門扉に負けないくらい高く厚く。さらに、塀に覆われた広大な敷しき地ちの向こう側には、尖せん塔とうや三角屋根などのやけに古臭い建物群がそびえたっていた。

　ヒビキもアニスも、思わず目を点にして棒立ちになる。

「……兄さん。時代錯さく誤ごって言葉はご存じですか？」

「俺に言うな。持ち主の趣味だろ」

　いちおう手元の地図をもう一度だけ確認してみる。

　───『オレイアス聖徒学院』。間違いない、ここであっている。

「第五神装都市アルバマルナにある『聖剣使いの育成機関』。俺たちの今回の目的地で、今後しばらくの寝ね床どこになるかもしれない場所だ」

　浅い息を吐はきつつヒビキが言うと、アニスが少し複雑そうな顔をした。

　彼女はヒビキの腰こし───ベルトで留められた一ひと振ふりの剣を見つめる。

「兄さん……わたしは……」

「なんだ。不安なのか？」

「不安ではないです。兄さんがわたしの隣となりに居続けてくれる限りは。でも……でも。わたしみたいな穢けがれた存在がこの地に足を踏ふみ入れて、本当にいいんでしょうか？　兄さんだって、わたしのせいで色々と言われてしまうのでは───」

「アホ。今さらくだらないこと気にかけてんじゃねえよ」

　ポコンと。ヒビキは俯うつむきがちなアニスの頭を軽く叩たたく。

「に、兄さん……？」

「お前はいつもどおりクソ生意気に、ふてぶてしくそこに立ってりゃいいんだ。確かに、世界はお前を『罪』と断じる。それを庇かばう俺だって同罪さ。だけど、俺はお前のその『罪』を消してやれる方法があると聞いて、この学院に足を運んだ。それだけのことだ」

　力強く言ってやると、アニスの瞳ひとみから少し不安が薄うすれていくような気がした。

「心配すんなよ。なにか不都合なことや問題が起こったとしても───」

　ヒビキはニヤリと不敵な笑みを浮うかべて、

「───相手が誰であれ。俺がぶった斬ぎって、お前を守ってやる。まだ文句あるか？」

　それだけ言って、ヒビキはさっさと歩きだしてしまった。

　兄の後ろ姿をアニスは途と方ほうに暮れたように見つめる。

　しかしすぐに、いつもの調子の仏ぶつ頂ちよう面づらに戻もどって、

「…………バカ」

　小さく呟つぶやいたその幼顔は、少しだけ赤らんでいた。




　開放感のあるオレイアス聖徒学院の敷地内は、近代都市の中にいながらまるでタイムスリップでもしてしまったかのような趣おもむきある光景が広がっていた。

　建物はすべてレンガ造りのゴシック様式で、コンクリートの高層ビルや機能性を重視した現代的建築物の一切が排はいされている。遠くには時計塔のようなものも見受けられた。

　行き交う生徒たちは制服を纏まとい、腰や背などに神秘的な輝きを放つ剣を携たずさえている。

　聖域。まさにそんな言葉がピッタリの場所に思えた。

「……ねえ。アレなに？　うちの生徒じゃないわよね？」

「見たこともない漆しつ黒こくの髪かみ……。なんか気味わりぃな」

「教官に報告したほうがいいかしら？　でも、不ふ審しん者にしては堂々としてるわね……」

　進むたびに集まる、衆目、衆目、衆目。

　それら一切のことを気にもかけず、ヒビキは敷地内をゆるゆると進む。

「あの、兄さん？　思いっきり不審がられてるんですけど……」

「細かいことは気にするな。入場の許可はもらってるし、コソコソすると余計に怪あやしまれるぞ。……む、あの女子生徒も発育がいいな。やっぱり食い物がいいと違ちがうのか？」

「今すぐ不審者に間違われて監かん獄ごくにぶち込まれてください」

　ふむふむと顎あごに手を当てて感心している兄に、アニスは頰を膨らませて痛つう烈れつな毒を吐く。

　どこにでもいる普ふ通つうの兄妹きようだい───には、残念ながら見えなかった。

「地図によると、待ち合わせはこの建物か？」

　フッとつぶやいて、ヒビキは足を止めた。

　辿たどり着いたのは、いくつもの長方形が合わさってできたような形の建物。

　アニスも横から首を伸のばして、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「本当にこんな場所なんですか？　敷地の中でもかなり端はしっこにありますけど」

「いや、確かにここであってる。とりあえず入ってみようぜ」

　楽観的に告げたヒビキは、さっそく正面に玄げん関かん口ぐちを見つけて歩き出した。訝いぶかしそうにキョロキョロしているアニスを連れて階段を上り、建物の最上階である三階にあがる。

「えっと……３７５号室、３７５号室……と。おっ、あったな」

　手元の地図の通りに通路を進み、ちょうど袋ふくろ小路こうじのところでそれらしい部屋を見つけた。

　さっそくノブに手をかけてみたのだが、

「あれ？　鍵かぎがかかってる……？」

　部屋の扉とびらは施せ錠じようされているらしく、ピクリともしなかった。

　間の抜ぬけた声をあげるヒビキに、後ろのアニスが嘆息する。

「もう一度、確認しますよ？　ここでいいんですか？」

「だから間違いねえって。３７５号室。部屋番号もバッチリだ」

「ハァ……。仕方がないですね。ちょっとどいてください」

　ヒビキを押しのけ、扉の前に出るアニス。

　彼女は扉のノブを触さわったり引いたりして、しばし考え込むようにする。

「見た目こそアンティーク調ではありますが……。おそらく、最新式の電子ロックが施ほどこされていますね。鍵穴らしいものも特に見当たりませんし」
















　言って、アニスは担かついでいたリュックサックをゴソゴソと漁あさった。

　すぐにリュックサックの中から薄型のノートＰＣを取り出す。さらにケーブルのようなものを一本だけ取り出し、ノートＰＣと扉のノブ周辺の機器とを繫つなぎ始めた。

「……すごい。ただの電子ロックじゃなくて、主動力として《魔ダ力ス光ク》が採用されているようです。神装都市は女神によって浄じよう化かされた《魔ダ力ス光ク》を主要エネルギーとしていると聞いていましたが、まさかこんな細かい場所にまで。この建物のセキュリティ自体が女神と直接繫がっていて、管理されているという可能性も……？」

「なに一人で感心してんだよ。開くのか？　開かないのか？」

「舐なめてもらっては困ります。《魔ダ力ス光ク》で動いているとはいえ、所しよ詮せんは既き存そんの機器を少しいじっただけの代しろ物もの。わたしの手にかかれば朝飯前です」

　キーボードをリズミカルに叩き、アニスは早口にそう告げる。

　心なしか生き生きしているように見えたのは、たぶんヒビキの気のせいじゃないだろう。

　改造スタンガンといい、こういった作業といい。こいつは昔から機械いじりが大の得意だった。あのＰＣだって、元はゴミとして廃はい棄きされた部品を彼女が一から組み上げたのだ。

　ヒビキが見守っていると、数十秒足らずで『ピー』という電子音がした。

　続いてガチャリと開錠音が響ひびく。

「完かん了りようです。フッ……女神によって統とう括かつ管理された神装都市が聞いて呆あきれますね。この程度のセキュリティごときでわたしを締しめ出そうなんて甘すぎますよ」

「よくやった。お前は最高で最強の妹だよ」

　自じ慢まんげに胸を張るアニスの頭を撫なでてやり、ヒビキはノブに手をかけた。

　今度はすんなりと開く。これでようやく待ち合わせの部屋に入れて───




「───え？」




　同時に室内から響く、素すっ頓とん狂きような声。

　……部屋の中に一人の少女がいた。

　年とし頃ごろは十代半ばくらいとまだ若い。容姿は非常に端たん麗れいで、パッチリとした目鼻立ちと、年ねん齢れい不相応に実った胸むな元もとのたわわな双そう丘きゆうがとても印象的だった。

　だが……たぶん気に掛かけるべきところはその少女の美しさでなく。

　彼女が一糸まとわぬ全ぜん裸らであったこと。

　髪はしっとりと濡ぬれて、見事な軌き跡せきをえがく肢し体たいのラインは完全に浮うき彫ぼりになっている。

　むき出しの柔やわ肌はだには所々に水すい滴てきがしたたっていた。両手に持ったバスタオルで頭を拭ふく体勢でいることから、おそらくは風ふ呂ろあがりかと思われる。

　……風呂あがり？　いや、ここは待ち合わせに指定された部屋のはずだぞ？

「え……か、鍵かけてたのに、開いて……？」

　少女も唐とう突とつな出来事に脳の処理が追いつかないのか、双そう眸ぼうを見開いたまま固まっていた。胸元のたわわな双丘や、滑なめらかな下腹部を隠かくすことすらも忘れているという有様だ。

　たぶん、本来は驚おどろいたり、慌あわてて弁明しなければいけない場面なんだろう。

　だが、今のヒビキはとてもそれどころではなかった。

「……おい、アニス。ナチュラルな動きで兄の眼球を潰つぶそうとするのはやめろ」

　Ｖサインを突つき刺さそうとしてくるアニスの小さな手を、ヒビキはガシッと摑つかんで止めた。

「チッ。惜おしかったです」

「心の底から悔くやしそうにするな。本格的にお前の精神状態が心配になってくるぞ」

「女子の裸体をいやらしくガン見する兄の眼球を葬ほうむるのも、妹の立派な役目です」

「落ち着けアホ。いやらしいとか以前に、お前のせいで命の危険を感じてそれどころじゃないわ。もっとお兄ちゃんを大切にしてください、お願いします」

　いつもの調子でヒビキたち兄妹が言い争っていると。

　呆ぼう然ぜんとしていた少女も、遅おくればせながら我われに返ったようだった。

　みるみるうちにカァッと顔を赤くし、バスタオルを裸身に巻いて隠す。

「い、いい度胸じゃない……！　覗のぞき魔まの分際でその堂々とした態度とか……ッ！」

　地じ獄ごくの底から湧わいて出てくるような唸うなり声に、ヒビキはハッと振り返った。

「待て。これは誤解だ。別にお前の裸はだかを覗こうと思って部屋に押し入ったわけじゃない」

「でも覗いたわ。部屋には鍵をかけてたのに、わざわざそれを破ってまで……」

　っと、そのとき。

　天てん井じように取り付けられたマイクから、けたたましいアラーム音が鳴り響いた。

『───警告。女子寮りよう三階の３７５号室において、学内セキュリティが不正に破られる事態が発生しました。各生徒は第一級厳げん戒かい態勢を敷しくと共に、不審人物を見つけ次第ただちに捕ほ縛ばくしてください。繰くり返します、不審人物はただちに捕縛してください───』

　ヒビキは苦笑いになって、恐おそる恐る視線を下に戻す。

　すると、少女の凶きよう暴ぼうな笑えみが待ち構えていた。

「褒ほめてあげるわ。ここは聖せい剣けん使いの学び舎や、オレイアス聖徒学院。その一室に押し入って、堂々と覗きを働いた変質者は、学院創設以来あんたが初めてよ？」

「……そ、それは。お褒めにあずかり光栄至極……」

「そうね。だから───さっさと裁かれなさいッッッ!!」

　大だい喝かつした少女が、ベッドの脇わきに立て掛けてあった二本の剣に手を掛けた。

　柄つかから鞘さやに至る神こう々ごうしい白銀の輝かがやき───。

　ただの武具ではない。一目でわかる圧あつ倒とう的てき存在感と、洗練されたその独特なフォルム。

　ヒビキは自分の額から冷ひや汗あせが噴ふき出すのを感じた。

「アニスッ！　逃にげるぞ!!」

「第一級厳戒例に従い、聖剣の解放を執しつ行こう！　女め神がみの名の下に───神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン、《灼天のトワイライト・炎竜サラマンドラ》ァッッ！！！」

　二本の剣のうち、片方の鞘から抜き放はなたれる一いつ閃せん。

　剣の刀身から紅ぐ蓮れんの光こう輝きが発生し、部屋全体を包み込んだ。

「これは《魔ダ力ス光ク》の輝き……!?　神機聖剣エクスカリスですか!?」

　アニスが驚きの声を上げる。

《神機聖剣エクスカリス》───。それは女神より人類が賜たまわった神聖兵器の総そう称しよう。女神の浄化の力を利用して《魔ダ力ス光ク》のコントロールを可能とした機械聖剣のことである。

　そもそも《魔ダ力ス光ク》とは、この世の物理法則すらも捻ねじ曲げてしまうほどの超ちよう常じようエネルギー。これらの濃のう度どが一定以上に達すると、無む軌き道どうに暴走し、災害やら超常現象やら突とつ然ぜん変へん異いやらを引き起こす。ゆえに、女神による浄化がなされていない外地は、人間の居住地としては非常に危険な環かん境きようと化してしまうのだ。

　しかし、一番に恐れるべき《魔ダ力ス光ク》の特異性はそこではない。

　───何千人に一人の割合で、特定の人間が《魔力光》を浴びると、稀に《魔力光》を体内に宿してしまうことがある。

　そうなった人間はもう普通ではいられない。

　体内から湧き出る超常エネルギー。自分には扱あつかいきれない力に振ふり回され、挙句に身を焼かれて、いずれは果てる。《魔ダ力ス光ク》が人類に恐れられる最大の所以ゆえんだった。

　だからこそ、そういった一部の特とく殊しゆな人間には、女神から神機聖剣エクスカリスが授さずけられる。

　いわば制せい御ぎよ装置である神機聖剣エクスカリスを賜った人間は、一生を賭かけて女神に忠誠を尽つくし、世界の剣として働く。それこそが、聖剣使いと呼ばれる者たちなのだ。

「ここは聖剣使いの育成機関。聖剣所持者がいるのは不思議じゃないが、マズいな」

　ヒビキは引きつった苦笑いを浮うかべる。

　部屋全体を包んでいた紅蓮の輝きはすでに少女の聖剣に集約し、治まっていた。

　抜ぬき身となった聖剣は先ほどの形状とは大きく異なった様相を呈ていしている。

　一言で表現するならば───機械剣。

　刃は細身の片かた刃はへと変化し、柄周辺の部位は鋭えい利りなフォルムの薄うすい装そう甲こう板ばんで覆おおわれている。鋼鉄の閃ひらめきを放ちながらも、どこか侵おかしがたい神々しさを感じさせた。

「《魔ダ力ス光ク》による聖剣の形態変化か。殺やる気満々じゃねーか。ちょっと落ち着いて話し合うって道はないもんかな───？」

「《魔ダ力ス光ク》の装そう塡てん開始！　概がい念ねん指定『刃ブレード』！」

　ヒビキの提案を押しつぶすように少女が文言を唱える。

　すると、柄部分の装甲がガシュと音を立てて後方にスライドした。刀身を包み込むように魔ま法ほう陣じんが何重にもなって展開し、高速回転してチリチリと火花を放ち始める。

「聞く耳持たずかよ、チクショウ！」

　ヒビキは咄とつ嗟さにアニスの頭を押さえて身を屈かがめた。

「───放射ッッ!!」

　少女が叫さけぶと同時、聖剣の刀身から逆巻く炎ほのおが発生し、大きく膨ふくれ上がった。

　聖剣の刃を上からコーティングするかのように二メートル近い炎の刃が形成される。

　少女はそれを横一閃に薙なぎ払はらった。空気を焼き払いながら、ヒビキたちの頭上ギリギリを炎の刃が擦さつ過かしていく。背面の壁かべが切り裂さかれ、室内は一いつ瞬しゆんにして火の海と化した。

「ああクソッ。なんでこんなことになるんだよ！」

　ヒビキはアニスの首根っこを摑つかむと、ひょいと持ち上げて自分の背に乗せた。

　そのまま踵きびすを返して一目散に逃げ出す。

「逃がすか！　《魔ダ力ス光ク》再装塡───放射!!」

　少女は聖剣を構え直し、再度炎の刃を展開。逃げるヒビキの背中に向けて振り下ろす。

　極大のリーチを持つそれを、ヒビキは横っ飛びになって躱かわした。

「熱っ。た、建物の中なのに無茶なことしますね……」

「神機聖剣エクスカリスを通して洗練された《魔ダ力ス光ク》だ。所有者の意思に従い、傷つけようと思ったもの以外は傷つけることはねえよ。むろん、あいつが俺たちを燃えカスにしようとしている以上、こっちにとっては危険なことに変わりねえけどな」

　とりあえずその場に留とどまったら確実に死ぬので、扉とびらを抜ぬけて廊ろう下かを全速力で駆かけた。

　幸いなことに、少女は部屋の外までは追いかけてこなかった。さすがに半裸の状態で外を駆け回る勇気はなかったらしい。

「つっても、あんなアナウンスを大々的にされたからな……。イヤな予感しかしねえ。アニス、念のため聖剣使いとの実戦でも使えるようそいつに調整を加えておいてくれ」

「言われずとも。とっくにやってますよ」

　背中でそう応じるアニスは、自前のノートＰＣをカタカタといじくっていた。

　ノートＰＣからは青色の光線が飛んでおり、ヒビキがベルトで留めている剣となにやら交信している。妹の腕うでは信用しているので、こっちは任せても問題なさそうだった。

「さて、面めん倒どう極きわまりねえが。俺は俺で頑がん張ばれるだけ頑張ってみますか」

　前を向くと、通路の角からバタバタと足音が響ひびいてきた。

　ほどなくして、制服に身を包み、腰こし元もとに帯剣した少女たちの集団が姿を現す。

「見つけた！　例の不ふ審しん者！」

「女神さまが直接管理なされているこの土地を荒あらすなんて信じられない！」

「そこの犯罪者！　止まりなさい！」

「……ったく。複数の女子にモテるのは嬉うれしいが、こんなシチュエーションは御ご免めんだな」

　走りを止めないままヒビキは嘆たん息そく。

　それから気合を入れるように視線を鋭するどくすると、床ゆか板いたを踏ふみ抜く勢いで一気に加速した。

　女子生徒の集団は一瞬だけ怯ひるんだ素そ振ぶりを見せるが、学生とはいってもやはり聖剣使い。すぐに抜ばつ刀とうして、こちらの迎げい撃げきに備える。

「構わないわ！　やっちゃいなさい！」

「「「───神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン!!」」」

　重なる裂れつ帛ぱくの叫びと呼応して、少女たちの剣が光を放った。

　各おの々おのの武具が形態変化を起こす。前衛の三人が直刀と槍やり、そして大剣。後衛の一人は自動拳けん銃じゆうを手にしていた。形こそ様々だが、どの得物も機械的なフォルムを有している。

「止まらないそっちが悪いんだから！　怪け我がしても文句言わないでよね！」

　後衛の一人が牽けん制せい目的の速射。

　続けて前衛の三人がそれぞれの得物を構えて殺さつ到とうしてくる。

　だが───ヒビキの対応はあくまでも冷静だった。

　低い姿勢で突進しながら、左右に小刻みのステップ。飛んでくる銃じゆう弾だんを難なく躱す。

　牽制射撃を突破すると、先頭の女子生徒が直刀で斬きりかかってきた。刃が横よこ薙なぎに振られるのを見て、ヒビキは軽かろやかに跳ちよう躍やく。体が浮き上がり、鋭い一閃が足下をすり抜けた。

　そのまま壁へき面めんを走るように素す早ばやく足を蹴けり出し、前衛三人の頭上を飛び越こえる。

「っ!?　な、なによ、あの動き……!?」

　愕がく然ぜんとした声を耳にしながら、ヒビキは衝しよう撃げきを最小限にトンッと着地した。

　間かん髪はつ容いれずに再びダッシュ。飛び越え損そこねた後方の一人が慌てて拳銃を発はつ砲ぽうしたが、即そく座ざに弾道を読んで至近距きよ離りからの射撃を回かい避ひ。一番無防備な足下をスライディングで抜けて、スピードを落とさずに突破してしまう。

　何が起こったのか理解できずに立ち尽くす女子生徒たち。

　そんな彼女らを後目に、ヒビキは軽く首を鳴らした。

「実戦慣れしてない奴やつが多いみたいだな。どいつもこいつも動きが隙すきだらけだ」

「───兄さん、兄さん」

「ん？　どうした、揺ゆらしたのがマズかったか？」

「そんな些さ細さいなことで作業に支障をきたすほど、わたしはヤワじゃないです。そうではなくて、さっき女の子の横をスライディングで抜けたとき。……少しめくれ上がったスカートの中を覗いていたでしょう？　わたしの目は誤魔化せませんよ」

　アニスの鋭いつっこみに、ヒビキはとたんに半眼になった。

「いや、待て。あれは不ふ可か抗こう力りよくだ。わざとじゃない」

「言い訳はいいです。女子の裸やパンツを見たふしだらな兄の記き憶おくを消すために、電気ショックなどを与あたえてもいいでしょうか？　いいですよね、ダメと言ってもやりますが」

「……とりあえず、ここを無事にやり過ごせたらな」

　うまく逃げ切れたとしても、無事でいられる気がしない……。

　べつなところからの脅きよう威いに頭を痛くしながら、ヒビキは飛ぶように階段を駆け下りた。

　しかし、踊おどり場ばに出たところで、下の階層からまた複数人の女子生徒たちが現れる。

「いたわ！　みんな、油断しないで！」

「───チッ。狭せまい通路を逃げ回るのも面倒だな。アニス、少し揺れるけど平気か？」

「問題ありません。何度も言わせないでください」

　傲ごう慢まん不ふ遜そんな妹の返事を聞いて安心する。

　ヒビキはクルリと身をひるがえし、階段を駆け上がってくる女子生徒たちに背を向けた。

　何人かが驚おどろいたように目を見開くなか、彼は踊り場にあった窓の桟さんに片足を掛かけて、

「「「「「ええええええええええええええええええええええっ[image: ！！？]」」」」」

　人一人背負った状態での、建物三階から飛び降り。

　あまりに命知らずなその行動に女子生徒たちの驚きよう愕がくの声がかぶる。

　当のヒビキは全身に風を受けながら、足下に広がる芝生しばふへ直下していった。

　ドシンッ。砂すな埃ぼこりを巻き上げ、鈍にぶい衝撃音と共に着地。

　それでもヒビキの表情はケロリとしていた。背負ったままのアニスも、特に気にしたふうもなくカタカタとキーボードの操作を続けている。

　着地点はヒビキたちが通ってきた正面玄げん関かんとは反対側の、建物の裏手にあたる場所のようだった。青々とした芝生に石造りの歩道が敷しかれ、広場のような造りになっている。中心には剣けんを掲かかげた女性の巨きよ大だい銅像のようなものが建てられていた。

　広場を横断しながら、ヒビキは訝いぶかしむようにその銅像を見上げた。

「『剣聖イグナイト』。こんなところでオブジェにされてるとか、まるで英えい雄ゆう扱いだな」

「？　兄さんのお知り合いですか？」

「知り合いっつーか……いや、やめとく。あんま思い出したくねえわ」

　イヤな記憶を消すようにブルブルと首を振る。

「そんなことより、まずはこの場からの脱だつ出しゆつだ。ひとまずの危機は回避したとはいえ、不法侵しん入にゆう者扱いされた限りは追っ手もわんさかやってくるだろうしな」

「大変ですね、ヘンタイ覗のぞき魔まさん」

「一いつ緒しよに鍵かぎを破った同罪者が何を言う」

　本当に。どうしてこんなことになったのか。

　自分はただこの学院に呼び出されて、待ち合わせ場所を訪ねただけのはずだ。そりゃ妹を使って鍵をこじ開けたりもしたが。女の子の生乳を心ゆくまでガン見もしたが。

　……あれ？　意外と咎とがめられても仕方ないのか？

　そんなことをゴチャゴチャ考えていたせいか、背後への警けい戒かいを少し怠おこたっていた。

「───おっと」

　腑ふ抜ぬけた声をあげて、ヒビキは咄嗟にバックステップを踏む。

　コンマ数秒遅おくれて、目の前が一瞬にして凍こおり付いた。

　三メートル近い高さの氷壁が突とつ然ぜんに現れて、ヒビキたちの行く手をはばむ。

「これは……」

「───《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》。あたしのもう一つの聖剣よ」

　背後から飛んでくる、凜りんとした声色。

　振ふり返ると、見覚えのある少女がすぐ後ろでたたずんでいた。

　濡ぬれていた髪かみは乾かわき、リボンで二つ括くくりに結ばれている。あられもなかった体は学院の制服に包まれていたが、胸元のたわわな双そう丘きゆうは服越しでも多分に自己主張しまくっていた。

「……随ずい分ぶんとお早いご到着だな」

「そうね。今までで最高新記録の早着き替がえだったわ。髪も自分の炎で乾かすハメになったし、もうサイアク。それもこれも全部、どこかの覗き魔のせいね」

　口調こそ冷静だが、こちらを睨にらむ少女の瞳ひとみは怒いかりに燃え上がっている。

　彼女の両手にはそれぞれ二本の聖剣が握にぎられていた。片方には炎を渦うず巻まかせる機械剣、もう片方にはそれを対照的に写し取ったような氷を纏まとう機械剣だ。

　……神機聖剣エクスカリスの二刀流？　珍めずらしい光景に、ヒビキは思わず目を細めた。

　通常、聖剣使いの所持する神機聖剣エクスカリスは一人一本。発現される能力も単一に限られる。絶対の決まりではないが、ある種の常識みたいなところがあった。

　聖剣の能力が二つ同時に発動しているということは、彼女自身の体内に宿る《魔ダ力ス光ク》もまったく質の異なるものが二つ同時に内在されているということになる。

　目の前の少女が相当の実力者であることは、それだけで明白だった。

「あんたのソレ、神機聖剣エクスカリスよね？　ちょっと普ふ通つうのと色合いとか違ちがうけど……」

　しかし、対たい峙じ者に警戒しているのはヒビキだけではなかった。

　少女もまた、ヒビキが腰に帯する剣に目を向けている。

「この学院の生徒……じゃないわよね。顔に見覚えないもの。なのにどうしてあんたが聖剣を所持してるの？　聖剣は女め神がみさまから賜たまわらなければ絶対に手に入らない物なのに」

「……説明すると長くなるっつーか。単純に説明するのが面倒だ。それに、欠伸あくびが出るくらい退たい屈くつな俺の身の上話を聞かせたところで、お前は俺を見み逃のがしてくれるのか？」

「話の内容にもよるけど、ほぼないわね。あんたが何者であれ、あたしは女神さまに仕える聖剣使いだもの。都市にあだなす犯罪者を絶対に許しはしないわ！」

　言葉を重ねれば重ねるほど、少女の語調は攻こう撃げき的になる。

　……ここで弁明しても無む駄だなことは、最初からわかっていた。

　学生と言えど相手は聖剣使いだ。裁かれる立場の自分の話など聞いてくれるはずがない。

　女神に献けん身しん的に仕え、都市を守り、世界の剣として働き。

　反逆者は制裁し、排はい除じよし、容よう赦しやなく斬り捨てる。

　それこそが聖剣使いの本質。なによりも正義と秩ちつ序じよを重んじる信徒。

　ヒビキは経験則として、とっくの昔に知り尽つくしていた。

「兄さん。神機聖剣エクスカリスの調整、終わりました」

　そのとき、背中から小さな声。

　ヒビキは振り向きつつ頷うなずいた。

「ん、さんきゅ。危ないからお前はちょっと下がってろ」

　腰元の剣に手を掛けながら、ヒビキはアニスを地面に降ろしてやった。

　ちょうどのタイミングで、建物のほうから帯剣した複数人の生徒が追いついてくる。じきに周囲は包囲されることだろう。もはや袋ふくろの鼠ねずみ。逃にげ道はない。

「兄さん……」

　不安げな瞳で見上げてくるアニスの頭を、ヒビキはゴシゴシと撫なでつけてやる。

「心配するなって言っただろ。お前の兄貴を信じろ」

　言って、ヒビキは身をひるがえした。鞘さや入りの剣をベルトから外し、調子を確かめるようにクルリと手のひらで一回転させる。そのまま対峙する少女の前へと進み出た。

　少女は警戒するように二本の聖剣を構える。

「なに？　やる気？」

「ああ、やる気だ。この場で一番厄やつ介かいそうなのはお前だからな。お前をさっさと仕留めちまえば、他の連中を撒まいてまだトンズラできる可能性はある」

「はッ。大層な自信じゃない。上等だわ！」

　会話をしている間に、周囲を他の生徒たちが取り囲んだ。

「ミルド！　教官の先生たちには連れん絡らくを入れたわ！　すぐに増ぞう援えんが駆かけ付けるから、それまでみんなでこいつを足止めして───」

「いい。みんな、手を出さないで。こいつはあたし一人でやるわ」

「はッ!?　ちょ、ちょっと、なに言ってるの!?」

「あたし一人でいいって言ったのよ。……こういう飄ひよう然ぜんとした犯罪者はね、プライドの根元からへし折ってやるのが一番の薬なの。大勢で捕つかまえても意味がない。だから、あたし一人で完かん膚ぷ無きまでに叩たたき潰つぶす。じゃないとこの学院全体が舐なめられるわ」

　呼びかけてきた女子生徒の一人に、少女は毅き然ぜんとした表情でそう答えた。

　……ミルド？　それがこいつの名前なのか？

　ヒビキが考える暇ひまもなく、

「うちの学院で悪事を働いたこと。そして女神さまに楯たて突ついたこと。───炎ほのおに身を焦こがし、氷に凍いてつきながら、存分に後こう悔かいなさいッ!!」

　向き直った少女、ミルドが、炎と氷の聖剣を鮮あざやかに振り回した。

　二本の剣の柄つか部分にある機構が、軽快な機械音をあげて起動。

　刀身にまとった熱気と冷気が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がる。

「概がい念ねん指定『動体ビースト』！　《灼天のトワイライト・炎竜サラマンドラ》《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》───最大放射リミツトブラストォッッ!!」

　二刀を振るうと、そこから巨大な炎の竜りゆうと、氷の狼が形成された。聖剣によって作り出された二頭の化け物は、けたたましい咆ほう哮こうをあげて一いつ斉せいにヒビキへ襲おそい掛かってくる。

「兄さんッ！」

　アニスが悲鳴を上げる。

　しかし、ヒビキの態度はいつもと変わらなかった。気だるそうに目の前から襲いくる脅威に目を向けると、逃げるどころか逆に前方へと走り出す。肌はだを焦がすような熱と、肌を刺さすような冷気を同時に感じながら、二頭の化け物に向かって大きく跳ちよう躍やくした。

「───よっ、と！」

　跳とびながら空中で器用に身を捻ひねる。

　押し寄せてくる炎竜と、氷狼の間にできたわずかな間かん隙げき。

　そこを狙ねらうように、スルリと潜くぐり抜ぬけた。

「なッ……!?」

「驚くことねえだろ。お前の攻撃、隙すきだらけだぞ？」

　炎と氷の聖剣。一見すれば派手で強力だ。

　しかし、お互たがいの相性は最悪と見える。同時に使う場合、熱気と冷気を相殺し合わないためにわずかな間隔を空けて使用されていた。今のはそこを潜り抜けただけだ。

　とはいえ……本当に『わずか』な隙である。

　加えて、見た目の派手さからくるプレッシャーもあった。ほんの少しでも怯おびえや躊躇ためらいが生まれてしまえば、ただでは済まなかっただろう。

　だからこそ、それを平然とやってのけたヒビキに、ミルドは驚きを隠かくせないでいた。

「ボケっと突つっ立ってんじゃねえよ。次はこっちから行くぜ？」

　真横を擦さつ過かしていく炎竜と氷狼を見送り、着地しながら、ヒビキは重心を前へ傾かたむける。

　スピードを殺さないままダッシュ。大技を放って隙だらけのミルドに突とつ撃げきしていく。

「チッ。舐めんなァッ!!」

　ミルドも気き丈じように吼ほえて、迎むかえ撃うつように駆けだした。

　能力の連続発動は無理なのか、今度は肉にく弾だん戦で挑いどんでくる。身を低く構え、風を切りながら駆けてくる様はまるで脚きやく力りよくに特化した肉にく食しよく獣じゆうのよう。

　聖剣の能力だけではない。こいつ、できる。

　ヒビキはそう確信して───あえて急ブレーキを踏んだ。

「ンなッ……!?」

　真っ向勝負かと思いきや、突然怖おじ気けづいたような方向転てん換かん。

　先ほどの勇ゆう猛もう果か敢かんな飛び込みもあって、ミルドはヒビキのその動きをまったく予測できていなかった。闘とう牛ぎゆう士しにヒラリと受け流されたがごとく、前につんのめる。

「くぅっ……！」

　芝しばの上で足を滑すべらせながらも、ミルドは急いで体勢を立て直そうとした。

　しかし、一度できてしまった隙は消せない。今背中を突かれれば避よける術すべがない。

　一撃をもらう覚かく悟ごをして、振ふり返った彼女の視線の先に───。

「…………おー」

　その場に屈かがみ込んで、感心した声をあげる少年の姿があった。

「あ、あんた!?　一体なにして……!?」

「なんでもない。なんでもないが、その歳でネコのバックプリントはどうかと思うぞ」

「ッッッ!?」

　満足したように頷くヒビキの言葉を聞いて、ミルドの顔がボンッと熱をあげた。

　高速で自分のスカートの裾すそを押さえる。

「ここここここここのヘンタイ！　た、戦いの最中に攻撃を放ほう棄きして覗きに専念とか、あ、ありえないっ！　どこまで救えないクズ野や郎ろうなのッ!?」

「ああ。そういうお前はネコ野郎だけどな」

「～～～～～～～っ!?」

　もはや恥はずかしさで言い返すこともできないのか、ミルドは真っ赤な顔のまま滅め茶ちや苦く茶ちやに両手の剣けんを振り回した。ヒビキは「うおっ」と間抜けた声をあげて後ろに跳ぶ。

「そんなに恥ずかしがることかよ？」

「う、ううううううるるさいッ！　人にはキャラってもんがあんのよっっっ!!」

　なにがそんなに逆げき鱗りんに触ふれてしまったのかヒビキには理解不能だが、彼女にとっては死活問題だったらしい。刀身に炎と氷を纏わせて、激げき昂こうしながら切り込んでくる。

　ヒビキはやれやれと鼻で浅い息を吐はき、最小限の動きだけでその連撃をかわした。

「う、うそ。あのミルドが遊ばれている……!?」

「仮にも一回生の主席よッ？　マジで何者なの、あの男!?」

「というかネコって……ク、クールで優等生なミルドが、そんなのあり得ないわッ。あの不法侵しん入にゆう者しやの狂きよう言げんよね？　そうに決まってるわよね？」

「兄さん、あとで絶対に眼球潰します」
















　その場の生徒たちは信じられないものでも見るように啞あ然ぜんとしている。……ドサクサに紛まぎれて愛する妹の罵ば声せいが聞こえた気がしたが、ヒビキは全力で聞かなかったことにした。

「───おっと」

　前に向き直ると、ゴゥ！　と空気を焼き払はらう激しい音。

　横よこ薙なぎに払われた炎の聖剣を、ヒビキは後ろに大きくバク宙して躱かわす。

「誇ほこり高い聖剣使いとして、不意打ちってのはどうなんだ？」

「余よ所そ見みしてるあんたが悪いのよっ！」

　着地しながら茶化すヒビキに、ミルドはなおも肉にく迫はくして斬きりかかってくる。

「大体あんた、舐めてるわけ!?　どうして自分の聖剣を抜かないのよ!?　起動してない神機聖剣エクスカリスなんてただの棒切れ同然……そんな状態であたしに勝てると思ってるの!?」

「やかましい奴やつだな。勝てるなんて思っちゃいねえよ」

「じゃあ、さっさと抜きなさい！」

「断る。つーか、命令されて『はい、そうですか』って従うとでも思うか？」

「どこまでもバカにして～～～～～～～～～～～～～～～～っ」

　光の尾おを引いて薙ぎ払われる二閃。

　ヒビキはヒラリと躱すと、バックステップを踏んで距きよ離りを取った。

「……べつに。聖剣を抜かないのはお前を舐めてるからじゃねーよ」

　言って、ヒビキは左手で水平に自身の聖剣を持ち上げる。

　続けて右手を柄に添そえて、力強く握にぎりしめた。そのまま一気に引き抜く。

　引き抜く───はずだった。

「…………」

　ヒビキは無言のまま柄を握る体勢で立ち尽くす。

　力は入れている。引き抜くつもりはちゃんとある。

　だけど……抜けない。ピクリとすら動かなかった。

「見ての通りだ。訳あって俺はこいつを抜くことができない。適性ゼロだからな」

「はァッ!?　て、適性ゼロ!?　じゃあなんであんたは神機聖剣エクスカリスを所持してんのよ!?」

「身の上話はクソ退たい屈くつだって言っただろ」

　あまりにも滅茶苦茶、あまりにもふざけた理屈。

　それは、聖剣使いである目の前の少女の癇かんにひどく障さわったようだった。

「ふッ……ざけんじゃないわよぉッ!!」

　振り抜かれる炎と氷の聖剣。その火力が、目に見えて倍加した。

「……チッ」

　咄とつ嗟さのことで対処しきれずに、ヒビキの頰ほおを氷の一いつ閃せんが掠かすめる。

　薄うす皮かわが切り裂さかれ鮮せん血けつが飛んだ。しかし、それも聖剣自体の冷気によってすぐに凍こおり付き、刺すような痛みが走る。ヒビキは堪たまらずに後退。

　それでもミルドは攻せめの手を緩ゆるめない。

　好機とばかりに大きく踏み込み、目にも留まらぬ剣閃乱らん舞ぶを見み舞まった。

「あんたがなんで聖剣を持ってるかなんて知らない！　でも、一つだけ言えることがある！　あんたにはそれを持つ資格なんてないわ！」

「……はッ。そんなのは自分でも百も承知だっつーの」

　耳じ朶だを打つミルドの激昂。同時に空を切り振るわれる聖剣の連撃。

　ヒビキはギリギリで挙動を見み極きわめ、躱し続ける。しかし、いかんせんジリ貧だ。徐じよ々じよに追い詰つめられて、全身のいたるところを切り裂かれた。ほんの少し掠った程度ではあるが、聖剣に付ふ与よされた炎が肌を焼き、氷が血を凍らせる。

「聖剣使いじゃないあんたはあたしに勝てない！　だから、さっさと降参しなさい!!」

　こちらに大おお怪け我がをさせる前に……と、彼女のせめてもの慈じ悲ひか。

　ミルドは思いつめたような表情でそう勧かん告こくしてきた。

　耳元を擦過する炎の唸うなりを聞きながら、ヒビキは目を細めて彼女を見み据すえる。

　……神機聖剣エクスカリスは物理現象さえ容易に捻ねじ曲げる《魔ダ力ス光ク》を動力とした、超ちよう兵器。通常の武具、兵器などではまともに防ぐことさえ難しい。《魔ダ力ス光ク》に対たい抗こうするには、同じ《魔ダ力ス光ク》を用いる他に手はないのだ。

　だからこそ、聖剣使いに抗あらがえる者はこの地上に存在しない。

　絶対的な力を与えられ、女め神がみに尽つくすその清せい廉れんな姿を、人々は畏い怖ふして羨せん望ぼうする。

　起動もしておらず、ただの棒切れ同然の神機聖剣エクスカリスで対抗するなど不可能。

　すでに防ぼう御ぎよも回かい避ひもままならない。

　ヒビキは疲つかれたように嘆たん息そくして、




「───じゃあ。俺はその棒切れ一本で、聖テ剣メ使エいらをぶっ潰つぶす」




　ガキィンッ!!

　甲かん高だかい金属音と共に、まばゆい閃光が弾はじけた。

　飛び散る火の粉と、氷の破片。

　ミルドは自分の能力で作られた刃が砕くだかれるそのサマを、目を丸くして見つめる。

「───え……あれ……？」

　なにが起こったのか、彼女にはまるで理解できていないようだった。

　眼前。そこにたたずんでいる黒くろ髪かみの少年を、ただただ呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「……ミ、ミルドの聖剣を弾いたっ!?」

「え？　え？　いやウソでしょ？　起動もしてない神機聖剣エクスカリスで？」

「なに……!?　どうなってるのッ!?」

　混乱したようにザワつく周囲の生徒たち。

　そこでミルドは、初めて自分の攻こう撃げきが弾かれたのだと理解した。

　目の前に立つ、鞘入りの聖剣を手にした少年によって。

「なに……それ？　なんなのよそれはッ!?　どうして防げたの!?　あんたは自分の神機聖剣エクスカリスを抜ぬいてすらいないのに───」

「防いでねえよ。《魔ダ力ス光ク》を動力とする聖剣の一撃を、生身なんかでまともに防げるか。今のは単に弾いたっつーか、《魔ダ力ス光ク》そのものを受け流した」

　腕うでをグルグルと回して、大した事でもないように告げるヒビキ。

　平然としている彼とは裏腹に、誰だれもが驚おどろきで絶句していた。

《魔ダ力ス光ク》を受け流した？　なんだ、それは？　そんなことが可能なのか？

　静まり返る広場の中で───一人だけ冷静な黒髪の少女が浅い息を吐く。

「難しい原理ではありません。《魔ダ力ス光ク》の制せい御ぎよ装置たる神機聖剣エクスカリスには、元々《魔ダ力ス光ク》の流動性がある。刀身を納めるその鞘さやにしても同様です。今のは兄さんがあなたの《魔ダ力ス光ク》で構成された攻撃を鞘で受け流し、顕けん現げんした能力を無効化した。それだけです」

　淡たん々たんと告げられるアニスの言葉に、ミルドは思わず目を剝むく。

「バ、バカ言わないで！　確かに神機聖剣エクスカリスは《魔ダ力ス光ク》の受け皿となる兵器だけど、攻撃用に洗練された相手の《魔ダ力ス光ク》を無効化できるなんて話は聞いたこともないわ！」

「そうですね。普ふ通つうに考えればまず無理です。相手の《魔ダ力ス光ク》を受けて流す行こう為いは、そのまま神機聖剣エクスカリス本体に対する大きな負ふ荷かにもなります。少しでも操作を誤れば、聖剣が破は壊かいされるどころか、いなしきれなかった超エネルギーが人体にも流れ込んで、上半身の一つくらいは簡単に吹ふき飛ぶでしょう。そんな危険な真ま似ねはまともな聖剣使いならば当然忌き避ひしますし、試したところで確実に死にます。話を聞いたこともないのは当たり前かと」

　理路整然と述べられるアニスの言葉は、もはや狂きよう気きの域であると言えた。

　神かみ業わざにも等しい《魔ダ力ス光ク》の精密操作と、死をも恐おそれない精神。

　それらを両立しなければ、決して成しえることのできない現象。

　あまりに無む謀ぼう、あまりに愚ぐ行こう。

　その無謀を───目の前の少年は平然とやってのけたのだ。

「『虚空無刃ゼロ・キヤンセル』。それが兄さん───聖剣の抜けない聖剣使いが持つ、唯ゆい一いつにして最大の対聖剣使い用奥おう義ぎです」

　ミルドはグッと奥歯を嚙かみしめた。

　自分の能力が通じない。聖剣の力をものともしない。

「あんたは本当に何者なのよッ!?」

　振ふるわれる二対の聖剣。そこから炎ほのおと氷の斬撃が飛び、ヒビキを襲おそう。

　ヒビキは手に持った聖剣を素早く振るった。

　激しい火花が散り、飛ばされた斬撃を事もなげに弾いてしまう。

　今の一いつ瞬しゆんで二回も命のやり取りをしたにもかかわらず、彼はあくまで平然としていた。

「やめろ。お前の《魔ダ力ス光ク》の性質は大体わかった。もう俺には届かねえよ」

「う、うっさい！　あたしは……っ！」

「負けたくない。その威い勢せいは買うが……お前のほうがもう限界だろ」

　気だるげに告げられたヒビキの言葉と同時、ミルドの膝ひざがガクリと折れた。

　みるみるうちに顔から血の気が引いていき、真っ白な頰を冷ひや汗あせが伝う。

「うっ……。な、なに？　力が入らない……!?」

「単純に体力切れだアホ。あんだけバンバンと派手な能力をぶっ放しておいて、よくもまあここまで動けたもんだよな」

　ヒビキは呆あきれを通り越こして感心したような声をあげた。

　氷の聖せい剣けんを地面に突つき刺さして息を荒あららげるミルドは、悔くやしげに彼を睨にらみあげる。

「も、もしかして、あんたっ。初めからこれが狙ねらいで……!?」

「堂々と勝負とか、一対一の決けつ闘とうとか。俺はそんな面めん倒どうなことするつもりはねえよ。聖剣を抜けもしない俺が、聖剣使いのお前と真っ向から戦おうって考え方がそもそも間ま違ちがってる。熱くなっていたのはお前だけ。卑ひ怯きようとでもなんとでも呼べばいいさ」

　底意地の悪い笑えみを浮うかべて、ヒビキはヒラヒラと手を振る。

　戦いが終わったと見るや否いなや、他の生徒たちが一いつ斉せいに手元の武具を構え直した。が、ヒビキの意に介かいすところではない。悠ゆう々ゆうとした足取りで妹が待つ場所まで戻もどる。

「よぉー、アニス。とりあえず終わったぞ。でもまだ無事に脱だつ出しゆつできたわけじゃないし、最後まで気を抜かずに───」

「ッ!?　兄さん、後ろ！」

　突とつ然ぜん、アニスが表情を強こわ張ばらせて叫さけんだ。

　ヒビキは即そく座ざにターンを踏ふんで振り返る。

「……チッ。しつこい女だな」

　高く掲かかげた剣の刀身に激しい炎を纏まとわせる少女が、ヒビキの視界に映った。

　しかも炎の規模がそれまでの比ではない。火柱のように天に立ち上り、雲まで焼き尽くしてしまいそうな勢いだ。距離が開いているのに、チリチリと痛いほどの熱量を感じた。

「舐なめんじゃないわよ……！　あたしは聖剣使い！　この都市の秩ちつ序じよを守る者！　目の前の敵に対して絶対に屈くつしたりはしないわッ!!」

　なにがそこまで彼女を突き動かすのか。体力はすでに限界のはずなのに。

　執しゆう念ねんさえ感じさせる瞳ひとみで、ミルドが聖剣を振りかぶる。

　さすがにアレを真っ向から受ける気にはなれない。

　ヒビキは迅じん速そくにその場から飛び退のこうとした───が。

「ッ。……おいおい。やってくれるね」

　すぐに両足が動かないことに気づき、思わず苦く笑しようが漏もれた。

　……凍り付いている。地面に氷が張って、自分の足をガッチリと接着していた。

　氷の出どころは、ミルドが支えにしていた聖剣。

　地面に突き刺された刀身から冷気が伸のびて、ヒビキの足下にまで及およんでいる。

「終わりよ！　灼天のトワイライト・炎竜サラマンドラ！　ブラス───ト？」

　しかし、聖剣を振り抜くと同時。

　眩暈めまいを覚えたように、ミルドの体がグラリと傾かしいだ。

　……すでに限界なのにもかかわらず、力を酷こく使しした影えい響きようだろう。

　それと連動するように、炎が不安定に揺ゆらぐ。

「しまっ───!?」

　ミルドが慌あわてたように制御を試みるが、すでに遅おそい。

　放たれた炎は竜りゆうの形になって、苦しげに咆ほう哮こうした。

　……《魔ダ力ス光ク》の暴走。制御を失った力は標的を見失い、燃え盛さかりながら滅め茶ちや苦く茶ちやに空を駆かけ回る。大量の火の粉が地上に降り注ぎ、他の生徒たちが混乱の悲鳴を上げた。

　ついには広場の中心にあった銅像に直ちよく撃げきし、大爆ばく発はつを巻き起こす。

「きゃああああああああああっ！」

「！　こ、こっちに倒たおれてくるわ！　みんな逃にげてっ!!」

　爆発の衝しよう撃げきを受け、銅像が轟ごう音おんを立てて傾かたむき始めた。

　集まっていた生徒たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。

　しかし───銅像の落下地点には、ちょうど膝をついて息を切らすミルドの姿があった。

「あ……あぅ……」

　巨きよ大だいな石せつ塊かいが頭上に降り注ぎ、弱々しい声を上げるミルド。

　彼女に動けるだけの体力はもうない。生徒たちから悲鳴があがり、そしてヒビキも足元が凍こおり付いて動けない状態にあった。

　誰も間に合わない。このままではあいつは確実に死ぬ。

　走馬灯のように時間がゆっくり流れる中……。

　ヒビキは、自身の聖剣の柄つかに手を掛かけていた。

　やはり抜けない。外部から何か大きな見えざる力が働いているかのように、刀身は鞘に固定されたままだ。この状態で、この距きよ離りから、なにができるとも思えなかった。

　それでも────。




「───チッ。しゃあねえな」




　ゴッ！

　風切り音が一つ。

　その場にあった音という音をすべて消し飛ばしてしまうように、鈍にぶく激しく鳴り響ひびいた。

　刹せつ那な───真っ二つに景色が割れる。

　ズドオオオオオオオオオオオンッッ！！！！

　遅おくれてやってくる、絶大な破は砕さい音。

　巻き起こる衝撃と砂さ塵じんの嵐あらしに、ミルドは身を縮こまらせて悲鳴を上げた。

　崩くずれ落ちていた大量の石塊が跡あと形かたもなく消し飛ぶ。それだけに留とどまらず、大地が一直線に割れて、その背後にあった女子寮りよう棟とうの壁へき面めんにも大きな縦の亀き裂れつが走った。

　それはまるで、空間そのものが巨大な刃に引き裂かれたかのように。

　そして…………訪おとずれる静せい寂じやく。

　あとには何も残らない。誰しもが途と方ほうに暮れたように立ち尽つくしていた。

　縮こまっていたミルドが、恐る恐るといった感じで顔を上げた。

「……い、今の……なに……？」

　震ふるえた声で疑問を投げかける、ミルドの視線の先。

　そこに、腰こしを低くして聖剣の柄に手を掛けるヒビキが立っていた。

　聖剣の鞘からは薄うすい煙けむりが立ち上っている。何かをした形けい跡せきは確かにあるが、その挙動の一いつ切さいを把は握あくすることができなかった。

「……さあな。たまたま奇き跡せきが起きた。それだけだろ」

　腑ふ抜ぬけた声で告げて、ヒビキは鞘に入ったままの聖剣を足下に打ち付ける。

　動きを拘こう束そくしていた地面の氷が跡形もなく割れた。調子を確かめるように足首をプラプラさせていると、アニスが小走りで駆け寄ってくる。

　彼女がすぐ近くまで来るのを待ってから、ヒビキは再びミルドに一いち瞥べつをくれた。

「んじゃ、今度こそサヨナラさせてもらうぜ。縁えんがあったらまたな」

「っ!?　ま、ままま、待ちなさいっ！　話はまだ終わって───」

　ミルドの言葉は、それ以上続かなかった。

　ヒビキもはたと足を止める。

　……前方。今まで何もなかったその場所に、ほっそりとした人ひと影かげがたたずんでいた。

「───お久しぶりですね、『無ゼ刃ロ』？」

　穏おだやかな微び笑しようを湛たたえる、二十代前半くらいの麗れい人じん。

　ゆったりとした衣服に身を包み、長い髪かみをさらさらと風になびかせている。雰ふん囲い気きは柔やわらかだがプロポーションは抜ばつ群ぐんであり、艶なまめかしい魅み力りよくにあふれた女性だった。

　アニスが警けい戒かいするようにギュッとヒビキの腕うでに抱だきついてくる。

「兄さん……なんですか、あのいかにも兄さん好みな巨きよ乳にゆう美人は？」

「いでででッ。さりげなく関節技わざを決めるな」

　妬ねたむように女性を睨みつけるアニスの頭を軽く叩たたいて、ヒビキは前に出る。

　女性はクスクスと忍しのび笑いをしながら出で迎むかえてくれた。

「そちらが例の妹さん？　かわいいわね～。こんにちは？」

「愛あい嬌きようを振りまくな。安易に喋しやべりかけると嚙みつかれるぞ。……んで、これは一体全体、なんの真ま似ねだ───都市代表、ニミル＝アルト＝ミスクレシア？」

　ヒビキはハッキリと、目の前の女性の名を告げた。

　……この都市に住まう者ならば、誰だれもが彼女の顔を知っているはずだ。

　そしてなにを隠かくそう、この都市に自分たちを招いたのは、この女性なのである。

　質問を受けた女性───第五神装都市アルバマルナ代表、ニミル＝アルト＝ミスクレシアは、惚とぼけたように笑顔で小首を傾げた。

「なんの真似？　とは？」

「外地にいた俺をわざわざこの学院に呼びつけたのはお前だ。俺はお前から送られてきた地図に従って、待ち合わせ場所にたどり着いた。そしたらそこは学院の女子寮っぽくて、御ご覧らんの通り俺は覗のぞき魔ま扱あつかい。これをテメェの悪ふざけでなくて、なんと考える？」

「あらら。失敬ね～。まるでわたしが悪者みたいな言い方じゃない。もし怪け我が人が出そうなら直前で介かい入にゆうするつもりだったし、安全面の監かん視しは怠おこたっていなかったわよ？」

「やっぱりテメェが意図的に引き起こした災わざわいじゃねえかッ」

　ヒビキは八や重え歯ばを剝むいてくってかかる。

　が───その前に。

　べつの手が横から割って入ってきて、ニミルの両りよう肩かたをむんずっと摑つかんだ。

「ちょっと！　お姉ちゃんッ!!」

　耳に痛い大だい喝かつ。少し離れた場所にいたヒビキでさえ頭がクラクラしそうだった。

　鬼おにの形相のミルドが、射殺せんとばかりの眼力でニミルに肉にく迫はくしていた。まだ体力が回復していないのか足下はフラついているものの、それを感じさせない気迫を湛えている。

「あら～。ごきげんよう、ミィちゃん♪　今日はいいお天気ね？」

「わざとらしく話を逸そらさないでッ。これは一体どういうこと!?　あの男は何者!?　なんか親しげに話してるけど、お姉ちゃんの知り合いなの!?」

「まあまあ。落ち着いて。それにわたしはこの都市の代表って立場にあるのよ？　いくら混乱してるとはいえ、みんなの前でその態度はマズいんじゃないかしら～？」

　激げき昂こうするミルドとは対照的に、ニミルはあくまでも笑顔。

　そんな二人のやり取りを傍はたで見ながら、ヒビキは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「お、お姉ちゃん……？」

「あら？　気づかなかったの？　この子の名前は、ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。都市代表でありこの学院の学院長を兼けん任にんする、わたしの実の妹よ～」

　むすっとしたミルドの頭をナデナデしながら、ニミルは朗ほがらかに答えた。

　ヒビキはますます訳が分からなくなって、目を白黒させる。

「待て待て。どういうことだ？　そいつはお前の妹で……俺はそいつの寮室にけしかけさせられて……マジでなにが目的なんだよ」

「そんなに難しい話でもないわ♪　簡潔に言うと『力試し』かしら～？　あなたの今の実力を測るために、優ゆう秀しゆうな妹の寮室にわざと誘ゆう導どうした。だって、七年ぶりの再会だもの。あなたの腕が衰おとろえていないか気になるじゃない？」

「……テメェ」

　意味深な彼女の物言いに、ヒビキは思わず眉まゆをひそめた。

　ヒビキの睨にらみをうまく躱かわすようにして、ニミルは上じよう機き嫌げんに視線を横へズラす。

　荒あれ果てた広場。中心にあった女性騎き士しの銅像は完全に崩れて、何人もの生徒たちが途方に暮れたように立ち尽くしていた。

　そして……縦一直線に大地を分断する巨大な傷きず痕あと。

　ミルドに降り注ぐ銅像の残ざん骸がいを跡形もなく消し飛ばし、あまつさえ彼方かなたにある女子寮棟の壁面さえも傷つけたその壮そう絶ぜつな斬撃痕こんを、ニミルは嬉うれしそうに眺ながめる。

「試験結果は……合格よ。わたしは今のあなたを、あの方と引き合わせても問題ないと判断する。さあ、付いてきて？」

　言うなり、ニミルは踵きびすを返した。

　ヒビキは怪け訝げんな表情のまま肩を竦すくめる。

「付いてこいって。今度は俺をどこにけしかける気だ？」

　ニミルは満面の笑えみで振ふり返り、

「もっちろん♪　この世界で一番えらい人のところよ♪」




　　　　○　　　　●　　　　○




　学院の本校舎は、ちょうど神装都市の中心にあたる部分に建てられている。

　天てん井じようの高い廊ろう下かを歩きながら、ヒビキは仏ぶつ頂ちよう面づらで建物の内装を観察していた。

　通路は迷めい路ろのように入り組み、少し油断するとすぐに迷まい子ごになってしまいそうだ。何室あるかもわからない扉とびらの数を数えていると、段々と気が滅め入いってきた。

「ここでかくれんぼしたら楽しそうですね」

「……見つけるのに一か月くらいはかかりそうな気がするけどな」

「問題ないです。相手が兄さんならどこに隠れようと五分で見つけてみせますよ」

　何気に恐こわいことを言うアニスを呆あきれ気味に見つめながら、ヒビキは視線を前に向ける。

　先導役であるニミルの背中がそこにあった。

「なあ、ニミル。お前の妹、あのまま放置でよかったのか？」

「ん～？　ミィちゃんのこと？　大だい丈じよう夫ぶ、あの子は聞き分けがいいから」

　聞き分けがいいとは呆れる。アレは完全に力押しだった。

　ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。不運にも姉の策略のエサにされた彼女は、あのあと、烈れつ火かの如ごとき怒いかりを露あらわにして詰つめ寄ってきた。ちゃんと事情を説明しろ……と憤いきどおる彼女の言い分は、ヒビキも尤もつともだと思った。

　だが、この目の前のニコニコ女は『学院長権限』とかいう言い分で彼女を黙だまらせたのだ。

「ミィちゃんにはちゃんと後で説明します。だけど、まずは手元の問題。あなただって自分から都市に足を運んだのだから、わたしが提示した条件が気になっているんでしょ？」

「……ニミル、お前」

「さあ、着いたわ。詳くわしい話は中でしましょうね？」

　ニミルは強ごう引いんに話を切って、足を止めた。

　たどり着いたのは豪ごう勢せいな装そう飾しよくの施ほどこされた二枚扉。彼女は両手でそれを押し開けた。

　ニミルの後に続いて扉をくぐると、そこには静せい謐ひつな雰囲気に包まれた空間が広がっていた。奥に据すえられた祭さい壇だんに、並べられた長なが椅い子す、そして天井には巨大な絵画を思わせるステンドグラス。どうやら祈いのりを捧ささげるための聖堂のようである。

　ニミルは早足で奥の祭壇に近づくと、その後ろにある壁面にそっと手をかざした。

　手のひらの接せつ触しよく面から淡あわい電光が灯ともり、ブィンと機械的な音がする。

『───《魔ダ力ス光ク》認証。都市代表ニミル＝アルト＝ミスクレシア、ようこそいらっしゃいました。機関部にて《女め神がみ》があなたをお待ちです』

　女性の無機質な音声が響ひびくと同時に、ガコンと壁へき面めんの一部がスライドしていく。

　隠し扉。しかも機械仕じ掛かけのかなり大がかりなものだ。

「聖堂によくもまあ、こんな仕掛けを作ったな」

「この学院の外装はわたしの趣しゆ味みよ♪　でも、中身はまるで違ちがう。ここは神装都市の中でも最も重要な場所。設備のほとんどが《魔ダ力ス光ク》を動力とした最新式だわ」

　隠し扉が開き切るのを待ってからニミルは前に踏ふみ出した。ヒビキたちも後を追う。

　中にはそれまでのゴシック様式とは打って変わって、最新テクノロジーの塊かたまりみたいな光景が展開されていた。真下に向かって大きな縦穴が広がっており、その壁面はパイプやケーブルなどの機材で埋うめ尽くされている。

「ここは都市機関部。いわば神装都市の心臓よ。エネルギーとして活用される《魔ダ力ス光ク》はここで浄じよう化かされ、各民間施し設せつに割り振られる」

　ニミルは縦穴の中心に向かって延びている鉄製の通路を進み、小さく息を吸った。

「───《女神アイギール》。都市を守護し、世界を正しく導く者よ。御おん身みを現し給たまえ」

　告げた瞬しゆん間かん。縦穴全体が小刻みに振しん動どうし始めた。

　周囲の機器からフツフツと淡い光が湧わき出て、ニミルの眼前で集束する。一点に集う光はどんどん肥大化していき、ついには空中を漂ただよう直径三メートルほどの球の形になった。

「に、兄さん……」

　アニスが怯おびえたように服の裾すそを摑んでくる。

　ヒビキは肩を竦めて、その光の球を真っ直ぐに見つめた。

　眩まばゆい輝かがやきにどこか懐なつかしさを感じるのは……たぶん気のせいじゃないだろう。

「よお、久しぶりだな。いい子にしてたか、アイギール？」

『───ふん。相も変わらず生意気で無礼な小こ僧ぞうだな』

　光球が、確かにそう答えた。

　ズズズ……と。内部から何か小さなものが這はい出して来る。

　それは、幼い女の子だった。

　年とし頃ごろはアニスとそれほど変わらない。淡あわ雪ゆきのような純白の髪に色白の肌はだ、おまけに纏まとっているのは白のワンピースと、全身が真っ白で埋め尽つくされている。小こ柄がらの割にスタイルはよく、不思議な雰囲気を醸かもしだしている美少女であった。

　光球から完全に抜ぬけ出した彼女は、音もなくヒビキたちの立っている通路に着地する。

　まつ毛まで白い彼女の双そう眸ぼうが、ニミルの背後にいるヒビキたちを睨みつけた。

「……ふん。その憎にくたらしい凶きよう悪あく面を目にするのも実に七年ぶりになるか」

　細い喉のどから奏かなでられる、鈴すずの音色のような声。

　口調こそ尊大だが、拍ひよう子し抜けしてしまうくらいに普ふ通つうの少女のソレだった。それでも全身から振りまく光の粒りゆう子しは彼女を神秘的に彩いろどり、ただの人間でないことを物語っている。

　……女神アイギール。この世界を統治する神聖存在。

　各地に存在する神装都市を《魔ダ力ス光ク》から守り、浄化することのできる、人類にとっての救い手。彼女こそが、ソレなのである。

「お前も変わらねえな。その可愛かわいげのない口ぶりと態度、どうにかなんねえのか？」

「なにッ!?　可愛くないとはどういうことなのだ！　我われは可愛いだろう、ぱーふぇくと美少女であろうがッッ!!　もっと敬えこのクズ虫！」

「外見はともかく。可愛い美少女は人を『クズ虫』呼ばわりはしないだろうな」

「ぬぐぐぐっ……！」
















　アイギールは頰ほおを膨ふくらませて言葉を詰まらせる。

　……見た目、言動、仕草。どれをとっても子供じみていた。

　これが世界の統治者であると知ったら、大半の人間は落らく胆たんするに違いない。一いつ般ぱん人の前においそれと姿を現せる立場にないのが、唯ゆい一いつの救いといったところだろうか。

「まあまあ。二人とも喧けん嘩かしない。『無ゼ刃ロ』も、彼女はこの機関部で《魔ダ力ス光ク》を制せい御ぎよして都市を守護してくれている、とってもえら～い存在なんだから。嚙かみついちゃダメ♪」

　割って入って宥なだめてくるニミルを、ヒビキはジロリと睨む。

「どうでもいいが。その『無ゼ刃ロ』って呼び方やめろ。バカっぽい」

「あら？　聖せい剣けんを抜かない聖剣使い───だから『無ゼ刃ロ』。あなたにピッタリの異名じゃない。悪いけど、わたしは昔からそれで呼び慣れているわ♪　今さら変えるのもねぇ？」

「チッ。勝手にしろ」

　お互たがいにお互いを知っているような、ヒビキたちの会話。

　その中に一人だけ交ざれていないアニスが、握にぎっていたヒビキの裾をさらに引き寄せる。

　すると、彼女のその挙動に、アイギールがいち早く反応を示した。

「その女……。ふんっ、貴様の『罪』の結けつ晶しようか」

　面おも白しろくなさそうに告げて、アイギールはフワリと空中に浮うき上がった。

「それで？　かつて我を裏切り、貴重な聖剣を持ち去った大罪人が、今さら何の用だ？　まさか、神装都市に受け入れてほしいと嘆たん願がんしにきたのではあるまい？」

　空中に漂うアイギールは、ヒビキが腰に帯びた剣を一いち瞥べつする。

　そんな彼女を見上げながら、ヒビキはボリボリと頭を搔かいた。

「……ある目的があってここにきた。そんだけだ」

「ほう？　目的とな？」

「詳しくは言いだしっぺがすぐそこにいるぜ？」

　ヒビキは粗そ野やな仕草で親指をクイクイとさす。

　彼が示した先には、ニミルが相変わらずのニコニコとした笑顔でたたずんでいた。

「ええ、そうね。そのお話をするために、あなたたちをアイギールの下に連れてきた。……事前にそうすると話は通しておきましたよね、アイギール？」

「ふんっ。貴様が我に内ない緒しよで何をコソコソ企たくらんでいたのかは知らんが、隠かくし事ごとは気に食わん。我は神様なのだからな。懺ざん悔げがあるならさっさと話せ」

「懺悔ってほど後ろめたくもないけどね。あなたにとってもプラスに働く話だろうし♪」

　軽い口ぶりで言ってから、ニミルは浅く息を吐はいた。

　とたん、彼女の表情が別人のように引き締しまる。

「『無ゼ刃ロ』───いえ、元聖剣使いヒビキ＝デルヴェイド。あなたは七年前に重大な罪を犯し、女神を裏切って、わたしたちの前から姿を消した。そうですね？」

　その問いかけに、ヒビキは眉まゆ根ねを寄せる。

「あ？　姿を消したとは都合のいい解かい釈しやくだな。正確には『追放された』だ。それまでの経歴、人間関係、そこにいたという記録。すべてを抹まつ消しようして、お前らは俺を初めから『なかったこと』にした。違うか？」

「……そうね。その原因が今、あなたのすぐ隣となりにいる」

　鋭するどく眇すがめられたニミルの双眸。

　真っ向から射貫かれたアニスは、ビクビクッと激しく震ふるえてヒビキの背中に隠れた。

「あなたはすでに記録から存在を抹消された身。けれど、わたしはあなたを『なかったこと』にするには勿もつ体たいない人材だと考えている。あなたは再び世界の剣となり、女神に尽くすべきだわ。わたしはあなたをこの第五神装都市アルバマルナに迎むかえ入れたい」

「それはまた。随ずい分ぶんと買い被かぶってくれるんだな」

「ええ。でも、あなたを迎え入れるにはまず根底にある罪を清算しなければならないわ」

　ニミルは肩かたの力を抜くように息を吐き、

「我らが女神の御前に、あなたの罪を明らかにしなさい」

　幾いく分ぶんか元の柔やわらかい調子に戻もどって、ヒビキにそう指示した。

　ヒビキは眉まゆをひそめる。頭上にプカプカ浮いているアイギールを見上げてみると、彼女も黙ってこちらを静観していた。思わずため息が漏もれる。

「女神サマによる裁判タイムってか？　いいぜ、恥はじることなんか何一つない」

　吐き捨てるように言うと、ヒビキは背後にいたアニスを前に引き寄せた。

「に、兄さん……!?」

　アニスが驚おどろいたように目を丸くするが、知ったことではない。

　アイギールとニミルによく見えるように彼女を立たせると、ヒビキはその小さな肢し体たいを覆おおっているシャツの袖そでを摑つかんだ。

「ちょ、兄さん、ストップ───!?」

「ほらよ。これがテメェらの厭いとう、俺の『罪』だッ」

　グイッと。思いっきりアニスのシャツの前側を引き上げた。

　瞬時に露わになる真っ白な肌。ちょこんとしたヘソから、まだまだ発育段階にある小さな膨らみに至るまで、一いつ切さい合がつ財さいが露わになった。

　アニスは真っ赤な顔で絶句して、両手をバタバタさせる。

　暴れる彼女を力ずくで押さえつけながら、ヒビキは黙ってその体勢を保った。

　アイギールもニミルも真しん剣けんな表情で目を細めている。

「それが…………貴様の『罪』の正体か」

　苦々しくつぶやいたアイギールの視線は、アニスの胸むな元もと───小さな膨らみの谷間にある、一つの異物を射貫いていた。

　……内部から虹にじ色いろの輝きを放つ、無色透とう明めいの鉱石。

　まるでアニスの体内に直接埋め込まれたように存在するソレは、美しいようであり、同時に何か禍まが々まがしさみたいなものを感じさせた。

「……《晄こう核かく》。《魔ダ力ス光ク》の発生源であり、世界を歪ゆがめてしまった原因である物質。目にするのは初めてではないけど、人体と接合した状態で存在するのは流石さすがに初見だわ」

　ニミルは静かに目を伏ふせて、事実を憂うれうように首を振ふった。

　───《晄核》。

　ニミルの言う通り、それはこの世界で唯一、『魔ダ力ス光クを生み出す物質』であった。

　世界を満たす《魔ダ力ス光ク》の根源であり、それは今もなお世界中に散らばっている。世界を歪めた原因。それを目まの当たりにしたアイギールは、冷たく鼻を鳴らした。

「ふんっ。なんと穢けがらわしく、悍おぞましく、歪いびつなことよ。そんなモノを宿した女を、貴様は妹と呼び慕したうのか？　家族として守るに値あたいすると本気で思っているのか？」

　アイギールの非難の声を耳にしながら、ヒビキはアニスのシャツの裾を下ろして解放してやった。アニスもすでに暴れることはせず、暗い顔で俯うつむいている。

　アニスを見て、アイギールを見てから、ヒビキはボリボリと頭を搔いた。

「お前の言いたいことはわかるぜ？　要は損得勘かん定じようの問題だろ。……でもな、俺は見ての通り学がねえ。小難しく考えんのは苦手だ」

　ギロリと。視線を鋭くして、

「だからこそ、逆に訊きき返すぞ。世界の中心である女お神前が妹を厭い、遠ざけようとする。世界を敵に回すのに、それ以上の理由が必要か？」

　強い語調に、アイギールは少し怯ひるんだように目を剝むいた。

「き、貴様ッ。我に対して無礼な……！」

「俺は何があってもこいつを守り抜くと決めた。それは俺の中で、世界の統率者と謳うたわれるお前や、世界そのものよりも重い。兄貴が妹を守るのは当然だろ？」

　ヒビキは両手を広げて肩を竦すくめる。

「つっても。このまま一生根なし草ってわけにもいかねえからな。俺自身は別にどうでもいいけど、アニスには普通の生活を送らせてやりたい。だから、そこの何を考えているかイマイチわからないニコニコ女の誘さそいに乗って、この都市まで足を運んだってわけだ」

　アイギールはハッと息を吞のんで、ヒビキから視線をズラした。

　元のニコニコ顔に戻ったニミルが、彼女に向かって深く頷うなずいてみせる。

「アイギール。あなたの浄じよう化かの力があれば、アニスちゃんの体内に埋うめ込まれた《晄核》を取り除くことは可能なはずだわ。そうすればアニスちゃんは普通の人間に戻れて、『無ゼ刃ロ』もあなたの下へ帰ってくる。これって一石二鳥じゃない？」

「ッ!?　ふ、ふざけるなッ。《魔ダ力ス光ク》の発生源たる《晄核》を浄化するには、相応の力を使うのだぞ!?　我には侵おかされた世界全体を守るという大義がある！　力の無む駄だ遣づかいはできない！　そ、それに───」

　アイギールはジトッと湿しめっぽい目で、ヒビキに引っ付くアニスを睨にらんだ。

　彼女の幼げな瞳ひとみには、明らかに羨うらやみ妬ねたむような感情が映し出されている。

「あの女はなんかムカつく！　我はすごく不ふ愉ゆ快かいだっ！」

「神様とは思えない理由付けねぇ。……まあ好き嫌きらいはともかく、力を浪ろう費ひできないというのはわかるわ。世界全体があなたの浄化を必要としている中、なんでもない一個人を特別扱あつかいするなんて許されるわけがないもの。だから、こんなのはどうかしら？」

　ニミルは朗ほがらかな態度を崩くずさず、ヒビキに向き直った。

「ねえ、『無ゼ刃ロ』？　『聖機士オーデイン』───という制度はご存じかしら？」

「あ？　オーディン……？　なんだそりゃ？」

「あらら、やっぱり知らないかぁ。あなたが姿を消してから導入された制度だもの、無理はないわ。簡単に説明しますと───」

　ニミルはピッと人差し指を立てて、

「現在、プロとして働いている聖せい剣けん使いには二種類の役職が存在してるわ。一つは都市の防衛や、次代の聖剣使いの育成などを主に担う、一般的な聖剣使い。それをわたしたちは『剣機士スレイプニール』と呼んでいる。まあ普ふ通つうのプロと解釈してくれればいいわ」

　続いて、ニミルは二本目の指を立ててみせる。

「そして、もう一つ。聖剣使いの中でも特別に制定された役職。それが『聖機士オーデイン』よ。彼らの役目は女め神がみの浄化作業の代行。女神から直接浄化の力を借り受け、世界中の《晄核》や《魔ダ力ス光ク》を浄化するために旅をしている。いわば世界のお掃そう除じ屋さんね♪」

「……二種類の聖剣使い。んで、その『聖機士オーデイン』とやらがなんだってんだよ？」

「わからない？　もしあなたがこの都市で聖機士オーデインの資格を獲かく得とくし、女神の代行者と相成った場合。あなた自身が『必要』と判断すれば、好きなときに女神の力を借り受けて、《魔ダ力ス光ク》や《晄核》を浄化することができるのよ？」

「───っ！」

　すぐさま合点がいき、ヒビキは目を見開いた。

　空中のアイギールが面おも白しろくなさそうに口を尖とがらせる。

「なにやら……我の目の前で、我の力を不正に利用する算段を立てられているような気がするのだが……」

「不正じゃないわ♪　今の『無ゼ刃ロ』は、世界を歪める《晄核》を宿した妹を庇かばい、追放扱いになった罪人。でも、彼が有用であるのはあなただって認めるところでしょう？　わたしは世界のために、すべてを失った彼をこの学院に受け入れたい。そしてもし、学院を無事卒業した彼が立派な聖剣使いとなり、聖機士オーデインの資格を持つ者として世界に認められるほどになったなら。あなたの力の一部を貸し与あたえてもまったく惜おしくはないと思うの♪」

　ニミルのからめとるような交こう渉しよう術に、アイギールは堪たまらず顔をしかめた。

　そこを突つくように、ニミルはさらに畳たたみかける。

「逆に、ここで彼を突っぱねて都市外へ再び追いやった場合、神機聖剣エクスカリスを所持する彼は確実に世界にとっての危険因子となるわ。アニスちゃんの《晄核》も現状として活動を停止しているみたいだし、彼らを都市に受け入れること自体に問題はないと思うけど？」

「…………」

「アイギール？」

「……ああもうっ！　わかったのだ！　そういう条件なら吞んでやらなくもない！　そこの小こ僧ぞうが我の力を借り受けられるほど有能な人材になりえるとは到とう底てい思えないがなっ」

　ヤケクソ気味に叫さけぶアイギールに、ニミルは嬉うれしそうな顔をしてポンと手を打った。

　ヒビキはそんなニミルの様子を、半眼になって胡う散さん臭くさそうに眺ながめる。

「お前……見た目に反して相変わらず口達者なのな」

「あら？　その口達者なわたしのおかげで、あなたはアイギールからチャンスをもらえるのよ？　それで、あなた自身はこの条件、吞むの？　吞まないの？」

　ニミルの強かさに呆あきれつつも、ヒビキは視線を下に落とした。

　アニスと目が合う。いつもの生意気な態度はどこへやら、完全にしおらしくなってしまっているが、ヒビキの無言の問いかけにはちゃんと頷いてくれた。

「いいぜ。学院に入学して、その聖機士オーデインとやらになってやるよ。そうすりゃ妹に普通の生活を送らせてやれるんだろ？」

「もっちろん♪　これで交渉成立ね。だけどあなたが神装都市に籍せきを置くなら、最低限わたしたちのルールには従ってもらうわ。ねっ、アイギール？」

　ニミルが呼びかけると、アイギールが空中を滑すべるように下降してきた。

　ヒビキの目の前に着地した彼女は、ぶすったれた表情で片手を伸のばす。

「……貴様の神機聖剣エクスカリス。我の前に示せ」

「は？」

「聖剣を渡わたせと言っているのだっ。我はすべての《魔ダ力ス光ク》と、その制せい御ぎよ装置である神機聖剣エクスカリスを統とう率そつ管理する者。貴様が聖剣を持ち去って姿を消してからも、悪用されないようにずっと厳重なロックを施ほどこしていたが……。貴様、先ほどそこの女の手を借りてわずかに我の制御を破ったな？　貴様が不正に聖剣の力を解放したのを我のほうでも確かく認にんしたぞ」

「うへ……。バレてたか」

「バレバレだ、バカモノ!!　二度とそんな真ま似ねができないように、今度こそガチガチのギチギチに制限をかけまくってやる！　今の貴様は『聖機士オーデイン』どころか『剣機士スレイプニール』ですらない、ただのひよっ子だからな。力のほとんどを完かん璧ぺきに封ふうじてやるぞ、ふっふっふっ」

　意地悪く笑うアイギールは、どう見ても仕返しを目もく論ろむ子供にしか見えなかった。

　ヒビキはやれやれと嘆たん息そくして自分の聖剣を差し出す。

　するとアイギールの手に洗練された《魔ダ力ス光ク》の淡あわい光が灯ともり、聖剣を包み込み始めた。

「まあでも……。俺が姿を消してからの七年間。お前は聖剣が抜ぬけないようロックこそしたが、制御装置としての機能を止めることはしなかった。接続さえ切っちまえば、俺は体内に宿った《魔ダ力ス光ク》を暴走させて、死んで終わりだっただろうからな。そこを見捨てずに繫つなぎ止めてくれていたことには───素す直なおに感謝してるぜ、アイギール」

「～～～～～～～～～～っ!?」

　不意に礼を言われたアイギールは、息を詰つまらせるように頭上へ飛び去った。

「ば、ばーか！　貴様のためにやってやったわけじゃねーし！　一度接続を切った聖剣は使い物にならなくなるから、勿もつ体たいないと判断しただけなのだッ。勘かん違ちがいすんなよっ」

「はいはい。それでも一応はあんがとよ」

　制御を掛かけ終わった聖剣を軽く手のひらで回して、ヒビキは前に向き直った。

　待ち構えていたニミルが、満足そうに微笑ほほえむ。

「ヒビキ＝デルヴェイド。ならびにアニス＝デルヴェイド。あなたたち兄妹きようだいに第五神装都市アルバマルナの居住権、そしてオレイアス聖徒学院への編入を認めます。その立場上、あらゆる苦難が絶えないとは思いますが───覚かく悟ごはありますね？」

　ニミルの厳げん粛しゆくな言葉に、ヒビキとアニスは顔を見合わせた。

　ヒビキはニッと不敵な笑みを湛たたえて、

「───上等だ。何があろうと、必ず世界に俺たちのことを認めさせてやるよ」
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　遥はるか遠くで残ざん響きようする銃じゆう声せい───。

　眼前に果てしない闇やみが広がる地下水道を、ヒビキ＝デルヴェイドは進んでいた。

　左ひだり肩かたには白衣姿の男性を担かつぎ、右手で幼い少女の手を引いている。

　男性の脇わき腹ばらからは夥おびただしい血が流れ出しており、ヒビキの衣服にまで浸しん透とうして赤黒く染める。布を巻いて応急処置は施したものの、出血が止まる気配は一向にない。

「博士ドクター……しっかりしてくれ。もう少しでここを抜けることができる。そうすればきっと、まともな治ち療りようも受けられるはずなんだ……！」

　相手を元気づけるために発したヒビキの声は、弱々しく心もとないものだった。

　それも当たり前だ。彼は、まだ年ねん齢れいが十にも満たない子供だったのだから。

「博士ドクター、死んじゃ駄だ目めだ！　あんたに死なれたら俺は……！」

　掠かすれた声で叫ぶヒビキの右手に、ギュッと力が込められた。

　右手を繫いでいた少女がビクビクッと身を竦ませる。ヒビキよりも一回り年下の彼女には何が起こっているのかよくわかっていないらしく、ヒビキの気き迫はくにただ怯おびえていた。

「この子のためにも死んじゃダメだッ。あんたはこの子の父親なんだろ!?」

　言葉を荒あらげて叫んだ、そのとき。

　肩に担いだ男性がピクリと身じろぎをした。

「……もういい、ヒビキ。私を置いて行ってください」

　彼が口を利きいたことで一いつ瞬しゆんだけ明るくなったヒビキの表情は、再び暗く沈しずんだ。

「そんなことできるはずないだろ！」

「ありがとう。でも、もういいんです。ここを無事に抜けたとしても、この出血量では助からない。だから、足あし手で纏まといにしかならない私は置いて、その子と一いつ緒しよに行きなさい」

　男性は力ない瞳で少女を見てやると、弱々しく微笑んだ。

　少女は自分の父親がなぜ笑っているのかもわからず、混乱したように首を傾かしげる。

「ぱぱ……どうしたの？　なにがおもしろいの？」

「はははっ。おもしろくはないですかね……。しかし、彼女との間に君を授さずかったこと、今でも後こう悔かいはしてませんよ。世界は君を『罪』と厭いとうけれど、私たちの一番大切な宝物」

　男性は最後の力を振ふり絞しぼるように、少女の髪かみ───自分とは似ても似つかない、濡ぬれ羽ば色いろのつややかな髪を指で優やさしく梳すいた。

　ヒビキは憤いきどおりを抑おさえきれないように、壁かべに拳こぶしを打ち付ける。

「なんでだッ！　なんであんたが命を狙ねらわれなきゃいけなかったんだ!?　親が子供を庇うのがそんなにいけないことなのかよ!?　こんな小さな子が、そこに存在するだけで『罪』とか、そんなのありかよ!?　ふざけんなッ、女神も世界もクソくらえだ!!」

「……ヒビキ。君を巻き込む形になってしまったこと、それだけは後悔しています。申し訳ない。謝っても謝り切れない」

「そんなふうに言うなよ……！　あんたは俺の命の恩人だ！　身寄りのない俺を引き取って、家族同然に育ててくれた！　そのあんたを……簡単に見捨てられるわけねえ……」

　声を震ふるわせ、ヒビキは涙なみだをこらえるように俯うつむいた。

　男性はヒビキの腰こし元もと……そこに帯たい剣けんされた幼い身には余るであろう機械聖剣を見つめる。

「ヒビキ。女神を───アイギールを悪く思わないでほしい。あの子は世界に仇あだなす者を決して許しはしないけれど、同時に純真で優しい子です。私のことを裏切り者と憤ってはいるでしょうが、さすがに命を狙うなんてことまではしない。今回のことは、きっとあの子の関かん与よするところではないと思うのです」

「…………？」

「真に恐おそろしいのは人の心。あの子を神に祀まつり上げ、今の世界を規定する者たち。……聖剣使いも所しよ詮せんは人の子、なんの思おも惑わくもなしで世界に尽つくすなどあり得ない」

　男性は苦しげにかぶりを振って、

「正しさの裏で渦うず巻まく、人々の勝手な望み、願い、野望。君はそんなものに流されてはいけませんよ。たとえ世界すべてが是ぜと唱えても、納なつ得とくがいかないならば非と叫びなさい。従うべきは世界でも神でもなく……常に自分自身の心であるように」

　次の瞬間、男性が渾こん身しんの力でヒビキの腕うでを払った。

　支えを失った体が壊こわれた人形のようにドシャリと地面に倒たおれる。

「博士ドクター！」

「行きなさい、ヒビキ。その子を連れて明るい場所へ、陽ひのあたる場所へ」

「お、俺はッ。自分の心に誓ちかった！　あんたを必ず助けるって！」

「ははっ。なんですか、それは？　君は見かけによらず律りち儀ぎですね。でも、そんな誓いはなかったことにしてくれていい。その代わり……一つだけ。私の願いを聞いてください」

　男性は、ヒビキの隣となりにいる幼い少女に目を向けた。

「頼たのみます。君がその子の───アニスの、家族になってあげてください。私はもうその子を守れない。たった一人の味方でいてあげることすらできなくなってしまった」

「…………」

「それだけが心残りだった。身勝手な願いだとはわかっています。だけど、君に任せられるなら安心して逝ゆけるから。すべてを託たくして、眠ねむることができる」

　先ほどから不安げにしている少女───アニスの頰ほおに、男性の手がそっとあてがわれた。

「ぱぱ……？」

「……さようなら、アニス。思えば、私は酷ひどい父親でしたね。自分で蒔まいた問題の責任を取り切れず、最後には大切な友人をも巻き込んで。でも……それでも……───」

　血の気の失うせた顔が優しく微笑んで、

「あいして……る……よ……」

　アニスの頰から男性の手が落ちた。彼はそれきり動かなくなる。

　ヒビキは地面に膝ひざをついて、彼の亡なき骸がらの前で静かに泣いた。

「……誓うよ。俺はこの子を守る。そして、真っ向から世界と戦ってやる……！」

　ヒビキは涙を拭ぬぐうと立ち上がった。男性の亡骸へと目を落とし、最後の別れを告げる。

　それからしっかりとアニスの手を握にぎりなおして、暗い地下水道を進み始めた。

　光のある場所に辿たどり着くまで、彼は一度も後ろを振り返ることはしなかった───。




　───………。




　気づけば、ヒビキは仰あお向むけの状態で真っ白な天てん井じようを見上げていた。

　自分が寝ね転ころがっているのはフカフカのベッド。手て狭ぜまな部屋の窓にはカーテンがかけられていて、その隙すき間まから薄うすい朝日が差し込んできている。

　───オレイアス聖徒学院、男子寮りようの一室。

　まだ寝ぼけてハッキリとしない頭で、自分が夢を見ていたのだと理解する。

「チッ。面白くもねえ夢だ」

　苛いら立だった舌打ちをして、額に手をあてがう。

「…………アレン」

　ポツリと。嚙かみしめるようにつぶやいたそのとき。

　不意に、自分の腕に密着する柔やわらかな感かん触しよくに気づいた。

　ヒビキは半眼になって視線をそちらに向ける。

「……おいコラ。どうしてお前が当たり前のようにここにいる？」

　語り掛けたその先。ヒビキの右腕に引っ付くように、黒髪の少女が寝転がっていた。

　アニスはうっすらと目を開けてヒビキの顔を見上げる。

「つい今朝方にこっそりと侵しん入にゆうしました。なにか問題でも？」

「問題大アリだな。お前には女子寮のほうで部屋があてがわれたはずだ。鍵かぎをかけたはずの兄の部屋に堂々と侵入してくんな」

「どんな厳重なロックであろうと、わたしの前では意味を成しませんよ」

　悪びれる様子もなく答えるアニスに、ヒビキは軽い頭痛を覚えた。

　さて、どうやって引っぺがしてやろうか？　などと考えていると。

　アニスがグイッと腕に顔を押し付けてきた。

「兄さん。わたし……パパの夢を見ました」

　少し震えたか細い声に、首根っこを摑つかもうとしていたヒビキの手がピタリと止まる。

「……そうか」

「どうして今になってあんな夢を見たのか、自分でもよくわかりません。でも、なんだかイヤな予感がするんです。これから起こることの予兆とでも言いますか……」

「心配すんな。あのときみたいなことにはならない。俺がさせない」

　アニスの頭をポンッと叩たたいて、ヒビキはベッドから降りた。

　纏っている綻ほころびだらけの衣服をおもむろに脱ぬぎ、着き替がえ始める。

「それよりも今は目先の問題だろ。クソかったりぃことこの上ないが、今日から俺もお前もこの学院の生徒。縁えん遠どおかった多人数との共同生活の始まりってやつだ」

「兄さんは聖せい剣けん使いのクラス、わたしは聖剣の整備を主として学ぶ技師クラスの所属になるんでしたっけ？　本当に面めん倒どうです」

「まっ、これも普ふ通つうの生活を送るための第一歩だよ。俺が傍そばにいなくても、クラスの奴やつらとちゃんと馴な染じめるよう努力しろよ？」

「不安はありますけど。馴染む云うん々ぬんの問題に関して兄さんにだけは言われたくないです」

　アニスの声を背中に聞きながら、ヒビキはハンガーにかけてあった上着に袖そでを通した。

　……オレイアス聖徒学院の制服。

　清潔感のあるその衣装に身を包んだ自分を鏡で見ると、ひどくチグハグに見えた。堅かた苦くるしくてしょうがないので、ネクタイは適当に緩ゆるめ、シャツの裾すそはズボンの外に出しておく。

「うわぁ……。驚おどろくほど似合ってませんね。完全に聖剣使い（笑）じゃないですか」

「ほっとけ。そういうお前こそ着替えはもう済ませてあるのか？」

　訊たずねると、アニスは「ふふん」と鼻を鳴らして羽織っていた毛布を脱ぎ捨てる。

　その下には、ちゃっかり学院の女子用制服を着込んでいた。小こ柄がらな彼女に寸法がピッタリと合わせてあり、ちょっと悔くやしいが自分とは違ちがってよく似合っている。

「むぅ。なんか反応薄いですね？　せっかく驚かせようと思ったのに」

「妹の制服姿に興奮し始める兄は、それはそれでヤバいだろ。アホ言ってないで行くぞ」

　ヒビキは壁に立て掛かけてあった鞘さや入りの聖剣を持ち上げ、腰のベルトに帯びた。

　アニスもぴょんとベッドから飛び降りて、兄の後ろに従う。

「兄さん。私がいない間に他の女子に対して不ふ埒らちなことしたら、すぐに駆かけつけてしばき倒しますからね？　兄の傍に、妹の影かげあり。よく肝きもに銘めいじておいてください」

「……善処しよう」

　今日から始まる学院生活。

　しかし別の意味でもっと大変そうだと、そう思わずにはいられないヒビキであった。
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「なッッッッとく、できないッッッッ!!」

　ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアは拳を机に叩きつけた。

　オレイアス聖徒学院本校舎、四階に位置する講堂。

　唐とう突とつに響ひびいた怒ど号ごうに、近くの席に座っていた生徒数人がビクリと身を竦すくませる。

「ありえない！　本当にありえないわ！　ねえ聞いてるの、イオ!?」

「……ちゃんと聞こえてるよ、ミルド。お前の怒いかりは充じゆう分ぶんにわかった。だから、もう少し声のトーンを落とせ。優等生が剝がれかけてるぞ？」

　隣の席に座っていたイオ＝トルスが、文庫本片手に冷静な声で答えた。

　スラッと長い手足と、肩かた口ぐちにかかるセミロングの髪。怜れい悧りな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる女子生徒である。一見すると理知的に見える彼女だが、手にした文庫本の表紙には『武道の心得』などという非常に泥どろ臭くさいタイトルが印字されていた。

　イオの指し摘てきを受けて、夢中で愚ぐ痴ちをこぼしていたミルドはハッとする。

　自分に集まる視線に赤面しながら、誤ご魔ま化かすようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「し、失礼。あたしとしたことがつい取り乱したわ」

「お前は日常生活の九割方を取り乱して過ごしているじゃないか。まあ、私と二人きりでいるとき限定の話だが。仮面優等生というのも大変そうだな」

　文庫本から目を離はなさず受け答えるイオに、ミルドは慌あわてたように周囲を見回した。

「お、大きな声で言わないでよッ。クラスでのあたしのキャラが崩くずれちゃうじゃない」

「崩れるとは？　クールで泰たい然ぜん自じ若じやくとしていて、勉強もスポーツも完かん璧ぺきにこなす学院きっての優等生、ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアの仮面のことか？　確かに、それは困ったことになるな。本当は頭より先に手が出る野生児タイプで、そのくせ不測の事態とか緊きん張ちようとかに滅めつ法ぽう弱く、趣しゆ味みはかわいい小物集めという何気に乙女おとめチックなミィちゃん？」

「～～～～～～～……っ!!」

「……わかった。今のは私が悪かったから無言で人の首を絞しめるな。死んでしまう」

　赤面しながらぎゅむ～っと首を絞めてくるミルドの手をポンポンと叩きつつ、イオは手にした文庫本を閉じた。

「しかし。確かにお前の話は気になるな。昨日、学院に侵入した謎なぞの不ふ審しん人物。しかも、そいつは神機聖剣エクスカリスを所持していて、お前の姉上の知り合いのようだった───と」

「な、なによ。ちゃんと聞いてるじゃない」

「だから聞いていると言っただろ。それに、その人物については朝からクラス内でも騒さわがれている。イヤでも耳に入ってくるさ」

　イオの指摘は正せい鵠こくを射ていた。講堂に入ったときから感じていたことだが、今日はクラスメイトたちの様子がおかしい。皆みな、にわかに浮うき足立っているようだった。

　特に、時たまチラチラとこちらに向けられる視線。

　心当たりがあるミルドとしては、非常に面おも白しろくない。

「……ふん。なによ、人を見世物みたいに」

　昨日出会った、聖剣を持つ謎の少年の存在。

　それは、このオレイアス聖徒学院に少なからずの波乱を巻き起こしていた。

　目もく撃げきした生徒いわく───都市代表の妹を聖剣も抜かずに圧倒したと。

「皆が騒ぐ気持ちもわかる。一回生首席のお前が素す性じようも知れない男に負けたんだからな」

「負けてないわよッ。あいつが卑ひ怯きような手を使っただけだし！」

「どちらにせよ、勝てなかったんだろう？　キレたお前を相手に生き残るなんて、只ただ者ものじゃないのは確かだ。姉上からは何も説明されなかったのか？」

「……されなかったから納なつ得とくいってないんじゃない。ホント、都合の悪い言げん及きゆうはうまく躱かわすんだから。人をあれだけ巻き込んでおいて……は、裸はだかだって見られたのに……ッ」

　不満と羞しゆう恥ち、そして怒りが入り混じった表情で、顔の熱を上げるミルド。

　……本当に。あいつのせいで自分の生活は一晩で滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　今まで一生懸けん命めいに築いてきた完璧優等生キャラを崩された挙句、昨晩は一いつ睡すいもできていなかった。風ふ呂ろあがりを覗のぞかれたときのことを思い出し、恥はずかしさに悶もだえて、叫さけびながらベッドの上をゴロゴロしていたら……いつの間にか朝になっていたという顚てん末まつである。

（せ、せめて……せめて、あいつをただの覗き犯として完かん膚ぷなきまでに叩きのめせてたら、こんなモヤモヤした気持ちにはならなかったと思うのに……）

　しかも、それだけではないのだ。

　あろうことか自分はあの犯罪者に───。

「間かん一いつ髪ぱつで危ないところを助けてもらった。だからすっごく気になっちゃってしょうがない。……大方そんなところだろう？　相変わらず素直じゃないな、お前は」

「っっっ!?」

　退たい屈くつそうに頰ほお杖づえをつくイオにズバリ言い当てられて、ミルドは思わず椅い子すから立ち上がってしまった。また衆目が集まるが、顔の熱が上がってしまって気にするどころではない。

「ちっっっっがうわよ!?　か、カッコいい王子様に助けられるような夢のシチュエーションの相手があんな男で悔しいとか、でも助けられたからにはどうしても気になっちゃうとか、そんなことはぜんっっっっぜんないんだから！　断じて！　死んでも！」

「……落ち着け。自分の乙女妄もう想そうがダダ漏もれなうえに、自ら『超ちよう気になってます』とクラス全体に向けて主張する形になってるぞ」

　グルグルと目を回して真っ赤な顔で叫ぶミルドを、イオは慣れた素そ振ぶりで椅子に座らせた。驚くクラスメイト達に軽く手をあげて「気にするな」という合図を送るのも忘れない。

「うううううぅぅぅぅぅ～～～……っ」

「そんな泣きそうな目で私を見るな。勝手に暴走したのはお前だろ。しかし、そうだな」

　思わず素を曝さらしてしまって恥ずかしそうに瞳ひとみを潤うるませるミルドに、イオは話題転てん換かんの意味も込めてポンと手を打ってみせる。

「よし。そんなに気になるならば、我われ々われ独自で調査をしてみようじゃないか」

「へ？　ちょ、調査っ？」

「そうだ。学院長があくまで隠かくし通そうとするなら、こちらから色々と探さぐりを入れてみればいい。そうすればお前の疑問解消も含ふくめて、彼に接せつ触しよくできるかもしれないぞ？」

　スラスラと告げられるイオの提案。

　確かに妙みよう案あんだとは思ったが……ミルドとしては少し臆おくするところもあった。

「で、でもっ。あいつ、凶きよう暴ぼうそうで犯罪者面づらだったし！　も、もし、ものすごく危険な奴で、あたしたちが探りを入れてることがバレたら……あたしもイオも捕つかまって、ひどいことされちゃうかも……ふわっ、ふあああああああっ!!」

　両手で顔を押さえて、よくわからない妄想に一人で勝手に身もだえるミルド。

　そんな面倒くさい友人を、イオはやれやれと嘆たん息そくして眺ながめていた。

「とにかく。悶もん々もんとするお前に付き合わされる私としても堪たまったものじゃない。危険があるにせよないにせよ探りは入れるぞ。さっそく放課後に新聞部の友人に相談して───」

「ちょっとイオ!?　勝手に話を進めないでよっ！　ま、まだ心の準備が……！」

　ミルドが慌てて反論しようとした直後、講堂の前方扉とびらがガラガラと開かれた。

　各おの々おののおしゃべりをしていた生徒たちが一いつ斉せいに押し黙だまる。

　シンと静まり返った講堂に、一人の女性がツカツカと早足で入室してきた。

「───皆、揃そろっているな？」

　凜りんとしたよく通る声で教きよう壇だんに上がったのは、なぜかメイド服を着た女性。

　鋭するどく巡めぐらされる彼女の視線に、生徒たちはゴクリと唾つばを吞のみ込む。

「むろん、私が担当するクラスで遅ち刻こく者など断じて許すつもりはないがな。立っている生徒は席につけ。今日は朝から大事な知らせがある、モタモタするな」

　女性の指示に、立っていた生徒たちは慌てて近くの席に座る。

「……アイシア先生、相変わらず恐こわいわね。あんな可愛かわいい服装してるのに」

「しっ。声が大きいぞ。服装についての違い和わ感かんは私も同意だが」

　先ほどまで話に夢中だったミルドとイオも、女性を恐おそれるように大人しくする。

　……アイシア＝ルクイスト教官。主にミルドたちのクラスの講義を担当する『剣機士スレイプニール』。要するに、都市から正式に資格を認められたプロの聖剣使いである。

　彼女もここオレイアス聖徒学院の卒業生であるらしく、まだ十九という若さで相当に優ゆう秀しゆうな才女という話だ。そういうふうにミルドは姉のニミルから聞いている。

　まあ……どうしてメイド服を着ているのかは甚はなはだ謎だが。

「全員、席についたな？　それではさっそくだが───急きゆう遽きよ、うちのクラスに編入生を招くこととなった。入って来い」

　アイシア先生は扉の外に向かってキビキビと指示する。

　おもむろに開かれる前方扉。そこからダラダラした足取りで現れる黒くろ髪かみの少年。

　ミルドの視線はたちまち釘くぎ付づけになってしまった。

（う、うそ!?　なんでッ!?）

「それでは編入生。皆に向けて自己紹しよう介かいをしろ」

「あ？　自己紹介？　チッ、面めん倒どうくせえな……」

　ボリボリと頭を搔かく少年は、気だるげな目で講堂を見回す。

「───ヒビキ＝デルヴェイド。趣味は惰だ眠みんを貪むさぼること。好きなものは美少女、巨きよ乳にゆうだと尚なおよし。『抱だいてほしい』という女子のみ募ぼ集しゆう中ちゆう、男はいちいち応対すんの面倒くさいから話しかけてくんな。そんな感じでよろしく」

　冗じよう談だんなのか本気なのかよくわからない自己紹介に、その場の空気が凍こおり付く。

　見覚えのある犯罪者が……確かにそこにはいた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「───《晄核》。世界を満たしている《魔ダ力ス光ク》の発生源たるこれらは、今から十年以上前に極東の地にて確認された。おそらくは十四～五年前ほどの期間に起こったことと推察される。年数が定さだかでないのは、最初に発見された東国全土がすでに飽和した《魔力光》の影響で壊滅してしまっているからである。居住していた人民のほとんどが死に絶え、たった数か月で世界の人口の約三割を消しよう滅めつさせたこの事態は、今でも《晄核》の危険性を説く代表的なエピソードとして語り継つがれている」

　教本を片手に、教壇で仁に王おう立ちしながら語るアイシア先生。

　生徒たちは机の上に筆記用具を広げて真しん剣けんに授業に取り組んでいる。……ようにも見えたが、大半の生徒が教本に目を落としながらソワソワとしていた。

「…………ッ」

　ミルドの右斜ななめ前。

　机に突つっ伏ぷした状態で、一人の少年が大きないびきを搔いていた。

「……い、いきなり出てきて、なんなのよあいつ……!?」

「……ほお。あれが例の覗き犯か。顔のほうは中々に男前じゃないか」

　隣となりに座るイオも、興味深そうに少年の背中を見つめている。

　昨日の一件もあり、ミルドは彼のことを意識してしまってしょうがなかった。彼女をなんとか押し留とどめているのは優等生としてのプライドだ。ここでヘンに騒ぎ立てたら授業は滅茶苦茶になり、教官や生徒たちからの自分への評価は下がってしまうだろう。

「た、耐たえるのよ、ミルドレッド……！　そう、あたしはクールで完かん璧ぺきな聖剣使い……こ、ここここんなことなんかで動どう揺ようしたりはしないわ……！」

「うむ。手のひらでペンを粉々に握にぎり潰つぶしている人間のセリフじゃないな」

　声を潜ひそめながら二人で騒いでいると、アイシア先生が不意に教本をバタンッと閉じた。

　ミルドとイオは同時に雷かみなりに打たれたかのように身を竦すくませる。

「……おい、そこの。───確か、ヒビキ＝デルヴェイドと言ったな？」

　呼ばれた名前が自分たちのものと違ちがい、ミルドたちは魂たましいが抜けたように脱だつ力りよくした。

　だが、すぐにハッとする。アイシア先生が睨にらんでいるのはあのヒビキという少年だ。

「私の授業で居い眠ねむりとはいい度胸だ。起きろ、貴様の態度はクラス全体の風紀を乱す」

　高圧的に告げるアイシア先生にも動じず、ヒビキは吞のん気きにいびきを搔き続けていた。

　アイシア先生は一つ嘆息。教きよう卓たくの上に教本を置くと、足下に忍しのばせていた自身の神機聖剣エクスカリスを手にして、早足にヒビキが爆ばく睡すいする席まで歩いていく。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン───《常闇に這う死影ヘイト・カラミテイア》」

　アイシア先生の手から《魔ダ力ス光ク》が発生。

　聖剣を鞘さやから引き抜くと、刀剣の形状が巨大な大鎌デスサイズへと変形した。

　湾わん曲きよくした刃が、ヒビキの頭上に向けて容よう赦しやなく振ふり下ろされる。

　ギィンッッ!!

　他の生徒たちが息を吞む中、大鎌デスサイズの先せん端たんがヒビキの顔の真横に突き刺ささった。

「…………あ？」

　耳元で鳴り響ひびいた鋭い金属音に、ヒビキはうっすらと目を開ける。

　眠たげに欠伸あくびをしてから、仁王立ちしているアイシア先生を見上げた。

「くああぁぁ…っ。おはよう、メイド教官。もう朝なのか？」

「とっくに朝だ、たわけが。立て、その腐くさった性根を一から叩たたき直してやる」

　有無を言わせぬアイシア先生の言葉。

　ヒビキは若じやつ干かん面倒くさそうにしたが、指示に従いゆるゆると立ち上がった。

「あんま寝ねてねえんだよ……。用があるならさっさと済ませてくれ」

「なるほど。聖剣使いというものを舐なめているようだな、編入生。貴様のように基本を疎おろそかにする者が、いざというときに全体の足を引っ張るのだ。私には女め神がみさまに恥じることのない立派な剣機士スレイプニールを育てるという責務がある。学院長直々の推すい薦せん編入とはいえ、特別扱あつかいをするつもりはない」

　アイシア先生は厳しい表情を緩ゆるめないまま、ヒビキを真まっ直すぐに射貫いた。

　ミルドは他の生徒たちと共にハラハラとした心境で二人の様子を見守る。

「授業の続きだ。《晄核》および《魔ダ力ス光ク》が引き起こす代表的な災害例を、三つ挙げろ。むろん教本を見ずに」

　アイシア先生の提示した課題に、ヒビキはボリボリと頭を搔いた。

「あー……確か……常じよう軌きを逸いつした自然災害の誘ゆう発はつと……生物全ぜん般ぱんに対して影響する突とつ然ぜん変へん異い……あとは大規模な地ち殻かく変動？　とかだったか？」

　割とスラスラ答える彼に、クラスメイトたちは目を丸くしていた。

　もちろん、プロの剣機士スレイプニールを目指す上で、あんなのは基本中の基本である。しかし、彼のようにいかにも無学そうな人間が普ふ通つうに答えられたことに、少しばかりの驚おどろきはあった。

「ふむ。一応、最低限の知識程度は持ち合わせているわけか。その通り、一般的な見解として《晄核》と《魔ダ力ス光ク》が危険とされるのは、その三点によるところが大きい。

　……しかし、それだけでは世界の人口の三割を死し滅めつさせるには至らない。《晄核》が悍おぞましいとされる最大の理由は他にある。教本の１２５ページを開け」

　全体に対して下されるアイシア先生の指示。

　皆みなが緊きん張ちようを緩めず教本を開く中───ヒビキだけが一人、気だるそうに欠伸をしていた。

「……《邪神シエイド》の創造。だろ？」

　ピタリと。全員の動きが一斉に止まる。

　同じように手を止めたミルドの机の上で開かれる教本。

　その一番上の項こう目もくに……《邪神シエイド》と。確かにそう記してあった。

　シンと静まり返った講堂で、ヒビキはきょとんと首を傾かしげる。

「なんだ？　なんか俺、ヘンなこと言ったか？」

「……いや。貴様の言う通りだ。おかしなことは言ってない」

　声のトーンを落とし、首を振るアイシア先生。

　皆が驚くのも無理はなかった。今開いている教本の範はん囲いは、一回生である自分たちのクラスがまだ学んでいない部分だ。

「《邪神シエイド》。世界に対する最大の脅きよう威いにして、我々聖剣使いが滅ほろぼすべき最優先対象である。その生態は未いまだに定かではないが、奴やつらは《晄核》を心臓代わりにして動き、《魔ダ力ス光ク》を喰くらって生命活動を維い持じするという特異性を持っている」

　教本の挿さし絵えには、全身が漆しつ黒こくの気味の悪い生物が描えがかれていた。

　獣けものなのか、鳥なのか、はたまた爬は虫ちゆう類るいなのか。見ようによっては人間と似ているようにも思えた。おとぎ話に登場する悪あく魔まなどが、一番コレと近い形状をしているかもしれない。とにかく、地上に存在する生物であるとはとても思えなかった。

「《晄核》と《魔ダ力ス光ク》の発見に際して、ほぼ同時期に現れた《邪神シエイド》は、東国全土を瞬またたく間に壊滅させた。我々が住まう西側まで奴らが侵しん攻こうしてこなかったのは、ひとえに女神さまと、当時の聖剣使いたちの功績によるものだ。

　特に当時最強と謳うたわれた聖剣使い『五剣聖』。彼らは地上に跋ばつ扈こする《邪神シエイド》のほとんどを駆く逐ちくし、世界を救った。そして、世界復興のために、それぞれが自らを代表とした『神装都市』を築いたのだ。皆もよく知っている我が学院の学院長、そして都市代表であるニミル＝アルト＝ミスクレシアさまも、その『五剣聖』の一人。今、我々が平和な暮らしを送れているのは、女神さまとニミルさまのおかげだ。

　我々、今の世代の者に与あたえられた使命は、かつての勇士たちが築き上げた平和を守り抜ぬくこと。女神さまに献けん身しん的に仕え、都市を守護すること、ただそれだけにある。剣機士スレイプニールを目指し、この学院で学ぶ者として、まずそれらのことを肝きもに銘めいじてほしい」

　淡たん々たんと語られるアイシア先生の講義に、ミルドはむず痒がゆさを感じていた。

　かつて世界を救った最強の聖剣使い『五剣聖』。その一人、ニミル＝アルト＝ミスクレシアは自分の姉だ。誇ほこらしく思わないはずがない。

　……そう。だから、いつかあたしだって───。




「───あー……。なんか違うんだよな」




　そのとき、腑ふ抜ぬけた声が前のほうから飛んできた。

　驚いて視線を向ける。すると、教本を開いて首を傾げる、黒髪の少年の姿があった。

「……なんだと？　なにが違うというのだ、編入生」

「いや。違うつーか……美談？　っぽくねえか？　この教本に書いてあること。まるで世界を救った光の勇者様って感じだ。『五剣聖』つか、聖剣使いたちだって感情のある人間だぜ？　こんな崇すう高こうな信念で戦っていた奴が果たして本当にいたかどうか───」

　ガタッと。ミルドは思わず立ち上がっていた。

　イオが無言で服の裾すそを摑つかんできたが、歯止めなんてきかなかった。

「なによあんた……！　知ったような口を───!!」

　ミルドが激しい殺気を放つと、ヒビキがゆるゆると振り返った。

「あ？　って、なんだ。昨日のおっぱい女か」

「お、おっぱ……!?」

　いきなり飛び出た下品な言葉にミルドは赤面する。だが、怯ひるんでいる場合ではない。

「い、今の言葉っ。訂てい正せいしなさい！　あんたの発言はかつて世界を救った『五剣聖』や聖剣使いたち、ひいては女神さまに対する侮ぶ辱じよくだわ！」

「侮辱？　べつにそんなつもりはねえけど───」

「訂正しなさいッ!!」

　足下に収納してあった自分の聖剣を手にして、ミルドはヒビキに突き付けた。

　イオが「おい！」と注意を飛ばしてきたが、ミルドの耳には入っていない。

「あんたなんかに……あんたみたいな奴に聖剣使いをバカにさせないわッ！」

「……わっかんねえな。聖剣使いが崇高で神聖だって認めなきゃ、バカにしてることになんのか？　お前の姉貴が、そう言ってたのかよ？」

「うっさい！　あんたの屁へ理り屈くつなんてどうでもいい！」

「ハァ……。わりぃけど、自分の発言を訂正するつもりはねえよ。お前の姉貴も、当時の聖剣使いたちも、所しよ詮せんはただの人間だろ。盲もう信しんされるほうだって迷めい惑わくだ」

　ミルドとヒビキ。睨み合う二人の間に一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れたそのとき。

　アイシア先生が机に刺さった大鎌デスサイズを引き抜き、その柄えを思いっきり床ゆかに叩きつけた。

「そこまでだ。授業中の私語は許さん。これ以上、私の許可なく騒さわぐつもりなら、両者共に減点対象とさせてもらうぞ。いいな？」

　アイシア先生の仲裁に、ミルドはグッと下した唇くちびるを嚙かむ。

　怒いかりを堪こらえて席につくと、隣となりにいるイオがホッと胸をなでおろした。

「貴様もだ、編入生。何を考えているかは知らんが、クラス内に不和を生み出すような言動は控ひかえろ。編入初日から孤こ立りつはしたくあるまい？」

「べつに。俺自身は友達作りたくてこの学院に入ったわけじゃねえからな。気に入らないってんなら、ほっといてくれ。俺も好き好んで授業の邪じや魔まするつもりはねえ」

　言っている傍そばから協調性皆かい無むな受け答えをするヒビキに、アイシア先生も眉まゆをひそめる。

「ほう？　ならば、どうして貴様はこの学院に編入してきた？」

「あんた、教官だから法律や制度とかにも詳くわしいよな？　この際だから質問させてくれ。───『聖機士オーデイン』ってのに手っ取り早くなるためにはどうすればいい？」

　空気が、凍こおった。

　自己紹しよう介かいのときの比ではない。それだけ、彼の発言は突とつ拍ぴよう子しもないものだった。

「……オ、聖機士オーデイン？　正気か、あいつ？」

「ムリムリ、絶対ムリ。なれるわけないじゃん。今学院に在ざい籍せきしている生徒の中でも、二回生の生徒会長だけが少し可能性あるかもしれない……って程度なのにさ」

「昨日今日来たばかりの編入生がなに夢見ちゃってんだか……」

　俄にわかにざわつき始めるクラスメイトたち。それまでヒビキに向けられていた奇き異いの視線が、一いつ瞬しゆんで呆あきれや嘲ちよう笑しようの籠こもったものに変へん貌ぼうした。

　アイシア先生は目め頭がしらをつまんで嘆たん息そくする。

「……編入生。貴様に一つ、堅けん実じつなアドバイスをしてやろう。真ま面じ目めに、授業を、受けろ。話はそれからだ。それと───今から私程度に頼たよっているようでは、永久に届かない高みであると覚かく悟ごしておけ」

　アイシア先生はことさら最後の言葉の語調を強めた。大鎌デスサイズを鮮あざやかに回した彼女は、そのまま刃の先端を鞘さや口ぐちに当てる。小さな光があふれて、大鎌デスサイズは元の鞘入りの刀とう剣けんに戻もどった。

「ンだよ。結局は教えてくんねえのか？」

　クスクスと小こ馬ば鹿かにするような忍しのび笑いが響く中、ヒビキはつまらなそうな顔をして席に座った。答えをもらえなかった不満はあっても、笑われていることをまったく気にかけていないようなところが、彼の肝の太さを感じさせる。

　いざこざが収拾し、アイシア先生が再び教きよう壇だんへと戻っていく。

　だが……それ以降の授業内容は、ミルドの耳にロクに入ってこなかった。

（あいつ……）

　一時限目終しゆう了りようのチャイムが鳴るまで、ミルドはヒビキのことをずっと見つめていた。
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　……閉へい鎖さ的な環かん境きよう下における噂うわさというのは、驚くほどに広まるのが早い。

　一時限目から三時限目までにあった座学を終え、ダラダラと廊ろう下かを歩くヒビキは、今まさにそんな噂の被ひ害がいを受けている真っ最中だった。

「───あっ。彼よ、今日編入してきたっていう例の」

「昨日色々とやらかした挙句、今日はクラスメイトたちの前で『聖機士オーデインになる』とか宣言したらしいって奴か？　ハハッ、今時マジかよ」

「言ってやるなよ。一回生にありがちな、英えい雄ゆうになりたい！　……みたいな思考の勘かん違ちがい野や郎ろうなんだろ。オレにはまったくもって理解不能だがな」

　廊下ですれ違った上級生らしきグループが、嘲笑気味にヒソヒソと話し合う。

「聖機士オーデインなんかより、都市内で働ける剣機士スレイプニールのほうがずっと安全でお給料もいいのにねぇ。わざわざ危険な都市外に出たがるとか意味わかんない」

「おいおい。その言い草だと、都市の外で危険な《魔ダ力ス光ク》災害や、世界を脅おびやかす《邪神シエイド》と戦ってる聖機士オーデインサマたちに失礼だろ。まっ、過去の大戦の影えい響きようで《邪神シエイド》なんてもうほとんど絶ぜつ滅めつ寸前らしいし、都市に攻せめ込んできたことなんてまだ一度もねえけど」

「聖機士オーデインを目指すメリット云うん々ぬんはべつとして、そもそもなれるはずないけどねー」

　吞のん気きな笑い声をドッと響ひびかせて、彼らは曲がり角の向こう側へと姿を消していった。

　そんな状じよう況きようにおいて、当のヒビキは、

「……………………迷った」

　もっと単純な問題を前に、まったく気にしているどころではなかった。

「クソッ、なんかさっきもこの道通らなかったか？　広すぎだボケ」

　次の授業は移動教室。野外にある闘とう技ぎ場で実技講習が行われるのだと、あのメイド教官が言っていた。

　そして、大して考えずにフラッと出てきてしまったのがこの結果である。

「しゃあねえな。他の奴らに道を訊くか。……幸いにも、ちょうど適役がさっきから後ろをつけてきてるしな」

　ヒビキは肩かたを竦すくめながら振ふり返る。すると、先ほど上級生たちが消えていった曲がり角の陰かげで、何かがビクッと動くのを感じた。

「……ちょっと!?　バ、バレてるんだけど!?　どうしよう!?　このままあたしたち捕つかまって、『尾び行こうする悪い子にはお仕置きが必要だ』って乱暴されるんじゃ……はわわっ」

「……お前の勝手な妄もう想そうに私まで巻き込まないでくれ。さすがにないだろ」

　角の陰から響く、かしましい声。

　ヒビキはやれやれと嘆息して歩を進めた。

「よお。随ずい分ぶんと楽しそうだな？」

「「──────あ」」

　軽く声をかけたその先。

　身を屈かがめて折り重なるようにする二人の少女が、間の抜けた顔でこちらを見上げていた。




「───私の名前はイオ＝トルス。君と同じ一回生Ｃクラスの生徒だ」

　隣を歩くセミロングの少女が、淡々とした声でそう説明した。

　スラリとした長身瘦そう軀く。非常に美人だが、男よりも女にモテそうな感じがする。スタイルはいいのに色気はそれほどでもなく、カッコいいという印象の強い娘むすめだった。

「君はヒビキ。で、いいんだよな？」

「ん。まあそうだな。つか、それよりも気になることがあるんだが───」

　さばさばと挨あい拶さつをしてくれるイオに、ヒビキは肩を竦めてみせる。

「アレは一体どうすればいいんだ？」

　後方、ヒビキたちから三メートルほどの距きよ離りを置くところに、ビクビクと縮こまっているツインテールの少女がいた。

　比ひ較かく的てきスタイルのいいイオが余よ裕ゆうで霞かすむくらい、女性らしさを湛たたえた豊満な体つき。特に胸むな元もとのたわわな双そう丘きゆうは、健全な男ならば誰だれしも目を奪うばわれてしまうだろう。

　そのくせ顔つきはまだまだ幼く、全体のパーツ構成としては華きや奢しやな部類だ。

（つくづく思うが。姉貴のニミルとは似ても似つかねえな）

　顔つきや抜ばつ群ぐんのプロポーションには確かに血筋を感じる。

　だけど、こちらをキッと睨にらみ返してくる様子は、警けい戒かい心しんの強い野生動物みたいだった。

「ぐ、ぐるるるるるっ！」

「……なんか呻うなり声を上げ始めたぞ。正しよう真しん正しよう銘めいの野生動物か、あいつは」

「……本人に悪気はないから気にしないでやってくれ。難なん儀ぎな性しよう分ぶんの奴やつなんだ、色々と」

　そうこう話しているうちに、建物の外に出た。

　本校舎四階から延びる立派な渡わたり廊下。その先にあるのは、すり鉢ばち状をした円形の野外スタジアムだった。

「あれが実技講習用の闘技スタジアム。この渡り廊下から、観覧席のほうに出られる造りになっている。高層階からの移動の場合はこのルートが最短になるな」

「ふーん。ともあれ、道案内サンキューな。助かったぜ」

「気にするな。せっかく同じクラスになった者同士、これからも仲良くしようじゃないか。それに、私たちとしても君個人に対して少なくない興味や関心がある」

　そう言うイオの瞳ひとみは、暗に「お前の正体に興味がある」と言っているようだった。

　ヒビキは肩を竦めて曖あい昧まいに受け流す。

　渡り廊下からスタジアムの中に入ると、だだっ広い空間に出た。

　スタジアムの中央には実技を行うためのコート、そしてそれを取り囲むように設置された観覧席がある。外装同様、非常に大規模であり、軽く二万人ほどは収容できそうだ。

　内部にはそれなりの数の生徒が集まっていて、真面目にコートでアップをする者、観覧席で休きゆう憩けいする者、友達とのおしゃべりにかまけている者など、色々と見受けられた。

「広いだろう？　ここの生徒だけではなく、外部からの見学客も想定されているからな。特に今の時期は他都市との間で行われる《聖せい王おう杯》が近いから、学内での出場枠わくを決めるリーグ戦が催もよおされる。そうなると観客であふれて大おお賑にぎわいさ」

「《聖王杯》……？　なんだそりゃ───？」

　説明してくれるイオに訊たずね返したそのとき。

　ヒビキは視界の隅すみにあるものを捉とらえた。

「ヒビキ？　どうした？」

「……悪い。ちょっと顔見知りを発見しちまった。行ってくるわ」

「あ───。お、おい」

　呼び止めるイオに軽く手を振りつつ、ヒビキは踵きびすを返した。

　たまたま見つけてしまったもの。そちらに向かって早足に近づいていく。

「……よお、そこのお一人様。そんなところで寂さびしくないか？」

　観覧席の最後列の一つ。

　膝ひざの上にノートＰＣを置いてカタカタやっていた黒くろ髪かみの少女が、仏頂面で視線をあげた。

「誰かと思えば。今ウワサの、勘違い野郎さんじゃないですか。お元気そうですね」

「あ？　なんだ、その話はお前のクラスのほうにも届いてんのか。つか、お前が編入させられたのって技師クラスじゃなかったっけ？　どうして闘技スタジアムなんかにいる？」

「四時限目の実技講習は一回生のＢクラスとＣクラス、そしてわたしが編入したＥクラスの合同です。ＥクラスとＦクラスは神機聖剣エクスカリスのメンテナンスなどを学ぶ技師クラスですが、いざというときのために体も鍛きたえておくという方針らしいですよ」

　そう答えるアニスは、簡素なデザインのトレーニングウェアを着ていた。

　スタジアム内には、アニスと同じ服装の生徒がちょくちょく見受けられる。おそらく彼らも技師クラス所属なのだろう。逆に、ヒビキたち聖剣使いのクラスは、非常時にも私服で動き回れるようにあえて制服のままで授業を受けることを指定されていた。

「なるほどな。だからお前もここにいるわけか」

「そちらのクラスにも教官から話は行ってるはずですよ？　聞いてなかったんですか？」

「ほとんど寝ねてたからな。最低限のこと以外は聞き流した」

「……本当にどうしようもない兄ですね」

「お前はどうなんだよ？　自分のクラスでうまくやれてる───ようには見えねえな」

　ヒビキが目を細めて言うと、キーボードを叩たたいていたアニスの手が止まった。

　彼女はますます不ふ機き嫌げんそうな顔になって、ノートＰＣのディスプレイを睨む。

「うまくはいってますよ。幸いにも担当講師の先生はとても優やさしい方でしたし、クラスメイトたちも興味を持って積極的に話しかけてきてくれました。ただ───」

「ただ？」

「……何名かのバカが、噂になっている勘違い野郎さんを口くち汚ぎたなく罵ののしっていたので。後ろから蹴けっ飛ばしてやりました。それだけです」

　若じやつ干かんふてくされながら答えるアニスに、ヒビキは呆あきれ顔になった。

「……なるほど。ただのアホか」

「ア、アホとはなんですか!?　アホは兄さんのほうです！　あんなふうに好き勝手言われて、悔くやしくはないんですかッ？」

　キッと睨みあげてくるアニスの瞳は、少し涙なみだで潤うるんでいた。

　ヒビキはバツの悪い顔になって頭を搔かく。

　なんというか……我が妹ながら集団行動に向かない奴だ。

　周囲を見回してみると、トレーニングウェアを着た何人かの技師クラスの生徒がチラチラとアニスの様子を窺うかがっていた。彼らの瞳に若干の恐きよう怖ふはあるが、嫌けん悪おの色は薄うすい。まだ完全に修復不可能な仲というわけではなさそうだった。

（さて、どうすっかな……）

　ここで元げん凶きようの自分がアニスを突つき放して、彼らに近づけてやるという手もある。

　ただ、それが必ずしもアニスのためになるとは思えなかった。自分の気に食わない相手に媚こびを売って仲良くしてもらうみたいな、安っぽい関係性はなるべく築いてほしくない。

　ガラにもなく考え込んで、頭を痛くしていると、

「───その子。もしかして君の妹か？」

　不意に、後ろから声がした。

　驚おどろいて振り返ると、アニスのちょうど背後にセミロングの少女が立っていた。

「えっと……イオ？」

「そうだ。逡しゆん巡じゆんしないでくれ、一いつ瞬しゆんで名前を忘れられたのかと少し焦あせったぞ」

　イオは苦笑いで肩を竦めてみせる。

　見るからに美少女の登場に、アニスの髪の毛が警戒するように逆立った。

「な、なんですか、この女はッ？　愛人ですか、さっそく愛人ですか!?」

「ただのクラスメイトだ。つっても、まだ一言二言程度しか話してないけどな」

「随分とつれない物言いだな。言ったろ？　私たちは君に興味がある。いきなり友達……なんて図ずう々ずうしいことは言わないが、もっと仲良くしようじゃないか」

　イオはそう言って前方に顎あごをしゃくる。

　ヒビキたち兄妹きようだいが首を傾かしげて、そちらに視線を向けると、

「───うわっ!?」

　アニスが跳とびあがって驚く。

　前列の椅い子すの背もたれ。そこからひょっこりとツインテールの頭が覗のぞいており、一人の少女がキラキラと瞳を輝かがやかせてアニスを凝ぎよう視ししていた。

「うぅぅ……か、かわいい……」

「は？　な、なんですか？」

「か、かわいい！　なによ、この子!?　なんでこんなに小さいのに、うちの学院指定のトレーニングウェア着てるの!?　この子、本当にあんたの妹!?　すごく似てない！」

　興奮したように赤面する少女───ミルドは、椅子の上で叫さけんだ。

　いきなり現れて失礼なことを言う彼女に、ヒビキは堪たまらず半眼になる。

「正真正銘の兄妹だ。残念ながらな。……つか、女子寮りよう裏の広場でやりあったときに、ちゃんとそいつも居たろ。お前、軽く会話もしてなかったか？」

「あ、あのときは頭に血がのぼってあまり気が回らなかったというか……。あんたを倒たおすことに必死で周りが見えてなかったというか……」

「……うん。マジでイノシシ女だな」

「ッ!?　だ、誰がイノシシよっ!!」

　憤ふん慨がいしながらも、ミルドは落ち着かない様子でアニスをしきりにチラ見している。

　そのヨダレでも垂らしそうな彼女の興奮顔に、アニスは怯おびえきって小さく縮こまった。

「かわいい……お、お人形さんみたい……。ね、ねえ？　ちょっとだけ触さわってみてもいい？　べつに減るもんじゃないしいいわよね？　ふへ、ふへへへへへっ」

「断る前から触る気満々じゃないですかッ!?　に、兄さんっ。ここに妹を狙ねらう恐おそるべき変態がいます！　助けてください！」

「ああ。こいつ、アニスって言うんだ。いちおう飛び級扱あつかいってことだから、お前らよりも一つか二つくらい年下だけど。何分よろしくしてやってくれ」

「兄に裏切られたッ!?」

　椅子の背もたれを乗り越こえて「うへへ、アニスちゃん。お姉さんと仲良くしようよぉ」と迫せまりくるミルドに、戦々恐々としているアニス。

　ヒビキは苦く笑しようしながらも、内心で少し安あん堵どしていた。

「あんがとな。あいつ、ちょっと孤こ立りつ気味っぽかったから」

「お安い御ご用ようさ。というか、むしろあんなので申し訳ない」

　イオは暴走気味のミルドを眺ながめながら浅い息を吐はき、

「本当に悪い奴じゃないんだ。ただちょっと趣しゆ味み嗜し好こうが乙女おとめチックで……それがいきすぎて頻ひん繁ぱんに暴走してしまう感じでな。あれがあの子の素なんだよ。いつもは正しくあろうと無理をしているだけで」

「無理？　あいつが？」

「本当は等身大の女の子。しかし、あの子にも色々と事情がある。私の立場でこんなことを言うのはお節せつ介かいかもしれないが。ミルドのこと、誤解しないでやってほしい」

「……べつに構わねえけど。向こうは俺のことを毛け嫌ぎらいしてるんじゃないのか？」

　ヒビキの質問に、イオはフッと小さく微笑ほほえんで、

「それこそが誤解さ。私の見立てでは、あの子はそれほど君のことを嫌っていないぞ？」

　そのとき、スタジアム全体にブザー音が鳴り響ひびいた。

　始業の合図であるらしい。散らばっていた生徒たちが中央のコートに集まっていく。

　イオも「そういうことで」と告げて、アニスに絡からんでいたミルドの首根っこを摑つかんだ。

「ぐえッ。ちょ、イオ!?　なにすんのよ!?」

「整列の時間だ、行くぞ」

「うううぅぅぅ……。もうちょっとアニスちゃんを愛でていたかったのにぃ～～～っ」

　やいのやいのと騒さわぎながらコートへ歩いていく二人。

　その場に取り残されたヒビキとアニスは、お互たがいに顔を見合わせた。

「なんだか……ヘンな人たちに気に入られてしまいましたね」

「俺たちが言えた義理じゃないと思うがな」

　深い溜ため息いきを吐きつつも、兄妹は他に倣ならってコートへと足を向けた。
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「───Ｅクラス担当、シュタイナー＝リンドベールです。今日は他のクラスの先生方が別件で動けないとのことで、合同授業の総そう監かん督とくを任されました。みなさん、くれぐれも怪け我がのないよう注意しながら、己の錬れん磨まに励はげんでください」

　クラスごとに整列した一回生を見回しながら、温おん厚こうそうな風ふう貌ぼうの男性がそう告げた。

　見るからに優男風で頼たよりがいがなさそうな感じだ。自分のクラスを担当していたアイシア＝ルクイスト教官と比べても、かなり威い厳げんに欠けている。

（……あれがアニスのクラスの担当講師か）

　技術専門の講師。というより、優しい保育士のような感じだった。

　リンドベールと名乗った男の笑顔に、女子生徒たちから悩なやましげな吐と息いきが漏もれる。

「相変わらずカッコいいなぁ、リンドベール先生。大人のお兄さんって感じ」

「包容力ありそうだよねぇ。技術講師ってのが関わり薄くて惜おしいなぁ」

「でもでもっ。リンドベール先生って、元聖せい剣けん使いだったって話だよ！　神装都市が設立される前に、世界を守るため《邪神シエイド》と戦った歴戦の勇士なんだって。今はそのときの怪我が原因で引退したらしいんだけど」

「うっそ。じゃあ、うちのアイシア先生よりもベテランってこと？」

　ヒソヒソと交かわされるクラスメイト女子たちの立ち話に、ヒビキは眉まゆをひそめた。

　元聖剣使い……しかもそれなりの古株。若干のイヤな予感がして、ヒビキはリンドベールの視界から外れるように身を傾かたむけた。まあ気にしすぎだとは思うが。

「それでは、ＢクラスとＣクラスは第一から第四コートを使用して自主鍛たん錬れんを開始してください。Ｅクラスは第五コートへ。こちらで用意したメニューをこなしてもらいます」

　聖剣使いの鍛錬に技術講師が口出しをするのは不相応と弁わきまえているのか、リンドベールは簡単な指示のみで済ませた。他の生徒たちも心得ているらしく、各々に散開していく。

　あまり動く気にもなれず、ヒビキは大きな欠伸あくびをした。

「さて……特にすることもねえし、俺は寝るか」

　踵きびすを返し、コートの隅すみに移動しようと歩き始める。

　が、その前に。

「ちょっと。あんたもしかしてサボるつもり？」

　こちらの不正を咎とがめるような凜りんとした声こわ色いろが、背後から響いてきた。

　ヒビキは半眼になって振ふり返る。

　……予想通りと言うかなんと言うか。

　ツインテールに豊満な胸の少女が、腰に手を当ててこちらを厳しく睨にらみ据すえていた。

　彼女の脇わきには、やれやれと頭を抱かかえているセミロングの少女。

　そして、ツインテール少女の手元には───足をじたばたさせて抵てい抗こうを試みている黒くろ髪かみの少女が、ガッチリとホールドされていた。

「……見み間ま違ちがいか？　目の前で、うちの妹が当然のように拉ら致ちされてるんだが」

「この子、技師クラスの輪から早々に外れて、隅っこのほうでサボってたのよ。さすがは兄妹、不ふ真ま面じ目めなところもソックリね」

「は、はなしてくださいっ。運動なんて絶対に御ご免めんこうむります、動きたくないです！　明日あした、筋肉痛で死んじゃうじゃないですかッ。兄さん、助けてぇ！」

　いよいよもって、頭が痛くなってきた。

　ミルドの隣となりにいるイオもヒビキと同じ心境らしく、諦あきらめきった表情で事を傍ぼう観かんしている。

「ふふっ。あたしの目の黒いうちは、サボりなんて絶対にさせないんだからっ！　さあ、妹を返してほしいなら真面目に鍛錬に励みなさい！　べつに励まなくてもいいけど！」

「ドサクサに紛まぎれてそのままアニスを持ち帰ろうとすんな。チッ、面めん倒どうくせえな」

　人ひと質じちを取ったように見せかけて、ポワワっとした表情でアニスの頭に頰ほおずりするミルド。

　ヒビキは疲つかれた顔で天を見上げて、

「あー……べつに命の危険があるわけじゃないし、いいや。達者でな、アニス」

「兄さんっ!?　まさか妹を見捨てて自分だけサボろうという魂こん胆たんですか!?　こ、この薄はく情じよう者もの！　鬼おにっ！　外道っ！　貧乳好き!!」

「貧乳好きはお前の願望だろーが。ガンバレ、アニス。これも社会勉強だと思え」

　さっさと踵を返してしまうヒビキに、ミルドは訝いぶかしげに目を細めた。

「……ねえ、あんた。『聖機士オーデイン』になる方法が知りたいんじゃないの？」

　ピタリと。ヒビキの足が止まる。

「……なんだ？　お前が具体的な方法を教えてくれるのか？」

「教えてあげてもいいわ。でも、あんたがその調子じゃ無理ね。永遠に」

　ミルドの瞳ひとみが真剣味を帯びた。

　その単語を口にした瞬しゆん間かん、嘲あざけるだけでまともに取り合おうともしなかった他の連中とは違う。こちらの目的を理解したうえで、真正面から問いかけてきている。

　暴れていたアニスも、驚おどろいたように雰ふん囲い気きの変わったミルドを見上げていた。

　ヒビキはボリボリと頭を搔かいたあと、観念したように嘆たん息そくをする。

「……いいぜ。付き合ってやる」




　　　　○　　　　●　　　　○




「女め神がみさまの浄じよう化かの代行者である『聖機士オーデイン』。その特別階級を獲かく得とくするには、女神さまの信しん頼らいと、聖剣使いとしての実力が多分に関わってくるわ」

　闘とう技ぎスタジアムのコート隅。

　そこまで移動したヒビキたちは、四人で円を作るように腰を下ろしていた。

　わざわざこんな端はしに寄ったのは、なるべく他の生徒たちからの注目を避さけるためだ。特に昨日から色々とやらかしているヒビキのことを気にしてくる者は多かった。

「まあ。代行者ってくらいだから、女神に認められるのは大前提だろうな」

　説明してくれるミルドの言葉に、ヒビキは頷うなずく。

「そうね。なら、その聖機士オーデインになる大まかな指針として、都市管理システムに登録されている『信しん仰こう値ち』が関わってることを知ってる？」

「……なに？」

　不意の言葉に、ヒビキは眉をひそめる。

　信仰値───それは神装都市に籍せきを置く者に設けられた、『世界にとってどれだけ価値があるのか』を数値化して測る制度だ。ヒビキもその制度自体はよく知っていた。

「都市に住む人間は信仰値の高さによって様々な恩おん恵けいを受けられるわ。だけど、それは聖剣使いにとっても例外じゃない。わかりやすく例を見せるなら───」

　ミルドは自分の聖剣を手にすると、おもむろにヒビキの前にかざした。

「───接続コネクシヨン」

　つぶやくと、ホログラムで聖剣から浮うき上がるように正方形のウインドが展開された。

「……ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。信仰値３１４０？」

「それがあたしの今の信仰値。そして同時に、聖剣使いとしての価値でもあるわ。この数値が高くなればなるほど剣機士スレイプニールなどの資格取得がしやすくなって、さらには神機聖剣エクスカリスそのもののスペックがアップグレードされる。各おの々おのの聖剣使いの戦せん闘とう能力を値あたい化したもの……と考えるとわかりやすいかしら」

　説明を耳にしながら、隣のアニスが自前のノートＰＣを開いていた。

　彼女は目にも留まらぬ指さばきでキーボードを高速操作する。

「……ふむふむ。だからこそ、聖機士オーデインになるには信仰値を高めるのが一番の近道となるわけですか。ミルドさんが３１４０で……イオさんが２６６０。お二人とも、一回生の中ではかなり高い数値ですね。とても優ゆう秀しゆうなようで」

「ちょ……ちょっと待ってくれアニス！　君はなにをしているッ？」

　一人で勝手に納なつ得とくしているアニスに、すかさずイオが口を挟はさんだ。

　ミルドも驚いたように目を丸くしている。

「どうして私の信仰値まで言い当てることができた？　信仰値は神装都市における個人情報の一種だぞ？　本人が自己申告でもしない限り、他人が知る術すべはないはずだ」

「都市管理システムに不正アクセスして調べました。このくらい寝ねていてもできます」

「ふ、ふせッ……!?　こ、この都市のシステムは女神さまが一いつ括かつ管理されてるのよ!?」

「だから？　あの真っ白小こ娘むすめに、わたしが撥はね除のけられるとでも？　笑えない冗じよう談だんです」

　平然と言ってのけるアニスに、ミルドたちは激しく戦せん慄りつする。

　妹の特技について熟知しているヒビキは、一人だけ退たい屈くつそうに欠伸をかみ殺した。

「まっ、そんな与よ太た話はどうでもいいよ。それより、聖機士オーデインになるためにはどのくらいの信仰値が必要とされてるんだ？」

「よ、与太話って！　あんたねぇ……！」

「睨むのは勝手だが、通報とかは勘かん弁べんしてくれよ？　つか、うちの妹の悪い手て癖くせについてはお前の姉貴も知るところだ。こればっかりはどうにもならん」

　悪い手癖。アニスの恐おそるべき手しゆ腕わんを、その一言で片づけてしまうヒビキ。

　ミルドもイオも、これにはさすがに黙だまり込むしかなかった。

「あ、あんたたち兄妹きようだいって、本当に滅め茶ちや苦く茶ちやだわ……」

　優等生であるミルドは、納得がいかないように下した唇くちびるを嚙かんだ。

　しかし、このままでは話が進まないと判断したのか、渋しぶ々しぶながら頷いてくれる。

「聖機士オーデインになるための信仰値は……最低ラインでも十万。そう言われてるわ」

「ぶッ」

　告げられたミルドの返答に、今度はヒビキが噴ふき出す番だった。

「十万？　なんだそのアホみたいな数値は？」

「ア、アホじゃないわよッ。本当のことなんだから。それだけ女神さまの浄化の代行者って役割は、世界にとって重要視されてるってこと」

　十万。その途と方ほうもない数値を聞いて、ヒビキは内心で納得していた。

　どうりで他の奴やつらが小こ馬ば鹿かにしたような目で見てくるはずだ。

　傍はたから見れば、自分はただの夢見る阿あ呆ほうにしか思えないのだろう。

「ヒビキ。話によると、君は自分の聖剣を鞘さやから抜ぬけないらしいな？　聖剣を賜たまわった時点で『抜けない』なんてことは通常あり得ないんだが……君の信仰値はどうなっている？」

　イオが恐る恐るといった様子で尋たずねてくる。

「自分の聖剣から都市管理システムにアクセスしてみてくれ。そうすれば原因が───」

「兄さんの信仰値ですか？　こちらで見つけましたよ」

　イオが促うながしているそばから、淡たん々たんとした声が割って入った。

　アニスの言葉に、ミルドとイオは一いつ斉せいに彼女の持つノートＰＣの画面を見やる。

　その結果は、二人の予想を遥はるかに上回るものだった。

「ゼ、ゼロ……!?」

　ミルドの驚きよう愕がくの声が、ことさら鮮せん明めいに耳じ朶だを打つ。

「ウソでしょ!?　こ、こんなの聖せい剣けんを抜ける抜けないとか、それ以前の問題じゃない！　そこらへんに転がってる石コロのほうがまだ価値高いんじゃないのッ？」

「……おい。なんだその珍ちん獣じゆうを見るような目は？　乳揉もむぞコラ」

「い、いや、ヒビキ。ミルドの驚きも大おお袈げ裟さじゃないぞ？　信仰値はその人間の存在価値そのものなんだ。どんな人間でも生きている限りは少なからずの価値がある。それを完全に否定することは、女神さまにだって許されていない」

　イオは神しん妙みような面おも持もちで目を伏ふせて、

「この結果が間違いやバグの類たぐいでないのなら……君という人間は、世界そのものから完全に否定されているということになる」

　アニスの所持するノートＰＣの画面。そこに記された数値変動は、『ヒビキ＝デルヴェイド』の項こう目もく部分だけを、ありえない速度で、ありえない桁けたの減算を刻み続けていた。

　ゼロというのはいわばカウントストップの状態であり、それ以上は減りようもないから。

　仮に加算されることがあったとしても、またすぐにゼロに戻もどってしまうだろう。

　……一体どれほどの罪を犯せば、目の前の現象が起こりうるのか。

　ミルドたちはなんと言っていいのかもわからずに、ただ黙り込むしかなかった。

　しかし、当のヒビキはあくまで吞のん気きな表情で彼女たちを見つめる。

「んで。信仰値を高める以外に、聖機士オーデインになる方法はないのか？」

「………………は？」

　ミルドは思わず耳を疑った。

「な、なに言ってんの……？　あんた、こんな状態で───」

「俺が世界にとってゴミほども価値がないのは理解した。正せい攻こう法ほうじゃ聖機士オーデインとやらになるのが無理そうなこともな。なら他の方法は？　抜け道でも、裏道でも、ほんのわずかな可能性でも。とにかくなんでもいい。知ってるなら教えろ」

　向けられる真剣な眼差しに、ミルドは息を吞のんだ。

　……この男は……本気でそんなことを言って……？

「な、ないわけじゃないわ。一応、わずかながらに可能性はある」

「ミ、ミルドッ？　まさかお前……！」

「そのまさかよ、イオ。……ここまで話してやったんだもの。たとえほぼ不可能な方法でも、教えるくらいはしてあげようと思う」

　ミルドは決意を固めたようにヒビキを見み据すえて、

「ねえ、あんた。『五剣聖』が築いた、この世界に存在する五つの神装都市。その都市間で毎年行われる聖剣使い同士の対たい抗こう戦───《聖王杯》については知ってる？」

　聖王杯……

　ヒビキは首をひねる。確か、イオの口からも同じ単語を聞いた気がした。

「知らねえな。それが聖機士オーデインになるための方法なのか───？」

　神妙な面持ちで語るミルドに訊たずね返した、そのとき。

　フッと。ヒビキは視界の端に不自然なものを捉とらえた。

（……なんだ？）

　すべての生徒がコートのほうに下りて、がらんどうと化しているはずの観覧席。

　その縁ふちに寄りかかるようにして、一人の少女がこちらを見下ろしていた。

　学院の制服の上から真っ赤なパーカを羽織り、フードを被かぶったブロンド髪がみの女の子。口で風船ガムを膨ふくらまし、やけにガラの悪い目つきでこちらを観察している。

　そして、直後にその少女と目が合った。

　膨らんでいた風船ガムが弾はじける。彼女の口元がニヤッと凶きよう暴ぼうな笑えみを湛たたえた。

　そして、右手で鞘入りの神機聖剣エクスカリスを持ち上げて───。

「ッ。おい、避よけろ！」

「え？　───って、きゃあ!?」

　瞬しゆん間かん的にイヤなものを感じたヒビキは、ミルドの懐ふところにタックルを仕し掛かけた。

　むにゅんと。ビックリするくらい柔やわらかい胸の感かん触しよくが、ヒビキの顔面を包み込む。

　だが、今は邪よこしまな思いにかまけている暇ひまなどなかった。

「───神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン、《断圧の巨斧ヘカトンケイル》」

　観覧席の縁から、パーカの少女が大きく跳ちよう躍やく。

　引き抜いた聖剣が光に包まれ、巨きよ大だいな戦斧バトルアツクスの形状に変わった。

「ぶっ潰つぶれろ───『巨手圧砕スタンピングクラツシユ』ッッッ!!」

　そのまま落下速度に任せて降ってきた。

　かなりの高度から振ふり下ろされる一いち撃げき。

　狙ねらいはちょうど、先ほどまでミルドが腰こしを下ろしていた場所だ。

　間かん一いつ髪ぱつでヒビキがミルドを突つき飛ばしたことで直撃は避けることができた。しかし、その代わりに轟ごう音おんと共に床が真っ二つにされる。

　近くにいたイオとアニスも驚おどろいて後ろに飛び退のいた。

「な、何事ですかっ？」

「……！　こ、こいつは……!?」

　コートを揺ゆさぶる地鳴りと破は砕さい音に、他の生徒たちからも悲鳴があがった。

　呆ぼう然ぜんとしているミルドが無事であることを確かめたヒビキは、立ち上がって目を細める。

「…………」

　床をクレーター状に抉えぐり、深々と突き刺ささる巨大な戦斧バトルアツクス。

　遠えん慮りよも容よう赦しやも慈じ悲ひもない。避けていなければ大おお怪け我がは免まぬかれなかっただろう。

「───あぁン？　避けたのか？　なかなかやるじゃん」

　戦慄で静まり返るコートに、威い圧あつ的な声が一つ響ひびいた。

　巨大な戦斧バトルアツクスを床から引き抜いたパーカの少女が、ユラリと顔を上げる。

「ひっ!?　ゴ、『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』……!?」

　何事かと集まってきた野次馬生徒たちの中から、フッとそんな言葉が漏もれた。

　少女は戦斧バトルアツクスを肩かたに担かつぐと、たたずむヒビキの下へおもむろに近づいてくる。

　フードの下から覗のぞく双そう眸ぼうはギラギラと危険な光を放っており、他の生徒とは明らかに雰ふん囲い気きが違ちがった。……何者だ、こいつは？

「よお。テメェが噂うわさの編入生か？　聖剣が抜けないくせに、初日早々で『聖機士オーデイン』になるとか嘯うそぶいてるっつぅ？」

「……そういうあんたは誰だれだ？」

「あぁン？　アタシか？」

　パーカの少女はニィッと犬歯をむき出しにして、

「シェリー＝フィンシス。この学院の二回生だ。一部のバカ共からは『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』とか呼ばれてるな。先せん輩ぱいサマが挨あい拶さつにきてやったぜ、一年坊ぼう主ず」

　シェリーと名乗る少女は、好戦的に戦斧バトルアツクスの切っ先をヒビキに向ける。

　ヒビキは思わず顔をしかめた。……なんか、またヘンなのが寄ってきたな。

　考えていると、不意に後ろから手を引かれた。

「あ？　ミルド？」

「バカ、ヒビキ！　そいつと関わっちゃダメ！」

　立ち上がったミルドが、両手でヒビキの腕うでを摑つかんで首を振っていた。

「『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』……。この学院きっての問題児よ。強い者と戦い、壊すことだけを喜びとする救えない戦せん闘とう狂きよう。あいつのせいで、これまで何人もの聖剣使い候補生が潰されてきたんだから。そんなのに目をつけられるとか、あんた何したわけ!?」

「なんもしてねえよ。向こうからいきなり仕掛けてきたんだ」

　呆あきれた返事をしつつ、ヒビキは頭をボリボリと搔かいた。

（問題児……ねぇ）

　この学院ではあまり馴染みのなさそうな単語だが、ひとところに色々な人間が集まる教育機関なのだし、そういった者が一人や二人くらいいても不思議ではないのだろう。

「素行は最悪、日常的に問題行動も多く起こしてる。でも、この学院の生徒として扱あつかわれているのは、彼女の戦闘スキルが圧あつ倒とう的てきだから。学内で行われる模も擬ぎ戦闘の戦績では常に上位に食い込み、実力のみで高い信しん仰こう値ちを維い持じし続けてるわ。……ふざけたことにね」

　そうつぶやくミルドの声には、憤いきどおりや悔くやしさみたいなものがにじみ出ていた。

　……素行の悪さをもみ消すほどの実力者。そんな奴を快く思う人間は少ないだろう。

「とにかく、みんな彼女を恐おそれ、一目を置いている。ここは適当にあしらって───」

　ミルドがヒソヒソと言ったその直後。

　ヒビキたちの会話を退たい屈くつそうに聞いていたシェリーが、痺しびれを切らしたように戦斧バトルアツクスを床に叩たたきつけた。大きな破砕音に、ヒビキ以外のその場の全員がビクッと身を竦すくませる。

「あああああ……いつまで待たせんだよ、一年坊主ども」

　ヒビキはやれやれとシェリーに向き直る。

「べつに待たなくても、そのままお帰りいただいて結構だぞ」

「あぁン？　……おうおう。随ずい分ぶんとデカい口を叩く編入生じゃねえか」

　風船ガムをクチャクチャやりながらシェリーはヒビキを睨にらむ。

「おンもしれぇ。アタシを前にしてそこまで堂々としてる奴やつはマジで久しぶりだ。噂を聞いてとりあえず様子を見に来てみたが、どうやら正解だったみたいだな」

　シェリーは戦斧バトルアツクスを肩に担ぎ直し、

「一回生首席を圧倒し、大たい言げん壮そう語ごを吐はきやがった謎なぞの編入生。いいじゃん、いいじゃん。暇だから相手になってくれよ？　最近はみーんなアタシのことを避けやがるから、何かをぶっ壊せなくてストレス溜たまりんぐなワケ。テメェならちょっとは歯ごたえありそうだ」

　興奮したように騒さわぎ立てる彼女を、ヒビキは気だるげに眺ながめる。

「悪いが。俺はお前の暇つぶしにつきあってやる気はねえよ」

「あぁン？　断る権利があると思ってんのかボケが。それとも、テメェは女から吹ふっ掛かけられた喧けん嘩かも買えねえタマなしか？　あぁ？」

　挑ちよう発はつ的な嘲ちよう笑しようを浮うかべてみせるシェリー。

　ヒビキはうんざりと半眼になった。

　何を言ってやれば引き下がってくれるのか。そう考えていたそのとき。

「せ、先輩っ。待ってください！」

　ミルドがヒビキを押しやるようにして、前に進み出た。

　いきなり自分の視界に入ってきた彼女に、シェリーは苛いら立だたしげに舌打ちをする。

「あぁン？　どけよ、一回生首席。一度シメてやった負け犬に、アタシは興味なんかねえよ。それとも、もう一回泣かされてぇか？」

「…………ッ」

　シェリーの嘲笑に、ミルドはグッと下した唇くちびるを嚙かむ。

　傍はたから様子を見守るヒビキは眉まゆをひそめる。……一度シメた？　つまり、ミルドでさえもこの不良女に一度は負けたということだろうか？

「……先輩。いい加減に、こんなことはやめにしてください。強い相手と戦うために、片かたっ端ぱしから野の良ら試合を申し込むなんて……。教官の認証を得ていない私闘・決闘の類たぐいは校則で禁止されているんですよッ？」

「はッ。禁止っつっても、相手を殺さなきゃあとで罰ばつ則そくが下る程度じゃん？　ンな細かいことにビビるとか情けねえなぁ、おい」

「そ、そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな……！　あなたは聖せい剣けん使いとして恥はずかしくないのッ？」

「きゃは♪　ばっかじゃねえの？　聖剣使いなんて戦ってなんぼの存在だろ。女め神がみの名の下に、都市を脅おびやかす犯罪者をぶっ壊す。口先だけの力なんかに価値があるかよ」

「ちがうッ。あたしたちは守る人間だからこそ、立派で誇ほこり高くあらなきゃいけないの！　強さや有用性だけを求めたその先に、残るものなんて何もない！」

「……ほお？　そりゃもしかして、テメェの姉貴の受け売りか？　さすがは『最弱の剣聖』ニミル＝アルト＝ミスクレシアの妹。なんの益体もない詭き弁べんだぜ」

「ッッッ！」

　シェリーのその言葉に、ミルドの髪がブワッと逆立ったような気がした。必死に取り繕つくろっていた冷静な仮面が瞬間的に崩くずれてしまうような、感情の波を感じる。

　ヒビキは訳がわからずに首を傾かしげた。

　……最弱の剣聖？　もしかして、あのニミルのことを指してそう言ってるのか？

「あぁン？　なんだ、編入生。事態がうまく吞のみ込めませんって顔してやがるな」

　っと、疑問に思っているところに、シェリーが下げ卑びた笑いを浮かべて話しかけてくる。

　ヒビキは眉をひそめて彼女を見返した。

「ああ、よくわからねえな。お前は何を言ってる？」

「はははッ。マジかよ？　事情も知らずに、この学院に編入してきたってわけか？　そりゃあ、聖機士オーデインになるとか夢物語を口にしちまうわなぁ」

　シェリーはたっぷりと皮肉を込めるように言うと、小さく舌を覗かせた。

「まあいい。ついでだから教えてやるよ。アホみたいな夢を見て、よりによってこの学院にやってきちまった、マヌケで道化なテメェの不幸ってやつをなぁ」

　嘲あざけりの籠こもった瞳ひとみが、ヒビキを見下すように射い貫ぬいてくる。

「かつての『五剣聖』が築いた五つの神装都市。世界復興と都市の守護を第一の課題としたソレらは、まず地じ盤ばん固めとして有用な聖剣使いを育てることを女神から義務とされた。そして、都市間の競争でより強い聖剣使いを輩はい出しゆつするために、各都市が保有する教育機関同士で対たい抗こう戦のイベントが催もよおされるようになったんだよ」

「……対抗戦」

「そうだ。各教育機関は特に優ゆう秀しゆうな生徒たちを選せん抜ばつし、代表として戦わせる。そこで自分の学校の生徒に実績を残させ、強い聖剣使いを育てていると女神に示した都市が、より多くの寵ちよう愛あいを与えられるって寸法だ。ゆえに、五つの神装都市には序列が存在する」

　シェリーの説明で、ヒビキは先ほどのミルドの話を思い出していた。

　聖機士オーデインになる方法───その鍵かぎが五つの都市間で行われる対抗戦にあると。

「第五神装都市アルバマルナ。この『第五』ってのは単なる番号付けじゃねえ。五番目の『最弱の都市』。うちの学院はなぁ、毎年の対抗戦で惨ざん敗ぱいを喫きつし続けてる、ぶっちぎりのクソ学校なんだよ！」

　シェリーの嘲笑が高らかに響き渡わたった。

「そんな最弱都市出身の人間が、女神サマの代行者である聖機士オーデインになれると思うか？　なれねえよバーカ!!　事実、うちの都市から輩出された聖機士オーデインの数はここ数年でゼロ！　それもこれも、都市代表のニミルが甘っちょろい詭弁を垂れてるせいだ。……弱きを助け、救いの手を差しのべる？　『最弱の都市』を管理する『最弱の剣聖』らしい考えだわな」

　シェリーの暴言を、ミルドは身を固めてジッと耐たえるようにしていた。

　華きや奢しやな体は震ふるえ、拳こぶしは血がにじむほどに固く握にぎられている。

　ヒビキはそんな彼女をただ静かに後ろから眺めていた。

　……っと。そのときだった。

　野次馬の生徒たちの中から、一人の男が慌あわてたように抜け出してくる。

「───そ、そこの君っ？　そんなところで何をしているッ？」

　血相を変えて現れたのは、技術講師を務めるリンドベールだった。

　遅おくればせながらの監かん督とく役の登場に、シェリーはつまらなそうに舌打ちをする。

「あぁン？　誰かと思えば、怪け我がのせいで役に立たなくなって、技術講師に降格されたっつぅリンドベール先生じゃあーりませんか。……邪じや魔まくせぇ」

「き、君は二回生かッ？　自分のクラスの授業はどうした!?」

「あああああああッ。うっせえんだよ。役立たずがしゃしゃり出てくんな」

「うわぁああああっ!?」

　シェリーが戦斧バトルアツクスを薙なぐと、風圧が発生してリンドベールが吹き飛んだ。

　生徒たちから大きな悲鳴が上がる。

　シェリーはそれをケタケタと笑いながら、再びヒビキとミルドに向き直った。

「引退講師に、ビビることしかできねぇ弱者共。これがテメェの姉貴が築いた『弱きを助ける立派な神装都市』の現実だろ？　もういいから引っ込んでろよ。詭弁を吠ほえることしかできねえ最弱の妹が、アタシの楽しみを邪魔すんじゃねえ！」

「…………ッ」

　度たび重かさなる挑発に、ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか。

　ミルドがキッと視線を鋭するどくして、自分の聖剣に手を掛けた。

　だが───その前に。

「ッ!?　あ、あんた……!?」

「下がれよ、優等生。私闘は校則で禁止なんだろ？」

　ミルドの行く手を遮さえぎるように、ヒビキがゆるゆると前に出た。

「好き放題言われて腹立つ気持ちはわかるけどな。最初に『関わるな』って言ったのはお前だぜ？　表面上はクールぶっても、やっぱり根本は短たん絡らく的なのな」

「う……う、うううううるさいっ。あ、あたしは……ッ!!」

「わかってんだよ。なんだかんだで足りないとこはあっても、やっぱ自分の家族とか親しい奴がバカにされんのはムカつくよな。……俺も今、お前と同じ気持ちだ」

　ヒビキはゆっくりと腰こしにある聖剣の柄つかに手を掛ける。

「俺自身がアホだと後ろ指さされんのは大した問題じゃねえ。ニミルがどうしようもない甘ちゃんだってのもよく知ってる。なんせ、アイギールの反感を買いつつも、俺みたいな奴を都市に受け入れちまったくらいだからな。だが───」

　───ゾワッ。

　ヒビキの纏まとう空気が、身の毛もよだつほどに鋭い物へと変わった。

「昔むかし馴な染じみの知り合いが。見ず知らずの小こ娘むすめにバカにされんのは、我が慢まんならねえ」

　ミルドは反射的に身震いした。

　息が詰つまるほどの重圧。それまでの緩ゆるんだ雰ふん囲い気きが一変し、今の彼はまるで研とぎ澄すまされた刃は物ものそのものみたいに鋭い殺気を放っていた。

　戦斧バトルアツクスを構えるシェリーが、歓かん喜きするようにニィッと歯をむき出しにする。

「いいぜいいぜぇ……ッ！　その気き迫はく、わざわざ目を付けた甲か斐いがあったってもんだ！　さあ、楽しい殺し合いを始めようぜッ!?」

　直後、掲かかげた戦斧バトルアツクスが眩まばゆい《魔ダ力ス光ク》の光に包まれた。

　ホログラムのウインドが浮き上がり、そこに鮮あざやかな文字列を刻む。

　───シェリー＝フィンシス。信しん仰こう値ち４９５０───。

「真の力を解放しろ、《断圧の巨斧ヘカトンケイル》！　神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン!!」

　凶きよう暴ぼうに笑うシェリーの手元から、ガコンッと無機質な機械音が鳴り響ひびいた。

　戦斧が三つに割れる。

　いや、もっと正確に言えば、本体に付属していた二つの機器が本体から分ぶん離りした。

　背面から虹にじ色いろの光を噴ふん出しゆつしたソレらは、ロケットのように勢いよく頭上へと飛び立つ。

　続いて側面から虹色の刃が展開されて、戦斧バトルアツクスの形状と相成った。

　……シェリーが握る本体に加えて、頭上を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る二本の戦斧バトルアツクス。

　これがこいつの神機聖剣エクスカリスの完全起動形態か。

「《魔ダ力ス光ク》に反応して展開する付属兵器か？　そして、持ち主の意思に従い遠えん隔かく操作で動く……と。単純だが相当に面めん倒どうな能力だな。実質、手数が三倍かよ」

「はははははッ。ただでさえ破は壊かい力に優れるアタシの聖剣だからなぁ！　これで一気に押し潰つぶしてやるよ！　オラ、無様にペシャンコになりな一年坊ぼう！」
















　ヒビキの逃にげ場ばを塞ふさぐようにして、周囲を素早く飛び回り始める付属兵器の戦斧バトルアツクス。空気そのものを根こそぎ断裁するように唸うなりをあげるその様は、まるで刃の嵐あらしだった。

　野次馬の生徒たちは巻き込まれては堪たまらないと悲鳴をあげて逃げ出す。

「ヒビキッ！」

　ミルドは自分の聖剣に手をかけて、急いで彼のもとに駆かけ寄ろうとした。

　だが、その行く手を遮るように、小さな影かげがスッと立ちはだかる。

「ッ!?　ア、アニスちゃん……!?」

「何をするつもりですか？　ミルドさん？」

「な、なにって！　あのバカみたいな喧けん嘩かを止めるのよ！　ヒビキは聖剣も抜けないのに、勝てるわけないじゃない！」

　必死に訴うつたえるミルド。

　だが、そんな彼女を見るアニスの目は───氷のように冷え切っていた。

「あなたはうちの兄と直接戦ったのでしょう？　それなのに勝てるわけないとは……いくら温厚なわたしでもカチンときます。兄さんを見くびらないでください」

「で、でもッ。シェリーの実力は本物なのよ!?　態度はあんなだけど、戦せん闘とう面だけに限ればあたしよりもずっと上で───！」

「だから。それが見くびっていると言っているのですよ」

　アニスは、その小こ柄がらな体格からは想像もできない強い眼まな差ざしで、ミルドを射貫いた。

「兄さんは絶対に負けません。たとえ、相手が世界そのものであったとしても」




　バチィッッッ[image: ！！！]




　そのとき。

　空気を焼き切るような鋭い音と共に、スタジアム全体に眩い閃せん光こうが迸ほとばしった。

　高笑いするシェリーの頰ほおを、前方から飛んできた『何か』が高速で擦さつ過かする。

「───え？」

　その『何か』は、シェリーの横をすり抜けて、背後にあった観覧席の一部にぶち当たった。耳に痛い炸さく裂れつ音を轟とどろかせ、煙けむりを噴ふき上げながらコンクリートに深々と突つき刺ささる。

　それは───彼女が遠隔操作していたはずの、二本の戦斧バトルアツクスだった。

「え……あれって、アタシの斧……？　な、なんであんなところに───？」

　状じよう況きようがまったく理解できずに目を白黒させるシェリー。

　ミルドはゴクリと息を吞む。これとまったく同じ状況を、昨日自分も体験していた。

　これは───!!

「どうした戦闘狂きよう？　殺し合いっつーのは、こんなんで終わりなのか？」

　鞘さや入りの聖せい剣けんを右手に、淡たん々たんと告げる黒くろ髪かみの少年。

　ヒビキ＝デルヴェイドの視線が、鋭く射貫くようにシェリーを見ていた。

「面おも白しろくもねえな。じゃあ、今度はこっちから行くぜ？」

「ッッ!!　ク、クソッ!!」

　咄とつ嗟さに我われを取り戻もどしたシェリーは、慌てて付属兵器の斧二本を操作する。

　観覧席から飛び立ち、再び《魔ダ力ス光ク》の刃を展開させて、突とつ撃げきしていく戦斧バトルアツクス。

　しかしヒビキは、まったく臆おくする様子もなく前方へと駆けだした。

「───ふッ」

　短い呼吸と共に、横よこ薙なぎに振ふるわれる鞘入りの聖剣。

　殺さつ到とうしてくる多大な質量の戦斧バトルアツクス二本を水平に受けると───虹色の火花を散らしながら、いとも簡単に弾はじき飛ばしてしまった。

　───《虚空無刃ゼロ・キヤンセル》。ヒビキが対聖剣使い用に編み出した命がけの奥義。

　初めてそれを目にするシェリーや、多くの生徒たちはもちろん、一度目にしていたミルドでさえも驚おどろきでただただ言葉を失っていた。

「クソ……ッ！　クソクソクソクソクソオオオオオオオオッ!!　なんなんだよソレ!?　なんなんだよお前はあああああああああああああああああああっ!?!?」

　もはやヤケクソ気味に二本の戦斧バトルアツクスを遠隔操作して、ヒビキにぶつけるシェリー。

　その度にヒビキは目にも留まらぬ剣さばきで討ち払はらう。

　シェリーの顔面は恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。今までは狩かる側だった者が、自分の能力の一切を無力化され、得体の知れない者に追い詰められる。その事実は身も凍こおるほどだろう。

「足が竦すくんでるぜ？」

　ニヤリと。ヒビキが凶悪な笑えみを浮うかべた。

　襲おそいくる戦斧バトルアツクスを討ち払いながら、弾だん丸がんの如ごときスピードで駆け抜ぬける。

　易々と猛もう攻こうをかいくぐった彼は、シェリー本体へ一気に肉にく迫はくした。

　鞘入りの聖剣が、空を切りながら鋭く振るわれる。

「ひぃ───っ!?」

　ただの女の子みたいな悲鳴を上げて、シェリーは身を縮こまらせた。

　キィンッと。涼すずしい音が一つだけ鳴り響く。

　ヒビキの振るった聖剣に下方から打ち据すえられ、シェリーの両手から戦斧バトルアツクス本体がすっぽぬけた。そのままクルクルと回転し、遠くの床ゆかに突き刺さる。

「───はい、終しゆう了りよう」

　腑ふ抜ぬけた声で告げたヒビキは、さっさと鞘入りの聖剣を腰のベルトに留めた。

　シェリーは涙なみだ目めになってヘナヘナとその場にへたり込む。

　……それから訪おとずれる、しばしの静せい寂じやく。

　皆みなが目の前で起こったことをうまく受け入れられず、しばらく黙だまり込んでいた。

　そして、あるときを境に一いつ斉せいに、

「お…………うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

「ゴ、『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』を倒たおしたっ!?　あの学院きっての戦闘狂を、しかもアッサリと!?」

「本当に聖剣も抜かずに!?　ミ、ミルドに勝ったって噂うわさでは聞いていたけど、一体どうなってるのよ!?　あいつ、なにをやったの!?」

　歓かん声せいが爆ばく発はつ的てきに沸わいた。それまでヒビキのことを呆あきれや嘲あざけりの表情で見ていた生徒たちさえも、目を丸くして興奮したように叫さけんでいる。

　ヒビキはそれらを煩わずらわしそうにしながら目を細めていた。

　───そのときだ。

　パチパチと。スタジアムの観覧席のほうから乾かわいた拍はく手しゆが鳴り響く。

「……コングラチュレーション。素す晴ばらしいお手並みでしたわ、ヒビキ＝デルヴェイド」

　ゆったりと反はん響きようする声に、コートにいた皆が一斉に振り返った。

　観覧席の縁ふち。そこに、今までは気配すら感じなかった十数人の生徒たちが整列していた。

　そのうちの真ん中にいた栗くり毛げの少女が、軽い身のこなしでコートへ飛び降りてくる。

「……生徒会執しつ行こう部ぶ代表、カタリナ＝オーヴィアス＝メルシルク。生徒同士のいざこざが発生したと聞きつけ、馳はせ参じましたわ。現場監かん督とくのリンドベール先生はいらして？」

　優ゆう雅がな身のこなしでテクテクと歩いてくる彼女に、生徒たちは驚いて道を空けていた。

　ハーフアップに纏められたサラサラとした栗毛。上品な立ち振る舞まいと、並外れた美び貌ぼう。まさに「深窓の令れい嬢じよう」という言葉がピッタリの人物であった。

「……次から次へと。今度はなんだ？」

「あら。これはこれは、ご挨あい拶さつが遅おくれました。わたくしはカタリナ。先ほども申しましたが生徒会執行部代表……簡単に言うとこの学院の生徒会長ですわ」

　ニッコリと笑って、スカートの裾すそをつまみながら膝ひざを折ってみせる少女。

　そうこうしているうちに、生徒の波を搔かき分けて顔面蒼そう白はくの優やさ男おとこが飛び出てくる。

「リ、リナッ。来てくれたのか!?」

「あら、先生。ご無事なようでなによりですわ。お怪け我がはありませんこと？」

「あ、ああ。私は大だい丈じよう夫ぶだ。すべて彼が───」

　リンドベールはしどろもどろになりながらも、ヒビキへ目配せをする。

　少女は苦く笑しようまじりに、ちょこんと肩かたを竦めて見せた。

「ええ。どうやら、わたくしたちが動かずとも、事態はすでに収拾したようですね」

　言いながら、彼女は足下にへたり込んでいたシェリーを見下ろす。

「ごきげんよう、『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』？　あなたは毎度、本当に懲こりませんわね」

「……テ、テメェ、リナ……！　何しに来やがった!?」

「何をしにって。あなたがまた下級生相手に悪さを働いているようなので、学院の規律を守る生徒会執行部として止めに来ただけです。……それにしても、随ずい分ぶんと無様ですわねぇ。腰こしが抜けて立てないようで。大層な異名が泣きますわよ？」

「ぐうっ……！　う、うるせえ！」

「手のつけられなかった狂犬も、今や吠ほえるだけの負け犬ですか。とにかく、問題を起こしたからにはそれなりの罰ばつ則そくは受けてもらいますわ。───連れて行きなさい」

　少女が命令を下すと、観覧席にいた生徒たちが次々にコートへ飛び降りた。

　彼らは全員、腕うでに役職名の記された腕わん章しようを留めていた。おそらくは生徒会役員なのだろう。うち二名が、腰が抜けて立てないシェリーを肩に担かついで出口まで連行していく。残りの者たちは、未いまだに混乱している一回生たちの宥なだめ役に回っているようだった。

「……さて。今回は災難でしたわね、ヒビキ＝デルヴェイド」

　役員たちの働きを見届けた少女───この学院の生徒会長であるらしい彼女は、ヒビキに向き直って恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「こちらの不ふ手て際ぎわで迷めい惑わくをかけてしまったこと、生徒会を代表して謝りますわ」

「なんだ？　随分としおらしいな。喧嘩を買った俺へのお咎とがめはなしかよ？」

「そうですわね。罰則とまではいきませんが、安い挑ちよう発はつにあえて乗ったあなたの判断にも問題はあった。本来なら、学院の成績とも連動している『信しん仰こう値ち』に多少のマイナス補正がかかるのが普ふ通つう。ですが、あなたの場合は───」

　生徒会長は、ヒビキのベルトに留められた鞘入りの聖剣を見てクスリと微笑ほほえんだ。

「まったく意味を成さないペナルティでしょう？」

　その言葉の意味するところを悟さとったヒビキは、思わず眉まゆをひそめる。

「聖剣が抜けない『無ゼ刃ロの聖剣使い』。すでに学院内でもっぱらの噂ですわ」

「……そのアホみたいな異名、そんなに広まってるのかよ」

「ええ。なにせ学院長自らが積極的にあなたをそう呼んでいますから」

　朗ほがらかに答える生徒会長に、ヒビキは乾いた舌打ちを漏もらす。

　ニミルのやつ……あとで乳の一つでも揉もんで懲らしめとくか。

「信仰値とは、聖剣使いの価値や力を表す絶対の値あたいです。その中で、信仰値がゼロで聖剣すら抜けない聖剣使いというものを、わたくしは今までに聞いたことはありません」

　信仰値がゼロ。本来は本人しか知りえない個人情報を言い当てた生徒会長に、ヒビキは警けい戒かいの眼差しを向けた。対する彼女は気にした素そ振ぶりすら見せない。

「面めん倒どうな問答は嫌きらいだ。だから単刀直入に訊きく。……俺に何の用だ？」

「ヒビキ＝デルヴェイド。わたくしはあなたに興味がありますの」

　言うなり、生徒会長はスッと手を伸のばしてきた。

　細くて白い指がヒビキの胸むな板いたに触ふれて、やけに色っぽい動きで表面を這はう。

「ヒビキ？　あなたは決して届かない遥はるかな高み───聖機士オーデインになりたいのでしょう？」

「…………」

「ならば、五つの都市間で行われる対たい抗こう戦……《聖王杯》と呼ばれる大会に出場なさい」

　対抗戦。その言葉を聞くのは今日で何度目になるか。

「それに出れば聖機士オーデインになれんのか？」

「むろん、出るだけでは意味はないですわ。あなたの信仰値はゼロ、正せい攻こう法ほうで聖機士オーデインになれる可能性は限りなく薄うすい。ならば、別の手段で目指すしかない」

　生徒会長は小さく肩を竦めて、
















「《聖王杯》。五つの都市から選び抜かれた聖剣使い候補生が集まる大きな催もよおし。そこで優ゆう秀しゆうな戦績を納めた者は、世界中にその名を轟かせる。もちろん女め神がみさまの目にも留まることでしょう。そして、そこに集まるのは化け物と呼んでも差しさわりのない聖剣使い候補生たち。将来の聖機士オーデインの有力株も少なくありません。そんな場所でもし、聖剣を抜けすらしないあなたが頭角を現したら？　あまつさえすべての強者を倒してしまったとしたら？　たとえあなたの信仰値がゼロだったとしても、『価値がない』などと言い出す輩やからはいるでしょうか？」

　意味深な物言い。その言葉の意味するところはわかる。

　ヒビキはボリボリと頭を搔いて、生徒会長を見つめ返した。

「《聖王杯》。世界が注目する大会……か」

「近日中に選手の出場枠わくを決める学内リーグ戦が行われます。受け付けの締しめ切りはあと一週間ほど。もし興味があれば、ぜひとも参加をご一考くださいませ」

　優雅に身をひるがえした生徒会長は、そのまま背を向けてスタジアムの出入り口まで歩いていく。他の生徒会役員も粛しゆく々しゆくとそのあとに従った。

　事態が収拾し、落ち着きを取り戻すスタジアム。

　先ほどの話を吟ぎん味みしながら、ヒビキが考え込んでいると、

「……なにをぼーっとしているのですか、このアンポンタンさん」

　ボスッと。小さな拳こぶしが背中に叩たたきつけられた。

　本人は全力のつもりなのだろうが、痛いどころか痒かゆくもない。ヒビキは半眼になって振り返った。こちらを不ふ機き嫌げんに睨にらむ、生意気な妹を見下ろす。

「いきなり正せい拳けん突づきとはご挨拶だな」

「うるさいです。兄さんの硬かたい背中のせいでわたしの手はヒリヒリです。もしかして骨折したかもしれません。どう責任を取ってくれるんですか」

「おい。完全に当たり屋の理り屈くつと一いつ緒しよだぞ、それ」

「だから、うるさいと言ってるのです。どうしようもない兄に人権などありません。よくわからない女たちに次々と絡からまれるわ、自ら進んで喧けん嘩かを買うわ、挙句の果てに……怪我までして。妹の立場として、当たり散らしたくもなります」

　そういうアニスの拳には、真っ赤な血がこびりついていた。

　彼女自身のものではない。出どころは彼女が殴なぐりつけたヒビキの背中だった。

「最初の一撃。ミルドさんを庇かばったときですか？」

「……大した傷じゃねえよ。舐なめときゃ治る、ってやつだ」

「治るわけないでしょうおバカ兄さん。そんな状態で喧嘩まで買うとは本当にバカです」

　ボソリとつぶやいたアニスの目じりには、うっすらと涙が浮かんでいた。

　ヒビキは拍ひよう子し抜ぬけしたみたいに大きなため息を吐つく。……まったく、どうしてこの妹は素直に『心配だった』と言えないのだろうか。教育を間ま違ちがえたかもしれない。

「悪かったよ。これからは無茶も控ひかえる。だから───」

　やれやれと告げて、アニスの頭を撫なでつける。

　改めて思った。こいつのために、絶対に諦あきらめてはいけないと。世界にとっての価値など関係ない。その目的こそが自分の価値であり存在意義なのだと。

　そう胸中で静かに決意を固めていたところ、

「…………っ!?」

　同時に、下腹部に刺さすような衝しよう撃げきを感じた。

　アニスの細脚あしがヒビキの股こ間かんにクリーンヒット。激しい痛みが全身を駆かけ巡めぐる。

「て、てめっ……いきなり何しやがる……！」

「フフフ。わたしがいくら非力でも、今の攻こう撃げきは男性諸兄に問答無用で効果抜ばつ群ぐんのようですね。ダメな兄を成敗です。これに懲りたら、金輪際の無茶はやめるのですよ？」

　アニスは力を抜くように浅い息を吐いて、ヒビキに手を差し伸べた。

「……とにかく。無茶をする兄は医務室行きです。怪我の手当てをしてください」
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　真っ白な壁へき面めんに、鼻をつく消毒液のにおい。清潔感の漂ただよう医務室にどこか居い心地ごこちの悪さを覚えながらも、ヒビキは簡易式のパイプベッドに腰こし掛かけていた。

　なんとはなしに自分の体を見下ろしてみる。

　むき出しの上半身に巻かれたのは、この部屋と同じく真っ白な包帯だった。

「ったく……大おお袈げ裟さだっつーに」

　アニスは学院側への事実確認や報告などで、リンドベールと一緒に行ってしまった。

　本当は当とう該がい者の自分が行こうとしたのだが、例のごとく怪我人が無茶をするなと怒おこられたのだ。素直じゃないくせに人一倍心配性な妹に、思わずため息が漏れる。

「あいつも中々帰ってこねえし……俺はいつまでここでこうしてりゃいいんだ」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになって、周囲を見回していると。

　不意に、廊ろう下か側からギャーギャーと騒さわがしい声が響ひびいてきた。

「ほら、ミルド。医務室についたぞ。さっさと行け」

「せ、背中押さないでよッ。それにまだ心の準備が……わっ───!?」

　医務室の扉とびらがスライドすると共に、一人の少女が前のめりに転がり出てきた。

　少女は赤面しながら素す早ばやく背後を睨む。

「イ、イオ！」

　怒ど声せいを浴びせかけたその先に、セミロングの少女が短く舌を突き出していた。

「彼に言うべきことがあるんだろう？　ならばちゃんと伝えるんだ。私はお前の素直じゃないところも気に入ってるが、たまには肩の力を抜くのも必要だと思うぞ」

　言うだけ言うと、イオは廊下に出てピシャリと扉を閉め切ってしまう。

　遠ざかっていく足音を聞きながら、ミルドは「うぐぐぐ……っ」と葛かつ藤とうするように下した唇くちびるを嚙かんでいた。ヒビキは白けた表情でその様子を眺ながめる。

「とりあえず立てよ。いつまで床ゆかに転がってるつもりだ!?」

「っっっ！」

　出し抜けに声を掛けると、ミルドは尻しりに火が付いたみたいに跳とびあがった。

「い、言っとくけどね!?　あんたが心配で様子を見に来たわけじゃないから！」

「……へいへい。ベタな憎にくまれ口をありがとよ」

　甲かん高だかい叫さけびに頭を痛くしながら、ヒビキは嘆たん息そくする。

「それで。何の用だ」

　静かに問いかけると、ミルドも少し落ち着きを取り戻もどしたようだった。

　ちょっと頰ほおを赤くしながらコホンと咳せき払ばらいして、近くに歩み寄ってくる。

「……怪け我が。平気なの？」

「見ての通り元気全開だよ。包帯が鬱うつ陶とうしくてしょうがないが、無断で引っぺがすとアニスが怖こわいからな。今度は動けないように全身を包帯で固定されかねない」

「あ、愛情の裏返しってことでいいのかしら？」

「愛情で死にかける身としては笑えないけどな」

　皮肉っぽい笑みを浮うかべて天てん井じようを見上げるヒビキ。

　その間も、ミルドはずっとソワソワとしていた。こちらに目配せをしては、視線が合いそうになると怯おびえたように逸そらす。……なんだ、こいつ？

「俺の顔になんか付いてるのか？」

「ち、ちがうわよッ。え、えっと……!?」

　ミルドは決意を固めるようにグッと拳を握にぎりしめて、

「ご、ごめんなさいっ!!」

　必死な声をあげて、深々と頭を下げた。

「あ？　なに謝ってんだ？　もしかしてこの怪我のことかよ。べつに大したことじゃねえって言ってるだろうが。面倒くせえ」

「で、でも……あたしのせいであんたが傷ついたのは確かだし……あたしの代わりに喧嘩買ってくれたし……あ、あとアイシア先生のときの講義のことも！」

　講義のとき？　ヒビキは「はて」と首を傾かしげる。

「えー……なんかお前が謝るようなこと、あったっけか？」

「あ、あったでしょうが！　あたし、あんたにものすごく突っかかっていったわよ!?　覚えてないわけッ？」

　言われて、ヒビキは自分の記き憶おくを探さぐってみる。

　そういえば……そんなこともあったような？

「そんな細かいこといちいち覚えちゃいねえよ。つか、百歩譲ゆずって謝るとしてもタイミングおかしくねえか？　今さらすぎるだろ」

「う、うううううるるさいわねっ。あたしの心の整理の問題よ！」

　ミルドは苦々しい表情で目を伏ふせて、

「あ、あのときのあたし……あんたのこと、少し勘かん違ちがいしてたのよ」

「勘違い？」

「あんたも、あのシェリーと同じなんだって。聖せい剣けん使いの誇りとか矜きよう持じとか……くだらないものだってバカにして……そのくせなんの努力もしようとしないダメな奴やつだって」

「ん。ダメな奴ってのはあながち間違いじゃないけどな」

「ちゃ、茶化さないでよっ」

　ちょっと怒りながらも、ミルドはかなりしおらしい態度だった。

　今までの強気な態度とのギャップに、ヒビキも調子が狂くるわされるようでバツが悪くなる。

「べつに。『五剣聖』の成した偉い業ぎよう自体を否定してるわけじゃねえよ。それを英えい雄ゆう視しすぎる周囲の態度に、若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えただけだ」

「……うん。あんたはバカにしてるわけじゃない。今ならわかるわ。シェリーがお姉ちゃんをこき下ろしたとき、率そつ先せんして怒ってくれたから」

「怒ったってほどでもないけどな。ただ好き勝手言うあいつが気に食わなかっただけだ」

「うそつき。あのときのあんた、ピリピリしてたもん。纏まとう空気が刺すみたいだった」

　ミルドは小さく拳を固めて、少し声を震ふるわせた。

　それでも視線は真まっ直すぐにこちらへ向けられている。

「正直、あたしはあんたのことがよくわからない。やる気がないようで、そのくせまったくブレなくて。そのよくわからないあんたが初めに『聖機士オーデインになる』って言いだしたとき……あたしは、ますますあんたのことが気になったの」

　ミルドは想いを紡つむぐように、一生懸けん命めいに形にするように。

　ヒビキに向かって真っ直ぐに投げかける。

「あ、あたしも。あんたと同じで───聖機士オーデインになりたいと思ってるから！」

　決意を固めたように、告げられる言葉。

　ヒビキは眉まゆひとつ動かさずミルドのことを改めて眺めた。

「……ふーん。それで？」

「な、なによっ。人がせっかく白状したのに反応薄うすくない!?」

「薄いも何も。その目標を持つこと自体、なにか間違ったことなのか？」

　サラリと返すヒビキに、ミルドは言葉を詰つまらせて「うぐぐっ」と赤面する。

「ま、間違ってなんか……ない。そう、間違ってなんかないわ。他の連中は口にするだけで小こ馬ば鹿かにしたような目で見てくるけど、あたしは本気だもんっ」

「そうかよ。なら、特別に驚おどろくことでもねえな」

　ヒビキはヘラヘラと笑った。

　ミルドはちょっと頰を赤くしながら、ぷいっと顔を逸らす。

「あんたはどうして聖機士オーデインになりたいわけ？　正直、なるのが難しい上にすごく危険な役職だし……。普ふ通つうのプロ、剣機士スレイプニールじゃいけないの？」

「人にものを尋たずねるときは自分から。それが礼れい儀ぎじゃないのか？」

「……あ、あんただけには礼儀を説かれたくないわね」

　ミルドは半眼で嘆息する。

「いいわ。ここまで言っちゃったんだから、開き直って教えてあげる。……でも、笑わないでよ？　む、胸を張って言えることでもないんだから」

「安心しろ。わざわざ張らなくてもお前の胸は他よりだいぶデカい」

　冗じよう談だんまじりのセクハラに、ミルドはカッと赤面して胸むな元もとを押さえた。

「ケ、ケダモノッ」

「随ずい分ぶんな言いようだな。お前が気負ってるみたいだから、軽快なジョークで場を和なごませてやったんだ。感謝をしろ感謝を」

「セクハラで場が和むわけないでしょバカ！」

　ミルドは気を取り直すようにブルブルと首を振ふって、

「と、とにかくっ。あたしが聖機士オーデインになりたい理由。それは───う、うちの都市代表。お姉ちゃんのやり方が間違ってないって、世界に向けて証明するためよ」

　少し言葉をつっかえながらも、ミルドはそう言い切った。

「ニミルのやり方？　それって───」

「聖剣使いは強いだけじゃなく、何かを守るために誇り高くあらなきゃならない。弱きを守り、心の内にこそ真の強さを探求する。……スタジアムでシェリーが嗤わらったソレよ」

　ミルドは思いつめたように目を伏せて、

「……悔くやしいけど。うちの都市が、五つの神装都市の中で最弱ってのは変えようもない事実だわ。シェリーみたいに表立って主張する人間こそ少ないけど、他の生徒たちも陰かげで同じようなことを思って、怠たい惰だにかまけてる。この学院に入った理由だって、『剣機士スレイプニールになって安定した地位を獲かく得とくしたい』とか、そういう邪よこしまな目的の奴がほとんどだもの」

　聖剣使い。そのプロである剣機士スレイプニールという役職。

　安全な都市内で働きつつも、人々から畏い敬けいの念で称たたえられ、高い地位を得られる。

　そういった点にのみ目をつけて、役職を得ることだけを目的とする者がこの学院には多いのだと、ミルドは悔しげに語った。

「……ふーん。そりゃまあ、『最弱』って言われてもしょうがないわな」

「お、お姉ちゃんのやり方が甘いってのは一理あるわ！　そんな風潮が生まれたのも、怠惰な人間をできるだけ庇かばおうとする方針が原因だし、シェリーみたいな問題児がいられるのもうちの学院だけよ。……そしてそれが結果的に、都市全体の犯罪件数を増やしたり、治安を悪くしている一因でもある」

　ミルドの話を聞いて、ヒビキはこの学院に来る直前のことを思い出した。

　都市入り口のターミナルで遭そう遇ぐうした、逆さか恨うらみも甚はなはだしい犯罪者。普通の神装都市ならば、あんなチープな暴挙に走る住人などそもそも受け入れない。

「わかってる！　わかってるのよ！　それでも……あたしはお姉ちゃんが正しいんだって信じたいんだと思う。お父さんもお母さんも早くに死んじゃって、聖剣使いって大事な使命も背負っていたのに、お姉ちゃんは幼いあたしを守って育ててくれた。そりゃ、のんびりとしていて何を考えてるんだかわからないところもあるけど。あたしはお姉ちゃんを尊敬してる。あたしを育ててくれた家族の信念を、世界に否定させたくない」

　ミルドはグッと拳こぶしを固めて、

「だから、あたしは聖機士オーデインになる！　お姉ちゃんの信念を受け継ついだあたしが世界に認められれば、きっと現状だって好転するはずだもの！」

　力一いつ杯ぱいに主張するミルドの肩かたは震えていた。

　その様子はあまりにも頼たよりなくて、主張の内容とは裏腹に弱々しい。

　ヒビキはようやく理解した。

　こいつは……自分の信じる物を守るために、無理をしてでも強がらなきゃいけないんだ。

「わ、笑いたいなら笑いなさいよっ。姉の正しさを証明するため、聖機士オーデインになろうとするなんて、とんだバカだとは自覚してるわ！」

「……笑いやしねえよ。笑えるわけがねえだろ」

　あわあわと言うミルドに、ヒビキはハッキリと答えた。

「え……？」

「お前の目的。確かに世界全体の価値基準から見ればちっぽけでバカバカしいかもしれない。だけど、お前の中でそれがすべてなんだろ？　たった一人の家族のために、全身全ぜん霊れいを傾かたむける。たとえ取るに足らないちっぽけでも……否定なんざされて堪たまるか」

　語るヒビキの真しん剣けんな表情に、ミルドは放心するようにポーッとしていた。

　だが、すぐに恥はずかしくなったらしく、赤面して目を逸らす。

「そ、そう。あんたは変わった考え方するのね。えーと……その……あ、ありがとう」

　消え入りそうな声で、ミルドは精一杯のお礼を言う。

　ヒビキに対する『変わり者』という意識は変わらないようだったが、それまでとどこか、そして確実に変化はあった。顔を赤くして頑かたくなにこちらと目を合わせようとしない。

「どうした？　俺に惚ほれたか？」

「ほれッ……!?　そそそそそそんなわけないでしょバカァ!!　ちょっと意外って言うか、見直しただけよ！　本当にそれだけ！　今の発言でまた幻げん滅めつしたけど！」

　ミルドの堰せきを切ったような怒ど涛とうの反論に、ヒビキはケタケタと意地悪く笑った。

　このけたたましさも、慣れてくるとからかうのが中々に楽しい。

「そ、それよりもあんたの理由！　あたしが話したんだから教えなさいよ！」

「あ？　あー……俺の理由ね」

　ヒビキは言われて思い出したように、コツコツとこめかみを指で叩たたいて、




「───やっぱ。話すのメンドイから教えてやらね」




「はああああああああああああああああああああああっ!?」

　ふざけた答えに、ミルドが絶ぜつ叫きよう。鼓こ膜まくが痛かったのでヒビキは両手で耳を塞ふさいだ。

「な、なによそれ!?　あたしにだけ話させて自分は逃にげる気!?」

「そっちが話せば教えてやるとは一言も言ってねえな」

「ふざけんにゃああああああああああああああああああッ!!」

　あまりの怒いかり心頭に、ミルドは舌をもつれさせて詰め寄ってくる。

　ヒビキはベッドの上に押し倒たおされる形になった。

「いでッ、いでででででッ。怪け我が人に対してマウントポジションは反則だろ」

「うっさい！　マジでくたばりなさいよ、あんた!!」

「そうか？　お前がいいならこのままでもいいんだが。ここから見上げる下乳の迫はく力りよくと、腹にまたがる尻しりの感かん触しよくが中々にいい感じだしな。俺は一向に構わん」

「～～～～～～～～～～～～ッッッ」

　ヒビキに覆おおいかぶさる形でいたミルドは声にならない声をあげて絶叫。

　爆ばく発はつするんじゃないかと思うほどに顔を真っ赤にして飛び退のこうとした。しかし、恥ずかしさのあまり足が滑すべって、逆に上半身ごとヒビキに倒れ込んでくる。

　むにょんっと、信じられないくらいの柔やわらかくて大きな感触が胸板に押し付けられた。

「ばかばかばかばかばかばかっ！　は、はなれなさいよっっっ!!」

「無茶言うな。お前が乗った状態じゃ俺も動けん───」




「───おーい、ミルド。ヒビキにちゃんと謝れたか？」




　狙ねらったのかと思うほど最悪のタイミングで、医務室の扉とびらが開いた。

　ベッドの上で重なり合うようになったヒビキとミルドはハッと視線を向ける。

　そこに、目を丸くしているイオの姿があった。

「えっと……お邪じや魔ましました……？」

「ままままま待って！　これは違ちがくて！　ホントに違くてぇ～～～～～ッッ!!」

　盛せい大だいな勘かん違ちがいを受けて、涙なみだ目めになるミルド。

　だが…………ヒビキはそれどころじゃなかった。

　かしましくはしゃぐ女子二人。

　その背後から放たれるドス黒いオーラから、一いつ瞬しゆんたりとも目が離はなせない。

「……ほおおおう？　イオさんからミルドさんと一いつ緒しよにいると話を聞いたとき、イヤな予感はしたんですが。いやはや、まさかここまで救えない兄だったとはね」

　地じ獄ごくから這はい上がってくるような低い声に、騒さわいでいたイオたちも驚いて飛び退いた。

　姿を現す、黒くろ髪かみの小こ柄がらな化け物。姿は美しいけど、肝きもの太いヒビキが縮み上がるほどに恐おそろしい。おまけに右手にはバチバチッと爆はぜるスタンガンを構えていた。

「……よ、よーし。落ち着け。まずは言い訳をさせろ」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと事情は聞いてあげますよ。……兄の嗜し好こうを巨きよ乳にゆうから貧乳に変えてからねぇ！　フフフフフフフフフフフフフフフフフフフ!!」

　恐ろしい笑いを上げながら、亡ぼう霊れいのごとき動きで床ゆかを滑ってくる妹。

　……その日、ヒビキは生まれて初めて神様というものに祈いのりを捧ささげた。







　　　第三章　　方はこ舟ぶねの逆徒




「だからっ！　そこのスペル間違ってる！　何度言えばわかるのよ、もうっ」

「……チッ。いいんだよ、文字なんてなんとなくニュアンスで伝われば。面めん倒どうくせえ」

「いいわけないでしょ！　バカなのアンタ!?　そう、バカなのね！」

　ミルドはぷくっと頰ほおを膨ふくらませて、隣となりからあれこれと口を挟はさんでくる。

　ヒビキは半眼になってペン先でコツコツと紙を叩いた。

　机の上に置かれたその紙には、『学内リーグ戦エントリーシート』と記されている。

「いいからほっとけよ。こんなん俺一人で書ける───」

「あっ。言ってるそばからまたスペルミス！　そうじゃなくて、こう！」

　ミルドはしびれを切らしたみたいに立ち上がって、ヒビキの後ろに回る。

　ペンを握にぎるヒビキの手に自分の手を重ねるようにして、ヒビキの死にかけたミミズが苦しんでのたうち回ったような文字を修正した。

「自分の名前もまともに書けないとか、参加不参加以前の問題よっ。ほら、わかった？　こうだからね？　次からちゃんと覚えるのよ？」

「…………おう」

　熱心に教えてくれようとするミルドとは反対に、ヒビキは上の空の生返事だった。

　むにゅむにゅんっ。

　重ねられる手と同じくして、背中にべつの柔らかい物体が重ねられていた。

　本人はこっちに説教をするのに夢中で気づいていない。下手に指し摘てきしてやるとまた「ヘンタイ」とか騒がれるので放置が最善策か。それに中々に悪くない感触だ。

「な、なによ。やけにリラックスし始めたわね？」

「気にすんな。ミルド先生の授業を骨身にしみて有あり難がたいと感じてるんだよ」

「せ、先生……っ!?　ほ、褒ほめてもなにも出ないわよ!?」

　てれてれと嬉うれしそうに恥ずかしがるミルド。なんというか、本当にわかりやすい奴やつだ。

　放課後の講堂はヒビキとミルドの二人以外に、人ひと影かげはなかった。

　賑にぎやかながらも、どこか穏おだやかな時間。

　ガラではないがヒビキも「これはこれで悪くない」と思う───。

「おーい、二人とも。提出書類はそろそろ書きあがったか？」

　……悪くないと思えた時間は、割と簡単にぶち壊こわされた。

　前方扉を開けて講堂に顔をだすセミロングの少女。凜り々りしい彼女の双そう眸ぼうが、講堂の中心で身を寄せ合うヒビキとミルドに向けられる。

　そこでミルドも初めてハッとして、真っ赤な顔でヒビキの背中を突つき飛ばした。

「───ぶべッ」

「ちちちちちちちがッ。これはちがくてッ！」

「わかったわかった。大丈夫だから落ち着いてくれ、ミルド」

　机の上に叩きつけられたヒビキを不ふ憫びんそうに見やりながら、イオは歩み寄ってくる。

「邪魔して悪かったな、ヒビキ」

「……そう思うんだったら、もっと空気を読んだ登場の仕方を心こころ掛がけろコラ」

「すまん。空気を読むのは割と苦手な分野だ」

　机に突っ伏ぷして恨うらみがましそうに言うヒビキに、イオは苦笑いで返す。

「書類のほうは大体書き終えているみたいだな。……干からびたミミズが最後の悪あがきに全力でのたうち回ったみたいな文字ではあるが」

「ほっとけ。読めりゃいいんだ読めりゃ」

「だから！　あんたの字は最低限の読めもしないの！　もっと練習しなさいっ」

「イヤだよ。字の練習なんて死ぬほど面倒くせえ」

　躍やつ起きになって睨にらむミルドに、それを気だるげに受け流すヒビキ。

　未いまだに反発はしているが、初対面のときにあった刺とげ々とげしさはほとんど消えていた。

　どちらかと言えば仲の良い男女の痴ち話わげんかに近い。

（距きよ離りが縮まったのはいいことだが……私の入り込める隙すきがないな、うん）

　イオはヒビキが書いた書類を片手に、やれやれと肩を竦すくめる。

「とにかく、まずは何としてでも出場枠わくを獲かく得とくするところからか。頑がん張ばれよ、二人とも」

「あれ？　イオは学内リーグ戦、出場しないの？」

「冗じよう談だんはよせ。リーグ戦は学年の枠を取っ払ぱらって行われるんだぞ？　私の実力でついていけるはずがない。現に、一回生でエントリーを表明しているのはお前たちだけらしい」

　冷静な自己分ぶん析せき……というよりも自分を卑ひ下げしているようなイオの言動。

　ミルドは少し複雑な気持ちになって眉まゆ尻じりを下げた。

　身の程を弁わきまえる。確かにそれは当然のことだ。そう考えると、一回生の分際で学院の代表枠を狙っている自分たちのほうがむしろ異い端たんなのかもしれない。

「うちの学院は全都市中最弱だが、だからと言って簡単に出場枠を得られるわけじゃないぞ。実戦経験や戦せん闘とう技術はもちろん、信しん仰こう値ちが私たちよりケタ外れに高い上級生も多く参加する。覚かく悟ごはしておいたほうが───」

「関係ねえよ。全部ぶっ倒して出場枠をぶんどる。俺にはそれしか方法がねえんだ」

　イオの忠告を遮さえぎるように、ヒビキが欠伸あくびまじりにそう告げた。

　ミルドは思わず半眼に、イオは苦笑いになる。

「イオ。あんたも少しはこいつのどうしようもないふてぶてしさを見習ったほうがいいわよ。信仰値ゼロで聖せい剣けんすら抜けないくせに、この態度なんだから」

「ははは……それこそ無茶だ。全神経系を引き抜く改造手術でも受けない限りは」

　ヒビキの無神経さに、ミルドたちはほとほと呆あきれるばかりだった。

（……でも。不思議とこいつなら、簡単にやっちゃえそうな気もするのよね）

　退たい屈くつそうに頰ほお杖づえをつくヒビキを横目で見やりながら、ミルドは一人内心で思う。

　学院の実力者の一人である『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』シェリー＝フィンシスが姉ニミルを勝手な物言いで貶おとしめたとき。こいつが一瞬だけみせた本気。まるで人が変わったみたいだった。

　あの時の横顔。なにもかもを切り裂さいてしまいそうな鋭するどい雰ふん囲い気き。

　今になって思い出しても、ミルドは胸の奥に熱くてウズウズするものを感じた。

「あ？　なに頰を赤くしてこっち睨んでんだよ」

「むふっ!?　なななななんでもないわよ！　ほっぺだってべつにあかくにゃいし！」

「カミカミの動どう揺ようしまくりじゃねーか。……まあいい。とりあえずこの面倒くせえ書類をメイド教官に押し付けて、今日は帰るぞ。そして寝ねる」

「君はまたそれか。本当に聖剣使い見習いにあるまじき、だな」

「体てい裁さい守るために惰だ眠みんを禁止されるなら、プライドくらい一瞬で捨ててやる」

　ダメ人間マックスの宣言を堂々としながら、ヒビキは椅い子すから立ち上がる。

　しかし、ミルドは胸の奥でウズウズするものをすぐには消せない。彼の顔を見るのも恥はずかしくなってしまって、慌あわてて視線を足下に逸そらした。

（な、なんなのよ！　もうっ！）

　自分で自分に怒おこりながらも、ミルドの視線はフッとヒビキの腰こし辺りに行った。

「あ……。あ、あんた。そのベルト」

「ん？　なんだ、俺のベルトがどうした？」

　腰元に携たずさえられた聖剣。その留め具代わりとなるベルトが、ミルドやイオの物と比べてひどくボロボロであることに気が付いた。

「綻ほころびだらけじゃない……。どういう使い方すればそうなるのよ」

「べつに俺の扱あつかいが杜ず撰さんってわけじゃねえよ。他人のおさがりだからな、これ」

「え？　お下がり？　学院から支給されたものじゃなくて？」

　ミルドは怪け訝げんそうに言って、隣のイオと顔を見合わせた。彼女も肩かたを竦める。

　そう言えば、ヒビキはこの学院に編入する前から、神機聖剣エクスカリスとそれを留める専用のベルトを身に着けていた。よくよく見れば相当に古びている。いったい何年前の物だろうか？

「留めてある聖剣自体が外れそうよ？　リーグ戦に出るって決めたんだし、新しいのに替えたほうがいいんじゃない？　思い出の品なら無理にとは言わないけど……」

「ん。いいや。金がないから使い回してただけで特に思い入れはない」

「ないの!?　人からもらったものなのに!?」

　アッサリとしたヒビキの薄はく情じようすぎる返答に、ミルドは大きなショックを受けた。

　聖剣を留めるベルトくらいなら学院側に申しん請せいすれば経費で落ちる。

　落ちはするのだが……なんだろうこの釈しやく然ぜんとしない感じは。

　すると、二人の会話を聞いていたイオがなにかを思いついたようにポンと手を打った。

「ちょうどいい、ヒビキ。次の週末、ミルドにベルトの新調を手伝ってもらえ。君はまだこの都市のことをよく知らないようだし、繁はん華か街がいなどの案内も含ふくめて店を紹しよう介かいしてもらう……というのはどうだろうか？」

「はァッ!?　ちょっとイオ、なに勝手なこと言ってんのよ!?」

　即そく座ざに赤面して振ふり返るミルドに、イオは少し悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「仕方がないだろう。私は週末、実家の道場のほうへ顔をださなければならないし。それとも、お前は困っている編入生をほうっておくのか？」

「うぐぅ……っ。で、でも」

「それに、この間の件でヒビキに迷めい惑わくをかけたから、なにか埋うめ合わせをしたいと言ってたじゃないか。しおらしい様子で、私にだけこっそりと相談して」

「っ。イ、イオ～～～～～～～～～～～～ッ」

　恥ずかしい事実をヒビキ本人の前で暴ばく露ろされて、ミルドはぎゅむ～～～～～～っとイオの頰ほっぺたを引っ張った。イオは慣れているのか特に気にした風もなくヘラヘラと笑う。

　二人のかしましいやり取りを眺ながめながら、ヒビキは出し抜けに肩を竦めた。

「ベルトの件はどっちでもいいが、街中を案内してくれるなら素す直なおにありがたい。アニスも繁華街が気になってるみたいだし、あいつ臆おく病びようで一人じゃ外を出歩けないから、いずれ俺がエスコートしてやらなきゃならんしな」

「っ。そ、そうだ！　アニスちゃん！　アニスちゃんも一いつ緒しよならべつにいいわよ！」

「「いや、それは絶対にダメだ」」

「なんで二人して即答なのよっ!?」

　瞬しゆん間かん的に表情をキラキラさせたミルドに、ヒビキとイオは同時に首を振る。

「当たり前だ。案内と称しようしてお前、うちの妹を着せ替かえ人形にする気だろ？　かわいい服屋とか、かわいい小物屋とかに連れ回して」

「そんなことしないわよ！　……た、たぶんっ」

「それに、アニスが興味あるのは電化製品とかだぞ。この間も食堂の炊すい飯はんジャーを眺めて『なかなかいいフォルムをしてますね、フフフ』と怪あやしげにほくそ笑んでたし」

「女の子としてそれはどうなの!?　ダ、ダメよ！　アニスちゃんお人形さんみたいにかわいいのにもったいない！　あのブランドとか似合いそうだし……あ、でも、あっちとも相あい性しようよさそう……ああでもあっちも……はううううう、アニスちゃんかわいいよぉ……」

「おい。脳内でうちの妹を着せ替えて身み悶もだえるな。兄として複雑だ」

「決まりだな。ヒビキとミルド、二人で行って来い」

「───ハッ。って、ちょっと待って！　ま、まだいいって言ってないわよ!?」

　我われを取り戻もどしたミルドは、しどろもどろになってブンブンと手を振る。

「なんだ。やっぱ俺と二人はイヤなのか？」

「う、うにゅっ」

　しかし、唐とう突とつにヒビキにそう問いかけられて、かわいい声をあげた。

「い、いや……じゃない、けどっ。アニスちゃんいたほうがいいっていうか、いてほしいだけで、べつにあんたと二人がいやなわけじゃなくって……っ」

「ハッキリしねえな。いいのか？　悪いのか？　どっちだ？」

「わ、わわわわわわるくにゃいッ！　リーグ戦に向けてあたしも装備一式の点検とかしたいしね！　で、でも、本当に他意はないんだから！　か、勘かん違ちがいしたら殴なぐるから！」

　あわあわしながらも、なんとか了りよう承しようするミルド。そんな彼女を半眼で眺めるヒビキ。

　二人を遠目に見守りながら、イオは一人で講堂の出口へ向かっていた。

「まったく。世話のかかる親友だ。うまくやれよ、ミルド」

　苦く笑しよう気味につぶやいて、扉とびらの外へ。

　しかしその瞬間、恐おそろしい殺気のようなものをすぐ真横に感じた。

「っっっっ!?」

　イオは声にならない悲鳴をあげて飛び退のく。

　講堂内からでは死角である、廊ろう下か側から見た扉のすぐ横。

　そこに───小さくうずくまってノートＰＣをいじる黒くろ髪かみの少女がいた。

「ア、アニス……!?」

「こんにちはイオさん。あ、いえ、べつに怒ってませんよ。怒ってませんからね？」

　まだ何も言ってないのになんで二回繰くり返した？

　内心でそうつっこみつつも、イオはアニスの放つドス黒いオーラに震ふるえ慄おののく。

「ご、誤解だ、アニス。私はべつにミルドをけしかけたとか、二人をくっつけようとか、そういった意図で提案したわけじゃないぞ？　たまたまそうなっただけで」

「そんなに怯おびえずとも大だい丈じよう夫ぶですよ。ただ、そうですね。どうしようもない兄を持つ妹の身としては、万が一の間違いが起こらないようにするためにも予防線を張っておきたいのです。ああ、むろんミルドさんのためですよ？　わたし、怒ってませんから」

「予防線……？」

　表情のない顔とは裏腹に、アニスの手元が尋じん常じようじゃないスピードでキーボードを叩たたく。

　イオは彼女が何をしているのか見たいような、やっぱり怖くて見たくないような……二つの想いで葛かつ藤とうした挙句、結局は思い切ってノートＰＣの画面を横から覗のぞいた。

「ま、まさか……!?」

　とたんにあがる、イオの恐きよう怖ふに打ち震えた声。

　アニスの瞳ひとみがギラリと危険な光を放った。

「……フフフ。浮かれたデート気分で週末を過ごそうとすれば痛い目を見ますよ、兄さん？　それをわたしが必ず思い知らせてやるのです！」

　拳こぶしを突つき上げて、低い笑い声をあげるアニス。

　そんな彼女を震えて眺めながら、イオは内心で改めて感じていた。

　ああ、この妹も相当にダメなのだな……と。
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　週末。待ち合わせ場所に指定された繁華街のカフェテラス。

　テーブルの前にちょこんと腰かける少女を目にしたとき、ヒビキはしばし言葉を失った。

「お、遅おそいじゃない……女の子を待たせるとかサイテーなんだけど」

　ちょっと赤くなった顔を誤ご魔ま化かすように、コーヒーカップに口をつけるミルド。

　今日の彼女は、清せい楚そな感じのするワンピースにカーディガンという出で立ちだった。

　普ふ段だんの凜り々りしい制服姿とのギャップも相まって、とても女の子らしく見える。一いつ般ぱん人の注目を浴びないために神機聖剣エクスカリスを帯たい剣けんしていないことも、そのことに拍はく車しやをかけていた。

「しかも、なにその服？　まるでボロ切れじゃない」

「うっせえな。支給された制服以外には、前から着てたこれしかなかったんだよ」

「遅おくれたうえに身だしなみに無む頓とん着ちやくとか。こ、これがデートとかだったら、ふ、普通に死し刑けいなんだけどっ。ま、まあ？　デートじゃなくてただの道案内だけどっ！」

「ならいいだろ。それに、到とう着ちやくは時間通りだ。待たせるほど遅ち刻こくした覚えはないな。……そういうお前こそ、ソーサーの上に転がってるそのミルクの数はなんだ？」

「～～～～～～～～っ!!」

　ガチャーンとミルドがテーブルの上に突っ伏ぷす。

　彼女が体を張ってまで隠かくそうとしたのは、ソーサーの上に転がっている大量のコーヒーフレッシュの空き容器だった。

「お前……どのくらい前からここにいたんだ？」

「べ、べつに楽しみで早く来ちゃったとかじゃないからっ！」

　躍やつ起きになって叫さけび返してくるミルドを眺めながら、ヒビキは肩を竦すくめた。

「まあいい。さっさと行こうぜ。このままだと日が暮れる」

　ヒビキは気だるげに告げてスッと手を伸のばす。

　その無自覚な彼の所作に、ミルドはますます顔を赤くした。

　しばらく迷うようにあわあわしていたが、やがてバツが悪そうにその手を握にぎり返す。

「こ、これじゃあ……ほんとうのデートみたいになっちゃうじゃない……」

「あ？　デートがなんだって？」

「うるさい！　バカ！　この顔面凶きよう器き！」

　ミルドはさっさと立ち上がって、足早に歩き出してしまう。

　ヒビキも首をひねりつつ、仕方なくそのあとを追った。




　ミルドの先導でやってきたのは、繁華街の外れにあるアンティークショップだった。

　趣おもむきがあると言えば聞こえはいいが、単純に狭せまくて古ふる臭くさい。

　木き彫ぼりで作られた店の看板を見やりながら、ヒビキは胡う散さん臭くさそうに顔をしかめた。

「アンティークショップ《オブリヴィオン》……？　おい、俺は聖剣用のベルトの新調をしに来たんだが。古道具屋に用はねーぞ」

「だから。この古道具屋が聖剣使い専用の店。見た目はアレだけど、神機聖剣エクスカリスのメンテナンスを始め、必要なものはだいたい揃そろうわ。勤めている聖剣技師の腕うでも折り紙付きよ。お姉ちゃんの紹介で知って以来、あたしの行きつけなんだから」

　ニミルの紹介……その説明でヒビキはイヤな予感を覚えた。

　ヒビキの微び妙みようそうな反応などどこ吹ふく風で、ミルドは木製の扉を押し開ける。

　カランコロンと、扉に取り付けられた呼よび鈴りんが風ふ情ぜいのある音を奏かなでた。

「……む？　んあ～、ミルドさん。しゃいやせ～」

　商品の置かれた戸と棚だなが立ち並ぶ通路の先。

　一番奥にあるカウンターの前で、ヘアバンドをつけた女性がヒラヒラと手を振った。

　年ねん齢れいはニミルと同じ……たぶん二十代前半くらいだろうか。

　くたびれた服にいかにもやる気がなさそうな表情は、商売人としてあるまじき感じだ。

「こんにちは、ラミアーシャさん。今日は大丈夫？」

「もっちろん。うちは年中無休ですからー。そういうミルドさんの後ろにいるのは…………ありゃりゃ？　いつものイオさんじゃないね。もしかして彼氏サンですか～？」

「ちッ……ちがうわよっっ!!」

　ヘラヘラと笑う女性に、ミルドはものすごい剣幕で弁明を始める。

　見たところ相手も本気で言ったわけじゃないだろうに……。ミルドがクラス内ではクール優等生として通っているという事実を、ヒビキは疑わずにはおれなかった。

「へ～。編入生ですか～。この時期に珍めずらしいですね～」

　っと、説明を聞き終えた女性が間延びした声でヒビキのほうを見た。

「ラミアーシャです。いちおう、この店の店長とかやらせてもらってます」

「あー……………………ヒビキだ」

「そんな面めん倒どうくさそうに名乗らなくてもー。まあ気持ちはわからなくもないですが」

　ラミアーシャは「ニシシ」と笑うと、目を細めてヒビキのことを観察し始めた。

「ふむふむー。なーんか…………どこかで会ったことあります？　ずっと昔に」

　出し抜ぬけにされた質問に、ヒビキの眉まゆがピクリと動く。

「さあ。記き憶おくにねーな」

「そうですかねぇ～。まあ、ただの記憶違いかもしれませんケド」

　感情の読めない表情で、ラミアーシャは肩かたを竦めた。

「とりま、うちの店をごひいきにしてくれると助かります。こう見えても私、正式な聖剣技師の免めん許きよ持ってますから～。困ったことがあればいつでもどうぞ」

「悪いが、技師については身内に専属がいる。あんたを頼たよるかは微妙なところだ」

「ほぅ。身内に聖剣技師がいるんですか？　それはちっとばかし興味がありますね。まあ、ミルドさんのような常連の金ヅ───お客様と言わずとも、たまに寄ってくださいな」

「今確実に金ヅルって言いかけたよな？　あいつのことカモとしか思ってないだろ？」

　ヒビキは半眼になって振ふり返る。

「ミルド。こいつ本当に大丈夫か？　俺が言うのもなんだが、一番信用しちゃいけないタイプのような気がするんだが───」

「ねえねえ、ヒビキ！　これ見てこれ!!」

　言いかけた矢先、無む邪じや気きな声が飛んでくる。

　戸棚の前にミルドが、目をキラキラとさせて「はわわっ」と頰ほおを染めていた。

「これっ、このネコのマスコット！　目元がアニスちゃんにソックリ！　かわいい！」

「はぁ？　アニスにソックリのマスコット？　なんだそりゃ───って、うおおおっ？　なんだこれ絶妙に似てるぞッ？　気持ち悪っ」

　それはストラップのついた黒くろ猫ねこのマスコットだった。

　べつに本人をモデルにしたというわけじゃないだろうが、目元のあたり、可愛かわいいのに気難しく近づきがたい雰ふん囲い気きみたいのが……妹のアニスによく似ている。

「あ～。うちの新商品《ニャンダくん》ですねー。いいでしょう？　その『ニャンだコラ？』って感じの生意気な顔つきが。さすがミルドさん、お目が高い」

「待て。ここは聖剣使いに必要な物を取り扱あつかってる店じゃないのか？　なんでこんな小物みたいな物まで売ってやがんだ？」

「甘いですね～、ヒビキさん。そりゃ、主に扱ってるものは帯剣用のベルトとか、頑がん丈じようなシューズとか。その他もろもろの戦せん闘とう用グッズですけど。それだけじゃこのご時世、商売はやっていけません。特に女の子の学生はオシャレとか気にしますしねー」

　……要するに、学生をターゲットに据すえた小こ遣づかい稼かせぎか。

「アホか。これのどこがオシャレだ。こんな可愛げのないものを誰だれがほしがって───」

　フッと視線を上げた先。

　黒猫ストラップを食い入るように見つめている、絶好のカモがいらっしゃった。

「───ハッ。ちちちちちがうわよッ!?　ほしくなんてない、ぜんっぜん!!」

「…………」

「どうします、ヒビキさん？　彼女はソレを欲しがってますが、意地を張ってしまって素直にほしいと言えない。ちなみに生産数量限定なんで、あとで売れちゃったらミルドさんビックリするくらい落ち込むだろうなー。ああ、ヒビキさんの男気が見たいなー」

　ヘラヘラと言うラミアーシャに、ヒビキは引きつった笑えみで返した。

「テメェ……」

「ついでに、もひとつ。ソレ、たぶん学院側の経費じゃ落ちませんよー？　べつに聖剣使いとして必要なものじゃないですから。もし買うとしたらヒビキさんの、じ・ば・ら♪」

　意地悪く畳たたみかけてくるラミアーシャに、ヒビキは若じやつ干かんの殺意を覚えた。

　……間違いない。こいつは俺の苦手とする人種。ニミルと同じタイプだ。

　ヒビキは半眼でミルドの様子を窺うかがう。彼女は未いまだに黒猫ストラップを片手にものすごい葛かつ藤とうを繰くり返していた。その双そう眸ぼうには涙なみだがいっぱいに溜たまっている。

「ごめんね《ニャンダくん》……拾ってあげられなくてごめんね……ひっく……」

「なんで親友との今生の別れみたいになってんだッ。泣くなアホ！　買いたいなら素す直なおに買えや、鬱うつ陶とうしい！　ほら、今なら誰も見てねえから！」

「ふえっ。な、泣いてなんかないもんっ。こんなものほしくないんだからぁっ！」

　こいつ、究極に面倒くせえ！

　ヒビキはガクリと肩を落とした。もしかすると、アニス以上の難敵かもしれない。

「おい、そこのヘラヘラ店長。……いくらだ？」

「おっす。まいどありです～」

「───えっ!?」

　ミルドが驚おどろいたように顔をあげる。

「あ、あんた、なにして……お金ないんでしょ？」

「うっせ。俺は面倒くさいのが世界で一番嫌きらいなんだ。後こう悔かいしたお前に根暗な顔されるくらいなら、ここで俺が買う。そしてお前に無理やり押し付ける」

　ラミアーシャになけなしの小銭を叩たたきつけ、生意気そうな黒猫ストラップをぶんどったヒビキは、そのままミルドに向けてポイッと投げつけた。

　黒猫ストラップを両手でキャッチしたミルドは、しばらくポーッとしていた。

　またいつものように「余計なことするんじゃないわよ！」と見栄を張り始めるのだと思い、ヒビキはそのやかましい反論に身構えて───。

「ありがとう、ヒビキ！　この子、一生大事にするからっ！」

　返ってきた太陽のような笑顔に、思いっきり意表を突つかれた。

「ヒビキさんも～。彼女、大事にしてあげてくださいね～？」

「……黙だまれ。殺すぞヘラヘラ店長」

　ヒソヒソ声で茶化してくるラミアーシャに毒づき、ヒビキはさっさと背を向ける。

　ミルドも大切そうに黒猫ストラップを握りしめ、ご機き嫌げんでヒビキの後ろを追った。

「ふっふふ～ん♪　ニャンダくん、ニャンダくん～♪　にゃんにゃにゃ～ん♪」

「……どうでもいいが、ちゃんと前を見て歩け。転ぶぞ」

　ヒビキはやれやれと苦く笑しようして、店の扉とびらを開け放った。




「───なんですかああああああああああ～～～～～～～っ！　あのラブラブカップルみたいな甘々いちゃいちゃの空気感は～～～～～～～～～～～っ!!」

「………………」

　アンティークショップ《オブリヴィオン》から、数キロ離はなれた繁はん華か街がい広場。

　ベンチに腰こしかけてノートＰＣをいじるアニスは、憤ふん慨がいしたように鼻息を荒あらくしていた。

　すぐ隣となりに座るイオは生気のない目でそんな彼女を眺ながめる。

「……なあ、アニス。こんなことはもうやめにしないか？」

「しかも、肝かん心じんのベルトは買い忘れてるじゃないですかっ！　あれじゃ単にラブラブしに行っただけじゃないですかぁ!!　制裁です、あんな兄には制裁が必要ですっっ!!」

「……まったく聞いてないな」

　イオは虚うつろな顔をして上空を見上げた。

　せっかくの休日。アニスが何かをしでかさないかと心配で同行してみたはいいが、今の彼女を止められる気はイオにはまったくしなかった。

　ノートＰＣの画面には、ヒビキたちが路地を歩いている現在の様子が映っている。街中のカメラをハッキングしているのだ。女め神がみの管理下にあるこの都市でそんな行こう為いを働けば、普ふ通つうはものの一分もせずにお縄なわであるはずなのだが……。しかもスペックの低い小型機器でしれっとやってしまうのだから、ある意味でこの子が一番恐おそろしいのかもしれない。

「なぜです!?　なぜですかッ!?　わたしがねだったときは軽くスルーしたくせに！　巨きよ乳にゆうだからですか!?　おっぱい格差とでも言うのですかぁッ!?」

「落ち着け。それはたぶん、単純にねだった物の値段の差だと思う」

「むむっ。そんなことはありませんよ。マスコット付きのストラップも、最さい先せん端たんの家電やコンピューター機器も、大して変わらないでしょう？」

「……君と付き合うことになる男は苦労しそうだな。いや、ヒビキが現在進行形で苦労しているのか。ヒビキもあれはあれで大変な思いをしているみたいだな……」
















　ヒビキに少し同情するように、イオは目め頭がしらをつまむ。

「あっ、二人がまた移動を開始しましたよ。どうやらどこかで昼食を取るみたいです。……ククク、わたしの追つい跡せきから逃のがれられるとお思いですか？　今のところは手を握にぎったことで一ポイント、カップルごっこをしたことでさらに一ポイント。あと一ポイント溜まったら……そのときは覚かく悟ごなさい、兄さん。フフフフフフフフフフ」

「そ、それはなにを基準としたポイントなんだ？」

　イオは戦せん々せん恐きよう々きようとしながら「なんとかせねば」と思った。この妹が出しゆつ陣じんすれば、今のヒビキとミルドのいい感じの空気が完かん膚ぷなきまでに破は壊かいし尽つくされてしまうだろう。

「ア、アニス？　せっかくだから私たちも昼食にしないか？　安くておいしい、ケーキバイキングの店を知ってるんだっ」

　むろん、ミルドに教えてもらった店だが。

　基本的に娯ご楽らくには無む頓とん着ちやくなイオは、喉のど元もとまで出かかったその補足を慌あわてて吞のみ込む。

「興味ありません。わたしは電波感度のいいこの場所で兄さんの監かん視しを続けます」

「まさかの一いつ蹴しゆう!?　女の子なんだから反応くらいは示してもいいんじゃないか!?」

　ダメだ、この子は強敵すぎる！

　イオはアニスの興味を引けるような話題を精せい一いつ杯ぱい考えたが、根っからの武道少女である彼女にはどだい無理な話だった。見向きさえしてもらえそうにない。

　諦あきらめかけてノートＰＣの画面に目を戻もどした、そのとき。

「……あれ？　なんかヒビキがこっちを見てないか？」

「は？　なにをバカな。いくら兄さんといえどもこちらに気づけるはずが───」

　しかし、画面上のヒビキはバッチリこちらを───アニスがハッキングしている都市警備用のカメラを半眼で睨にらみ上げていた。

　血の気が引いたように青い顔をし始めるアニス。

　イオがゴクリと息を吞むその傍そばから、ヒビキの口の形がしっかり告げていた。

『───バ　レ　バ　レ　だ　ア　ホ───』




　　　　○　　　　●　　　　○




「最初からなんとなくの予想はついてたからな。あとは警備カメラの不自然な動作を見て、予想が確信に変わった。そんなところだ」

「……本当に申し訳ない」

　白けたように語るヒビキに、イオが視線を泳がせながら謝った。

　ヒビキたちが合流したのは、格安でケーキバイキングが食べられるという小こ洒落じやれたレストラン。建物二階のウッドデッキに設けられた、開放感のある野外テーブル席である。

　女性層を中心に人気があるらしく、他のテーブルもほぼ満員で賑にぎわっていた。

　ちなみにだが……イオがアニスを誘さそおうとしていたのもこの店だ。イオがどれだけ頑がん張ばろうと、どのみち、四人は遠からず鉢はち合あわせていたことになる。

「悪あく趣しゆ味みな尾び行こうをしておいて弁明もなにもないと思うが……私もアニスも君たちが心配だったんだ……。それだけは信じてくれ」

「もういいって。お前が妹の暴走に巻き込まれたのは、なんとなくわかるしな」

　所在なさげに頭を下げるイオに、ヒビキはヒラヒラと手を振ふって宥なだめてやる。

「日ごろから妹にプライバシーを侵しん害がいされるのは慣れてる。まったく気にしてねえからいい加減に顔あげろよ。お前は悪くない。それでいいだろ」

「ヒビキ……」

「───さりげなくイオさんまで口説き始めないでください。兄さんがそんなだから、わたしもプライバシーを侵害せざるを得ないんです。ええ仕方なく、仕方なくですよ？」

　生意気な声が、すかさず横やりに飛んできた。

　頰ほおをぷくっと膨ふくらませたアニスが、ミルドの膝ひざに乗るようにして抱だかれていた。

　まるで本物のお人形のような有様である。アニスをギュッとしているミルド本人は、満面のニコニコ笑みでとてもご機嫌だった。

「アニスちゃんアニスちゃん～♪　かわいいなぁ、ふふっ♪」

「ヘ、ヘンな歌を歌わないでくださいっ。気色悪いですっ！」

「ほお？　お前に文句を言う権利があるのか、アニス？　俺の監視にかこつけて、お前はミルドの私生活を盗ぬすみ見してたんだぞ？　ちゃんと反省くらいはしてるよな？」

「ぐ、ぐぬううう……」

「ちょっとヒビキ！　アニスちゃんをいじめないでよ！」

　ミルドは眉まゆ尻じりをあげて、アニスを大事そうに抱き寄せた。

　その仕草は、自分の大切なお人形を死守せんと、上目づかいで精一杯に睨んでくる幼い子供のそれによく似ている。お前のために言ってやったんだろ……と野暮な指し摘てきはすまい。

「とにかくお仕置きだ。しばらくそのままでいろ」

「お、お仕置きっ？　ヒ、ヒビキがアニスちゃんにお仕置き……は、はわあああああああああっ!!　そそそそそんなのダメよ！　兄妹きようだいで絶対にダメなんだからッッ!!」

「……お前はまたなにを妄もう想そうしてるんだ、ミルド。親友の私でもさすがにドン引くぞ」

　両手で頰を挟はさんでブシューッと熱をあげるミルドに、イオが冷たいつっこみを入れる。

「ううううるさいわねっ。それよりもお腹なかすいた！　はやくケーキ食べよっ。ほらアニスちゃん、これおいしいよ？　あとこれとこれも！」

「も、もが～～～～～～～っ。い、一気に口に押し込まないでください！　あと、子供じゃないんだからちゃんと自分で食べられます！」

「そういう割には、ミルドの膝に納まる姿がサマになってるぞ、アニス？　まるで仲のいい姉妹みたいだ。君も満まん更ざらではないんじゃないか？」

「……イオさん。『個人情報の流出』という言葉はご存じですか？」

「私が悪かった！　だからさりげなくノートＰＣを開き始めないでくれ！」

「姉妹……アニスちゃんとあたしが姉妹……い、いいかも……？」

「ミルドさんも。もしその構図が実現するとしたら、あなたはうちの兄さんとそういう関係になると自覚して言ってます？　まあ自覚した上での発言ならば、わたしは兄さんという存在をあなたから隠かくすため、深い穴を掘ほることになるでしょうけど」

「おいっ!?　ちょっと待て、なんで俺は俺の知らないところで、いつの間にか妹の殺人計画の餌え食じきになるハメになってるんだ？　勘かん弁べんしてくれ」

「ヒ、ヒヒヒヒヒビキとそういうカンケイ……？　ち、ちがう！　そういう意味で言ったんじゃないもんっ！　本当に本当なんだから！」

「お前も大たい概がいに面めん倒どうくせえなチクショウッ」

　賑やかな会話、温かい人々の輪。

　そんな中にいると───自分がなんのためにここにいるのか。

　なにを目的としてここに来たのか、少しの間だけ忘れてしまいそうになる。

「？　どうしました、兄さん……？」

「……いや。なんつーかな。平和だな……と思ってよ」

　そう、眼前に広がる光景はまさに『平和』と呼ぶに相応ふさわしい。

　恐きよう怖ふや不安とは程遠い穏おだやかな空の下、誰だれもが気き兼がねなく笑っている。外界の脅きよう威いや、頻ひん繁ぱんに発生する《魔ダ力ス光ク》災害など、まったく知る由よしもなく。

　女神に守られ、外界の現状を忘れ、ただこの場の平へい穏おんを享きよう受じゆする。

　……もしも。目の前の光景がずっと続いてくれるなら。

　妹がこの温かな空気に囲まれて、自分は傍からそれをずっと眺めていられるとしたら。

　俺は───。




「───あっ！　ねえ、あれって」




　そのとき、ミルドの声でヒビキは現実に引き戻された。

　見てみると、彼女は席から立ち上がってウッドデッキの柵さくの傍まで駆かけ寄っていた。

　他の客の何人かも同じように、下の光景を見下ろしている。

「あ？　下になんかあんのか？」

　ヒビキたちもミルドに続いて、柵のところまで歩いていく。

　二階から見える街並み。レストランのすぐ近くにある広場に、主に幼い子供や家族連れを中心とした、小さな人だかりができあがっていた。

「さあさあ！　人形劇の始まりだよーっ！　今日はこの神装都市を作り上げた『五剣聖』さまたちの伝説！　悪い《邪神シエイド》と戦った、英えい雄ゆうたちの物語だーっ！」

　それなりに凝こった造りの台座の前で、若い男が高らかに宣伝を謳うたう。

　ヒビキの肩かた越ごしに顔を覗のぞかせたアニスが訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「人形劇ですか？　また随ずい分ぶんと古ふる臭くさい商売ですね」

「ニミルさま───この都市の代表であるミルドの姉上は、ああいった昔ながらの伝統文化が大好きだからな。劇団を都市に招き入れて、場所を貸してあげてるのさ」

　隣となりのイオが、肩を竦すくめつつそう補足してくれる。

　……それは。ものすごくニミルらしいっちゃらしいが。

　血は争えないらしく、柵から身を乗り出すミルドもキラキラと目を輝かがやかせていた。

「ほら、ヒビキ！　あんたもちゃんと見なさいよ！　すごい面おも白しろいんだから！」

「……思ったんですが。ミルドさんの精神年ねん齢れいってわたしより低い……？」

「君は年齢の割に大人びすぎてると思うけどな、アニス。まあ……ミルドの感性が幼いということ自体は否定できない。子供向けの人形劇に夢中になってしまうくらいには」

　アニスとイオのヒソヒソ話などつゆ知らず、ミルドはヒビキの服の袖そでをグイグイと引っ張ってくる。ヒビキもやれやれと半眼で嘆たん息そくした。

「『五剣聖』の伝説くらい、さすがに俺も知ってるつーの。今さら見ろと言われてもな」

「いいからっ。聞くのと見るのとじゃ全然ちがうんだからっ！」

　そうこうやっている間に、広場の人形劇は開幕を迎むかえていた。

　突とつ如じよとして世界に発生した《晄核》と《魔ダ力ス光ク》、そこから創造される究極の魔力災害《邪神シエイド》……。それらによって窮きゆう地ちに立たされた世界を、女め神がみを筆頭とする《五剣聖》たちが救う。なんのひねりもなく、人形劇の内容はそんな感じだった。

　クラスメイトたちの注目から解放され、今日は完全にオフモードであるらしいミルドは、最後の最後まで必死に劇に魅み入いっていた。ときには驚おどろき、ときには笑い、ときには少し涙なみだして……。コロコロと変わる彼女の表情に、ヒビキは思わず苦く笑しようを漏もらす。

「そんなに好きか、あの話」

「むっ。当たり前でしょ。自分が憧あこがれる聖剣使いたちの伝説───あたしのお姉ちゃんの物語なんだから。好きじゃなきゃ学院に入学したりしないわ」

「あー……。それもそうだわな」

　ボリボリと頭を搔かいて頷うなずくヒビキ。

　そんなとき、劇に魅入っていたミルドの表情が俄にわかに曇くもりを見せた。

「でも……一つだけ。あのお話には、腑ふに落ちないところがあるの」

「？　腑に落ちないところ？」

「うん。あたしがまだ幼いころ。人類はまだ《邪神シエイド》との戦時下にあって、お姉ちゃんが最前線に立つ現役の聖剣使いだったとき。たまに家に帰ってくるお姉ちゃんが、あたしを寝ねかしつけるために聞かせてくれたの。あの話」

　ミルドは柵に寄りかかりながら、腕うでに顔を埋うずめるようにする。

「《邪神シエイド》と戦う《五剣聖》。でも、あのころのお姉ちゃんの話は少し違ちがった。あたしの記き憶おくは曖あい昧まいで、今になって訊きいてみてもお姉ちゃんは『気のせいよ』って誤ご魔ま化かすけど。あのときのお姉ちゃんの話だと───確かに剣聖は六人いた」

　ピタリと。ヒビキの表情が固まった。

　背後のアニスが息を吞のむのがわかる。

「……お前。それって」

「バカなこと言ってるのは自分でもわかってるわよ。過去の文ぶん献けんを漁あさってみても、そんな記録は一つだって見つからなかった。でも、あたしの記憶の片かた隅すみには確かに残ってるの。六人目の剣聖。世界を救ったはずなのに……今はいない消えた英雄」

　ミルドは顔をあげると、ヒビキを真まっ直すぐに見つめる。

「ねえ。あんた、『聖剣使いも人間だ』って言ってたわよね？　世界のために身を捧ささげた英雄なんかじゃなくて、感情のある人間だって」

　ミルドは少しだけ。ほんの少しだけ悲しげな目をして、

「……もし、さ。あたしの記憶が正しくて、その剣聖が実在していたとして。今は世界から『なかったこと』にされてるとしたら……そいつ、どんな気持ちでいるのかな？」

　真っ直ぐな問いに、ヒビキは咄とつ嗟さに答えることができなかった。

　一つ嘆息すると、柵にもたれかかって空を見上げる。

「……さあな。だが仮にそれが本当だったとしても、そいつは───」




「───あはっ♪　ホント無様だよねぇ。本当ならあそこで祭り上げられているはずの英雄が、今じゃ学生に交ざってお勉強ゴッコだ。実に滑こつ稽けいだと思わないかい、『無ゼ刃ロ』？」




「っっっ!?」

　瞬しゆん間かん、ヒビキとミルドはゾゾッと鳥とり肌はだを立てて飛び退のいた。

　二人が会話を交わしていた間かん隙げき。

　その僅わずかな距きよ離りの間に───いつの間にか、見知らぬ人物がたたずんでいた。

　丈たけの長いローブを頭からすっぽりと被かぶっており、顔には十字の紋もん章しようが描えがかれた仮面をつけている。体の線は細く、声も仮面でくぐもっているため、咄嗟には性別を判断できない。

　しかし、退たい屈くつそうに柵に寄りかかるその姿は、『異様』と表現する他なかった。

「な、なんで？　今まで気配なんてまるで感じなかったのにッ」

　後ずさるミルドが警けい戒かいするように叫さけぶ。

　……気づいたらそこにいて、自分たちに話しかけてきた。

　ヒビキの見解もおおむね同じだった。神装都市を訪おとずれるまでの七年間、外地にて様々な危機は経験済みだが、こんな感覚に陥おちいったのはさすがに初めてだ。

「ふーん？　ボクが恐こわい？　都市代表の妹、ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア」

「ッ!?　あ、あんた、あたしの名前を───！」

「そりゃ知ってるともさ。元剣聖の実妹である君は有名人だもの。……だけどね、君だけじゃない。そっちの彼も、ボクはよーく知ってるよ？」

　ぬらり。そんな表現がしっくりくるような不気味な動きで、彼は柵から身を起こした。

「やあ『無ゼ刃ロ』。元気かい？」

「……はッ。どちらさまだ？　残念ながら一ミリも記憶にねえな」

「おや。君までそんなにボクのことを恐がるなよ。地味に傷つくなぁ」

　彼は仮面の下でケタケタと無む邪じや気きな笑いを零こぼして、

「まあ？　君たちがボクを忌き避ひするのは当然か。噓うそに塗ぬり固められた平和、一部の人間の都合によって建設された五つの神装都市。そんなぬるま湯に浸つかる輩やからがボク───というか、ボクらのことを恐おそれないわけがない」

「……訳わかんねえことペラペラしゃべってんじゃねえよ。テメェは何者だ？　答えろ」

　ヒビキもいつになくピリピリしていた。

　先ほどの言葉。こいつは……俺の過去を知っている？

　鋭するどく睨にらむヒビキに、彼は「おっと」とおどけた素そ振ぶりで自分の頭を叩たたいた。

「申し遅おくれた。ボクは───《方舟の亡霊アーク・レイス》。救済の方はこ舟ぶねの中にて唯ゆい一いつ、外界にある真実の地獄を知り、それを語り聞かせる者たち。そのメンバーの一人さ」

「《方舟の亡霊アーク・レイス》……だと？」

「ボクらのこと、よく覚えておくといいよ『無ゼ刃ロ』。ボクらは女神によって統治されたこの都市の全すべてを厭いとう。そして───きっと君はボクらにとても近しい」

　刹せつ那な、彼が軽かろやかにジャンプした。

　柵の上に飛び乗り、そこから都市の人々を見下ろす。レストランのウッドデッキにいた他の客、そして下の広場にいる通行人たちも、異様な彼の姿に注目した。

「うわ……。なにあれ？」

「なにかの見世物？　趣しゆ味み悪いわねぇ」

「おい写メっとけよ。なんか面白そうじゃん」

　奇き異い、嫌けん悪お、冷やかし。

　都市にあふれる様々な人間の視線を受け、彼は両手を広げながら哄こう笑しようした。

「さあ！　よく聞けよ、愚ぐ民みんども！　虚きよ偽ぎの平和はこれにて終しゆう焉えん、救いの方舟は崩ほう壊かいの序曲を迎える！　我ら《方舟の亡霊アーク・レイス》は語ろう！　この世界の真実をッッッ!!」

　狂くるったようなその笑いに、皆みなが身を凍こおらせたように固まる。

　彼は即そく座ざに、ローブの懐ふところからある物を取り出した。

　一つは何かドス黒い液体が入れられた試験管。液体は闇やみよりも深い漆しつ黒こくを湛たたえつつも、仄ほの暗ぐらい光を放っており、見様によっては脈打っているみたいにも思える。

　そしてもう一つ───拳こぶし大くらいの鉱石。

　この世の物とは思えない神秘を感じさせるそれは、禍まが々まがしい虹にじ色いろの光を放っていた。

「───《晄核》ッ!?」

　アニスの口から苦しむような喘あえぎ声が漏れる。

　直後、彼は手に持った《晄核》を上空に放り投げる。

　試験管の中の液体が、その《晄核》に勢いよく振ふりかけられた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「──────ッッッッ」

　息を詰つまらせたように、女神アイギールはソファの上から飛び起きた。

　壁かべ際ぎわに置かれた柱時計ホールクロツクがボーン、ボーンと穏おだやかな音色を奏かなでる。

　オレイアス聖徒学院の最上階にある学長室。やはり持ち主の趣味でゴシック様式に飾かざられたその室内で、彼女は応接用のソファから慌あわてて立ち上がった。

「……あら？　どうしたのアイギール？　もう不ふ貞て寝ねはオシマイかしら？」

　奥にある執しつ務む机の前で、ニミルが目を通していた書類から顔をあげた。

「ニ、ニミル……っ」

「そんなにミィちゃんとのデートの件が心配？　なんなら、あなたも交ざってくればよかったのに。実体のない神聖存在であるあなたは五つの神装都市内のどこでも顕けん現げんできるのだし、ヘンに遠えん慮りよすることなんてないと思うけど？」

「ち、ちがうのだっ。そうじゃなくて───！」

「彼がうちの都市に来てからというもの、毎日警備システムやらを使って監かん視しばかりして。他の神装都市には顔を出さなくていいの？　彼が気になっちゃうのはわかるけどねぇ」

「だから！　そうじゃないと言ってるのだっ！」

　アイギールの鬼き気き迫せまった様子に、茶化していたニミルの表情が瞬間的に真しん剣けんみを帯びた。

「どうしたの？　他区のほうで何か問題でもあった？」

「……奴らだ。奴やつらの《魔ダ力ス光ク》の波長を感じた！　西区の繁はん華か街がいのほうだ！」

　恐きよう怖ふに彩いろどられたアイギールの視線が、ニミルを縋すがるように見つめる。

「今すぐ剣機士スレイプニールで編成した部隊を向かわせろ！　この状じよう況きよう、都市警備の連中ではまるで役に立たない！　そうしないと───この都市そのものが滅ほろびを迎むかえることになるぞッ!?」




　　　　○　　　　●　　　　○




　その場の空間が歪み捩じれた。

　まるで周囲の空間そのものを吞み込むように、喰くらうように、蹂じゆう躙りんするように。

　不気味な鉱石が一気に凝ぎよう縮しゆくして、ズズズズズッと鈍にぶい音を立てる。

　先ほどまで青々としていた空に暗雲が立ち込め始めた。突とつ如じよとして地鳴りが響ひびき、人々から恐怖の悲鳴が湧わく。まるで世界そのものが目の前の事象に対して震しん撼かんしているようだ。

　ヒビキは目を細めて、静かにその鉱石───《晄核》を睨み据すえていた。

　第五神装都市アルバマルナにてかつてないほどの《魔ダ力ス光ク》が渦うず巻まいている。

　しかも、女め神がみによって浄じよう化か調整のなされたものではない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、過去に世界を滅ぼしかけた禁きん忌きの波動───。

「噓だろ……こんなことって。ここは女神さまの加護を受ける神装都市なのに……」

　立ち尽つくすイオが茫ぼう然ぜん自じ失しつとした声をあげる。

　周囲の人々も同じような感じだった。皆が初めて経験する目の前の現象に、ただただ恐れ、震ふるえ、思考を停止せざるを得なくなっている。

「ミルド！　他の奴らをこの場から避ひ難なんさせろ！　早くッッ!!」

「!?　ヒ、ヒビキ……っ!?」

　ヒビキの大だい喝かつに、同じく変調をきたす《晄核》を見上げていたミルドがビクンと跳はねる。

「なにが起こってるの!?　あいつ、なにをしたのよ!?」

「詳くわしくは俺もわからん。だが、あの試験管の液体に触ふれたことで休止していた《晄核》が目覚めやがった。今の状態から考えても、災害程度じゃ済みそうにもねえぞこりゃ」

　ヒビキは柵さくの上に立つ人物───元げん凶きようであるローブの男を睨み据える。

　彼は心底嬉うれしそうに明るい笑い声をあげた。

「ご明察だ、『無ゼ刃ロ』。あの液体はね───《邪神シエイド》の血だよ」

「《邪神シエイド》の血ですって……!?」

「古いサンプルだからね。長い年月で劣れつ化かして、濃のう度ど諸もろ々もろはかなり薄うすまってしまっているけど。……しかし、彼らにかつての己を取り戻させるには充分だ」

　男は両手を広げて頭上の《晄核》を仰あおぎ、

「さあ───彼らが来るぞッ！」

《晄核》を中心にして生まれた空間の歪ひずみが、止まった。

　ビシリと。《晄核》の表面に一筋の亀き裂れつが走る。

　その亀裂を内部から食い破るようにして、ヌラヌラした黒い液状のものが溢あふれ出した。

　気色の悪い光こう沢たくを持つ液体は真下の地上に落ちて、大きな水たまりを作り出す。

　さらにその部分からバキバキと音を立て、なにか巨大な物がせり上がってきた。




『──────オオォゥォおオ───あウぁオオオアアアアアアアアアアッッッ！！！』




　それは音と表現していいのかもわからない、凄すさまじい咆ほう哮こうだった。

　空気が軋きしみ、周囲にあった建物のガラスが一つ残らず弾はじけ飛ぶ。

　その場にいた全員、ヒビキでさえ、両耳を塞ふさいで膝ひざを折った。

「がッ……ぐうぅ……ッ!?」

　苦しみながらも、ヒビキは咄とつ嗟さに前方を睨み据える。

　───そこに、こちらを見下ろす巨大な女の顔があった。

　直径は二メートルほど。ギョロギョロとこちらを観察する双そう眸ぼうは鮮せん血けつのような深しん紅く。肌はだは真っ黒で光沢を有しており、額の部分には虹色の光を放つ《晄核》が埋うまっている。

　さらに、その顔の下にあるのは鱗うろこに覆おおわれた長い首だった。

　胴どう体たいにもびっしりと鱗が張り付いており、四本足で立つ姿は爬は虫ちゆう類るいにも似ている。

　あえて表現するならば…………人の顔を持った漆黒のドラゴン。

　長い尾おは中ほどから崩くずれ、背から伸のびる両りよう翼よくは朽くちているが、確かに架か空くうの物語に出てくるドラゴンに似ていた。しかし、フィクションに出てくるものよりも尚なお悍おぞましい。

　この世界の何よりも歪み、壊こわれ、狂っている。

　これが、彼らこそが───。

「《邪神シエイド》……っ！」

　ヒビキが嚙かみしめるように告げた瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな女の顔がニコリと笑った。

　厚ぼったい唇くちびるの下でドス黒く汚よごれた鋭い牙きばが覗のぞき、そこから呪じゆ詛そのような不気味な音色が奏でられる。それと呼応して、巨体の周囲に幾いくつもの魔ま法ほう陣じんが展開された。

　ヒビキは即座にハッと息を吐はく。

「まずいッ！　伏ふせろ！」

「え───？」

　ヒビキは振り返り、背後にいたアニスとイオの頭を上から押さえて伏せさせた。

《邪神シエイド》の全身から展開された魔法陣より、フツフツとサッカーボールほどの大きさの黒球が無数に浮うき上がる。それは細さい胞ぼう分ぶん裂れつするように千切れ、さらに数を増やし、そして。

　まるで針のように真っ直ぐ伸びて、周囲にあるもの一切合切を刺し貫いた。

　ズドオオオオオオオオオオオオオンッ!!

　貫つらぬかれた物が爆ばく炎えんをまき散らして爆はぜる。

　一瞬にして火の海に包まれる街並み。地獄を思わせるような圧あつ倒とう的てきすぎる破は壊かいに、そこかしこから金切り声があがった。ある者は他者を踏ふみつけにしてでも我われ先さきに逃にげ出し、ある者は腰こしを抜ぬかしてすすり泣き、ある者は蹲うずくまってひたすらに祈いのりを捧ささげている。

「あはははっ。話に聞くのと、実際に目にするのとではまったく違ちがうだろう？　これこそ君らが世界の敵と恐おそれたモノ。そして彼らは、この世界のどんなものより美しい！」

　半壊して燃え盛さかるウッドデッキの上で、ローブの男が哄笑した。

　ヒビキは苦々しい舌打ちを漏もらす。

「アニス！　イオを連れてここから離はなれろ！　アレは俺が食い止める！」

「───ッ。兄さん、ミルドさんがッ！」

　アニスが背後を指さして叫さけぶ。

　崩れ落ちかけたウッドデッキ。その片かた隅すみにペタンとお尻しりをつく一人の少女がいた。

　彼女は恐怖に塗まみれた瞳ひとみで赤々と燃える光景を見回す。

　すると、炎ほのおの壁かべを突つき破るようにして巨大な女の顔が現れた。

　ニコニコと邪じや悪あくに微笑ほほえむ《邪神シエイド》は、へたり込むミルドを見て牙を剝むき出しにする。

『──────うフっ───ハアアァあぁぁアアアアアア──────』

「……ひぃっ……うあぁぁ……いやあああああああああああああああッ!!」

　黒い瘴しよう気きをまき散らしながら狂くるったように笑いかけてくる化け物に、ミルドの心は完全に恐怖で満たされた。頭を抱かかえて涙なみだ声ごえの悲鳴をあげる。

「さあ！　思うがままに喰らい貪むさぼれ、神よ！　女神などに縋る、愚おろかな民たみどもをッ！」

　ローブの男の言葉に応じるように、《邪神シエイド》が長い鎌かま首くびを動かした。

　巨体に反し、挙動は素す早ばやい。不気味な顎あぎとをグバッと開くと、泣なき叫ぶことしかできないミルド目がけて覆いかぶさるように食い掛かかっていく。

「いや───助けて、おねえちゃんっっ！！！！」

　降り注いでくる女の顔に恐怖しながら、反射的に漏れた助けを求める言葉。

　しかし、それも虚むなしく、燃える景色に溶とけて消えて、

　ズンッ！

『──────オオオぉぉオオオォォ──────？』

　食い掛かる《邪神シエイド》の横面に、ヒビキが全体重を乗せた跳とび蹴げりを放った。

　接せつ触しよく面から眩まばゆい火花が弾けて、《邪神シエイド》の首の軌き道どうが僅わずかに逸それる。

　へたり込むミルドのすぐ横を顎が擦さつ過かし、ウッドデッキを下の階層ごと喰らい潰つぶした。

　二階建てのレストランは中ほどからゴッソリとこそぎ落とされたような形になる。

　立ち上る土つち煙けむりと、圧倒的な破は壊かい痕こん。

　蹴りを見み舞まったヒビキがその反動で跳ね返るように、ミルドの隣となりに着地する。

「チッ……堅ぇなクソ。全身を厚い《魔ダ力ス光ク》の層で覆ってやがるから、物理攻こう撃げきはまるで意味なしか。わかっちゃいたが、この状況はさすがにキツいな」

　そう言うヒビキの靴くつ裏は、ブスブスと煙をあげて溶よう解かいしかかっていた。

　涙なみだ目めで呆ぼう然ぜんとしていたミルドがハッと息を吞のむ。

「ヒビキ……それ……」

「あ？　……ああ、問題ねえよ。ギリギリで人体に影えい響きようは及およんでねえ。アレは確かに《邪神シエイド》だが、その中でもかなり力の弱い部類みたいだな。相手が大物だったら、今いま頃ごろは蹴った俺のほうが身体からだごと溶かし尽くされていたところだ」

　力の弱い部類。ヒビキのその分ぶん析せきで、ミルドの顔がさらに恐怖で歪んだ。

「この世界で《魔ダ力ス光ク》を相殺できるのは《魔ダ力ス光ク》だけ。それは《魔ダ力ス光ク》を動力とする神機聖剣エクスカリスでも───《魔ダ力ス光ク》から生み出される第一級災害、《邪神シエイド》でも同じだ。だからこそ、《邪神シエイド》を倒たおせるのは聖剣使いだけなんだよ」

　その神機聖剣エクスカリスも、今は学院に置いてきてしまっている。

　いや、仮に手元にあったとしても、未熟な学生ではまともに太た刀ち打ちすらできないだろう。アレは膨ぼう大だいで濃のう厚こうな《魔ダ力ス光ク》そのものと言っても過言ではないのだから。

　半壊した建物から、再び《邪神シエイド》がヌラリと鎌首をもたげる。

　これまでの破壊行こう為い……奇き跡せき的にも、犠ぎ牲せい者しやはいないようだった。

　下の階層の客はすでに逃げて、ウッドデッキの上にいる人々も辛かろうじて巻き込まれてはいない。だが、そんな奇跡が続くのも時間の問題だろう。

「アニスたちと一いつ緒しよにさっさと行け、ミルド。ついでに動き回るのに邪魔な一いつ般ぱん人の避ひ難なん誘ゆう導どうもしてくれると助かる」

「え……。あ、あんたはどうするの……？」

「とりあえず囮おとりっつーか、引きつけ役だな。さすがに簡単には逃がしてくれねえだろ」

「っ。そんな……！　ダメよ！　あんなのとまともに戦ったら……あんた死んじゃう！」

「安心しろ、ヤバくなったらすぐに退く。逃げるのは大得意だからな」

　ヒビキは茶化すようにそう告げて、

「それじゃあな。お互たがいに無事だったらまた会おうぜ」

「───ヒビキッ！」

　引き留めようとするミルドの手をすり抜けるように、ヒビキは一直線に駆かけだした。

（……聖剣は手元にねえ。素手で殴なぐっても無意味。なら───）

《邪神シエイド》に目がけて疾しつ駆くしながら、意識を集中させる。

　自身の体内に宿る《魔ダ力ス光ク》。本来は神機聖剣エクスカリスによって制せい御ぎよし、扱あつかうことができるソレを、ヒビキは生身の状態のまま強ごう引いんに引き出す。

　ドクンッと。心臓が大きく脈を打った。

　体が熱い。血管がチリチリと燃えて擦すり切れてしまいそうだ。それほどのエネルギー量が、肉体を通して放出され始めた。一瞬でも気を抜けば、きっと自分の体は塵ちりに還かえる。

　それを意図的に、尋じん常じようではない集中力で、ヒビキは上から制御をかけた。

（───身体超ちよう過か……！）

　体内で膨ふくれ上がり、今にも破は裂れつしてしまいそうな力の波動を、脚きやく部ぶに移動操作して解放。

　通常の状態でも充分に人離ばなれしたヒビキの身体能力が、爆ばく発はつ的てきに膨れ上がった。靴裏から青白い火花を散らして床ゆかを焼き焦こがし、閃せん光こうの如ごとき迅はやさで一気に肉にく迫はく。

　ウッドデッキの縁ふちにある柵に乗り上げ、《邪神シエイド》の横をすり抜けるように跳ちよう躍やくした。

「───おらよっ！」

　そのまま《邪神シエイド》の横面を足場とするように、素早く蹴りを放つ。

　わずかながらも《魔ダ力ス光ク》を纏まとったヒビキの靴裏と、《邪神シエイド》を守るように張り巡めぐらされた《魔ダ力ス光ク》の障しよう壁へきが真っ向から衝しよう突とつし、まばゆい光を放って爆ぜた。

　多大な反動で、ヒビキの体は宙に弾き出される。

「無む駄だな足あ搔がきはよせよ。聖剣を持たない君では彼らに抗あらがえない」

　ローブの男が嘲あざ笑わらうように告げる。

　滞たい空くう状態で無防備になったヒビキを、グニャリと首を捻ねじ曲げた《邪神シエイド》が追つい撃げきしてくる。ドス黒い牙が目の前の肉を食い千切ろうと殺さつ到とうして───。

「……そうか。じゃあ、こんなのはどうだ？」

　ニッと。空中のヒビキが意地悪く笑い返した。

　彼の手元で銀閃が走る。それは、駆けだす前にテーブルの上から拝借していたナイフだった。ヒビキはナイフを軽く手のひらで回すと、素早く投げて飛ばす。

　しかし、所しよ詮せんはただのナイフ。《邪神シエイド》本体には牽けん制せいにすらならないだろう。

　だからこそ、狙ねらった標的は《邪神シエイド》ではない。

「───ッ」

　ローブの男が初めて焦あせったように息を吞んだ。

　眼前に迫せまってくる投とう擲てき物。余よ裕ゆうで構えていたために、彼は完全に不意を突かれた。

「チィッ！　小こ癪しやくな真ま似ねを……！」

　苦々しい彼の言葉と共に、ヒビキを追撃しようとしていた《邪神シエイド》が急激な方向転てん換かんをした。その巨体ごと割って入るようにして、飛んできたナイフを叩たたき落とす。

　しかしそれは、空中のヒビキが広場に着地するのに充じゆう分ぶんすぎる時間稼かせぎだった。

「……やっぱりな。その《邪神シエイド》はテメェの制御下にある。ご主人様の危機には反応せざるを得ないってわけか。人じん為い的に飼い慣らされたペットなら、どうりで力も弱いわけだ」

　ヒビキはゴキリと指の骨を鳴らして、

「聖剣が手元にねえ───つか、あっても抜けない俺は《邪神シエイド》なんぞに勝てるわけねえけど。生身の人間なら話はべつだ。自分が最大の弱点だって理解したか、ご主人様？」

「……なるほどね。これだけ絶望的な状じよう況きよう下かにありながら、瞬しゆん時じに勝機を分析する冷静さと、的確な判断力。君はやはりここで泳がせておくには勿もつ体たいない人材だ」

　静かに告げたローブの男は、自分もウッドデッキから飛び降りて広場に立った。

　燃え盛る景色の中、二人は互いを睨にらみ据すえるように対たい峙じする。

「テメェの目的はなんだ。なにを意図して《邪神シエイド》を飼い慣らし、俺に差し向けた？」

「目的か……。クククッ。その前に一つだけ訂てい正せい。ボクは《邪神シエイド》を飼い慣らしているつもりなんてないよ。むしろ彼らの忠実なる信徒だ」

「信徒……？　《邪神シエイド》の信徒だと？」

「そうさ。ボクら《方舟の亡霊アーク・レイス》はそういう集団であるからね」

　彼は両手を広げて、燃える都市の光景を満足げに見み渡わたす。

「君らの常識では、《邪神シエイド》は《晄核》から生み出される災害の一つだと捉とらえられてるけど。……本当にそれだけの存在なのかな？　《晄核》より《魔ダ力ス光ク》が発生し、その延長線上で《邪神シエイド》が創造される。では、その大本となる《晄核》はどこから生まれた？」

「…………」

「逆に考えるんだ。《晄核》は神によって創造された。この世界の法則さえも捻じ曲げる《晄核》と《魔ダ力ス光ク》。その母こそが、彼らなのだと」

　ヒビキは眉まゆひとつ動かすことなく、ローブの男を睨み続けた。

「デタラメだな。そんな証しよう拠こがどこにある？」

「ないね。《邪神シエイド》と《晄核》、そのどちらが発生源であるかなんて、卵と鶏にわとりのどちらが先かを論じるのと同じくらい無意味さ。だからこそ、虚きよ言げんと斬きり捨てることもできない」

「テメェが言ってることは屁へ理り屈くつだ」

「屁理屈も上等。それを言い始めたら、君らが信じる常識だって屁理屈だ。……この世界で《魔ダ力ス光ク》を唯ゆい一いつ浄じよう化かできる女め神がみ。地上に舞まい降りた神聖存在？　それが正しいと証明する術すべはどこにある？　女神が世界の中心であると誰だれが決めた？」

　ローブの男はおどけるように小首を傾かしげて、

「こんな問答は不毛だよ。誰にも何が真実かなんて証明できない。だからこそ───自分にとって正しいものを信じるべきなんだ」

　スッと。彼はヒビキに向けて手を差し出した。

「女神を中心とする世界。君は、その世界から一度は排はい除じよされたんだろう？　ならば、どうしてその理ことわりに縛られ続ける必要がある？　君はボクらと来るべきだ、ヒビキ」

　その言葉に、ヒビキは初めて表情を歪ゆがめた。

「テメェは……」

「ボクの目的を訊きいたね？　答えは簡潔。ボクらの最終的な目的は、女神を中心とした今の秩ちつ序じよを破は壊かいし、新たな世界を創造すること。それには、君と、君の妹───《晄核》を体内に宿す奇き異いなる存在、アニス＝デルヴェイドの力が必要だ。ボクたちは君らがほしい。だからこそこうやって君らを迎むかえにきた。一緒にこの世界の理を覆くつがえそうじゃないか」

　それは甘言。無関係な人間からすれば狂きよう気きに満ちているとしても、ヒビキの立場からすればこれ以上にない甘い甘い囁ささやき。

「君たちを認めようとしない世界。そんな世界ならばいっそのこと───」




「敵を前にボサッとするな！　ヒビキ＝デルヴェイド！」




　ローブの男の言葉をかき消すように、厳格な一いつ喝かつが響ひびいた。

　瞬間、横一いつ閃せんに薙なぐ、幾いく筋すじもの白の風。

　それらは《邪神シエイド》の巨きよ体たいを擦さつ過かすると、鋭するどい音を立てて切り裂さいた。

『──────おおオオぉぉウああああぁぁあああ─────』

　物理攻撃では傷つけることさえできない鱗うろこが裂けて、黒い血しぶきが飛び散る。

　悶もだえ苦しむ《邪神シエイド》の周囲を取り囲むように、吹ふき付けた白い風はピタリと静止した。

「チッ……。都市防衛にあたる剣機士スレイプニールたちか」

　ローブの男が口くち惜おしげに舌打ちする。

《邪神シエイド》を包囲したのは、白い装しよう束ぞくに身を包んだ者たち。それぞれの手には神こう々ごうしい輝かがやきを放つ得物を構え、警けい戒かいするように《邪神シエイド》を睨んでいる。

　その中の一人、メイド服に身を包んで大鎌デスサイズを手にした女性が、前に進み出た。

「ここまでだ。何者かは知らんが、都市内における《晄核》の無断所持。ならびにそれを用いた《邪神シエイド》の創造。……これだけでも死罪は免まぬかれんぞ。覚かく悟ごしろ」

「おやおや。それは困ったね。こんなところで死ぬのは御ご免めんだ」

　オレイアス聖徒学院の実技教官、アイシア＝ルクイストの凄すごみにも、ローブの男は動じる素そ振ぶりを見せなかった。仮面の下でおどけたように笑う。

「───こっちですわ、ヒビキ＝デルヴェイド！」

　そのとき、背後からヒビキを呼ぶ声があった。

　白い装束を纏まとう剣機士スレイプニールたちに交ざるようにして、学生服を着た栗くり毛げの少女がこちらに手招きをしていた。彼女の顔にはどこかで見覚えがある。

「えっと……生徒会長……？」

「カタリナ＝オーヴィアス＝メルシルクですわ。リナとお呼びくださいませ」

　微笑ほほえむ生徒会長───リナは、ヒビキの手を引いて剣機士スレイプニールたちの後ろに下がらせた。

「よくぞご無事で。あなたが一人で《邪神シエイド》と対峙していると聞いたときは、さすがのわたくしも肝きもを冷やしましたわ。今後、こんな無茶は控ひかえてください」

「あ？　まるで予あらかじめ知ってたような口ぶりだな。あんた、今ここに来たばかりだろ？」

「女神アイギールさまですよ。あの方は常に都市全体の様子を見守り、《魔ダ力ス光ク》の流れを観測し、万が一の事態が発生したときは我々に啓けい示じを与あたえてくださるのです」

　リナは鼻から浅い息を吐はき、

「今回は本当に緊きん急きゆうの事態だったため、学院の講師の先生方と、わたくしたち生徒会のメンバーも出動することになったのです。まあ、学生であるわたくしたちは一般市民の避難誘導と後方支し援えんが主な任務ではありますが」

　リナの言う通り、《邪神シエイド》を取り囲む剣機士スレイプニールたちの後衛には、学院で見た覚えのある顔があった。シェリーとの決けつ闘とうの仲裁に入った生徒会メンバーや、技術講師の姿などもある。

　皆みなが燃え盛さかる広場を駆かけ回り、逃にげ遅おくれた者の救助や怪け我が人の治ち療りように当たっていた。

「本当に……間に合ってよかったですわ。あなたに死なれたら、わたくしは───」

　っと、周囲を見回していたヒビキの胸に、そっと触ふれるものがあった。

　リナが指をあてがいながら、潤うるんだ双そう眸ぼうでこちらを見上げている。

「ヒビキ。もっと自分を大切になさってください。死んでしまったらそこまで。すべてが終わってしまうのですよ？」

　まるで我が子を案じるかのような優やさしい声。

　ヒビキは胸の奥で何かむず痒がゆいものを感じると同時に、若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えた。

「大おお袈げ裟さだろ。つーか、俺が死んだらあんたが困るみたいな言い方だな」

「それは……うちの大切な生徒の一人ですもの。生徒会長として当然心配はしますわ」

　自然に答えたように見えて、どこか誤ご魔ま化かしているような素振りがあった。

　ヒビキが訝いぶかしげに眉をひそめていると、

「兄さんっ！」

　黒くろ髪かみの少女が、いきなり横腹に飛びついてきた。

「生きてますかっ!?　死んでませんよね!?　死んではダメですよ!?　兄さんを殺していいのは世界でわたしだけなんですから！」

「……おいコラ。心配してるのか、俺を殺したいのか、ハッキリしろ」

「あら。随ずい分ぶんと元気のいい妹さんですわね」

　ヒビキにしがみつくアニスを見て、生徒会長がクスクスと笑った。

　アニスはキッと視線を鋭くして、

「浮うわ気きですか、兄さん？　またわたしの知らないところで」

「浮気した覚えはねーし、そもそも俺はお前に愛を誓ちかってない。浮気にすらならんわ」

「言い訳はいらないです。……あなたも。このどうしようもない兄を誑たぶらかさないでください。あとで野や獣じゆうのごとき勢いで襲おそわれて、死ぬほど後こう悔かいしても知りませんよ？」

「まあっ。それはそれは。そんなヒビキをちょっと見てみたい気もしますわね」

「ぐっ……なんという大人の対応。この人も要注意人物リストに入れときましょう……」

　朗ほがらかに微笑むリナに、怪あやしげなメモ帳に何かを書き込み始めるアニス。

　ヒビキはそこで初めて気を抜ぬくように嘆たん息そくした。凝こり固まっていた緊張が解ほぐれる。

　すると、

「…………ミルド？」

　少し離はなれた場所で、所在なさげにたたずむ少女が目に留まった。

　無事だったのかと安あん堵どすると共に、彼女の暗い表情にヒビキは思わず顔をしかめる。

「ヒ、ヒビキ……あたし……」

　こちらと視線が合ったことで、ミルドは恐おそる恐る近づいてくる。

「ごめん……。あたし、なにもできなかった。いざとなったら足が震ふるえて……ちっとも動けなくなって……アイシア先生や生徒会長たちが助けに来てくれるまで、自分のことだけで精いっぱいで……。こんなんじゃ、こんなんじゃ……！」

　ミルドの声はか細く、震えていた。

　……聖機士オーデインになるのだと。彼女はヒビキにその夢を語っていた。姉であるニミルの正しさを証明するために、自分が立派な聖せい剣けん使いになってみせるのだと。

　自分を情けなく思うのは当たり前だ。後悔しないほうがどうかしている。

「イオは？　無事なのか？」

「え？　……う、うん。軽い火傷やけどを負ったから、今は技術講師の先生たちから手当てを受けてる。本当に軽い怪我だから、たぶん大だい丈じよう夫ぶ」

「そうかよ。じゃあ、生徒会長？　今回の一件で死人は出たか？」

「リナでいいと言いましたわよ、ヒビキ？　……そうですわね。まだ最終的な確認は取れていませんが、おそらくはゼロであるかと。不幸中の幸い、と言ったところですわね」

　親切に答えてくれたリナに、ヒビキは頷うなずき返す。

「ほれ。誰も死んじゃいねえよ。だからその程度で思い悩なやむな、面めん倒どうくせぇ」

「そ、その程度っ？　その程度ってあんた……！」

「その程度、だ。……お前、実物の《邪神シエイド》を目にしたのは初めてだったんだろ？　初遭そう遇ぐうで奴やつらと勇ゆう敢かんに戦える人間が何人いる？　そこで仲間を無残に失った聖剣使いが何人いると思ってやがんだ？　責任感が強いのは立派だと思うが、それは望み過ぎだっつーの」

　ヒビキは鼻から浅い息を吐いて、

「だから気にすんな。お前より惨みじめで、自分の弱さを悔くいても悔い切れない奴なんて……この世界に掃はいて捨てるほどいるんだからよ」

「ヒビキ……？」

　腑ふ抜ぬけたような物言いの中に、一いつ瞬しゆんだけ覗のぞいた懺ざん悔げするような響き。

　ミルドはそれを敏びん感かんに感じ取っていた。ヒビキの様子がいつもとは違ちがう。表面上は同じでも、その奥にある何か見てはいけないものを見てしまったような気がして……。

　だが、ミルドがそれを考える時間などなかった。

「───いやはや。まさかここまで形勢が不利に傾かたむくとは思わなかったな」

　広場の中央で剣機士スレイプニールたちと対たい峙じしていたローブの男が、やれやれと告げた。

　彼は傷を負って息を荒あらげる《邪神シエイド》のドス黒い表皮を、愛いとおしげに手で撫なでつける。

「まあ彼女の覚かく醒せいも不完全だからね。やはり、古い血液サンプルでは不足のようだ。ここで彼女を滅ほろぼされるわけにはいかない。悪いが、今日はこのへんでお暇いとまさせてもらうよ」

「……ふん。逃がしてやると思うのか？」

　アイシア先生が大鎌デスサイズを構えて臨戦態勢を取った。他の剣機士スレイプニールたちもそれに倣ならう。

　それでも、ローブの男は不気味な仮面の下でケタケタと笑うだけだった。

「思い上がるなよ？　平和な都市の中でぬるく生きる愚民共が。不完全な彼女でも、この場で全員を皆みな殺ごろしにすることなど容易たやすい。ただ、それだと彼女自身も崩くずれてしまうからね。都市代表……いや、元剣聖との今後の戦いも考こう慮りよして戦力はなるべく温存したいだけだ」

「貴様程度にニミルさまの手を煩わずらわせる必要はない。《邪神シエイド》もろともここで滅ぼす」

「わからない人だな。ボクは君らを全ぜん滅めつさせるのは容易いと言ったはずだよ？　つまり……現状の包ほう囲い網もうを食い破ることなんて造作もないってことさ」

　嘲あざ笑わらうように告げた瞬間、《邪神シエイド》の全身が仄ほの暗ぐらく発光し始めた。

　無数に展開される魔ま法ほう陣じん。それらを一度目にしていたヒビキたちは、一いつ斉せいに息を吞のむ。

「おい、メイド教官！　くるぞ！」

「くッ。《邪神シエイド》の《魔ダ力ス光ク》行使……『魔術』かッ!?」

「そうとも。これこそが《魔ダ力ス光ク》による破壊の源流。君たち聖剣使いが使う神機聖剣エクスカリスなど、彼らの魔術を模も倣ほうした劣れつ化か物にすぎない。さあ、絶望を嚙かみしめろ！」

　無数の黒い球体がフツフツと湧わいて、針のように一直線に伸のびた。

　剣機士スレイプニールたちが各おの々おのの聖剣を構えて慌あわてて防ぐ。しかし、その数は明らかに防ぎきれるものではなかった。黒い針が周囲の物を刺さし貫つらぬき、激しい爆ばく炎えんをまき散らした。《邪神シエイド》本体はその爆炎に紛まぎれて地面に穴を穿うがち、ローブの男と共に姿をくらます。

「クソッ……！　逃がすな、追え！」

　襲いくる針の嵐あらしをなんとか防ぎながらアイシア先生が叫さけぶが、誰だれもが自分の身を守るのに精いっぱいでそれどころではなかった。

　そして……針の一本が、ヒビキたちのいる場所にも迫せまってくる。

「チッ！　悪ぃ、借りるぞ！」

　ヒビキは突とつ然ぜんのことで反応できていないリナの手から鞘さや入りの神機聖剣エクスカリスを掠かすめ取った。

　持ち主の認証登録がされていないので起動はできないが、元々抜けない自分には関係ない。ミルドたちを庇かばうように前に出ると、聖剣を構えて正面から針を受けた。

「ッッ……！」

　直後に押し寄せてくる、多大な質量と濃のう度どの《魔ダ力ス光ク》。

　ミルドやシェリーが放ったものとは比べ物にならない。受け流しきれなかった《魔ダ力ス光ク》が人体にも流れ込み、ヒビキの両りよう腕うでの皮ひ膚ふが弾はじけて鮮せん血けつが飛んだ。

「うッ───らあああああああああああああああッッ!!」

　全身を駆け巡めぐる痛みに耐たえるように、ヒビキは鞘入りの聖剣を薙なぎ払はらった。

　ガシャアアアアンッ！　破は砕さい音を上げて《魔ダ力ス光ク》で形成された黒の針が砕くだける。

　なんとか防ぎ切った。しかし、安心したのも束つかの間。

「……ッ!?　ミルド、避よけろ！」

　粉々に飛び散った黒の針。その残ざん骸がいの一部が、ヒビキの後ろをすり抜けて、背後で呆ぼう然ぜんとたたずむミルドに襲い掛かかった。

「ひぃっ……!?」

　ミルドは聖剣を持たない丸まる腰ごし状態。加えて精神的なダメージも大きく、咄とつ嗟さに体が動いてくれるはずもなかった。飛んでくる針の残骸にただただ怯おびえて縮こまる。

　助けは間に合わない。もうダメかと思われたそのとき。

「──────ッ」

　立ちすくむミルドを突つき飛ばすように、小さな体が横から割って入った。

　燃える景色に靡なびく黒髪。ミルドの身代わりとして飛び出したアニスの胸を針の残骸が掠める。衣服が破れ、その下の肌はだが浅く切り裂さかれた。

「アニスッ！」「アニスちゃんッ!?」

　ドサリと。そのまま地面に倒たおれ込むアニス。

　ヒビキがすぐさま駆け寄り、ミルドが青い顔をして彼女の体を抱だき起こした。

「アニスちゃん！　アニスちゃん！」

「……み、耳元で大声をださないでください。平気ですよ。ただの掠り傷ですから」

　思ったよりも元気な声が返ってきて、ヒビキとミルドは同時に安堵の息を吐ついた。

　ミルドは双眸を涙なみだぐませて、アニスの体をギュッと抱きしめる。

「ご、ごめん……ごめんね……！　あたしを庇ってこんな……」

「わたしが好きでやったことです。あなたが負い目を感じる必要はありません」

　アニスは煩わしそうにしながら、ミルドの腕を振ふりほどく。

　だが……次の瞬間、ミルドの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「…………ッ!?」

　目を見開いて絶句する。彼女の変化にヒビキもすぐに気づいて、ハッと息を吞んだ。

　アニスの胸むな元もと。破れた服の下から、虹にじ色いろに輝かがやく不気味な鉱石が覗いていた。

「アニスちゃん……？　なんで……これ……そんな……」

　アニスもすぐに自分の状態に気づいて、慌てたように胸元を庇った。

「こ、これはっ。そ、その───」

「──────ひっ」

　弁明しようとアニスが顔を向けた瞬間、ミルドが怯えた声をあげて後ずさった。

　それは反射的にでてしまった反応なのだろう。……周囲の大破は壊かいを巻き起こした《邪神シエイド》。その恐きよう怖ふ対象と、目の前の少女が、まったく同じ物質を体に宿していたのだから。

　アニスは口を開け放ったまま固まり───すぐに悟さとったように目を伏ふせた。

「…………ごめんなさい」

　諦てい観かんに沈しずんだ声で謝罪し、アニスはよろよろと立ち上がる。

　なんとか平静は保っていたものの、彼女の受けた精神的ダメージは計り知れるものではなかった。……せっかく手に入れた日常。それが一瞬にして崩れ去ってしまった。

　ヒビキは目を細めて、覚束ない足取りで近づいてくるアニスを見つめる。

「兄さん。……また台無しにしてしまって、本当にごめんなさい」
















「謝るなアホ。お前が謝ることなんか……なに一つねえよ」

　小さく嘆息して、地面にへたり込んでいるミルドに目を向けた。

　ミルドは未いまだにショックから立ち直れず、恐怖と拒きよ絶ぜつに塗まみれた目でヒビキを見返す。

「なんで……。どうしてよッ？」

「騙だまそうと思ってたわけじゃねえ。いずれ話すべきだとはわかっていた」

「…………ッ」

「だから。無理に理解しようとか、受け入れようとかはしなくていい。お前はなにも間違っちゃいねえよ。まあ、なんつーかな…………すまん」

　ヒビキは静かに告げて頭を下げた。それが最も自分らしくない行こう為いだと自覚しながら。

　それからミルドに背を向けて、自分の上着をアニスの肩かたにかけてやる。

「ヒビキ……」

　フッと前を見ると、リナが少し困こん惑わくした表情でこちらを見ていた。

　彼女もアニスの胸にある《晄核》を見てしまったのだろうか？　……まあ、どちらでもいいか。その事実を恥はじるつもりなんて最初から微み塵じんもない。

　たとえ、この世界の誰に否定され、拒絶されようとも───。

「生徒会長。コレ返すわ。無茶な使い方はしたが、破損とかはないから安心しろ」

「ヒビキ……あなたは……」

「今は話す気分じゃない。放っておいてくれると助かる」

　ヒビキは一時的に借りた神機聖剣エクスカリスをリナに渡わたし、アニスの手を引いて歩き始める。

　再び兄妹きようだい二人ぼっち。壊こわされて燃え盛さかる街並みの中をゆっくりと進む。

　しかし、その道中に立ちはだかる影かげが一つだけあった。

「……あんたは？」

「───シュタイナー＝リンドベール。君の妹が編入したクラスを担当する、オレイアス聖徒学院の技術講師だ。……そして、かつて《邪神シエイド》との大戦に身をやつした元聖剣使いでもある。むろん、君たちの事情も大体は把は握あくしているよ」

　見覚えのある優やさ男おとこが、静かな目でこちらを見み据すえてくる。

「えっと。だから、まあ。君たちと関わることに、他の人たちよりもある程度の覚かく悟ごはあるし、否定や拒絶をしようとも思わない。警けい戒かいはしてくれなくていいよ」

「……それで。そんなあんたは、俺たちに何の用がある？」

「用ってほど大したものじゃない。君の妹、アニスくんは怪け我がを負ってるみたいだね？　事情が事情だし、他で治ち療りようを受けるのも難しいだろう？　えっと、だからね───」

　リンドベールはフッと優しげに微笑ほほえんで、

「学院の教職棟とうにある、私の研究室まで来ないかい？」




　　　　○　　　　●　　　　○




　リンドベールの研究室は、本校舎の隣となりにある教職棟、その二階の片かた隅すみに存在した。

　扉とびらを開けると、まず目についたのは部屋全体を埋うめ尽つくさんばかりの無数の本ほん棚だな。

　壁かべ際ぎわに置くだけではとてもじゃないが収まり切らず、部屋を幾いくつかに分断するようにズラリと並べられている。まるで小さな図書館のような有様だった。

「狭せまくて申し訳ない。応急処置用の医薬品を奥から取ってくる間、ひとまずアニスくんはデスクの前に腰こしかけておいてくれるかい？　ヒビキくんも適当に楽にしてくれていいよ」

　優しく言うリンドベールに頷うなずき返して、アニスはおずおずとデスクの前に座った。

　ヒビキはなんとはなしに部屋を埋め尽くす本棚に目を向ける。揃そろえられた書しよ籍せきは様々で、学術書から歴史書、文芸書の類たぐいまで、几き帳ちよう面めんに種類分けされて収められている。

　そのとき、手前にある本棚に、少し気になる項こう目もくの本が並べられているのに気付いた。

「《邪神シエイド》について綴つづった学術書？　あんたは《邪神シエイド》についても研究してんのか？」

「《邪神シエイド》についてだけじゃないよ。聖せい剣けん使いから、研究職に転身したんだ。あらゆる知識を蓄えておかなければならない。毎日が勉強の連続でてんやわんやさ」

　奥から医療箱を取ってきたリンドベールが、苦笑いでそう受け答える。

「その本に興味があるのかい？」

「べつに。ただ、珍めずらしいと思っただけだ。《邪神シエイド》を専門に研究している奴やつは少ない」

「まあそうだね。大体の研究職や、聖剣技師なんかは、神機聖剣エクスカリスと《魔ダ力ス光ク》そのものの研究に終始している。そのほうが人々の生活をよくするのに実用的だからね。……傷は浅いが出血が見られるな。ちょっと沁しみるよ？」

　リンドベールは消毒液でガーゼを湿しめらせ、アニスの露ろ出しゆつした胸元にあてがった。

　そんな彼の視線が───アニスの体に埋め込まれた《晄核》を見据える。

　瞬間、彼の表情は少し悲しげに曇くもった。

「……《邪神シエイド》とは、《晄核》や《魔ダ力ス光ク》から生み出される最大最悪の災害。忌いむべきものであって、目を向けるに値あたいしない。大方の者はそう思っているだろうし、私もそれが間違いだとは思わない。だけどね、ヒビキくん。私は逆にこうも思うんだ」

　リンドベールはアニスを治療する手を止めないまま振り返り、

「女神を絶対の正義とし、《邪神シエイド》やそれに与くみする者を価値のない悪と断じる。その強固すぎる姿勢は、同時に何かを一方的に傷つけてしまっているのではないかと。そう、たとえば───君や、アニスくんのような人たちのことを」

　ヒビキは本棚を眺ながめていた目を細めて、ゆっくりと振り返った。

「へえ？　あんたは俺たちの何を知ってるってんだ？」

「言っただろう。私は大戦に参加した元聖剣使い。『事情も大体は把握している』と。君や、君の妹のこと。そして……アレン＝デルヴェイドのことも」

　ビクッと。アニスが大きく身み震ぶるいするのがわかった。

　ヒビキは表情を変えずに、リンドベールのことを見つめ返す。

「オレイアス聖徒学院の講師から、その名前が出てくるとは驚おどろきだな」

「うん。他の者に知られれば、懲ちよう罰ばつどころでは済まないだろうね。……世界最さい高こう峰ほうの聖剣技師、アレン＝デルヴェイド。神機聖剣エクスカリスの礎いしずえを築いた稀き代だいの天才。そんな彼の名を知る者はすでに世界に存在しない。いや、存在しないことにされてしまった」

　リンドベールは嚙かみしめるように告げて、足下に目を落とした。

「世界のために戦った英えい雄ゆうも、世界にとって都合が悪ければ排はい除じよされる。仕方のないことだ。それがこの世界の理ことわりだから。かつての私もそうだった」

「？　あんたも？」

　尋たずね返すヒビキに、リンドベールはコクリと頷いて、右みぎ腕うでの服の袖そでをめくってみせる。

　露あらわになった表皮には、見るだけでも痛々しい傷きず痕あとが深々と刻まれていた。

「大戦時に負った傷が原因で、聖剣を振るえない体になってしまってね。都市の中で必要とされるには、実戦で培つちかった知識を元に、研究職へ転身する他なかった。そうでなければ私は今いま頃ごろ『世界にとって無価値な人間』と断じられ、都市追放扱あつかいになっていただろう」

　リンドベールは深い溜ため息いきを吐いて、

「ヒビキくん。正しさって……一体なんなんだろうね」

　アニスが不安げな眼差しを向けてくる。ヒビキは頭を搔かいて、適当に肩を竦すくめた。

「治療は終わったな？　ならさっさと帰るぞ、アニス」

「っ。ヒビキくん……」

「悪いけど、小難しく考えるのは面めん倒どうくさくて大だい嫌きらいだ。俺なんかに答えを求めるなよ」

　傍かたわらに戻もどってくるアニスに目をやりながら、ヒビキはリンドベールに背を向ける。

「アニスの治療、あんがとさん」

「……なにか困ったことがあれば、いつでも私を訪ねてきてくれていい。私は君たちの味方だ。それだけは忘れないでほしい」

　アニスを引きつれて、ヒビキは研究室の扉をくぐる。

　リンドベールの視線は最後の最後までこちらを心配そうに見つめていた。







　　　第四章　　黒と白




　コンコン、と。寮りよう室の外から扉を軽くノックする音が響ひびいた。

　ベッドに埋もれるようにしてうつぶせていたミルドは薄うすく目を開く。

「───ミルド。調子のほうはどうだ？」

　扉の向こうから不安げに響いてくるのは親友であるイオの声だった。

「私の見ていないところで、なにがあったのかは知らないが。今日は《聖王杯》の出場枠わくを決める学内リーグ戦の開かい催さい日初日だ。お前も早めに闘とう技ぎスタジアムに移動しておけ」

「…………」

「ミルド」

「……ごめん。今は一人にさせて」

　低い声で返すと、姿の見えないイオが向こうで短く嘆たん息そくするのが聞こえた。

「初試合にはヒビキが出場する。相手は三回生の実力者だ。無理にとは言わないが……応おう援えんしに行ってやれ。彼らの友人として」

　それだけ言うと、イオの足音は扉の前から遠ざかっていった。

　ミルドは顔をあげる。彼女の双そう眸ぼうは泣なき腫はらしたように真っ赤だった。

「……もう……わかんないわよ……」

　友人。イオの残していった言葉がチクリと胸を刺さす。

　……繁はん華か街がいで《邪神シエイド》の襲しゆう撃げきを受けてからすでに三日が経たっていた。

　あのあと、ヒビキたちとは一度も顔を合わせていない。生まれて初めて講義もサボった。

「どうして……アニスちゃん……ヒビキ……ッ！」

　募つのる疑問と憤いきどおり。彼らに対するものなのか、自分に対するものなのか、よくわからない。

「《晄核》は危険で……世界にとって忌むべきもののはずなのに……あたしたち聖剣使いはそれを世界から排除することが使命なはずなのに……！」

　聖機士オーデインになる。初めにヒビキがそう言ったとき……正直、すごく嬉うれしかった。

　今まで自分の夢を語っても、みんなが無理だと笑うことしかしなかったから。

　認めてもらえて、仲間ができて、嬉しくて嬉しくて。

　なのに───裏切られた？

「そうじゃない……！　絶対に違う！」

　頭かぶりを振ふって邪じや悪あくな考えを打ち消す。

　……そもそも、どうしてお姉ちゃんは彼らを都市に受け入れたのだろう？　元剣聖であるお姉ちゃんと彼らの間に、一体なにがあるというのだろうか？

　次から次へと湧わいて出てくる疑問をグルグルと頭の中で渦うず巻まかせていると、不意に、ベッドの上に転がっているマスコット付きのストラップを見つけた。

　ヒビキが買ってくれたもの。生意気だけどどこか愛らしい、黒くろ猫ねこのストラップ。

　ミルドはそれを拾い上げると、両手でギュッと握にぎりしめた。

「……行かなきゃ。あたしは、あたしの夢のために」

　自分を奮い立たせたミルドは、ベッドの脇わきに立て掛かけてある聖剣を手に取り、闘技スタジアムへと足を向けた。
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「───これより、《聖王杯》の出場枠を決定する学内リーグ戦、その第一戦目を開始する。双方、準備はいいな？」

　腕時計で時刻を確認しながら、コート中央にたたずむアイシア先生が左右を見み渡わたした。

　闘技スタジアムは、以前とは比べ物にならない量の人で溢あふれかえっていた。観覧席は生徒と講師、そして外部から見学に来た一いつ般ぱん人によって埋め尽くされている。

　そして、いくつかあったコートはすべて統合されて、巨きよ大だいな戦闘用の舞ぶ台たいが設定されている状態にあった。その広い舞台の上で、ヒビキは一人の男子生徒と対たい峙じしている。

「問題ありません、ルクイスト教官」

「そうか。……ヒビキ＝デルヴェイド。貴様はどうだ？」

「舞台に上がった時点で準備くらいできてるよ。問題ねー」

　それぞれの答えを聞いたアイシア先生は、短く頷き返して後退する。

「ならば、二分後のブザーを試合開始の合図とする。この試合、貴様らには神機聖剣エクスカリスの全力解放が認められている。実戦を想定しているが故ゆえ、大おお怪け我がや、最悪死亡しても責任は取れない。万が一のことがあれば私が止めに入るが、双方とも気を引き締しめるように」

「それも問題はありませんよ、教官。……まあオレのほうはね」

　静かに応じる男子生徒は、侮ぶ蔑べつしたような目でヒビキを睨にらみつけた。

　明らかに弱者を蔑さげすみ、疎うとんでいる視線だ。アイシア先生も男子生徒の態度に少し眉まゆをひそめたが、試合開始時間も迫せまっているので、そのまま黙だまってコート端はしまで後退を続けた。

　こちらの声の届かない距きよ離りまでアイシア先生が引き下がった、そのとき。

「おい、お前。悪いことは言わないから、この試合はさっさと棄き権けんしろ」

「……あ？」

「学内リーグ戦は出場希望者同士での総当たり戦。最終的な戦績によって《聖王杯》の出場者を選出する決まりになっている。その都合上、総試合数も半はん端ぱではなく、何日もにわけて開催されることはお前も承知しているだろう？　……試合結果がわかりきっている以上、極力なら無む駄だな消しよう耗もうを避さけたい。後に控ひかえる試合のためにもな」

　男子生徒はヒビキを小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らして、

「オレの名はディーン＝ガイビット。三回生だ。信しん仰こう値ちは現時点で５７８０。学内でもトップ10以内にランクインしている」

「……ん。それで？」

「お前は一回生首席のミスクレシアと、二回生の『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』を倒たおしたそうだがな。三回生の実力は彼女らとは段だん違ちがいだ。生徒会長であるカタリナのような例外を除いて、この定理は絶対に覆くつがえらない。ここ数年で出場枠を獲かく得とくしたのもほとんど三回生で───」

「だから。一体全体それがなんだってんだよ」

　ヒビキは退たい屈くつそうに欠伸あくびをかみ殺した。

「あんたが言ってることは最初から最後までさっぱりだ。あんたが三回生で、信仰値がいくつあるからって、どうして俺が棄権しなきゃいけないことになる。面倒くせぇ」

「……なるほど。どうやら噂うわさに聞いていた以上のバカだったようだな」

　ディーンは吐はき捨てるように言って、自身の聖せい剣けんの柄つかに手を掛けた。

「オレはお前のように『聖機士オーデインになりたい』などという妄もう言げんは吐かない。しかし、卒業前に優ゆう秀しゆうな成績を修めれば、剣機士スレイプニールとして都市内で就職するのにだいぶ有利だからな。その点で言えば、《聖王杯》出場はこれ以上にない栄えい誉よだ。無駄な争いは好まないが……従わない以上は全力で潰つぶさせてもらう！」

　ディーンが激げき昂こうすると同時、試合開始のブザーがスタジアム全体に鳴り響いた。

「───始めッ！」

　続いて、アイシア先生の宣言が高らかにされる。

　瞬しゆん間かん、ディーンが素す早ばやく動いた。彼は後ろに大きく跳とぶと、鞘さやから聖剣を引き抜ぬく。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　《刮ぎ穿つ翼爪ワイルド・カーム》!!」

　手の平に《魔ダ力ス光ク》の輝かがやきが灯ともり、聖剣へと流動し、その様相を著いちじるしく変形させる。

　ディーンの右みぎ肩かたを包み込む形で顕けん現げんしたのは、無骨で鈍どん重じゆうそうな巨大機器だった。剣の形をしていないどころか、刃すら見当たらない。ただの四角い箱のような形状である。

「出た！　ガイビット先せん輩ぱいの《刮ぎ穿つ翼爪ワイルド・カーム》！」

「うおおおっ。相変わらずまともな武具の形してねえええええっ」

「おーい！　みんな、耳塞ふさげーっ！　一発デカいのが来るぞ！」

　観覧席の生徒たちの何人かが叫さけぶや否いなや、ディーンの肩にある機器の装そう甲こう板ばんが耳に痛い爆ばく音おんをまき散らして弾はじけ飛んだ。内部から光の尾おを引いて無数の光球が射出される。

　光球は眩まばゆい輝きを放ちながら天に昇のぼったかと思うと、弓なりに軌き道どうを変えて地上のヒビキへ一いつ斉せいに降り注いできた。その壮そう大だいな光景は人工的に作り出された流星群のようである。

「……誘ゆう導どうミサイル？　いや、誘導式の光子フオトンレーザーか？」

　ヒビキはゆるゆると顔を上げて、吞のん気きな分ぶん析せきを口にする。

　間かん髪はつを容いれずに急降下したレーザーが連続で着ちやく弾だんした。

　閃せん光こうと爆ばく炎えんが一斉に巻き起こり、コート上を一瞬で炎の赤に染め上げる。

　舞まい上がる爆風に煽あおられ、観覧席の観客たちはキャーキャーと甲かん高だかい悲鳴をあげた。

「どうだ！　オレの聖剣は一撃必殺が信条！　発動したが最後、後には何も残らない！」

　流石さすがに信仰値が五千越ごえしているだけあって、巻き起こった破は壊かい規模は計り知れなかった。攻こう撃げきが止やんだ後も、コートには厚い煙けむりのカーテンが漂ただよう。

　一撃必殺。その言葉通り、誰だれもが決着がついたと確信していた。

「悪いな、身の程知らず。教官が止めに入る暇ひまも、覚かく悟ごをする暇も、そしてオレに楯たて突ついたことを後こう悔かいする暇さえも与あたえてやれなかった。これも正当な結果だ、恨うらむなよ」

「───ああ。恨みっこなしはお互たがい様だからな」

「ッッッ!?」

　突とつ如じよとして響いた返事に、感傷に浸ひたるように悠ゆう々ゆうと構えていたディーンは身を竦すくませた。

　立ち上る煙の向こうで、俊しゆん敏びんな獣けもののように何かが動く。

「う、うそだ……そんなバカなァッ!?」

「後には何も残らない。確かにその通り、今のあんたは丸まる腰ごし同然だな」

　煙の壁かべを破って、黒くろ髪かみの少年が飛び出してくる。

　ディーンは目を白黒させて咄とつ嗟さにバックステップを踏ふんだ。

　しかし、そこへすかさずヒビキが肉にく迫はくする。

「ぶ、無事なはずがない！　これは何かの間ま違ちがいだ!!」

　追い詰つめられたディーンは背中にあるレーザー兵器を肩から解除して、鈍どん器きのように振り回しながらヒビキに殴なぐりかかる。もはや破れかぶれの反撃。そんなものは当然ヒビキに通じるわけもなく、鞘入りの聖剣でいなし、一気に懐ふところへと潜もぐり込んだ。

　拳こぶしを後ろに引いたヒビキは、恐きよう怖ふに顔を引きつらせるディーンにニッと笑いかける。

「覚悟を決める暇は与えてやったぜ？　これでくたばっても文句ねえだろ！」

　強きよう烈れつな掌しよう底ていが、ディーンの腹肉を抉えぐるように叩たたき込まれた。

　強力なインパクトが発生し、ディーンの体は紙かみ屑くずのように吹ふき飛ぶ。

　激しく床ゆかをバウンドした彼は、最後に白目をむいて、仰あお向むけに倒れた。

「オ、オレは三回生……絶対の定理で……なにかの……まちが……い……げふっ」

　ガクリと。ディーンはうわ言のようにつぶやいて、気を失った。

　すぐにアイシア先生が駆かけ寄り、彼の状態を確かめる。

「……ディーン＝ガイビット、戦闘続行不可能。勝者、ヒビキ＝デルヴェイド」

　観覧席が一斉に沸わいた。

　ヒビキは肩をグルグル回しつつ、さっさと退場口へと足を向ける。

「……ふん。とんだ番ばん狂くるわせだな。まさか信仰値五千越えの三回生を倒すとは」

「べつに。大したことじゃねえよ。五千程度でつまずいてたら、俺の目的には永遠に届かない。だろ、メイド教官？」

　通りすがりざまに声をかけてきたアイシア先生に、ヒビキは腑ふ抜ぬけた表情で返す。

　アイシア先生はフッと口元を緩ゆるめると、去っていくヒビキの背中に「調子に乗るなバカモノ」と小さく諫いさめた。ヒビキは彼女にヒラヒラと手を振り、退場口をくぐる。

　蛍けい光こう灯とうが灯ともる通路を進み、出場生徒たちにそれぞれ割り振られている控ひかえ室しつを目指す。

　っと。その前に、通路の脇に二つの人ひと影かげを見つけた。

「お疲つかれ様です、兄さん」

「初戦の勝利おめでとう、ヒビキ。やはり君は……なんというか色々と滅め茶ちや苦く茶ちやだな」

　わざわざ観覧席から下りてきてヒビキを待っていたらしいアニスとイオが、こちらへスタスタと歩きながら出で迎むかえてくれた。

「この調子なら本当に《聖王杯》の出場枠わくを獲得してしまうかもな」

「そんなのは当たり前です、イオさん。というか、あんな一発曲芸のレーザービーム先輩が学内トップ10以内の実力者とか本気なんですか？　あまりにもお粗そ末まつすぎます」

「うっ……。ま、まあ、単にヒビキとガイビット先輩の相あい性しようが有利だったということもあるんじゃないか？　あ、いや、先輩が一発曲芸師なのは否定できないが」

　微び妙みようなフォローをするイオに、ヒビキは半眼になって頭を搔かいた。

「なあイオ。あのレーザービーム先輩は自分の信仰値が五千くらいだとか言ってたが。他の連中……というか、他の教育機関の代表者とかもその程度のラインなのか？」

「いや。知っての通り、うちの学院は五つの神装都市の中でも特にレベルが低い。ガイビット先輩が上位にいられるのは……言いにくいんだが、うちの学院だからこそだろうな」

　イオは難しい顔で肩を竦めて、

「もちろん、うちの学院にはガイビット先輩以上の実力者も存在する。君が滅茶苦茶なのは確かだが、やはり信仰値は絶対の数字でもある。残りの試合も油断はするなよ」

「ん。わかってるよ」

　歩きながら喋しやべっていると、いつもは口うるさいアニスがやけに大人しいことに気が付いた。表面上の態度はいつもと変わらないが、どこか沈しずんでいるようにも見える。

　ヒビキは浅い息を吐いて、さらにイオに質問を続けた。

「じゃあ。女子寮りようの自室に絶賛引きこもり中の、ミルドの様子はどうだ？」

「───っ」

　尋たずねた瞬間、アニスがビクンと肩を震ふるわせたのが目に見えてわかった。

　イオも複雑そうな顔でヒビキたち兄妹きようだいを見る。

「すまない。どうやらまだ拗すねてるみたいでな。私も追い払はらわれた」

「……そうか」

「ヒビキ。それに、アニスもかな？　私は君たちとミルドとの間に何があったのか、余計な詮せん索さくをするつもりはない。だが、もし叶かなうならば、ちゃんと仲直りをしてくれないか？」

　イオは眉まゆ尻じりを垂れ下げて、

「君たちと一いつ緒しよにいるときのミルド……ここ数年で見たことがないくらい自然で、楽しそうにしていた。私もあの子とは付き合いが長いが、『聖機士オーデインになりたい』という夢を明確に抱いだいたときからどうも肩に力が入ってしまっているようでな。皆みなの模も範はんであろうという姿勢は立派だと思うが、自分で自分の心を殺しているようにも思えるんだ」

　ヒビキはイオの話を黙って聞いていた。

　……残念ながら、イオの願いが簡単に叶うとは思えなかった。

　アニスの秘密を知ってしまったミルド。聖機士オーデインを目指し、自分の信じる正義を絶対とする彼女だからこそ、自分自身の想いとは真逆に拒きよ絶ぜつ反応を起こしてしまうのだろう。

「あの子も今日のリーグ戦に参加表明をした以上、さすがに部屋に籠こもりっぱなしで棄権なんてことはないと思うんだが。精神的なコンディションも心配で───」

　直後、イオの表情が凍こおり付いた。

　……前方の曲がり角。そこから見覚えのあるツインテールが現れて、歩いていたヒビキたちとちょうど鉢はち合あわせるような形になる。

「──────っ！」

「ミ、ミルドッ？　待て、待ってくれ！」

　こちらと目が合うなり、素早く踵きびすを返して逃にげだすミルド。

　イオの呼び留めも虚むなしく、彼女の後ろ姿はすぐに見えなくなってしまった。

「あのバカ……！　あと少しで自分の試合が始まるんだぞッ？　あっちはスタジアムの出口の方角じゃないか！」

「そうですね。加えてそのミルドさんの初戦の相手、よりにもよって最悪みたいです」

　背後から響ひびいたアニスの暗く沈んだ声に、ヒビキとイオは同時に振ふり返った。

　見ると、自前のノートＰＣを床に置いたアニスが、キーボードをカタカタ操作していた。

　どうやらまた学院の管理システムに潜り込み、データを引き出しているらしい。

「一回生ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアの初戦の対戦相手。……二回生、シェリー＝フィンシス。『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』の異名を持つ、あの不良娘むすめです」

　アニスの宣告に、イオが息を詰まらせたみたいに青い顔をした。

　シェリー＝フィンシス……先日、ヒビキやミルドといざこざを起こした生徒である。

　今のミルドの精神状態で、平静を保ったまま戦えるとは到とう底てい思えなかった。

「試合の順番は三戦後。他の生徒たちの試合消化速度にもよりますが、推定開始時刻は二、三十分後といったところでしょうか……。確かにマズいですね」

　これにはさすがにヒビキも苛いら立だった舌打ちを漏もらした。

　義理立てなどガラではないが、このまま見過ごすのも寝ね覚ざめが悪い。

「しゃあねえな。俺がさっさと連れ戻もどして───」

「いいえ、兄さん。その役目はわたしが引き受けます」

　急にグイッと袖そでを引かれて、ヒビキは驚おどろきに目を見開いた。

「アニス……？」

「わたしに行かせてください、兄さん。わたしが直接、ミルドさんとお話ししなくてはならないと思うんです。……たとえ、結果がどんな形になろうとも」

　常に傍かたわらに居たヒビキでさえ、見たことのない決意の表情を、今のアニスはしていた。

　ヒビキは思わず息を吞のむ。……これまで、アニスが自分以外の誰かと積極的に関わろうとすることなんて一度もなかった。むしろ人間関係を拒こばんでいたはずだ。

『───君たちと一緒にいるときのミルド。ここ数年で見たことがないくらい自然で、楽しそうにしていた』

　……ふと、先ほどのイオの言葉が脳内で再生された。

　ヒビキは肩の力を抜ぬくと、口元を緩めて苦笑いを零こぼす。

「ったく。お前も、あいつとまったく同じってわけかよ」

　出し抜けに告げて、ヒビキはアニスの頭をゴシゴシと撫なでつけてやる。

「行って来い。お前がやりたいように、お前が望むままに。それでもしダメだったとしても……そんときには俺がいる。だから、遠えん慮りよせずにぶち当たっていけ」

「はいっ。行ってきます！」

　毅き然ぜんとした返事をして、駆けだすアニス。

　その後ろ姿をヒビキが見送っていると、隣にイオが近づいてきた。

「……まったく。君も苦労が多いな」

　ヒビキは振り返りながらニヤリと笑って、

「なに。大したことじゃねえよ」




　　　　○　　　　●　　　　○




「クソが……クソが……！」

　学内リーグ戦に参加する生徒たちにそれぞれ割り振られた、控室。

　その一室で休きゆう憩けい用ベンチに腰こしかけるシェリーは、低い声で怨えん嗟さの呟つぶやきを繰くり返していた。

　部屋の中には他に誰だれもいない。入ってきたとしても叩き出したことだろう。

　普段から素行のよくない彼女だが、ここ数日は特に荒あれていた。

　理由は言うまでもない。自分を倒たおしたあの黒くろ髪かみの聖せい剣けん使いのせいだ。

「クソ……イライラが治まらねぇ。ここまでコケにされたのは初めての経験だ。ムカつく、ムカつく、ムカつく……！　ぶっ潰つぶしてやる！」

　ガツンッと拳をベンチに打ち付ける。

　……自分が誰よりも強いと思うほど、シェリーは力に溺おぼれてはいない。むしろ弁わきまえているほうであった。信しん仰こう値ちという形で人々の価値が数値化される神装都市。自分を含ふくめて、そのシステムの弊へい害がいで蔑さげすまれ続けている人間がいることをシェリーはよく知っている。

　だからこそ、都市代表の妹であり、生まれついて才能にも恵めぐまれたミルドが、どうせ噓うそにしかならない綺き麗れいごとを吐はいていることにムカついた。

　だからこそ……自分と同じく蔑まれる立場にありながら、平然と大それたことを言ってのけるあの男が、どうしようもなく気に入らなくてムカついた。

　ムカつくものは潰す。力ずくで屈くつ服ぷくさせる。

　それが蔑まれる問題児であるシェリーの唯ゆい一いつ知っている、自分を気高く保つ術すべだった。

「まずはミスクレシアのクソ女をぶっ潰す。その次はあの黒髪クソ野や郎ろうだ。わからせてやる、この世界にはどうにもならない理り不ふ尽じんがあるんだってことを！」




「───いやはや。その意見には大いに賛同だが、彼を潰すというのはちょっと無理なんじゃないかな？　君ではあまりに力不足だ」




　いきなり後ろから声が響いた。

　シェリーはガタガタッとベンチから立ち上がる。控室には鍵かぎをかけていたはずだ。誰かを招き入れたつもりもない。それどころか今まで気配すら感じなかった。

　慄くシェリーの背後に立っていたのは、丈たけの長いローブに十字の紋もん章しようが入った仮面という、異様な出いで立ちの人物だった。

「テ、テメェ！　いつの間に入ってきやがった!?」

「それなりに前からいたよ。君が気づいていなかっただけでね。それはともかく、大方の話は聞かせてもらった。このボクが君の力になってあげようじゃないか」

　ローブの人物は、仮面の下でケタケタと不気味な笑いを漏らした。

「それにはまず下準備が必要だ。……君の聖剣、ボクに譲ゆずってくれないか？」




　　　　○　　　　●　　　　○




「───ミルドさんっ！」

　学院から出てすぐの路地を歩いていたミルドは、不意に呼びかけられて振り返った。

　通りの向こうから、息を切らしてアニスが駆かけてくるのが見える。

「アニスちゃん……」

「ミルドさん。あなたにお話ししておきたいことがあるんです」

　乱れた息を整えたアニスは、キョロキョロと周囲を見回した。

　幸いにも二人の他に人ひと影かげは見当たらなかった。

　先日の《邪神シエイド》襲しゆう撃げき以来、都市内の警備が厳重化されている影えい響きようだろう。一いつ般ぱん市民の不用意な外出は控ひかえるよう都市側から勧かん告こくされている。学内リーグ戦を観戦しに来ている観客たちに関しても、プロの剣機士スレイプニールたちが護衛を務めるという流れになっていた。

　……まんまと逃げおおせた犯人の調査は、引き続き都市警備隊や剣機士スレイプニールの部隊が行っているらしいが、未いまだに足取りは摑つかめていないという。

　アニスは気持ちを落ち着けるように「ふぅ」と短く息を吐いて、

「まず……謝らせてください。あなたたちに、わたしが体内に《晄核》を宿している特異な人間である事実を黙だまっていたこと。兄さんがあなたに話を切り出せなかったのは、全部わたしのためを思ってのことなんです」

「…………」

　ミルドは複雑そうな顔でアニスを見つめ返す。

　彼女の瞳ひとみの奥に揺ゆらぐ恐きよう怖ふや警けい戒かいの色に、アニスは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるみそうになった。

　しかし、すぐにヒビキの言葉を思い出して勇気を振り絞しぼる。

　アニスはスッと自分の胸に手を当てて、

「わたしは──────人間と《邪神》の間に生まれた混血です」

　思い切った告白に、ミルドの目が大きく見開かれた。

「こ、混血……？　そ、そんなことって」

「わたしも母親……《邪神シエイド》側の親についてはよく知りません。物心ついたときには人間である父しか傍そばにいませんでしたから。でも、わたしは《邪神シエイド》と同じように体内に《晄核》を宿し、父もわたしの母は《邪神シエイド》だと言ってました。間ま違ちがいないと思います」

「じゃあ、ヒビキはっ？　あいつ、あなたのお兄さんなんでしょう!?」

「わたしと兄さんの間に血の繫つながりはありませんよ。兄さんは、まだわたしが幼い頃ころに父が養子として連れてきたんです。兄さんは《邪神シエイド》との大戦における戦災孤こ児じですから」

　アニスはフッと悲しげに微笑ほほえんで、自分の髪の一ひと房ふさをつまんだ。

「髪……黒いでしょう？　わたしの場合は、漆しつ黒こくを基調とする《邪神シエイド》の血を引き継ついでいるからですが。……兄さんは違います。遥はるか昔に滅ほろびたとされる極東の大地。《晄核》と《魔ダ力ス光ク》の発はつ祥しようの地とされる場所が、兄さんの生まれ故郷なんです」

　アニスの語りを耳にしながら、ミルドはアイシア先生の講義を思い出していた。

　極東の地。最初に《魔ダ力ス光ク》が発見されたその場所は、飽ほう和わした《魔ダ力ス光ク》の影響ですでに壊かい滅めつし、居住していた人民のほとんどが死に絶えた───と。

「《魔ダ力ス光ク》と《晄核》、そして《邪神シエイド》。それらは兄さんから故郷を奪うばい、本当の家族を奪った仇かたきです。それなのに……兄さんはわたしを妹だと言ってくれる。『お前は悪くない』『いずれ世界に認めさせてやる』って。そのためだけに、この神装都市を訪おとずれて」

「……それが。ヒビキが聖機士オーデインを目指す理由……？」

　周囲の目とか、難しい事情とか、そんなのは知ったことではない。

　ヒビキは確かにそう言っていた。そして、必ず聖機士オーデインになるのだと。

「兄さんはわたしの体内から《晄核》を取り除き、普ふ通つうの人間として暮らせるようにと戦ってくれています。……だから、ミルドさん。悪いのはわたしです。あなたが恐おそれるのも、拒むのも、悍おぞましいと思うのも、わたしだけなんです。兄さんは関係ありません」

　アニスはペコリと頭を下げた。

「わたしのことはどう思ってくれてもいい。でも、兄さんのことだけは嫌きらいにならないであげてください。お願いします」

　心からの懇こん願がん。それはミルドの胸にも痛いほど響ひびいた。

　誰になんと思われようと、拒きよ絶ぜつされて嫌われようと……自分の兄だけは悪く思ってほしくない。それがこの子の本心で、ただ一つの願いなのだろう。

　ミルドはグッと血がにじむほどに自分の拳こぶしを握にぎりしめた。

「アニスちゃん！　あたし───！」

「ッ。ミルドさん、伏ふせてください！」

　そのとき、血相を変えたアニスが力強くミルドの腕うでを引いた。

　ビュンッ！　と、頭上を何か鋭するどいものが擦さつ過かする。

「ッ!?　あ、あんたはッ！」

　ミルドは素す早ばやく体勢を立て直すと、アニスの手を引いて後退した。

　……すぐ後ろに、見覚えのあるローブの男がたたずんでいた。

「───おや？　おかしいな、どうしてその女を庇かばう、アニス＝デルヴェイド？　そいつは君を拒絶し否定する奴やつらの筆頭、都市代表の妹なんだよ？」

　ローブの男は、道化のようなおどけた素そ振ぶりで肩かたを竦すくめる。

　その手には、白銀の光こう沢たくを放つ鞘さや入りの剣が握られていた。

「エ、神機聖剣エクスカリス……!?」

「親切な学生に譲ってもらったんだ。彼女、頭から血を吹ふきだしながら喜んでボクに聖剣を受け渡わたしてくれたよ。あのまま死んでなきゃいいけどねぇ」

　仮面の下から身の毛もよだつような狂笑を漏もらす男。

　ミルドは腰に留められた二本の聖剣に手を掛かけた。手のひらに《魔ダ力ス光ク》の輝かがやきが灯ともる。

　背後に立つアニスが、苦々しく表情を歪ゆがめた。

「あなたは……一体なにがしたいんですか？」

「君のお兄さんにも同じことを訊きかれたね。……答えは変わらない。ボクたちの目的は『女め神がみを破は壊かいし、新たな世界を創造すること』。なあ、君だってこんな世界は窮きゆう屈くつでイヤだろう？　君の胎たい内ないに宿る《邪神シエイド》の力があれば、きっと世界を変えられる。ボクら《方舟の亡霊アーク・レイス》が力の使い方を教えてあげるよ！　だから、ボクらと一いつ緒しよに来い！」

「───神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　《灼天のトワイライト・炎竜サラマンドラ》、《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》ッ!!」

　ミルドが聖剣を引き抜ぬくと同時、鞘口から炎ほのおと氷が噴ふき出した。

　それぞれが刃の形を成して、敵対するローブの男へと斬きりかかる。

「はああああああっ！」

「……もう充じゆう分ぶんにわかったはずだ。この世界は君らを認めはしない。友人と思っていた者に裏切られ、否定されても尚なお、この都市で安あん寧ねいを求める意味がどこにあるッ？」

　交差する形で鋭く振ふるわれる、炎と氷の刃。

　ローブの男は上方に跳とんで回かい避ひしながら、甘い毒の言葉をアニスへ囁ささやきかけた。

「そこまでして既き存そんの価値観に縋すがることが大切か？　普通の人間、普通の生活に未練があるというのかッ？　そんなものはまやかしだ、アニス＝デルヴェイド！　今の世界が生きづらいならば、君が世界そのものを作り直せばいい!!」

　足下の石いし畳だたみが大きく隆りゆう起きした。

　追つい撃げきを仕掛けようと構えていたミルドは、慌あわてて飛び退のく。

　バキバキと音を立てて破壊される地面の内側から、巨きよ大だいな女の顔が飛び出してきた。




『───うブるオオオああああアアアアアァァアアアアアアアアアッ───!!』




　大気そのものを腐くさらせてしまうかのような、悍ましい叫さけび声。

　地中より姿を現した、人の顔を持つ漆黒の邪じや竜りゆう。

　その頭部に乗ったローブの男は、懐ふところからシュリンッと一つの試験管を取り出した。

　透とう明めいな容器の底に溜たまるのは、真っ赤な鮮せん血けつ。

　少量ながらも、それが最近に採取されたものであるのは、アニスにもわかった。

「それは……まさか……!?」

「はははっ。なんだ、もう気づいたのかい？　まあ、つい先日の出来事だからねぇ」

　鱗うろこに覆おおわれた長い首がうねり、女の顔をした《邪神シエイド》の頭部がアニスに襲おそい掛かる。

「アニスちゃん、下がってッ！」

　そうはさせまいと、ミルドが横から跳んで立ちふさがった。

　……恐きよう怖ふ心しんはある。足は震ふるえて思考もまともに働かない。

　それでも今、アニスを助けられるのは自分だけだと、ミルドの胸の中で声が響いていた。自然と湧わいたその思いが、弱るミルドの心を奮い立たせる。

「概がい念ねん指定『動体ビースト』！　最大放射リミツトブラストッ!!」

　柄つか付近の装そう甲こうがガシュッとスライドして、炎と氷の刃が光を放って砕くだけた。

　それらはすぐに再構成されて、炎の竜と、氷の狼の姿を形作る。

　炎竜は《邪神シエイド》の首に横から喰くらいついて動きを堰せき止め、氷狼は蒼あおい毛並みを靡なびかせながらローブの男へと素早く飛びかかった。

「チッ……！」

　不意を突つかれる形になった男は、手に持った試験管を守るように身を傾ける。

　氷狼の突とつ進しんを辛かろうじて躱かわしたものの、尾おを引くように後から襲いくる冷気に半身を包まれ、ローブと仮面がバキィン！　と凍こおり付いた。

「グゥゥゥゥッ！　学生風ふ情ぜいが舐なめた真ま似ねをォ!!」

　怨えん嗟さの叫びをまき散らしながら《邪神シエイド》の頭部から落下した男は、ガクリと膝ひざをついた。その拍ひよう子しに、凍り付いた仮面が地面に落ちて、ガラス細工のように砕け散る。

　憤ふん怒ぬに歪む彼の顔を直視した瞬しゆん間かん───ミルドは大きく息を吞のんだ。




「うそ………………リンドベール先生!?」




　驚きよう愕がくの声が空しく響く。

　仮面を失った男───オレイアス聖徒学院の技術講師、シュタイナー＝リンドベールは、ゆっくりと立ち上がった。

「ああああああぁぁぁぁ……痛い痛い痛い。怪け我がで引退した身の人間に対して、随ずい分ぶんな仕打ちじゃないか、ミスクレシア嬢じよう？」

「な、なんで……先生が……」

「…………」

　動どう揺ようするミルドとは違い、アニスは予あらかじめ見当がついていたのか苦い表情をしていた。

　リンドベールは半身に纏まとわりついた氷を手で払はらうと、かつての優やさしげな面おも影かげなど微み塵じんも感じさせない凶きよう暴ぼうな形相で彼女たちを睨にらみ据すえる。

「まったく。こっちが穏おん便びんに済ませてやろうとすれば、ガキが調子づきやがって。……もう搦からめ手てはやめだ。都市代表の妹は殺す。《邪神シエイド》の混血は半殺しにしたうえで、回収する。まあ生きてさえいりゃ、上の連中も文句は言うまいよ」

　ケタケタと壊こわれたように笑う彼は、試験管の栓せんを親指で外した。

　それから、ミルドの炎竜に一いち撃げきをもらい地面に倒たおれ伏す《邪神シエイド》に向き直る。

「さあ、我われらが信しん奉ぽうする神よ。餌えさの時間だ。待たせて悪かったなぁ……。そんな無様な姿で横たわるなんて、さぞかし屈くつ辱じよくだっただろう。すぐにでも思い知らせてやろうじゃないか。この神装都市、女神の膝元で、君らが『神』と呼ばれる本当の意味をッ!!」

「っ！　ダメ……やめてええええええええええええええ────────ッ[image: ！！！]」

　何かを察したように、アニスが張り裂さけんばかりの悲鳴をあげる。

　だが……そんな願いも虚むなしく。

　試験管の中の血液が、《邪神シエイド》の漆黒の体表に振りかけられた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「───おい、一年！　リンドベールのクソ講師を見なかったかッ!?」

　自分の控ひかえ室しつのベンチでアニスの帰りを待っていたヒビキは、外側から扉とびらが開くと同時、唐とう突とつにそう尋たずねられた。

　ノックもなしに入室してきたのは、壁かべに体を預けながら息を荒あらげるシェリーだった。

　彼女の額はバックリと裂けて、そこから夥おびただしい量の血が流れ出ている。

「せ、先せん輩ぱいッ？　その傷、どうしたんですか!?」

　ヒビキと一緒に控室にいたイオが青い顔をして駆かけ寄る。

　ヒビキは目を細めて、満まん身しん創そう痍いのシェリーを見据えた。

「とにかく治ち療りようを！　出血がひどい……！」

「うっせえ！　アタシに構うな！　それよりリンドベールの野や郎ろうを見たか訊いてんだ！」

「落ち着けよ。そんなに騒さわぎ立てたらマジで出血多量で死ぬぞ」

　冷静な声で告げたヒビキは、身体からだを傾けて室内のベンチを顎あごでしゃくる。

「まずは座って治療を受けろ。処置しながらでも話は聞いてやれる」

　シェリーは悔くやしげに歯は嚙がみしたものの、足下はフラフラですでに貧血一歩手前だった。渋しぶ々しぶと頷うなずいて、イオに支えてもらいながらベンチに腰こしかける。

「少しは冷静になったみたいだな。……んで、そのスプラッタもはなはだしい派手な傷はなんだ？　リンドベールとか言ってたが、なにか関係してるのか？」

　あくまで淡たん々たんと問いかけるヒビキに、シェリーは冷ひや汗あせを流しながら舌打ちを返す。

「あの野郎だ……あの野郎がアタシをいきなり殴なぐりつけて、聖せい剣けんを奪うばっていきやがった」

「聖剣を奪った？　生徒に暴行を働いて、技術講師が？」

　言われてみれば、シェリーのベルトホルダーには神機聖剣エクスカリスが差し込まれていなかった。彼女は救急箱を持ってきたイオの治療を受けながら、忌いま々いましげに「そうだよ」と応じる。

「ヘンな仮面と、辛しん気き臭くせぇローブに身を包んでやがったけどな。アタシが気を失う瞬間、仮面を外して小こ馬ば鹿かにするように嗤わらいやがった。ふざけやがって、絶対にぶっ潰つぶす！」

「ロ、ローブに仮面……!?」

　イオがハッとしたようにヒビキを見た。

　ヒビキは目を伏せる。

　……悪い予感がした。途と轍てつもなく悪い予感が。

　そのとき───激げき震しん。

　いきなり、大地が大きく跳はねあがった。

　控室のロッカーなどがバタバタと倒れて、ベンチに座っていたイオとシェリーも堪たまらずにバランスを崩くずす。

「な、なんだッ？」

「地震……？　───あ、おいヒビキ！」

　イオが気づいて声をかけたときには、すでにヒビキは廊ろう下かへと飛び出していた。

　暗くて長い廊下を疾しつ風ぷうのごとく駆け抜ける。

　徐じよ々じよに外の光が近づいてきて、入場口から闘とう技ぎスタジアムのコートへと出た瞬間。

　……目の前には、絶望が広がっていた。




『───ヒュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン───[image: ！！！]』




　闘技スタジアムの外がい壁へきよりも尚高く、天に咲さいた女の顔が禍まが々まがしく啼ないた。

　もはやそれを『生物』と形容していいのかもわからない。あえて言うならば、漆しつ黒こくの大樹。上空に向かって真まっ直すぐに伸のび、枝葉のように分かれた無数の触しよく手しゆを体表で蠢うごめかせて、先せん端たんにある女の顔がギョロギョロと地上を見下ろしている。

　突とつ如じよとして出現したその巨大な何かに、会場の者たちは恐きよう怖ふすら忘れて呆ぼう然ぜんとしていた。

　そのとき、漆黒の大樹の体表で蠢く無数の触手が、ブチブチッと音を立てて本体から千切れた。それらは重力など関係ないように浮ふ遊ゆうすると、空中でうねって形を変え始める。

　次の瞬間、変形を終えた無数の黒点が、闘技スタジアムを目がけて一いつ斉せいに飛来してきた。

「な、なにあれ？　こっちに向かって来るんだけど？」

「黒い鳥？　いや、もっとデカくて……」

「ッ!?　おいおいおいおい！　ウソだろ───!?」

　バサバサと耳じ朶だを打つ両りよう翼よくのはためき。

　空から飛来してきたのは……数えきれない量の、漆黒のドラゴンの大群。

　体長は二メートルほどで、その様相はおとぎ話に出てくる化け物そのままだった。ドラゴン一いつ匹ぴき一匹の胸むな元もとには、虹にじ色いろに輝かがやく《晄核》が埋うめ込まれている。

　群れを成して降下する先頭のドラゴンが、手始めに観覧席の一いつ般ぱん市民へと襲い掛かかった。

「う、うわああああああああああああっ!?」

　ガキィンッ！　悲鳴と共に響ひびく鋭するどい音。

　大鎌デスサイズを振ふるうアイシア先生が、先頭のドラゴンの首を刎はね落として、その侵しん攻こうを防いだ。

「───襲しゆう撃げき！　各員、ただちに戦闘態勢に入れ！　一般人の安全を第一に優先し、各自で応戦しろ！　戦える者は学生であっても構わん！」

　アイシア先生の命令で、万一のために会場に待機していた幾いく人にんかの剣機士スレイプニールたちが素早く動いた。自身の聖剣を抜ぬき放って、次々に飛来するドラゴンの迎げい撃げきにあたる。

『───警告。西側より強大な《魔ダ力ス光ク》反応を感知。ご来場の皆みなさまは係りの者の指示に従って、落ち着いて避ひ難なんしてください。繰くり返します───』

　会場に流れたアナウンスで、ようやく観覧席にいた一般人たちも状じよう況きようが最悪であると把は握あくした。大きな悲鳴をあげて、我われ先さきにとスタジアムの出口へ駆けだす。

　そして、同じく観覧席にいた多くの学生は、咄とつ嗟さのことにまるで反応できていなかった。

　誰だれもが初めて目にする化け物───安全な都市の中にいる自分たちには関係ないと思い込んでいた《邪神シエイド》の姿に、恐怖して動けずにいる。

「なんで……なんでよ……ここは神装都市の中なのにっ！」

「お、応戦しろとか無茶だ！　俺は逃にげさせてもらうぞ！」

「バカ！　一般市民を見捨てて自分だけ逃げる気かよ!?」

「バカはお前だろ!?　あんなのと戦えるわけがない！　俺は死にたくないんだ！」

　怖おじ気けづいて逃げだした学生を皮切りに、他の学生も次々に逃げ始めた。

　大混乱に陥おちいる会場。交差する悲鳴と、化け物の咆ほう哮こうと、激しい剣けん戟げき。

　ヒビキは舌打ちをして西の空を仰あおいだ。

　あの方角───おそらくアニスとミルドが向かった先だ。

「ヒビキ！　一体なにがあったんだ───うわっ!?」

　ヒビキを追って入場口から現れたイオが、驚愕して飛び退のく。

　丁度ドラゴンの一匹がこちらに飛来してくるところだった。後ろ脚あしの鉤かぎ爪づめを閃ひらめかせ、獲物を狙ねらう猛もう禽きん類るいのように突とつ撃げきしてくる。

　ヒビキは即そく座ざに動き、迎むかえ撃うつように駆けだした。

　軽かろやかに跳とびながら空中で鉤爪をヒラリと躱し、ドラゴンの背面に回る。そのまま鞘さや入りの聖剣の先端を背肉へと激しく打ち付け、地上に叩たたき落とした。

　咆哮をまき散らしながら、地面をのた打つドラゴン。

　攻こう撃げきの反動でさらに上方へ跳んでいたヒビキは、空中で体勢を立て直し、聖剣の先端を真下へと向けた。ドラゴンの胸で輝く《晄核》目がけて、一直線に落下する。

「おらよ───ッ!!」

　落下による加速度と、自身の全体重を乗せた一撃。

　虹色の火花が散って、ドラゴンの胸にある《晄核》は粉々に砕くだかれた。己の心臓ともいえる部位を失ったドラゴンは、悲しげな咆哮をあげながらサラサラと塵ちりに還かえる。

「……手ごたえが浅い。小型よりさらに格下の、本体から分ぶん離りした細さい胞ぼうみたいなもんか。だが、いかんせん数が多いな」

　苛いら立だったように、真っ黒に染まった上空を見上げるヒビキ。

　すぐ隣となりでは、イオが怯おびえた目をして震ふるえていた。続いて入場口から現れたシェリーも、言葉を失って立ち尽つくしている。

　他の剣機士スレイプニールたちも迎撃にあたっているが、このままではキリがない。

　早く片をつけて、アニスとミルドの下に急がなければ───。

「あらら♪　お困りのようねぇ、『無ゼ刃ロ』？」

　直後、朗ほがらかな声が横合いから呼びかけてきた。

　ヒビキはハッとして振ふり返る。すると、コート内に穏おだやかな微笑ほほえみを湛たたえる一人の女性がたたずんでいた。彼女の傍かたわらには粛しゆく然ぜんと構える生徒会長リナの姿もある。

「……ニミル」

「大変なことになっちゃったわね。あなたの言葉を借りるなら『面めん倒どうくせぇ』かしら？　どうやら、先日に繁はん華か街がいで騒ぎを起こしたテロリストさんの仕し業わざみたいだけど」

「誰の仕業かなんてどうでもいいし、興味もねえよ。それよか、あの中心にうちの妹と、お前の妹が巻き込まれてるかもしんねえんだ。面倒くせぇことにな」

「ええ。アイギールから提供された情報で、こちらも把握しているわ」

　ニミルは浅く息を吐はいて、西側の空にそびえ立つ規格外の大きさの《邪神シエイド》を仰いだ。

「ねえ、『無ゼ刃ロ』。昔むかし馴な染じみのよしみで、一つだけ無茶を頼たのまれてくれるかしら」

「……なんだ」

「こちらはわたしが責任を持って引き受ける。だから、ミィちゃんのことをお願い」

「簡単に言ってくれるね。都市代表が学生に面倒事を押し付けるのかよ？　まあ……」

　ヒビキはニヤリと不敵に微笑んで、

「最は初なっからそのつもりでいたけどな」

　ヒビキの返事を聞いて、ニミルは満足げに微笑み返した。

　クルリと踵きびすを返すと、傍らで待機していたリナに向き直る。

「それでは、リナちゃん？　学生のあなたにこんなことを頼むのは忍しのびないんだけど。講師の先生や他の大人たちの手が空いていない以上、頼たよれるのは生徒会長であるあなたくらいしかいないの。……こちらの準備が整うまで、わたしの盾たてになってくれるかしら？」

「もちろんですわ、学院長。いえ───剣聖ニミル＝アルト＝ミスクレシア。女め神がみさまに仕える忠実な信徒として、かつての英えい雄ゆうのお役に立てること、誇ほこりに思います」

　毅き然ぜんと告げたリナは、自身の聖剣を華か麗れいに鞘から抜き放った。

　刀身が色いろ鮮あざやかな《魔ダ力ス光ク》の光こう輝きに包まれる。

　同時に、そのすぐ横でホログラムウインドが小さく展開された。

　───カタリナ＝オーヴィアス＝メルシルク。信しん仰こう値ち６８０９９。第一級厳げん戒かい例に従い、限定下における神機聖剣エクスカリスの完全解放を認可───。

「……神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン。《泉乙女の銀十字クロイツ・ニヴイア》」

　リナの聖剣の形状が、神々しい輝きを放つ十字槍コルセスカへ変形した。

　槍やりの口金から大量の水流が噴ふき出す。澄すんだ水はコートの地表全体を覆おおうように瞬またたく間に張り巡めぐらされ、まるで一つの泉のような光景を作り出した。

　鏡のように空の模様を映し出す水すい膜まく。

　頭上から襲おそいくるドラゴンたちの姿までもが、鮮せん明めいに反射されていた。

「月光のように淡あわく踊おどり、花のように儚はかなく散りなさい。───『鏡花水月』」

　静かに告げたリナが、足下の水膜に向けて槍の先端を突つき刺さす。

　刹せつ那な、飛来してきていたドラゴンたちが甲かん高だかい叫さけびをあげた。化け物たちは見えざる刺し突とつに穿うがたれたかのように、胸元から血しぶきをまき散らして、地上へと墜おちる。

　仲間の撃げき墜ついを目まの当たりにした他のドラゴンは、警けい戒かいするように高度をあげた。

　だが……咄嗟のその判断は、自殺行こう為いにも等しい。

　リナの狙いはドラゴンたちに距離を置かせ、時間稼ぎをすることだったのだから。

「……第三階層封ふう印いんを開かい錠じよう。女神アイギールの聖せい剣けん管理システムに接続コネクト───完かん了りよう。剣聖ニミル＝アルト＝ミスクレシアの名において。目覚めなさい、我が盟友《眠アれスるカ暴ロ竜ン》」

　ニミルの眼前にある地表が歪ゆがみ、真っ二つに割れた。

　リナが展開させた泉の水膜さえをも吞のみ込みながら、水面に奔った巨きよ大だいな亀き裂れつ。

　その内より、轟ごう音おんを立てて五メートル超ちようはあろうかという鉄てつ塊かいがせり上がってくる。

　……形状は長大な刀身と重量を持つ両手剣ツヴアイヘンダー。

　その様相は圧巻の一言であり、武具というよりは一個の完成された兵器のようである。

　自分の身み丈たけの三倍以上はあろうかという超大な兵器を、ニミルは事もなげに摑つかんで軽々と持ち上げた。鈍にび色いろの刀身が陽ひの光を受けて凶きよう暴ぼうに瞬く。

　───ニミル＝アルト＝ミスクレシア。信仰値２３７６０００。女神の名の下に、神機聖剣エクスカリスの一部解放を認可───。

「お昼ひる寝ねの時間は終わりですよ、《眠アれスるカ暴ロ竜ン》？　久しぶりに征ゆきましょう♪」

　華きや奢しやな両りよう腕うでからは想像もできない腕わん力りよくで、ニミルは両手剣ツヴアイヘンダーを薙なぎ払はらった。

　瞬しゆん間かん───漆黒に埋め尽くされていた空が、真っ赤に染まる。

　爆ばく炎えんをまき散らして、ドラゴンたちの体が炎上した。

　いくら距離を取ろうが関係ない。視界に映るすべてのドラゴンが爆発四散していく。

　赤々と輝く上空を見上げながら、イオとシェリーはただただ啞あ然ぜんとしていた。

「す、すげぇ……」

「これが……かつての英雄《五剣聖》の力だというのか……!?」

　たったの一振り、ほんの一瞬。規格外の破は壊かい力と、圧あつ倒とう的てきな殲せん滅めつ力。

　ヒビキも空を仰ぎながら口笛を吹ふいていた。……これでまだ全力でないのだから、本当に恐おそれ入る。こいつだけは敵に回すまいと思わずにはいられなかった。

「うん、ひとまずの片は付いたわ♪　でも、本体が残ってる限り、また際限なく創造されるでしょう。総員、引き続き厳戒態勢。二手に分かれて、一つはこの場所の守護、もう一つは街のほうの応おう援えんに回りなさい。都市警備の人たちもきっと苦戦してるでしょうし」

　ニミルの指示に従い、その場の剣機士スレイプニールたちは無言で頷うなずいて散開する。

　それからニミルは、ヒビキのほうへと振り返った。

「……あなたは元げん凶きようをお願い。こちらは我われ々われのほうで何としてでも食い止めるから」

「へいへい。お前も無茶をしすぎてウッカリ死ぬなよ、ニミル」

「あら♪　それはこっちのセリフだわ♪」

　憎にくまれ口を叩き合ったヒビキは、ベルトから鞘入りの聖剣を外して駆かけだした。

　その後姿を見送るニミルは、クスリと笑って小さくつぶやく。

「……まあ？　本当は心配なんてこれっぽっちもしてないんだけどね♪」




　　　　○　　　　●　　　　○




　闘とう技ぎスタジアム上空の黒点が一つ残らず焼き払われたのを見て、リンドベールは怒いかりの感情を抑おさえきれないようにギリギリと歯を鳴らした。

「クソッ、剣聖ミスクレシアめ……やってくれる。だがまあ、この程度では戦局は変わらんよ。小型は無限に増ぞう殖しよくできるのだし、哀あわれな愚ぐ民みん共を守るために奴やつはあの場所から動けない。何があろうと私の勝利は揺ゆるがない、この都市は崩ほう壊かいを迎えるのだ！」

　蠢うごめく触しよく手しゆの上に立ちながら、彼は両手を広げて哄こう笑しようした。

　同時に、《邪神シエイド》本体を止まり木としていたかのように、無数のドラゴンが再び大空へ飛び立った。密集すると黒い靄もやにすら見える大群は頭上を旋せん回かいし、学院側と都市側に分かれるようにして、悍おぞましい咆哮をあげながら向かっていく。

　それらを見送ったリンドベールは満足げにほくそ笑み、自分の真下を見下ろした。

　触手の根元には、二人の少女の姿があった。黒くろ髪かみの少女が自分の体を抱だくようにしながら激しく震え、ツインテールの少女がそれを気き遣づかうように膝ひざをついている。

「リンドベール先生……！　どうしてこんなことをするんですかッ？」

　ミルドはアニスの背中に手を置きながら、切実な叫びをあげた。

　シュタイナー＝リンドベール。彼はミルドが知る学院の講師の中でも特に温おん厚こうで、生徒たちからの人望も厚かった。彼の正体がテロリストだったなんて未いまだに信じられない。

「それに、先生は以前の襲しゆう撃げきのとき、一いつ般ぱん市民の救助活動にあたっていたはずです！　先生はテロリストに加担していたということですか……!?」

「いいや、ミスクレシア嬢じよう。君の見解は間ま違ちがっている。以前も、今回も、主犯はすべて私だ。他に共犯者などいないから安心したまえ」

　そう言うと、リンドベールは《邪神シエイド》の体表にズムッと腕を突き刺した。

　黒い血を滴したたらせながら、《邪神シエイド》の体内から虹にじ色いろに輝く《晄核》を引き抜ぬく。外気に曝さらされた《晄核》は禍まが々まがしい光を放つと、ぎゅむぎゅむと不気味な音を立てて膨ぼう張ちようし始めた。

　そして……リンドベールのすぐ隣に、仮面をかぶったローブの男が産み落とされる。

「…………ッ!?」

「素す晴ばらしいだろう？　《魔ダ力ス光ク》による生命の創造。まあ、あのドラゴンたちと同じく粗そ悪あく品で、数時間もすれば自じ壊かいしてしまうがね。カモフラージュにはもってこいだ」

　リンドベールが指で軽く押すと、ローブの男は足下から融ゆう解かいするように崩くずれた。

「じゃあ……最初から最後まで全部、先生の仕業だったって言うんですか!?」

「だから、そう言っているよ。物分かりの悪い子は先生、キライだなぁ」

「どうして！　先生は元聖剣使いで、立派な講師だったはずなのに！」

　必死に訴うつたえかけるミルドの言葉を、リンドベールは鼻で笑って一いつ蹴しゆうした。

「立派な講師？　はッ───実に君らしい考え方だよ！　都市代表の妹としてこの神装都市に籍せきを置き、才能にも恵めぐまれ、地位も名声も保障されている、君ならではだ！」

　リンドベールは形相を醜みにくく歪め、憎しみの籠こもった双そう眸ぼうを見開く。

「得られるはずだった栄えい誉よ。それが一瞬のうちに無へと帰り、怪け我がで使い物にならなくなった役立たずだと後ろ指をさされる屈くつ辱じよくが君にわかるか!?　いつ都市を追われるかもわからず、震えて過ごす弱者の気持ちが君にわかるというのか!?」

「それでも！　お姉ちゃんはあなたを学院の講師として雇やとい、自分の都市に受け入れたわ！　誰だれも今のあなたを否定なんかしてない！　むしろ、みんな慕したっていたのに……！」

「……情けをかけたことで恩人気取りか？　上から下の者を見下すのはさぞかし気持ちよいだろうな。英雄として迎むかえられるはずだった未来が、今やお情けで細々と生きる学院の講師。そんなもの比べる価値さえもない。君の姉上が語る理想は、しょせん強者だからこそ言える綺き麗れいごと！　真に地を這はう者の立場など、到とう底てい理解できるはずもない！」

　ギラギラとした目でミルドを睨にらみながら、リンドベールは歯を剝むき出しにした。

「だからこそ、こんなふざけた世界は変えるべきだ。私を否定した世界、役立たずと切り捨てた女神。そんなものは全すべて壊こわして、この私が新しい世界を再編する！」

「リンドベール先生……！」

　この男には、自分の言葉は届かない。ミルドはそう理解してしまった。

『───聖剣使いたちだって感情のある人間だぜ？　こんな崇すう高こうな信念で戦っていた奴が果たして本当にいたかどうか───』

　かつてヒビキが自分に対して向けた言葉が脳内で再生される。

　信じていた。聖剣使いは女神の信徒、世界を守るための剣。姉のように気高く、強くあって然るべきなのだと。だからこそ強く焦こがれ、自分もそうなりたいと思った。

　でも……目の前の男は違ちがう。

　いや、リンドベールだけではない。果たして、どれほどの聖剣使いが自分の憧あこがれる偶ぐう像ぞうと合がつ致ちしているのだろうか。そんなもの知る由よしはない。

　……あたしの理想はしょせん綺麗ごとなのだろうか。間違っていたのだろうか。

　なにもかも全部、わからなくなる。

「だがまあ。正直に言ってしまうと、君には感謝しているんだよミスクレシア嬢」

「……感謝？」

「そう。君が『無ゼ刃ロ』と、その妹の存在を拒きよ絶ぜつしてくれたおかげで、私が彼らに付け入る隙すきができた。彼らを自分の研究室へと招き、貴重な血液サンプルを採取できたのだ」

　リンドベールは空になった試験管を顔の横で振ふって、意地悪く舌を覗のぞかせる。

「正しよう真しん正しよう銘めい、生きた《邪神シエイド》の血だ。人間とのハイブリッドではあるがね。おかげで彼女は完全に覚かく醒せいした。これで私はこの都市を滅ほろぼすことができる」

　巨大な《邪神シエイド》をうっとりと見上げながら、リンドベールがケタケタと笑う。

　ミルドの隣となりで蹲うずくまっていたアニスがビクリと震ふるえた。

　その双眸は怯おびえと恐きよう怖ふと罪悪感に彩いろどられ、涙なみだをにじませながらミルドを見上げる。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ミルドさん……わたしのせいで……わたしの……」

「その通り。君は《邪神シエイド》の子。流れる血は互たがいに共鳴し、《晄核》や《邪神シエイド》を躍やく動どうさせるに足る。……素晴らしい。素晴らしい破壊の力だ！　だからこそ、我々《方舟の亡霊アーク・レイス》は君が欲しい！　今の世界を完かん膚ぷ無きまでに破壊し尽つくすために！」

「……やめてッ！」

　消え入りそうな悲鳴をあげて、アニスが頭を抱かかえる。

　ミルドは言葉をかけてやることもできず、アニスのことを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　……自分の住む都市が危機に曝されているのは、全部この子のせい？

「いい加減に認めろ！　君は今の世界に否定されて然るべきなんだよ！　君の価値を見いだせるのは我々だけだ！　君は我々と共に来るべきなんだ！」

「…………っ！」

　目を閉じ、耳を塞ふさぎ。全てから心を閉ざすように、アニスは小さく蹲る。

　リンドベールはやれやれと鼻から嘆たん息そくを漏もらした。

「意固地だな。いいだろう。ならば、私が君の迷いを断ち切ってやる」

　それだけ言うと、リンドベールは傍かたわらの《邪神シエイド》を仰あおぎ見る。

「《晄核》から《魔ダ力ス光ク》が発生し、《魔ダ力ス光ク》から《邪神シエイド》が創造され、《邪神シエイド》より《晄核》が産み落とされる。それらは三位一体。そして、それらを浄じよう化かし、新たなる力を生み出す女神もまた──────然しかり」

　リンドベールは右手に鞘さや入りの神機聖剣エクスカリスを握にぎると、高く掲かかげる。

「さあ、我らが神よ！　女め神がみによって歪められた力……今、正しき姿へと導きたまえ！」

　鈍にぶい音を立てて、巨大な《邪神シエイド》が動いた。

　天に向かって伸のびていた女の顔が地上にいるリンドベールを見下ろし、唇くちびるの下から黒い瘴しよう気きのようなものを噴ふき出す。

　瘴気は空気中を滑すべるように漂ただよい、掲げられた聖剣をリンドベールの右みぎ腕うでごと包み込む。

「こ、これ以上、なにをする気なのっ!?」

「……神機聖剣エクスカリスは女神に管理されている。しかし、元は彼女が《邪神シエイド》の力を改変することによって、人間用に調整を加えただけの代しろ物ものだ。その逆を辿たどることなど容易たやすい」

　リンドベールはニヤリとほくそ笑むと、瘴気を纏まとう聖せい剣けんを鞘から引き抜いた。

「これこそが神機聖剣エクスカリスの真なる姿！　《黒霊聖剣エクスレイス》───起動ッ!!」

　鞘口から抜き放たれたのは、瘴気で黒ずんだ刃。

　リンドベールが薙なぎ払はらうと、剣先から漆しつ黒こくの斬撃が飛んだ。形を持って飛ぶ斬撃は、遠方に見える学院の闘技スタジアムの角にぶち当たると、易々とその外がい壁へきを切断する。

　切り離はなされた外壁の一部が崩れ落ち、ドシンと大きな音を立てて地面を震わせた。

　リンドベールが放った一いち撃げきに、ミルドとアニスは驚おどろきで放心する。

「ははははははッ！　素晴らしい！　実に！　見たまえよ、君たち!?　一度は大おお怪け我がを負い、医者に再起不能とまで言われた私が、あの巨きよ大だいな外壁を一振りで破壊した！　これが《邪神シエイド》の力、あの忌いま々いましい女神を打ち倒たおすことのできる世界で唯ゆい一いつの力だ！」

　刀身に纏う瘴気は聖剣のみならずリンドベールの右腕まで侵しん食しよくし、表皮さえもが黒ずんで見えた。およそまともな状態であるとは思えない。

「さて、今度はこの力で、住宅地に住まう愚民共を狙ねらってやろうか？　学院本校舎の機関部に直接斬撃を叩たたき込み、都市機能そのものを破壊するというのもいいなぁ！」

「もうやめてください！　こんなことをしたって変わるものなんてなにも……！」

　アニスが金切り声で懇こん願がんする。それでもリンドベールは取り合わない。

「おいおい、今さら怖おじ気けづいてどうする。この《黒霊聖剣エクスレイス》を解放できたのも、君のおかげ。いわば我われ々われは共犯者だ。どの道、この都市に君の居場所なんてもうないんだよ！」

「───ちがうわッ！」

　そのとき、横から割り込むように凜りんとした声が響いた。

　アニスは目を丸くして、声が飛んできた方向───傍らにいるミルドを見やる。

「ミルド……さん……？」

「……ちがうわ、アニスちゃん。あなたのせいなんかじゃない」

　ミルドはゆっくりと腰こしをあげると、アニスを守るように立ちはだかる。

「おや？　なんだい、ミスクレシア嬢。またお得意の綺麗ごとか？　体てい裁さいを繕うのはもうよせよ。君だってこの力を見たはずだ。これは確かにその子の───」

「ええ。確かにそれは、アニスちゃんの力を悪用して、あなたが自慢げに振り回す趣味の悪いオモチャだわ」

　ハッキリと告げたミルドに、リンドベールの笑いがピタリと止まる。

「……なに？」

「講師のくせにそんな簡単な道理もわからないの？　……ふざけないで。自じ暴ぼう自じ棄きになってただ暴力を振るっているだけのくせに。人に責任を押し付けてるんじゃないわよ！」

　ミルドは思い出していた。かつてヒビキと医務室で交かわした言葉を。

『───たった一人の家族のために、全身全ぜん霊れいを傾かたむける。たとえ取るに足らないちっぽけでも……否定なんざされて堪たまるか』

　あのときは、意味なんて深く考えなかった。それでも今ならわかる。あれはこちらに向けた言葉であり、同時に、ヒビキ自身が心に誓ちかった固い決意であるのだと。

「ようやくわかった。あたしがあいつのこと気になった理由。地位とか栄誉とか、そんなくだらないものに縋すがったあんたとは違う。誰かを……大切な人を守ろうとする在り方。それが幼い頃ころに憧れたお姉ちゃんの姿。そして、あたしが信じる聖剣使いの姿よ！」

　気づいたのだ。自分の憧れと、あの少年の姿が寸分も違たがわないことに。

　世界は自分が思っていたよりも残ざん酷こくで、汚きたなくて、なにを信じればいいのかわからないけれど。この胸にある想いだけは否定させない。なにがあっても絶対に。

「だから胸を張りなさい、アニスちゃん！　あなたはあの図太くてふてぶてしい聖剣使いの妹なんでしょ!?　あなたがそんな弱腰で……ただ震えて縮こまってるだけじゃ……ヒビキの決意を否定することになっちゃうじゃない！」

　その一いつ喝かつで、アニスがハッとしたように顔を上げた。

　リンドベールは忌々しげにギリリッと歯を鳴らす。

「くだらないなッ！　君の主張はやはり綺麗ごと！　ならばいいだろう……君が信じる聖剣使いの矜きよう持じとやらで、この都市を救ってみせろ！　できるものならな！」

　リンドベールは瘴気を纏まとった聖剣を振りかぶる。

　狙いは───学院の本校舎。都市機関部にあの黒い斬撃を放つ気だ。

　ミルドも自分の聖剣である《灼天のトワイライト・炎竜サラマンドラ》と《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》を構え、《魔ダ力ス光ク》で形成された刃を展開させる。パワーでは圧あつ倒とう的てきに負けている。でも、やるしかない！

　靴くつ裏で地を叩き、リンドベールへ突とつ貫かんしようとした、そのときだった。

　ミルドの聖剣から唐とう突とつにホログラムウインドが展開し、電子文字を綴つづる。

　───ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。貴女あなたの誇ほこり、揺ゆるがぬ信念を讃たたえ、女神アイギールの名の下に認可する───。

「!?　これは……!?」

「滅びろ神装都市！　この一撃が我ら《方舟の亡霊アーク・レイス》、女神への反逆の狼煙のろしと知れ！」

　考えている暇ひまなどなかった。ミルドは、瞬しゆん間かん的に神機聖剣エクスカリス本体から頭の中に流れ込んできたイメージに従い、二本の聖剣を前方へ構える。

　刀身から《魔力光》があふれ出し、根元から砕けた。

　粒りゆう子し状となってキラキラと舞まい散る、炎ほのおと氷の残ざん骸がい。それらは空気中で渦うず巻まくと、互いに混ざり合うようにして、刃を再構成する。

　ミルドの手元に、虹こう霓げいの輝かがやきを放つ双剣が顕けん現げんした。

　握り込む柄つかから伝わってくる、味わったことのないほど強い力の脈動。

　リンドベールが斬撃を飛ばすと同時、ミルドも虹霓の双剣を振り抜ぬく。

　───ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。信しん仰こう値ち１０２４０。限定下における神機聖剣エクスカリスの完全解放を認可───。

「はあああああああああああああ────────────────ッッ!!」

　振るわれた刀身から、神こう々ごうしい極光を纏う獣けものが顕現する。

　肉体は透すき通った氷ひよう塊かい。しかし、その体内には業ごう火かを内包しており、火か炎えんを噴き出しながら黒い斬撃に喰くらいつく。炎を纏った氷ひよう牙じんで嚙かみ砕くだき、容易く粉々にしてしまった。

「なにぃ……ッ!?」

「うっ。……はぁ……はぁ……」

　リンドベールの攻こう撃げきを相そう殺さいしてみせたミルドは、急に眩暈めまいを覚えたように片かた膝ひざをついた。

　構成されていた虹霓の刃は儚はかなくも砕け散り、元の炎と氷の双剣に戻もどる。

　空中にいた極光の獣も、煙けむりのように霧む散さんして消失した。

　……瞬間的に上じよう昇しようした自分の力に、身体からだのほうがついてこれていない。

　一時は驚きよう愕がくで目を剝むいていたリンドベールも、弱ったミルドの姿を見てすぐに我われを取り戻した。彼の表情が憤ふん怒ぬに歪ゆがむ。

「おのれ、小こ娘むすめがァ……！　どこまで私の邪じや魔まをすれば気が済む!?　もう決めた……貴様から初めに殺す……犯して辱はずかしめて穢けがしてから、無様に殺してやる！」

《邪神シエイド》の触しよく手しゆから飛び降り、動けないミルドに襲おそい掛かかってくるリンドベール。

　ミルドはすぐに立ち上がろうとするも、全身の筋肉が軋きしみをあげて一歩も動けない。

　無理に力を解放した弊へい害がいだ。呼吸することさえ苦しい。

　……あとは絶望に身を任せるだけ。そう思われた直後。

　ミルドの盾たてとなるように、アニスがリンドベールの前に立ちはだかった。

「アニスちゃん!?　ダメ！　逃にげて！」

「逃げません。わたしはもう逃げないと誓ったんです。わたしのために戦ってくれている兄さんのために、兄さんの覚かく悟ごに応こたえるために。……それを改めて気づかせてくれたのは、あなたです、ミルドさん」

　アニスはキッと視線を鋭するどくして、斬きりかかってくるリンドベールを睨にらみ据すえる。

「わたしにだって意地はあります！　あなたのような人間にこれ以上の好き勝手はさせない！　わたしは───誰だれよりも誇ほこり高い聖剣使いの妹だから！」
















「邪魔だァ！　どけええええええええええええええええええッ!!」

　頭に血をのぼらせたリンドベールに見境はない。華きや奢しやな体に凶きよう刃じんが振ふるわれる。




　───ゴッ！




　刹せつ那な、リンドベールの横よこ面づらを何者かが殴なぐりつけた。

　リンドベールは「ぐえッ」と潰つぶれたカエルのような掠かすれた悲鳴をあげて吹ふき飛ぶ。そのまま《邪神シエイド》の触手の一部に頭から追つい突とつした。

　アニスが脱だつ力りよくしたようにペタンとお尻しりを突つく。

　ミルドは涙なみだの滲にじんだ目を丸くして…………すぐにフッと口元を緩ゆるめた。

「遅おそいわよ……バカ」

「───ん。あいにく、正義の味方はガラじゃないんでな。そう都合よくは駆かけ付けられない。まあ俺にしては頑がん張ばったほうだとは思うんだが」

　風になびく黒くろ髪かみ短たん髪ぱつ。閃ひらめきを放ち、手のひらで鮮あざやかに回される一振りの剣。

　ヒビキ＝デルヴェイドは不敵な笑えみを漏もらし、立ち上がるリンドベールに対たい峙じした。

「よお、センセー。あんたの言葉通り、また会いに来てやったぜ？」




　　　　○　　　　●　　　　○




　───鋭く交差する剣閃。

　リンドベールが振るった瘴気の剣を、ヒビキは聖剣の鞘さやで受けて弾はじく。

　刀身が交わるたびに腕うでに痺しびれるような波動が伝わり、骨まで軋むようだった。

　防戦一方。目立った隙すきも見つけることができず、ヒビキはひたすら猛もう攻こうを捌さばき続ける。

　……さすがは元聖剣使いといったところだろうか。そこらの学生とは比べ物にならないくらい手強く、戦い慣れしている。

「君はバカか、ヒビキ＝デルヴェイド？　私は君にチャンスを与あたえた。この世界を変えるための、またとないチャンスを。それを悉ことごとく君は───！」

　肉にく迫はくするリンドベールが吼ほえる。

「余計なお世話だっつーの。最初から俺はあんたの誘さそいに乗るとは言ってないぜ？　趣味の悪い仮面をかぶって登場したときも、講師の顔で同情まじりに近づいてきたときもな」

「わからない……！　世界は君を認めず、否定し、価値を示す信仰値は未いまだにゼロを刻み続けている。それなのに君はなぜ都市に望みをかけるッ？　そんな状態で聖機士オーデインになって、妹を救えるなどと本気で思ってるのか!?」

　垂直に振り下ろされた瘴しよう気きの剣けんを、ヒビキは少し身を沈しずめながら受けた。

　受け流した衝しよう撃げきが肉体を駆け巡めぐり、足裏と接地している岩がん盤ばんが派手に砕ける。

　両者の激しい鍔つば迫ぜり合い。リンドベールは目を剝いて、さらに瘴気の剣を押し込んだ。

「現に君は私に追い詰つめられている！　無様に、聖剣を鞘から抜くことさえできずに！」

「……っせえな」

　低く呻るように言ったヒビキは、重心を横に傾けた。

　瘴気を纏まとう刃が、火花を散らしながら聖剣の鞘の表面を滑すべる。

　圧力を掛けていたリンドベールは堪らずに体勢を崩くずし、一いつ瞬しゆんだけ隙らしい隙が発生した。

「鞘さや奔ばしり───『流りゆう牙が』！」

　ヒビキは高速で旋せん回かいし、リンドベールの脇わき腹ばらを狙ねらう形で鞘入りの聖剣を振るった。

　薙がれる聖剣の鞘周りにはバチバチと激しい紫し電でんが迸ほとばしる。その正体が己の放った《魔ダ力ス光ク》であると気づいたリンドベールは、咄とつ嗟さに目を剝いて後退した。

　だが、ヒビキの一いつ閃せんのほうが尚なお速い。鋭く空を切り、リンドベールを確実に捉とらえる。

「ッ───！　我を守護せよ！」

　瞬間、リンドベールの全身を覆おおうように、瘴気が増ぞう幅ふくした。

　瘴気は深い闇やみ色を湛たたえる黒こく煙えんの鎧よろいへと変化し、ヒビキの放った一いち撃げきを弾く。

　そのままグニャリと変形し、獣の鉤かぎ爪づめのような形となった。

　真上から振り下ろされる鉤爪に、今度はヒビキが強く地を蹴けって後ろに跳とぶ。

「チッ。案外と器用だな」

「……まったく。君は恐おそろしいよ『無ゼ刃ロ』。私の《魔ダ力ス光ク》を受け流すだけでなく、鞘部分へ一時的に保有し、あまつさえ反撃の手として返すのか。君の底が知れない」

「お褒ほめに与あずかり光栄だがな。……次は決める」

「そうだな。私もまったく同意見だ！」

　吼えながら、リンドベールは頭上を仰あおぐ。

「奴やつを引き裂さけ！　殺しても構わん！」

　リンドベールの指示に従い、《邪神シエイド》本体が触手を蠢うごめかせる。

　漆しつ黒こくの体表がボコボコと蠢き、そこから数十にも及およぶ黒い塊かたまりが産み落とされた。

　それらは下降しながら空中で形を変えると、仮面を被かぶったローブの男と相成る。

　ローブの裾すそからシュリンと抜ぬき身の短たん剣けんを取り出すと、一いつ斉せいにヒビキへ襲い掛かった。

「はッ……多勢に無勢かよ。弱い者いじめは感心しねえなッ！」

　先せん陣じんを切って襲い掛かってきた男の一撃を躱かわし、カウンターで聖剣を叩たたきつける。

　薙なぎ払はらわれた男は一瞬で黒い塵ちりへと還かえった。しかし、当然のことながら攻撃の手はそれで終わりではない。四方を取り囲むようにして着地した男たちが、短剣の切っ先を向けて肉迫。ヒビキは上に跳んでそれらを辛かろうじて躱した。

　そのまま蠢く触手の一本に手を掛け、腕の力だけで体を引き上げる。

　触手の上に乗ると、眼前に二匹ひきのドラゴンが飛来してきた。

「上も下も通行禁止ですってか？　面めん倒どうくせぇ！」

　ヒビキは触手を蹴りだし、弾だん丸がんのように前方へ突貫。

　通りすがりざまの二閃。ドラゴンの胸にある《晄核》を的確に打ち据え、砕く。

　消失するドラゴンの黒い塵に目を細めながら落下していると、不意に真下から醜みにくい笑みを浮うかべるリンドベールが視界に飛び込んできた。

　両者は空中で切り結び、互たがいの体を素早く蹴りだして、逆側へ反発するように跳ぶ。

「はははははッ！　ジリ貧だなぁ、『無ゼ刃ロ』？　数はこちらに利がある。他の剣機士スレイプニールたちも市民を守るのに手て一いつ杯ぱいで、応おう援えんも望めない！　さあさあ、どうするッ!?」

「テメェをぶった斬る。それだけだ」

「できないさ！　今の世界の枠わく組ぐみに囚とらわれ、聖剣すら抜けない君ではな！」

　再び地上に着地した瞬しゆん間かん、待ち構えていたローブの男たちが殺さつ到とうしてくる。

　ヒビキはそれらを静かに見み据すえて浅い息を吐はいた。聖剣をかざし、構える。

　その瞳ひとみは絶望的な状じよう況きよう下かにおいて尚、闘とう志しの火を宿し続けていた。




　……戦局は目に見えて不利。ミルドは悔くやしげに下した唇くちびるを嚙んだ。

　絶え間なく空を奔はしる剣閃と、打ち鳴らされる金属音。

　疾しつ風ぷうのごとき動きで迅じん速そくに立ち回り、リンドベールの呼び出した異形たちと同等以上に渡わたり合うヒビキだが、敵は消し飛ばした傍そばから無限に湧わいてくる。振るわれる短剣の乱らん舞ぶが徐じよ々じよに彼を追い詰め、薄うす皮かわを切り裂き、滴したたり落ちる血が大地を染めた。

　なんとかして加勢に回ろうとするも、ミルドの肉体はすでに限界だった。

　後先を考えない力の解放の影えい響きようだ。自分の短たん絡らくさが憎にくらしく、情けない。

「……あまり思い悩なやまないでください、ミルドさん。あなたのせいじゃありません」

　傍かたわらのアニスが気き遣づかうように声をかけてくる。

　先ほどとは立場が逆転し、今はアニスがミルドを庇かばうように立つ形だった。そのことがさらにミルドの胸にある不ふ甲が斐いなさを色いろ濃こくさせる。

「でも、アニスちゃん！　あのままだとあいつ……！」

「あなたは兄さんのことを見くびりすぎていると言ったでしょう。……と、自信を持って口にしたい気持ちは山々ですが。正直、わたしの目から見ても厳しいですね」

　アニスは目を細めて、血を流しながら戦い続けるヒビキを見据える。

　……動けないこちらにリンドベールが手を回さないのは、彼もヒビキを対処することに必死だからだ。気を抜ぬけば異形たちの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱされ、叩き潰される。それがわかっているからこそ、リンドベールはあくまでもヒビキに注力して、警けい戒かい態勢を敷しいていた。

　同時に、それはヒビキ自身の狙いでもある。

　まともに動けない自分たちを守ることが、兄の第一優先事じ項こうであるのだから。

　しかし、やはりリンドベールが言った通りのジリ貧だ。このままでは体力が持たない。

「───いい加減にしつこい！　さっさと沈め！」

　そのとき、動きの鈍にぶったヒビキの隙を見計らい、リンドベールがこちらへ黒い斬撃を飛ばした。虚きよを衝つかれたアニスとミルドは、咄嗟に避よけることもできず、身を固くする。

　だがその前に、左右にいたローブの男を高速で討ち払ったヒビキが、弧こを描えがくように跳んで間に割り込んできた。聖剣を構え、飛んでくる斬撃を弾き飛ばす。

「ヒビキ！」「に、兄さん……！」

「……ったく。二人そろってボケッとしてんじゃねえよ。こっちの手間が増えるだろ」

　近くで見ると、思っていた以上にヒビキの全身はボロボロだった。

　制服の所々が引き裂かれ、切れた皮ひ膚ふから鮮せん血けつが滴る。連続で《魔ダ力ス光ク》を受け流し、防いでいることも加味すると、体内や精神の疲ひ弊へいも相当のものだろう。

　それでも諦あきらめなど一いつ切さい感じさせず、ヒビキは聖剣を構え直した。

「……女め神がみの定めた理ことわりに縛しばられる君は《神機聖剣エクスカリス》を抜けず、そこから脱だつ却きやくした私は《黒霊聖剣エクスレイス》を手にした。私と君には絶対の隔へだたりがある。希望はすでに潰ついえたのだ」

「希望が潰えた？　はッ、お前の目は節穴だな。希望なら俺のすぐ後ろにある」

　ヒビキはニヤリと笑って、

「知ってるか？　うちの妹は───最高で最強なんだぜ？」

　兄の背中を見つめるアニスは、大きく目を見開いた。

「兄さん……」

「いつまでも情けない顔してんなアホ。……ここにいたいと。お前はそう願ったんだろ？　だったら、もうウジウジ悩むな。俺たちなんかを認めてくれた奴のためにも」

　チラリと。ヒビキは思わしげな眼まな差ざしをアニスの横に向ける。

　それを受け止めたミルドは、真まっ直すぐに見つめ返して頷うなずいてくれた。

「少しずつでも、ビビりながらでも、情けなくてもいい。お前なりに戦って、抗あらがってみせろ。立ちはだかる壁かべは俺が。……いや。俺たちがぶった斬ぎってやる！」

　強く地を蹴り、ヒビキは眼前で蠢く闇へと臆おくさずに突とつ貫かんしていく。

　……未だにズルズルと迷っていた自分が、一気にバカらしくなった。

　アニスは背負っていたリュックから、手早く自前のノートＰＣを取り出す。

　電源を立ち上げ、スタンバイ状態に。それからミルドへと目を向けた。

「ミルドさん」

「……うん」

「わたしが世界から拒きよ絶ぜつされる存在であること、それは否定しようがありません。わたしは《邪神シエイド》の血を引く人間、皆みながわたしを恐れ、遠ざける。正しい反応です」

「アニスちゃん……」

「それでも。正しさに抗ってでも、通したい想いがあります。……そんな想いを抱いだくことさえ烏お滸こがましいとはわかっている。わかったうえで、わたしは戦いたい。だから、一人じゃなにもできない非力なわたしに、力を貸してください！」

　正直な想いの吐と露ろ。たとえ否定されても、ハッキリと口に出す。

　ミルドは柔やわらかに微笑ほほえんで、自身の聖剣を支えに立ち上がった。

「まったく……世話のかかる兄妹きようだいね……！」

　ミルドの体力はすでに限界。それでも命ある限り立ち上がる。

　胸の内から湧く、『彼らと共に戦いたい』という想いに従って。

「それで？　なにをすればいいの？」

「兄さんの限界も近づいてきています。一人ですべてを防ぎきることも難しくなってくる。だから、わたしの作業が終わるまで、こちらに及ぶ敵の攻こう撃げきを止めてほしいんです」

「作業……？　なにをするつもりなの？」

　ミルドの問いかけに、アニスは兄そっくりの不敵な笑みを浮かべた。

「失われた英えい雄ゆうの再現。女神が封ふうじた兄さんの聖剣を───わたしが解放します」

　ミルドが疑ぎ問もん符ふを浮かべて振ふり返ったときには、すでにアニスは作業に入っていた。

　集中。細い指が高速でキーボードを叩き、瞬またたく間に女神アイギールの聖剣管理システムに不正アクセスする。ここまでは順調。問題はここからだ。

「……第二層目のセキュリティエリアを突破。続けて第三層、最深部へアクセス───」

　直後、アニスの動きがピタリと止まった。

　ＰＣのモニターが虹にじ色いろに発光し始める。……機器へと逆流してくる《魔ダ力ス光ク》の光こう輝き。それらはアニスの全身を包み込むように増幅し、視界が激しく眩くらんだ。

「こ……れは……!?」

　そう告げるが早いか。

　アニスの意識は《魔ダ力ス光ク》に溶とけ込むように沈み、現実から引き離はなされた。




「──────っ」

　再び意識を取り戻もどしたとき、アニスはうつ伏ぶせに倒たおれ込んでいた。

　何が起こったのか咄とつ嗟さに把は握あくできない。身を起こすと、周囲の景色は一変していた。そこにはヒビキもミルドも、リンドべールや《邪神シエイド》の姿さえも、見当たらなかった。

　境界の判別すらつかない、無限に広がる淡たん色しよくの空間。

　空中には半はん透とう明めいのブロック体のようなものが幾いくつも浮かんでおり、バラバラながらもどこか規則性を持った動きで漂ただよっている。

「───来たか。忌いまわしい世界の『罪』よ」

　不意に頭上から声がして、アニスは反射的に顔をあげた。

　漂う半透明のブロック体。その一つに腰こしかけるように、旋毛つむじから爪つま先さきまで真っ白な女の子がこちらを見下ろしていた。

「どうした？　そんなに驚おどろくことはないだろう。貴様は命知らずにも、我の懐ふところに手を伸のばしたのだ。裁きの間に招かれるのは至し極ごく当然である」

　舌足らずで幼げな声とは対照的に、人を見下すような仰ぎよう々ぎようしい口ぶり。

　アニスは下唇を嚙かみ、その少女を睨にらみあげた。

「ここはあなたが作り出した仮想空間ですか？　女神アイギール」

「穢けがれた子が我と対等に口を利きくか。……まあよい。我も言いたいことがあったのだ」

　アイギールはブロック体から飛び降りると、ゆっくり落下してアニスの前に立った。

　並び立つと、やはり背せ丈たけはそれほど変わらない。むしろアイギールのほうが小こ柄がらなくらいだ。それでもアニスは彼女から絶対的な力の波動のような物を感じた。

「……然しかり。此こ処こは我が創り、管理する空間。今は貴様の精神をこちらに引きずり込み、縛っている状態にある。だが、貴様のために特別用意した場所というわけではない」

「……どういうことですか？」

「『聖せい剣けん管理システム』。人の文明の粋すいと、我が浄じよう化かした《魔ダ力ス光ク》によって織り成されるこの場所を、確か貴様らはそう呼んでいたか？」

「───ッ!?」

　アニスは目を丸くして、淡色をした空間を見回す。

　アイギールはそんな彼女を冷たい目で一いち瞥べつすると、おもむろに手のひらを上に向けた。

　すると、頭上にあった半透明のブロック体が目まぐるしく動き回り、そのうちの四つが地上に舞まい降りてきた。四つのブロック体は急激に縮小化すると、アイギールの手のひらの上に集まって、フヨフヨと輪を描くようにして漂う。

「この場所は第三層。最深部にあたる。……我の手のひらにあるのは、この世界で最も栄えい誉よある者たちの力。『五剣聖』の能力データだ。今はニミルが緊きん急きゆう申しん請せいで起動させたため、我の手元には四つのデータしかないがな」

「それが『五剣聖』の聖剣……!?　で、では、兄さんのものは!?」

「案ずるな。ちゃんと我が管理している。尤もつとも、これらよりもさらに厳重。我以外には絶対に手の及およばぬ場所に『封ふう印いん』してある」

　言うと、アイギールの背後の空間がバキバキと音を立てて裂さけた。

　突とつ如じよとして発生した空間の裂け目。そこから弱々しい光を放つ、小箱と呼んでも差し支えない小さな小さなブロック体が漂い出てくる。

　それは、アイギールのかざしたもう片方の手のひらの上で、ピタリと静止した。

「これだ。これこそ、貴様が求めるヒビキの聖剣」

「ッ。そ、それをこちらに渡してください！」

「ならん。ヒビキの信しん仰こう値ちはゼロ。世界にとって価値のない者に、力を持つ権利はない」

　身を乗り出して叫さけぶアニスを撥はねのけるように、アイギールは厳格に言い放った。

「どうしてッ？　今は都市の緊急事態です！　兄さんの力がなければ都市アルバマルナは滅ほろびる！　いくら女神とはいえ、あなたの独断でそんなことが許されるんですか!?」

「我の独断ではない。世界を案じた上での、客観的な決断だ。もし、ここで我がヒビキの力の解放を許したとしよう。確かに第五神装都市は救われるかもしれない。だが、我が『《邪神シエイド》の子を庇かばう人間を許した』という事実は、世界全体の傷として永遠に残る」

　アイギールの咎とがめるような視線が、アニスを射貫く。

「そうなれば世界の秩ちつ序じよは乱れる。事態は全すべての神装都市にまで波は及きゆうするだろう」

「だからと言って、一つの都市を見捨てるんですかッ!?　あなたは、私たちを認めてくれたミルドさんに力を授さずけたじゃないですか！」

「あやつとヒビキでは事情が決定的に異なる。我はミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアの気高い在り方を認め、一段階上の力の解放を許した。あやつの願いは『大切な者たちと、都市を守ること』。一方ヒビキは、貴様という罪を庇うことだけに終始している」

「そんなのは屁へ理り屈くつです！　あなたは世界を守る女神なんでしょ!?」

「黙だまれ。貴様に説教などされたくはない。第五神装都市にはニミルがいる。彼女がいる限り、都市の滅びなどあり得ない。少なくない被ひ害がいはでるだろうがな」

「あなたの判断では多くの市民が傷つくことになります！　そんなの間ま違ちがっている！」

　あくまでも食い下がるアニスに、アイギールはギリッと歯を鳴らした。

　今まで保っていた威い厳げんが剝はがれ、より子供じみた眼差しで睨みつけてくる。

「う、うるさい！　我だってそんなのはイヤなのだ！　どうしても都市を救いたいなら───お前がヒビキの前からいなくなれ！　そうすれば我だってあいつを助けてやれる！」

　必死に主張するアイギールの目め尻じりから、透明な滴しずくが滲にじみ出た。

　その弱々しい絶対者の姿に、アニスは虚きよを衝つかれたように言葉を吞のむ。

「ばかッ、ばーか！　全部お前が悪いのだっ！　お前がいるからヒビキは我の前から消えた！　お前なんかがいるから、我はヒビキから嫌きらわれる!!　イヤなのに、本当はそんなのすごくイヤなのにぃ……ッ!!」

「……アイギール」

「だから、お前がいなくなれ！　お前だけが我の前から消えろ───！」

　舌足らずな声で紡つむがれる暴言。しかし、アニスは不思議と不快な気分にならなかった。

　……わかってしまったのだ。この子の悲しみが、痛いほどに。

　世界から否定された自分、認められない自分。疎うとまれ、蔑さげすまれ、遠ざけられて。それでも……いつも近くには大切な人がいてくれた。すぐ傍そばで弱音を吐はく自分を[image: ]しかってくれた。

　この子は真逆だ。世界が自分を認めても、一番そばにいてほしい人がいない。

　その孤こ独どくを───七年間も嚙みしめて。
















「アイギール……わたしは……」

　黒と白。自分と彼女は裏表。決して相あい容いれることはない。

　それでも───。

「ッ!?　な、なんなのだ!?」

　そのとき、淡色の空間が激げき震しんした。景色にノイズのようなものが走って歪ゆがむ。

　アイギールは急いで周囲を見回し、なにかを悟さとったように下した唇くちびるを嚙んだ。

「これは外界……《邪神シエイド》の放つ《魔ダ力ス光ク》が我の空間まで及んできているというのか。あの化け物、まさか大規模な『魔ま術じゆつ』を発動する気か───!?」

　いよいよもって訪おとずれた都市崩ほう壊かいの危機。

　思わず焦あせりを露あらわにするアイギールが前を見ると、不意に小さな影かげが飛びかかってきた。

「っっ！　き、貴様ァ!!」

「…………ッ！」

　アイギールにタックルを仕し掛かけたアニスが、その手にあった小さなブロック体を奪うばい取った。彼女は地面を転がってすかさず距きよ離りを置く。

　すぐにアイギールが奪い返そうと身を乗り出すが、唐とう突とつに目の前のアニスの姿が歪んだ。

　まるで蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいて、足下から煙けむりのように消えていく。

「くっ!?　《邪神シエイド》の《魔ダ力ス光ク》の介かい入にゆうで、我が縛しばりつけていた奴やつの意識の拘こう束そくが緩ゆるんだというのか……！」

「……アイギール。わたしも、あなたに言わなければならないことがあります」

　すでに胸むな元もとまで消えかかっているアニスは、迷いない瞳ひとみでアイギールを見み据すえた。

「わたしは。兄さんの前からも、あなたの前からも消えません。戦うと決めたんです。たとえそれが茨いばらの道であったとしても、最後にはあなたにわたしの存在を認めさせる」

　そう告げて……アニスは小さく笑いかけた。

「いつかそのときが来たら。今度は正々堂々、兄さんを取り合いましょう？」

「……ッ。う、ううううううっさい、ばーかばーか!!　我は絶対に認めない！　認めないったら、認めないんだかんな～～～～～～～～～～～っ!!」

　騒さわぎ立てられる罵ば詈り雑ぞう言ごんを耳にしながら、アニスの体はその場から完全に消失した。

　……最後に見えた、白の少女の幼顔。

　その顔は怒おこりながらも、どこか嬉うれしそうに映った。




　　　　○　　　　●　　　　○




「……これが最後の勧かん告こくだ。我々と共に来い、ヒビキ＝デルヴェイド」

　瘴しよう気きの剣を向けながら、リンドベールが脅おどしかけるように低い声で告げた。

　片かた膝ひざをつくヒビキは呼吸を乱して顔を上げる。鼻先に突き付けられる禍まが々まがしい切っ先。そして、たたずむリンドベールの背後では、さらに恐おそろしい光景が展開されていた。

　───天に座す黒球。

　太陽を覆おおい隠かくすほどに巨きよ大だいなソレは、天を仰あおぐ《邪神シエイド》の口から発生していた。

《邪神シエイド》の全身には数えきれないくらいの魔ま法ほう陣じんが浮うき上がり、高速回転しながら体内の《魔ダ力ス光ク》の出力を高める。それらはすべて天上の黒球へと供給されていた。

　バカげた密度の《魔ダ力ス光ク》の塊かたまり。

　あんなものが解放されれば、学院のみならず、この都市全体が丸ごと消しよう滅めつしてしまう。

《邪神シエイド》が放つ『魔術』───その真しん髄ずいと脅きよう威いを今、目まの当たりにしている。

「───ヒビキ！」

　少し離れた場所でミルドが苦しげに呼びかけてくる。

　彼女は襲おそい掛かかってきたローブの男と切り結び、鍔つば迫ぜり合っている最中だった。

　しかし、ミルド自身も満まん身しん創そう痍い。状じよう況きようは明らかに劣れつ勢せいで、追い込まれている。

　そして……その背後にいるアニスは動かない。

　ノートＰＣを開き、作業を開始してから、意識を失ったかのように沈ちん黙もくしていた。

「この都市は間もなく滅びを迎むかえる。君が願ったものはすべて無へと消えるのだ」

「…………」

「さあ！　答えろ、ヒビキ！　我らと共に来るか、ここで無意味に死ぬか！」

　ヒビキは静かに目を伏ふせた。

　……追つい憶おく。一いつ瞬しゆんの間だけ、過去に想いを馳はせる。

　娘むすめを守れと言い残して逝いった養父。自分たちを都市に受け入れてくれたニミルとアイギール。最初は拒きよ絶ぜつしつつも、妹のことを守ろうとしてくれたミルド───。

　───最後に。強ごう情じようで生意気で、小こ憎にくたらしいアニスの顔。

　ヒビキの口元はニヤリと笑った。答えなんて初めから決まっている。

「……クソ生意気な妹が俺の背中を見ている限り。現実から逃にげて、自分が間違っていたと認めるような、情けねえ姿は見せられねえ」

　ヒビキは自身の聖剣をゆっくりと持ち上げて、眼前にかざした。

「今の世界が気に入らないから壊こわす？　そんなのは自分から『負けた』って宣言するのと同じだろ。俺は何にも恥はじることなく、世界と戦うと決めた。真っ向からな」

「……そうか。ならば、そのくだらない意地と共に消えろ！」

　リンドベールが瘴気の剣を振ふりかざす。同時に《邪神シエイド》が高く啼なき、天上の黒球が莫ばく大だいな《魔ダ力ス光ク》を迸ほとばしらせた。大地が震ふるえ、空が歪む。世界が恐きよう怖ふしていた。

　───そのとき。

　ヒビキの手元で、鞘さや入りの神機聖剣エクスカリスが小さな電子音を響ひびかせた。

「───兄さんっ!!」

「…………ッ！」




　───ゴゥッ!!




　瞬間、目の前の景色が真っ二つに割れた。

　横一いつ閃せん。リンドベールが握にぎる瘴気の剣は刀身の根元から両断され、その背後にあった天上の黒球さえも切り裂かれた。リンドベールは一瞬、何が起こったのかもわからず、切断されて地面に落ちる刃の残ざん骸がいを見つめる。

『───アがッ、グゲぇああアアアアアアァァァアアアアアアアアアッ───ッ!!』

　一いつ拍ぱく遅おくれて、《邪神シエイド》が地響きを立てながら激しく身をよじらせた。本体である彼女の変調に呼応して、産み出されたドラゴンやローブの男も悲鳴をあげて消失した。

　……恐怖しているのだと。リンドベールは彼女の感情をすぐに理解した。

　……恐怖？　世界を震しん撼かんさせ、すべてを無に帰す、絶望の体現者である彼女が？

「なにをした……？　貴様は今、なにをしたんだッ!?」

　叫さけんだ先。そこに、細身の得物を握る一人の少年の姿があった。

　……外装は非起動時とほとんど変わらない。

　形状は刀。やはり鞘に納まった状態の、地味で、なんの変へん哲てつもない、漆しつ黒こくの得物である。

　その刀身からは真っ赤なホログラムウインドが展開され、アラーム音を響かせていた。

　───警告。この聖剣は能力の性質上、女め神がみの権限の下に永久封ふう印いん指定がなされています。所有者はただちに起動を停止させてください───。

　ヒビキはそれをつまらなさそうに一いち瞥べつすると、手のひらで鮮あざやかに回した。

「持ち主ともども、随ずい分ぶんと嫌われたもんだな。せっかく起動させたっつーに、もう封印処置が始まってやがる。振れるのはよくてあと一回くらいか？」

　ヒビキは凶きよう悪あくな笑えみを湛たたえて、

「はッ。充じゆう分ぶんすぎるな」

「や、やめろ！　こっちに来るなぁ！　なんなんだ、その聖剣は!?　私にはなにも見えなかったぞっっ！　振るった瞬間も、その刀身も、刃のわずかな閃ひらめきさえもぉ！?!？」

「───当然です。あなたごときに看破されるほど《六剣聖》の名は安くありません」

　後退して《邪神シエイド》の体に寄りかかるリンドベールに、少女の声が淡たん々たんとそう告げた。

　ミルドの隣となりに立ったアニスが、冷たい目でリンドベールを見つめる。

「え？　《六剣聖》……？」

「ミルドさん。あなたが言っていた六人目の剣聖は確かに存在します。……過去に妹を守るために世界を裏切り、表おもて舞ぶ台たいから姿を消し、記録から存在ごと抹まつ消しようされてしまった英えい雄ゆう。どうしようもないシスコンが、すぐ目の前に」

　ミルドはギョッと目を剝むいてヒビキを見た。

　六剣聖……自分が姉から聞いた、幻まぼろしである六人目の英雄。

　それが、ヒビキだというのだろうか？

「……聖剣が抜ぬけない聖剣使い。しかしそれは『抜けない』のではなく、単に『抜かなかった』だけ。彼の力は、世界にとってあまりにも危険すぎたから」

　アニスはやれやれと息を吐き、

「『無ゼ刃ロ』。事情を知らない者は蔑べつ称しようとしてそれを用いますが、本来の意味は違ちがいます。『刃さえも視認できない神速の概念切断』。兄さんが斬きりたいと思った対象、斬りたいと思った瞬間、それは刹せつ那なのうちに完かん遂すいされる。世界そのものを両断するが如ごとく」
















　アニスの説明に、リンドベールの顔からみるみるうちに血の気が引いていく。

《邪神シエイド》を目覚めさせ、その力を手にして尚なお、彼に抵てい抗こうの術すべなどなかった。

　……当たり前だ。ヒビキはすでに彼を『斬る』と定めてしまったのだから。

　逃のがれられる道理など、この世界のどこにだって存在しない。

「し、視認さえできない概念の切断……!?　め、滅め茶ちや苦く茶ちやだ、そ、そんなのは反則だぁ!!　ありえない、断じてありえてはならない！　そんな力、そんな存在はっっっ!!」

「ああ。そういうセリフはもう向けられ慣れたな。今さらすぎる」

「待て！　待て待て待ってくれ！　話し合おう！　そうすればきっと分かり合える！　お願いだ、ヒビキくん！　私は君たちの味方で───！」

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン───《叢ムラ雲クモ》」

　ヒビキが振るう神速の居い合あい抜きが、目に見える世界を真っ二つに斬った。

　刹那の一閃は音もなく、認識さえできず。眼前の闇やみを両断してしまう。

「……おとといきやがれ、クソ講師」

　断だん末まつ魔まを上げながら、横一文字に切り裂さかれる《邪神シエイド》の首。

　地響きを立てて地上に落下したそれは、真下にいたリンドベールを押し潰つぶした。







　　　エピローグ




『───状況報告。

　先日の《邪神シエイド》襲しゆう撃げきが都市に及およぼした被ひ害がいは甚じん大だいだが、幸いにも死者数はゼロ。商業区が被害を受けたことでいくつかの医い療りよう機関が停止し、怪け我が人の収容が間に合っていないことには留意されたし。信徒区にある施し設せつを一時的に間貸しすることで、これらの事態に対応することが提案される。

　また、今回の騒そう動どうの主犯格であるシュタイナー＝リンドベールの身み柄がらについては、こちらで引き受けることが正式に決定した。彼に対する尋じん問もんを続行し、事態の裏に絡からんでいるとされる《方舟の亡霊アーク・レイス》なる組織の調査を進める所存である。


───都市警備代表　フルーラ＝サラロス』　






　書面から視線を上げたニミルは、相変わらずの穏おだやかな表情で納なつ得とくするように頷うなずいた。

　仕事用の執しつ務む机の前で大きく伸のびをして、パキパキと背中の骨を小気味よく鳴らす。

「───いンや～。お疲つかれですね、都市代表？　心中お察ししますわー」

　そのとき、応接用のソファのほうから、腑ふ抜ぬけた女性の声が飛んできた。

　ニミルは苦く笑しようを浮かべると、そちらに視線を向ける。

「そう思うなら、遊びに来る時期くらい選んだらどうかしら？　ラミアーシャ」

　呼びかけられた女性───繁はん華か街がいで古道具屋を営む聖せい剣けん技師、ラミアーシャは、茶ちや菓が子しを頰ほお張ばりながら「ニシシ」と乾かわいた笑い声をあげた。

「つれないこと言わんでくださいよ。元専属のよしみじゃないですかー」

「そうねぇ。大戦時はすごくお世話になったと思うけど、今のあなたはたまに仕事を邪じや魔ましに来てはお菓子やらお茶やらを食い散らかしていくただの厄やつ介かい者ものね♪」

「うげ……。相変わらず綺き麗れいな顔して言うことえげつないですねー」

　そう言いながらも、茶菓子を口に運ぶラミアーシャの手は止まらない。

　付き合いが長いぶん、二人の間には一切の遠えん慮りよという概念がなかった。

「……女神はどうしてます？　今回のことで拗すねちゃったかな？」

「表向きはね。でも、わたしの見立てだと、意外にご機き嫌げんみたいよ？　顔を出さないのも、いわゆる照れ隠しみたいなところが大きいみたい」

「ほへ？　どういうことですかー？」

「さあねぇ。詳くわしくはわからないけど、彼らとの間になにか進展があったみたいよ。どちらにせよ、数日したらまたこの都市にもひょっこりと顔を出すでしょう。アイギールが彼らをほうっておくわけがないもの♪」

　朗ほがらかに言うニミルに、対するラミアーシャは胡う散さん臭くさそうに目を細める。

「あのですね、ニミルさん？　今回のこと、どれくらい把は握あくしてました？」

「？　どういう意味？」

「あなたが雇やとっていた技術講師のことですよ。……まあ邪推かもしれないンですけど。私にはあなたが、今回の騒動を見み越こしてあえて泳がせていたと思えてならないんですよー」

　ラミアーシャは指で茶菓子を弄もてあそびながら、

「今回の一件で、ヒビキさんが表舞台に戻もどったことは世界中に知れ渡わたりました。あ、いや、元々の事情を知らない人間はべつにするとしてでもですね。かつての大戦に関わった者たち───特にヒビキさんと密接な関係にあった《五剣聖》なんかは勘かん付づいたでしょう」

「ふんふん。それで？」

「女神のほうも、なにやら彼らと進展があった。……まるで、元剣聖のヒビキさんを再び世界に返り咲ざかせるための、予定調和であったかのように。裏切りの技術講師、さらには《邪神シエイド》の襲撃さえも利用してね。そこんとこ、都市代表はどうお考えです？」

　ラミアーシャの問いに、ニミルは穏やかな表情を崩くずさず小首を傾かしげた。

「面おも白しろい見解だけどね。市民を危険にさらしてまでそんな盛せい大だいな企たくらみを実行するほど、わたしは策士にはなりきれないわ。残念ながら」

「どうですかねー。そこらへんも『ヒビキさんが被害を最小限に抑おさえる』との確信があれば、あなたって人はマジでやっちゃいそうですし。まあ、どっちでもいいですけど」

　ラミアーシャはソファの背もたれに寄りかかり、おもむろに戸口のほうへ目を向けた。

「んで。さっきから廊ろう下かで盗ぬすみ聞きしている方は、いつまでそうしてるおつもりです？」

「───っ!?」

　扉とびら一枚隔へだてた向こう側で、何者かが身み震ぶるいをする気配がした。

　ニミルも気づいていたのか、ニコニコと笑って事態を見守っている。

　しばらくすると、静かな音を立てて扉が外側から開いた。

　サラサラとした栗くり毛げをハーフアップにまとめた少女が、気まずそうな顔で入室してくる。

「……申し訳ありません、学院長。立ち聞きをするつもりは───」

「あら♪　気にしないで、リナちゃん。あなたには事情を知る権利があると思うしね？」

　ニミルの返しに、リナの目が大きく見開かれた。

「で、ではっ。彼が元剣聖というのは本当なんですの───むぐっ」

　リナが急ぐように口を開いた矢先、横から割って入ったラミアーシャの手が、その中に茶菓子を突つっ込んだ。彼女はニシシと笑って、口の前に人差し指を立てる。

「こらこら。興きよう味み津しん々しんとはいえ、あんま大きい声で騒さわいじゃダメですよー？　大人の事情ってやつです。ねえ、都市代表？」

「そうねぇ。まずは落ち着いて座りなさい。ちゃんと話してあげるから」

　茶菓子で口を塞ふさがれて不安げな顔をするリナに、ニミルは優やさしい微笑ほほえみを向けた。

　……かつて自分の妹にそうしてあげたように。迫はく真しんの語り口で、こう切り出す。

「これは、悪い《邪神シエイド》と戦った六人の英雄たちのお話です───」




　　　　○　　　　●　　　　○




「───ぶぇっくしょんッ!!」

「？　風邪ですか、兄さん？　それとも女ですか？　正直に白状してください」

「……ついにはクシャミだけで女と直結するようになったか。俺の命日も近い気がする」

　オレイアス聖徒学院の正門前。いつも通りに不機嫌そうな仏ぶつ頂ちよう面づらで改造スタンガンを構えるアニスを、ヒビキは白けた半眼で眺ながめていた。

　今日は久しぶりの休日らしい休日。日ひ頃ごろの授業や、開かい催さいの続いている学内リーグ戦の合間の息いき抜ぬきとして、兄妹きようだいはミルドとイオに街へ遊びに行こうと誘さそわれていた。

「学内リーグ戦……か」

　ヒビキはフッと呟つぶやいて、腰こしのベルトに留めてある神機聖剣エクスカリスに手を伸ばした。

　先日の事件があったことから、外出時にもなるべく帯剣しておくように学院側に言われている。ヒビキの指先が触ふれると、鞘さや部分から小さなホログラムウインドが展開された。

　───ヒビキ＝デルヴェイド。信しん仰こう値ち０───。

　すでに見慣れつつある、変わり映ばえのしない数値。

　都市を襲おそった《邪神シエイド》を直接討とう伐ばつした手て柄がらさえも、この罪を雪そそぐには至らなかった。

「兄さん……あの……」

「あ？　なーに暗い顔してんだよアホ。たとえ何があろうと、俺たちは自分の存在を世界に認めさせる。最初からその目的は変わらない……だろ？」

「あ、当たり前ですっ。兄さんならそれができて当然と言いますか、できなかったらわたしが怒おこります！　学内リーグ戦だろうが、他都市との対たい抗こう戦だろうが、聖機士オーデインだろうが！　全部ぶっ飛ばして、あの真っ白小こ娘むすめを思う存分に悔くやしがらせてやるんですから！」

　躍やつ起きになって叫さけぶ妹を眺めながら、ヒビキはやれやれと苦笑を漏もらした。

　そんなこんなをしていると、学院の敷しき地ち内から歩いてくる二人の少女の姿を認める。

　ヒビキは口やかましく騒ぐアニスの頭を押さえて、ヒラヒラとそちらに手を振った。

「おーう。今日は遅ち刻こくか？　らしくねえな」

「すまない。ミルドの服選びに時間がかかってな。私は適当なものでいいと言ったんだが、やけに張り切っていて───」

「イ、イイイイイイイイイイイオ～～～～～～～～～～～～ッ！」

　イオの首をミルドが真っ赤な顔でぎゅむ～っと絞しめる。こいつらも相変わらず騒がしい。

「まあいい。とりあえず揃そろったし行くか。今日もラミアーシャの店か？」

「う、うん。この間、あんたのベルト買い忘れちゃったし。なんだかんだで色々あって、最後は滅茶苦茶になって……こ、今度はちゃんと遊びたいなって」

　そういうミルドは、ちょっと頰ほおを染めながらモジモジとしていた。

　……なんだろうか。最近、妙みようにこいつの態度が可お笑かしい。

　理由が思い当たらないヒビキとしては、少し薄うす気き味み悪く思うところだった。

「なんだ？　風か邪ぜか？　体調が悪いなら無理せず寮りよう室で寝ねてろアホ」

「ち、違ちがうわよ！　アホはあんただし！　このアホ！」

　騒ぎ立てたミルドは、真っ赤な顔のままぷいっと顔をそむけた。かと思うと、「やっぱりヒビキはただのアホ……あたしの憧あこがれなんかじゃないんだから……」と一人でブツブツつぶやき始める。うーむ……よくわからない。

「と、とにかく行くんでしょ！　ほら、モタモタしないっ！」

　誤ご魔ま化かすようにそう言うミルドは、ヒビキの腕うでをグイッと引いた。彼女自身は無自覚だったが、その胸むな元もとにあるふっくらとした谷間にヒビキの腕が挟はさみ込まれる。

「ッ。に、兄さん！　いけません、ダークサイドに引き込まれては！」

　いきなり叫んだアニスが、反対側の腕に飛びついてきた。

　……しかし、残念ながらこちらには腕を挟み込むほど立派なものはなかった。

「ミルドさん！　一刻も早く兄さんから離はなれてください！　しっしっ！」

「まるで人を羽虫みたいに!?　そ、そんなこと言わないでよぉ、アニスちゃん！　お姉さんと仲良くしよ！　ね？」

「ふあ!?　あ、愛あい玩がん動物を見るような目でこっちに近づいて来ないでッ！　そして、いい加減にその胸元の凶きよう器きを兄さんから遠ざけてください～～～～～～～～っ!!」

　両りよう脇わきでギャーギャーと騒ぐ、口やかましい二人。

　少し距きよ離りをおいた場所で、イオが同情するように小さく肩かたを竦すくめた。

　ヒビキはうんざりとした顔をして、祈いのるように空を見上げる。

　……これから戦うべき世界や女め神がみより厄やつ介かいなのは、この二人の少女なのかもしれない。







　　　あとがき







　初めまして、もしくはお久しぶりです。小こ山やまタケルです。

　というわけで、祝・新作です！

　ここまで来るのに大変な苦労がありました。前作をご存じの方はお分かりかと思いますが、僕ぼくという人間は重度のファンタジー病をわずらっておりまして、とにかく「世界を旅する話が書きたい！」「剣けんと魔ま法ほうこそジャスティス！」と騒さわいでいたわけです。おそらく現実で部へ屋やに引きこもっている反動でしょう。

　そんなこんなで、古ふる臭くさいファンタジー物のプロットを量産してはボツ、量産してはボツを繰くり返していたある日……現担当Ｓさまのほうからこんな提案がありました。

「───いっそのこと、ド直球な学園バトル物を書いてみてはいかがでしょう？」

　……な、なんですと？

　目から鱗うろことはまさにこのことです。お世辞にも華はなのある学校生活を送っていたとは言えない自分にとって、その発想はありませんでした。

　そして、自分にかけられた古代ファンタジー人の呪のろいを解くべく書き上げたのが、この『神装都市の無オ刃ー聖デ機イ士ン』になります。

　いかがだったでしょうか？　もし「面おも白しろい！」という感想を抱いだいていただけたなら、作者として感無量でございます。安心して明日あしたからシティーボーイを気取ろうと思います。




　謝辞のほうを。

　前担当のＮさま、そして現担当のＳさま。お忙いそがしい中、いつも的確なアドバイスをくださりありがとうございました。これからも頑がん張ばります。

　イラストを担当してくださったartumphアートアンフさま。可愛かわいくてカッコいいイラストをありがとうございます。どのキャラもイメージ通りで感激いたしました。

　そのほか、関係者の方々に、心よりお礼を申し上げます。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆みなさま。本当にありがとうございました。引き続きお付き合いいただけるのなら、作者としてこれ以上の幸せはありません。

　それでは、またどこかでお会いできることを願いつつ。
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